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　１　占せん都とと呼ばれる街




　新しん暦れき一一三年四月八日　一五時十分。

　日本と金きん港こうを結ぶ定期航路便「五ご福ふく号ごう」は、定刻通り金きん港こうに着港した。パッケージツアーの観光客の群れに混じり、僕ぼくはふらつく足取りでタラップを降りた。

「死ぬ……死んでしまう……」

　何十時間ぶりの、揺ゆれていない地面だった。肺はい腑ふにめいっぱい空気を吸すい込こむと、嗅かぎ慣れた潮の香かおりに、地面の臭においも混じった。

「ほんっと、了りよう次じは船に酔ようんだから」

　勝かち誇ほこった表情でルートが言う。長時間の船旅にもかかわらず、こちらはピンピンしている。

「今時、海かい路ろしかないっておかしいだろ」

「ないことはないぞ。ほれ、『ミラクルワールドガイド』にもちゃんと載のってる」

　ルートは鈍どん器きのような分厚いガイドブックを広げ、つんつんと指で差した。

「……マジかよ」

「直通便はなくて海路より時間とお金がかかるがな」

「ふ、ふん。その手のガイドブックには興味ないね」

　負まけ惜おしみのセリフを吐はいてはみたものの、傍かたわらにルートの姿がない。

「了りよう次じ、こっち、こっちだ」

　声のする方を見やれば、記念撮さつ影えい用ようの顔ハメ穴に顔を嵌はめ、ドヤ顔をしているルートがいた。

　しかもフェリーに乗っている船長の顔という、謎なぞめいた構図だった。

「写真撮とって！　写真！」

「お前は写らないだろうが」

「いいんだよ。ここに来ましたーって記念なんだから」

「ったく。ほら、撮とるぞ」

　眼グ鏡ラ型ス電レ子イ端ヤ末ーで写真を撮とり、ルートのタブレットに送ってやる。ルートは即そく座ざに写り具合を確かく認にんし、サムズアップをした。

「いやー、まさかこんなところで顔ハメに出会えるとは。幸さい先さきの良い旅のスタートだ」

「記念に撮とるならもっとその土地ならではのものを撮とろうか」

「その土地ならではの顔ハメだ。ほら見て。これは《百ひやく首くび塚づか》に行った時ので、これは《逆さかさの滝たき》、こっちは《狼おおかみ岩いわ》、これは……」

「オーケイ。お前の顔ハメフォルダの充じゆう実じつっぷりはわかった。先を急ごう」

　……なんでだろう。気持ち悪いのに加えて頭も痛くなってきた気がする。

　フェリーの乗降口と直結している建物は、空港のような全面ガラス張りのオーシャンビューだった。海岸沿いには、近代的な背の高いビルがポツポツと生えているのが見える。ロゴマークから、有名チェーンの高級リゾートホテルだとわかった。

「あれ？　了りよう次じ、どこ行くの。そっちは正面口。お迎むかえは西口の前だよ」

「ああ、いいんだ。タクシーを拾おう」

「それなら私が先行して様子を見てくる」

　余計なことはしなくていい、と言いかけた時には既すでに遅おそく、ルートの姿はない。

「ったく、観光に来たんじゃないんだぞ」

　小走りで外に出ると、捜さがすまでもなく、ルートが中年のおっさんに絡からまれている光景が目に飛び込んできた。

　素す肌はだに黒い革かわジャンにスキンヘッド、サングラスといったアメリカンないでたちのおっさんと少女のペアは犯罪の臭においしかしなかったが、当人達は笑顔で言葉を交わしていた。どうやら、ルートの背負っている黒ランドセルについて話しているようだ。

「ヘイガール。知ってるぜ。ジャパニーズ・ショウガクセイスタイルだろう」

「失礼なっ！　私はこれでも十四歳さいだ！」

「ワーオ。あんまり若くてピチピチなんで、ショウガクセイかと思っちまったよ」

「うむ。私は若作りなのだ」

　ＨＡＨＡＨＡと笑い合うご両人。若作りって。

「あ、了りよう次じ！　こっちだ！」

　できれば他人のフリをして静かに立ち去りたいところだったが、ルートは目ざとくこちらを見つけ、手招きした。

「このおっさんのタクシーに乗ろう」

「…………」

　しかも勝手に話つけてるし。




　成り行きで決まってしまったが、スキンヘッド氏は正しよう真しん正しよう銘めいのタクシードライバーだった。愛車は黒のセンチュリー、運転も至し極ごくまともだった。

「おっさん、領主館にやってくれ」

「領主館？　ガール、珍めずらしいところに行くんだな」

　おまけにこのおっさん、なぜか流りゆう暢ちような日本語を話した。

「以前は、観光客と言えば日本人ばかりだったもんさ。それで客の気を引くために日本語を勉強したのよ」

　金きん港こうは占うらない師しの街であり、観光客相手の占うらないが産業の中ちゆう核かくを担になってきた。別名「占せん都と」と呼ばれる所以ゆえんだ。

「ところでガール、そちらさんはボーイフレンドかい？」

「いいや。姉と弟だよ」

　薄うすい胸を張るルートに、バックミラーの中のおっさんが肩かたで笑う。

　そしてルートよ。なぜ無む駄だに「姉」を主張する……それを言うなら兄と妹だろう。

　もっとも、スキンヘッド氏でなくとも、僕ぼく達たちの関係を見み抜ぬくことは困難に違ちがいない。

　片や黒くろ髪かみ黒目の、華きや奢しやな東洋人の少年。

　片や金きん髪ぱつ碧へき眼がんの、小こ柄がらな西洋人の少女。

　少年は暑苦しい黒スーツに黒ネクタイ。天てつ辺ぺんの潰つぶれた灰色の帽ぼう子し。手荷物は、使い込んだ革かわの旅行鞄かばんが一つ。

　少女はフリルやピンタックがたくさんついたお人形さんみたいな白のブラウス。そして、背には黒ランドセル。

　いつも「観光客」で通しているものの、保護者不在の二人旅だと言うと、しばしば疑ぎ惑わくの目を向けられる。

「ザ・デイの前後で、お客さんはだいぶ様変わりしたの？」

　ルートが問うと、おっさんは大おお仰ぎように頷うなずいた。

「そりゃあ世界中から観光客が押おし寄よせるようになったよ。客入りは、ずっとよくなった。海岸のホテルを見たろう？　あれもここ数年でできたんだ。ザ・デイ様々だぜ」

「様々、ね。吞のん気きなもんだ」

　僕ぼくは思わず、独りごちた。

　八年前──当時最さい先せん端たんの科学技術を有ゆうしていた「アリス財団」によって、かつてない規模の空間断だん裂れつ実験が行われたその日、世界の形は大きく変わった。

「空間断だん裂れつ」とは位い相そうの異ことなる空間を経けい由ゆし、地点Ａと地点Ｂを瞬しゆん時じにつなぎ合わせる──要は空間転移ワープを可能にする科学技術だが、当時はようやく理論を抜ぬけ出だして実験の段階に入ったレベルだった。名のある科学者達が恐おそろしく金のかかった装置を使い、徹てつ底てい的てきな安全策を施ほどこした挙あげ句く、ダニ以下の物質をミリ以下の距きよ離りでワープした・しないで喜んでいる。それが最さい先せん端たんであった時代に、アリス財団は実験場として南洋に人工島を浮うかべ、被ひ験けん者しやとして世界各地から秘ひ密みつ裏りに死し刑けい囚しゆうを搔かき集あつめていた。

　狂きよう気きの沙さ汰たとしか言いようのない実験は「暴走」という最悪の結果をもたらした。人工島は丸ごと消失し、その余よ波はが地球規模で影えい響きようを及およぼしたのだ。

　世界各地で、局地的な異変が観測された。異変が起きたポイントは「痕トレース」と呼ばれ、痕トレースおよびその周辺では、現在に至るまで種々の異常現象が続いている。

　ここ金きん港こうもその一つ。なんでもここの住民は痕トレースのおかげで「未来を視みることができる」のだそうで、街ぐるみで未来視をネタにした観光地化に力を入れている。

　占うらないの街に未来視とは「渡わたりに船」を地で行くような組み合わせだが、これは偶ぐう然ぜんではなく、ましてや、でっち上げでは、けっしてない。

　痕トレースの引き起こす現象は、その土地と深く関わっている。痕トレースにはエミュレータのような機能があり、いわゆる異常現象はその土地の持つ文化習しゆう俗ぞく風土を痕トレースがエミュレートし、実数界を微び妙みように歪ゆがめた結果だ、というのが定説だ。

「治安は悪くなったんじゃないか。最近、人ひと攫さらいの事件が起きてるってニュースで見たぞ」

「オオ、ブラザー。なかなか痛いところ突ついてくるねえ。でも大だい丈じよう夫ぶ。話題の人ひと攫さらいは占うらない師ししか狙ねらわないって話だ」

　誰だれがブラザーだ。

「観光客が気をつけなきゃいけないのは、人ひと攫さらいよりもスリや強ごう盗とうさ。あと、ちょっとおかしな顔つきがしたヤツがいたら、すぐ逃にげるんだ。ここは出るところだからな」

「出るって、何が？」

「エトランゼ」

　ルートの顔が一いつ瞬しゆん強こわ張ばったのを、僕ぼくは見み逃のがさなかった。

「……へえ。ここのエトランゼはそんな悪さをするのかい」

「こちらから何もしない限りは大人しいもんさ。でも、あいつらとは関わり合いにはならない方がいい。なんせエトランゼだからな」

　ルートが僕ぼくの袖そでを摑つかみ、「何も言わないで」と言わんばかりに小さく首を振ふった。僕ぼくはやむなく言葉を吞のみ込こみ、唇くちびるを嚙かんだ。

　実験の舞ぶ台たいとなった人工島の対たい蹠しよ点てんには、かつて、人口約八千人の村があった。北ほく欧おうの峻しゆん険けんな山々に囲まれた内陸部にあり、気候は寒冷。閉へい鎖さ的てきで、独特な文化を形成していた。

　その村は、常に過去形で語られる。その瞬しゆん間かん、人工島と同様に、村民は一人残らず消失してしまった。

　村の名を取って「エルミの惨さん劇げき」と呼ばれているこの事件は、世界中の憐れん憫びんを買った。人工島の囚しゆう人じんはともかく、彼等は純じゆん粋すいな被ひ害がい者しやだった。

　少なくともザ・デイから約一年の間は、そう思われていた。

　約一年の後──正確には、一日差し引いて三百六十四日の後、消失した旧エルミ村の住人が突とつ如じよとして、世界中に現れた。ザ・デイの傷がまだ生々しく残る世界で、一周年忌きの催もよおし物ものが各地で行われている矢先の出来事だった。

　──それは、奇き蹟せきの復活と呼ぶにはいささか無理がある現象だった。

　彼等は人間としての肉身を持たず、幽ゆう霊れいのようなものとして立ち現れた。突とつ如じよ現れ、突とつ如じよ消える。見ることはできても、こちらから接せつ触しよくすることはかなわず、そして、この世のいかなる言葉とも、全く違ちがう言葉を話した。

　その存在と奇き妙みような性質は、この世界の摂せつ理りに嵌はまらない。あらゆる領域カテゴリで領エ域ラ外ーになる。即すなわち、彼等がこの世界とは異なる位い相そう空間に転移したことを示していた。

　彼等の世界は「虚きよ数すう界かい」と命名され、いつしか彼等は「エトランゼ」と呼ばれるようになった。フランス語で「異い邦ほう人じん」という意味だ。

　二十分ほどドライブし、僕ぼく達たちは目的の領主館入口までやってきた。入口と言っても見えるのは門もん扉ぴだけで、スキンヘッド氏の話では、館は広い庭のずっと奥おくにあるとのことだった。

「帰りの予定は一時間後だ。頼たのめるか」

　チップをはずんでやると、スキンヘッド氏はほくほく顔で頷うなずいた。

「オーケー、ブラザー。流さずここで待ってるよ」

　門前には灰色の服を着た番兵が一人、ライフルを手に、見張りに立っていた。人通りの少ない往来にタクシーでやってきた僕ぼく達たち二人を、胡う散さん臭くさそうに眺ながめている。

「了りよう次じ、私、消えてた方がいい？」

「いや、そのままでいい」

「でも、私いると、話ややこしくなりそうだよ？」

「お前は何も間ま違ちがったことはしていないんだ。堂々としていればいい」

　ルートはにっこり微ほほ笑えみ、頷うなずいた。

「わかった。任せるね」

　ルートと連れだって門もん扉ぴに近づいていくと、番兵は押おし黙だまったまま、何だこのガキどもは、とでも言いたげな視線を露ろ骨こつに向けてきた。

「了りよう次じ・Ａ・スキップハート。黒の協会の調査員だ。領主に取り次いでいただきたい」

　紹しよう介かい状じようを手て渡わたす。番兵は怪け訝げんな顔つきで中身を改めた。

「確かに本物だが……迎むかえの車を寄こしたはずだ。それになんだ？　その娘は。来るのは男一人だと聞いていたが」

「こっちはルート・Ｍ・エトランゼ。僕ぼくの大事なパートナーだ」

『エトランゼ』という言葉を口にした途と端たん、番兵の表情に驚きよう愕がくと恐きよう怖ふの色が浮うかんだ。ルートは門柱に右みぎ腕うでを突つっ込こみ、これ見よがしにへらへらと笑ってみせる。

　ひゃあっ、と変な声を上げる番兵。ルートの右みぎ腕うでは、肘ひじから先が門柱の中に消えていた。

　ルート・Ｍ・エトランゼ。彼女もまた、虚きよ数すうの世界を生きる少女だった。

「ししし、失礼しましたっ！」

「じゃあ、領主に取り次いでくれるかな」

「は、はいいっ！」

　無線で何やらやり取りしていた番兵は、程ほどなく僕ぼく達たちを中に入れてくれた。

　道の先が見えないほどの広い庭をリムジンで移動する。辿たどりついた領主館は、モダンな白はく亜あの洋館だった。

「なんかこう、雰ふん囲い気きがないなー。もっと伝統的な建築物を期待していたのに」

　ルートが不満げに呟つぶやく。

「仕事だぞ。気を引ひき締しめていこう」

「あ、うん。ごめん」

　リムジンを降りると、男が二人、玄げん関かん先さきで待ち構えていた。

　一人は長身の青年。もう一人は恰かつ幅ぷくのいい、肌はだの色の悪い中年男だった。両人とも、礼服でかっちりと身を固めていた。

　青年は無表情。中年男の方は、顔つきこそ柔にゆう和わだが眼光は鋭するどく、見る者を威い圧あつするような気を放っている。

　そして中年男には、事前に渡わたされた資料写真の中で見覚えがあった。

　──金きん港こう領主。直々にお出で迎むかえか。

「お初にお目にかかります。李リ・峰ホウです」

　李リ・峰ホウは統プ一ラ言ト語ーで慇いん懃ぎんに挨あい拶さつをし、手を差し出した。

　統プ一ラ言ト語ーは、エトランゼの言葉をベースに生まれた人工言語だ。旧来言語の持つ微び妙みようなニュアンスまでは表現できないものの、機械翻ほん訳やくが容易であり、思考をサポートする「補助脳」があれば、修得の必要さえない。

「黒の協会調査員、了りよう次じ・Ａ・スキップハートです。わざわざお出で迎むかえいただいて恐きよう縮しゆくです」

　僕ぼくもテンプレを返し、握あく手しゆを交かわす。

「部下の非礼をお許しください。こちらの手配した車ではなかったもので、勘かん違ちがいしたようです」

「こちらこそ、ご指示に従わず失礼いたしました。どうも堅かた苦くるしい車が苦手なもので」

　互たがいに付き人に関しては触ふれず、李リ・峰ホウ自らが先導して中へと進んでいく。

「お話はお聞きしていますよ。その若さで、世界中でご活かつ躍やくされていると」

「フットワークが軽いのが僕ぼくの売りですから」

　応接室に通された。こちらも西洋風で、調度品は白で固められている。素人しろうと目めにも、金がかかっているのがわかる。

　向き合ったソファに僕ぼくとルート、対面に李リ・峰ホウと執しつ事じ風ふうの青年が並ぶ。

　着席して間もなく、コーヒーが運ばれてきた。カップの数は人数分に一つ足りず、青年の前には何も置かれなかった。

「いい機械人形オートマタですね」

　僕ぼくの言葉に、李リ・峰ホウの目ま蓋ぶたがぴくりと動いた。

　機械人形オートマタは、金属製の人形だ。素体は１／１スケールで人体を精確に模した鋼はがねの塊かたまりだが、人工の皮ひ膚ふや筋肉で覆おおえば、本物と遜そん色しよくない外見にすることができる。

「素す晴ばらしい。慧けい眼がんです」

　機械仕じ掛かけの青年は、表情を変えなかった。がっしりとした外観から察するに、ボディガードも務めているのだろう。

「では、早さつ速そくですが、ビジネスの話をしましょう。資料には目を通していただけましたかな？」

　と李リ・峰ホウ。僕ぼくは軽く首しゆ肯こうした。

　金きん港こうではここ半年、占うらない師しが行方不明になる事件が多発している。数少ない目もく撃げき証言によれば犯人は色鮮あざやかな原色の仮面と黒マントを身につけた長身の人物で、単独犯か複数犯か、同一犯か別人なのかもわかっていない。ご丁てい寧ねいにほぼ毎回、ターゲットに犯行予告がなされており、その際は「《星ほしの眼め》の体現者」と署名されている。

　確かく認にんされている全ての痕トレースには世界規格のナンバリングが施ほどこされているが、呼ぶときは現地の呼こ称しようが用いられる。痕トレースの公こう称しようは《Asia-No. 62》、呼び名は《星ほしの眼め》だ。

　最大の問題は、その不可能性だった。鍵かぎのかかった部屋から誘ゆう拐かいされたケースや、占うらない師しをかついで空を飛んで逃にげた、というものまであった。

「お言葉ですが、本当に一連の事件と《星ほしの眼め》が関係していると思われますか？」

　僕ぼくが問うと、李リ・峰ホウは肩かたをすくめた。

「私も最初は懐かい疑ぎ的てきでしたが、実際、犯人は、標的がどこに逃にげ隠かくれしようと、必ず見つけ、攫さらっていくのです」

　犯行予告文によると、

『私は《星ほしの眼め》の体現者である』

『《星ほしの眼め》が授さずけた未来視は本物、今までの占うらない師しは皆みな、インチキだ』

『私が一度占うらなえば、お前の居場所はすぐわかる。お前の力が本物なら、逃にげ切きってみせよ』

　等々、よく言えば印象的、悪く言えば大たい言げん壮そう語ごのオンパレードだった。

　誰だれかに対するメッセージなのか、犯人とされる写真は不ふ鮮せん明めいながら、被ひ害がい者しやを小こ脇わきに抱かかえてポーズしているものまであった。

「どう思われますか。犯人は何を狙ねらっているんでしょう」

　と李リ・峰ホウ。

「予告を鵜う吞のみにするなら『世直し』ですね。インチキ占うらない師しを自分の手で罰ばつしているつもりなんでしょう」

「ほう。興味深いお説せつです」

「当人はヒーロー気取りかもしれませんが、犯罪者には違ちがいありません」

　僕ぼくは資料を広げ、アンダーラインを引いた部分を指し示した。

「『時が来れば彼等は贄にえとなり、大いなる災わざわいをもたらすであろう』。この声明文を信じるなら、占うらない師し達はまだ生きている。つまり、彼等は人ひと質じちとして集められたということです。何か要求はありませんでしたか？」

「具体的には、何もありません。『稀まれ世よの占うらない師しを差し出せ』などという、突とつ拍ぴよう子しもないものはありましたが」

「稀まれ世よの占うらない師し、ですか？」

「『およそ五百年に一度、混こん迷めいの世に類たぐい稀まれな占うらないの才を持った予言者が現れる。かの者は占せん王おうとして君臨し、世を正しい方向に導くであろう』という金きん港こうで古くから信じられている民間伝承です」

　下調べは、していた。

　まるでファンタジー世界の住人のようだが、先の稀まれ世よの占うらない師しは歴史上の人物だ。この人物が「次の稀まれ世よの占うらない師しが現れる」と預言した時期が、ここ数年に当たるのだという。

　ちなみに先代を含めて過去に三人現れたとされてはいるが、最初の二人に関しては眉まゆ唾つばものの伝説で塗ぬり固かためられている。

「稀まれ世よの占うらない師しに、興味がおありですかな？」

「ええ。攫さらわれたのは占うらない師しばかりです。未来視現象と関係あるのは間ま違ちがいありませんから」

「伝承通りの『混こん迷めいの世』ですからな。伝説的な占うらない師しが出てきてもおかしくはありません」

　真面目くさった顔で李リ・峰ホウは頷うなずいた。どうにも、腹の中が読めない男だ。

「ところで、国外のテロや軍事機密に関する預言もあったと噂うわさされています。この真しん偽ぎは？」

　僕ぼくが問うと、李リ・峰ホウはわずかに眉まゆをひそめた。

「大半はデマですが、一部は本当に預言がなされました。そして信じざるを得ないほど、ことごとく的中しています」

　世界の一部が欠けたザ・デイ以降、この手の預言者めいた有う象ぞう無む象ぞうが爆ばく発はつ的てきに増加したが、《星ほしの眼め》の体現者の知名度は、頭一つ、抜ぬけている。ここ半年の世界的な事件、特にローマ法王暗殺未み遂すい事件を預言したことで、謎なぞのベールに包まれた「ファティマ第三の秘密」も知っているのではと噂うわさされるようになったほどだ。

「もちろん、ここまで自力で何とかしようとしてきました。しかし、ご覧の通り。結果は芳かんばしくありません。そこで専門家の手をお借りするに至ったわけです」

　痕トレースの調査には、特別な技量が要求される。そのため僕ぼくのような専門機関の調査員にお鉢はちが回ってくる。

　僕ぼくが所属する黒の協会はザ・デイの恩おん恵けいを最大限に利用しつつ、最終的には「ザ・デイ以前の世界への回帰」を目的としている専門機関だ。調査員の肩かた書がき通り、僕ぼくの仕事は痕トレースの調査と現象解明なのだが、直接の依い頼らい内容は《星ほしの眼め》の調査ではなく、誘ゆう拐かいされた占うらない師しを見つけ出すことだった。

「市井しせいではもっぱら『ダグンパ』の仕業だと噂うわさされていますよ」

　李リ・峰ホウの口から、聞き慣れない言葉が飛び出した。

「ダ……何ですって？」

「ダグンパ。この地に伝わる人ひと攫さらいの妖よう怪かいです。全身に黒い毛の生えた、猿えん人じんのような姿をしていると言われています」

「迷めい信しんでしょう」

「ええ。ここは昔から人ひと攫さらいや神かみ隠かくしが多かったんです。だから今でも、そんな迷めい信しんが生きているんですな」

　緊きん張ちようほぐしの冗じよう談だん、でもないようだ。

「生死は問わず、とありますが？」

「無論、生きているに越こしたことはありませんが、死んでいるなら死んでいるで、確証が欲しいのですよ」

　──この男、きれい事を言うばかりじゃない。

　李リ・峰ホウは言葉を切ると、鈍にぶく光る目でルートを一いち瞥べつした。つられて見やるとコーヒーに指を突つっ込こんで遊んでいたため、僕ぼくはその頭上に軽く拳げん骨こつを落とした。

「確かに不思議な事件ですが、僕ぼくの本分はあくまで痕トレースの調査です。それに、ご提供いただいたデータを見る限り、《星ほしの眼め》と因果関係があるとは断言できません」

　視線が交こう錯さくする。互たがいの腹を、探さぐるような間があった。

「承知の上です、ミスター・スキップハート。《星ほしの眼め》を存分に調査してください。事件と《星ほしの眼め》が完全に無関係であると証明できれば、こちらも次の手を打つことができます」

「……わかりました。スケジュール通り、明日には現地調査を始めます。報告は適てき宜ぎ」

「お願いします。期待していますよ」

　僕ぼくはカップを空にし、席を立った。

「もうお帰りですか」

「ええ。ご挨あい拶さつだけで。明日に備えて、今日は早く休みたい」

　というのは口実だった。三十分ほどしか経たっていなかったが、そろそろルートの我が慢まんが限界に達して、何かしでかしそうな予感が走ったからだった。

「ああ、それから。明日以降も送そう迎げいは不要です。素人しろうとは足手まといになる」

　僕ぼくの発言に、李リ・峰ホウは鉄てつ仮か面めんを崩くずさなかった。

「御ぎよ意いに」




　再びリムジンで門前まで送られ、僕ぼく達たちはスキンヘッド氏のタクシーに乗のり込こんだ。

「領主館に用事なんて、ブラザー、何者だい？」

「観光客さ。金きん港こうスクエアにやってくれ」

　スキンヘッド氏は口笛を一ひと吹ふきし、アクセルを踏ふんだ。




　　　　　＊




　金きん港こうスクエアは一キロ四方に広がる、金きん港こう一いちの繁はん華か街がいだ。画一化された箱形の建物が密集し、過半数を占しめる占うらないの店の他は、観光客向けの飲食店と土産みやげ物もの屋やが軒のきを連ねる。

　看板には英語と統プ一ラ言ト語ーの表記が目立つ。何にもまして目を引くのは、鮮あざやかな原色で描えがかれた「目」のシンボルマークだった。これは占うらない師しのシンボルであり、派は閥ばつや性別、年ねん齢れい等により、それぞれマークが違ちがう。

　ここは観光客誘ゆう致ちのために造られたエリアであり、明確な料金体系が設定されていて、客足は途と絶だえることがない。条件のよさ故ゆえに淘とう汰たは激しく、腕うでの立つ占うらない師ししか生き残れない。ここに店を構えること自体が、占うらない師しにとってステータスなのだ。

「赤い瓦かわら屋や根ねに白い箱形の建物は、シンプルながら伝統的な様式美に従ったものであり……って了りよう次じ、聞いてるかー？」

「あー聞いてる聞いてる」

「１足す１はー？」

「あー聞いてる聞いてる」

「んもーう、全然聞いてないじゃんっ！」

　ルートのうんちくを聞き流しつつ、往来を観察する。道行く者の顔ぶれは、多た国こく籍せきに渡わたっている。大半が浮うかれた面をした観光客で、現地系の人は少ないようだった。

　未来がわかるというなら全世界から人が大挙してもよさそうなものだが、こうして足を運んでみると人気の観光地程度の賑にぎわい、という印象を受ける。

「独特の臭においがするな、この街は」

　僕ぼくが鼻をひくつかせると、ルートも同じ動作をしてみせた。
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「におい？　どんな？」

「何に似てるとも言えないけど、何か燃やしたような臭においではあるな」

「いい匂においかー？」

「いいや。でも不快感はない」

　ここまで説明して、ようやくルートは「ああ」と納なつ得とくの声を上げた。

「それは『香こう』だよ。金きん港こうの人はお香こうが大好きなのだ」

　つまり、雑ざつ踏とうの臭においは香こうが混こん濁だくした臭におい、ということになるのか。

　ちなみにルートには、嗅きゆう覚かくの他、触しよつ覚かくや味覚も欠落している。視し聴ちよう覚かくはあるようだが、そもそも肉身を持たないのだから実体としての感覚器官があるはずもなく、情報を「見ている」「聞いている」と人間風に処理しているだけで、実際、怪あやしいものではある。

　エトランゼは、常人では感じ取れない何かを感じ取れるのかもしれない。彼女の人を見る目や勘かんの鋭するどさには人並み外れたものがあり、僕ぼくは何度も助けられた。

「稀まれ世よの占うらない師しっていっぱいいるんだね」

　と、ルート。なるほど。競きそうように並んだ看板やのぼりには、どれもこれも「稀まれ世よの占うらない師し」の文字が踊おどっている。

「実在の人物だっていうなら、子孫がいるだろう。そいつが稀まれ世よの占うらない師しじゃないのか？」

「先の稀まれ世よの占うらない師しは、子をなさなかったのだ」

「親しん戚せき筋すじの子孫は？」

「それならたくさんいるぞ。ほら、そこにも」

　ルートが指し示したのぼりには「稀まれ世よの占うらない師しの隠かくし子ごの子孫！」とある。血けつ縁えん関係を追うのは、どうやらやめた方がよさそうだった。

「稀まれ世よの占うらない師しだって、本人証明するものがあるのか？」

「伝説によると、指先から雷かみなりを放ち、空を飛び、口から火を吹いたとも言われている」

「なるほど。つまり、バケモノだったわけだ」

「うん。これだけならね」

　ルートがにやりと笑う。

「とても有名な話がある。稀まれ世よの占うらない師しは、人の夢ゆめ枕まくらに、自在に立つことができたそーだ」

「それこそ眉まゆ唾つばだろ」

「眉まゆ唾つばじゃないんだなー、これが」

　ルートは、くわっ！　と目を見開いた。

「ここ数年、夢の中で見たという人がいるのだ！　それも一人や二人ではなく、何十人も！」

「わー夢で見たのかすごいなー」

「……ねえ了りよう次じ。稀まれ世よの占うらない師しを捜さがすなら、スクエアじゃだめだと思うよ」

　真顔になってルートが言う。

「……ああ。どうやらそうみたいだな」

　ここにいるのはランク上位の占うらない師しなのだろうが、本当のトップランカーは馬の骨相手に二に束そく三さん文もんを稼かせぐのではなく、莫ばく大だいな金額が動くわずかな上客しか相手にしない。加えて、誘ゆう拐かい事件のおかげで、身を潜ひそめている可能性が高い。

「腕うで利ききの占うらない師しなら、自分が誘ゆう拐かいされるのを予知できそうなもんじゃないか？」

「ああ、それは無理だ。金きん港こうの占うらない師しは、自分を占うらなうことはしない」

「ふーん。なんで？」

「さあ。アンチョコには書いてなかったけど、ジンクスなんじゃない？　自分を占うらなうと不幸になる、とか」

「ありそうな話だな。その辺の占うらない師し捕つかまえて聞いてみるか……ってあれ？」

　今し方、隣となりにいたはずのルートの姿が、消えた。

「了りよう次じ、ほら、これ見て見て！」

　しゃがみ込んだルートがちょいちょいと手招きする。いつもながら、行動が読めない。

　露ろ店てんだった。ブルーシートの上に商品を並べただけの簡素なもので、売られている品も、見るからに造りのちゃちなアクセサリー類だった。

「こらルート、寄り道は後にしろ」

　一応、声をかけてみるが、ルートの丸い背中は微び動どうだにしなかった。こうなったら、しばらくは声が耳に入らない。

「いらっしゃい。どれもお値打ち品ですよ」

　猫ねこなで声ごえで言う露ろ店てん主しゆは、アロハシャツに無ぶ精しようひげを生やした、チンピラ風の若い男だった。

「了りよう次じさん、これを買ってくださるかしら」

　ルートが手に取ったのは、ヘアピンだった。ピン本体はターコイズブルーで染せん色しよくされ、陶とう製せいの小さな白い造花が、ワンポイントでついている。

「買わねーよ。なんでお嬢じよう様さま口調なんだよ」

「ちぇっ。了りよう次じのけちんぼ」

「大体な、質しつ素そ倹けん約やくは協ウ会チの美徳だろうが」

「おいガキども、観光客か？　冷やかしだけならあっち行きな。ほれ、しっしっ」

　こちらが買う気なしとわかるや否いなや、一転、男は露ろ骨こつに態度を変えてきた。

「えー、いいじゃん。見たって減るもんじゃなし」

　なぜそこで火に油を注ぐ。

「はあ？　お前、喧けん嘩か売ってるのか!?」

　大事になる前に、収しゆう拾しゆうしておこう。僕ぼくは、ルートと男の間に割って入った。

「なあおにーさん。この店は営業許可を取っているのか？」

「ああっ!?　生意気なクソガキが。いい度胸してんじゃねえかっ!?」
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　僕ぼくは意い気き軒けん昂こうに怒ど鳴なる男の胸むなぐらを摑つかみ、引き寄せた。

「かっ、お前、このっ」

　男の赤しやく銅どう色いろの瞳ひとみに、僕ぼくのつまらなそうな顔が映り込む。

「売られた喧けん嘩かは買う主義だけど、お代はタダだよな？」

「ぐぐぐ、ぐるじいぃ」

　男が、腕うでをタップしてきた。「負け」のサインだ。

　放してやると、憤ふん怒ぬの形ぎよう相そうが一転して弱気になった。

「俺おれが悪かった。今日は実入りが悪くて、気が立ってたんだ。許してくれ、この通りだ」

　男はばたつかせていた両りよう腕うでを天に掲かかげる。万国共通、降参ポーズだ。

「ところでおにーさん、あんたのその目も《星ほしの眼め》の影えい響きようなのか？」

「げほっ、ああ、そうさ。この町で赤い目をしてるやつは、みんな未来が見えるんだ。今、俺おれがボコボコに殴なぐられるビジョンが見えた。だから謝あやまっているのさ」

　違い和わ感かんが顔に出てしまったのか、男は弁解がましくそう言った。

「ほら了りよう次じ、謝あやまってることだし、そんな怒おこらなくても」

　とルート。原因のお前が言うな。

「まあいい。おにーさん、近くに宿はないか。あまり目立たないところがいい」

「宿？　ああ、そういうことだったら、いい宿を知ってるぜ」

　男はポケットから銘めい入いりのマッチを取り出し、僕ぼくに寄こした。

「俺おれは王ワン。この街の宿兼けん食堂でボーイもやってるんだ。よかったら後でウチに寄ってくれ」

「まさか、こんなところで営業マッチを見るとはな」

　感心したようにルートが言う。箱に書かれている屋号は「緑りよく龍りゆう亭てい」だった。

「ああ。オーナーが日本びいきなんだ」

　にしても営業マッチって。渋しぶすぎるわ。

　喋しやべりながらも、王ワンはそそくさと店を片付けている。やはり、不法露ろ店てんだったらしい。

　──多た生しようの縁えん、なんて信じちゃいないけど、ルートが目を付けた店だ。何か、あるかもしれない。これが渡わたりに船なら、乗ってみても損はあるまい。

　露ろ店てんの片づけがあらかた済んだところで、僕ぼくは王ワンの肩かたを摑つかんだ。

「興味が湧わいた。案内してもらおうか」




　　　　　＊




　狭せまい路地を抜ぬけると、そこは建物が密集した住宅街だった。

　何が楽しいんだか、ルートは目を輝かがやかせ、きょろきょろと落ち着きなく往来を眺ながめている。

　多た国こく籍せきなスクエアから一転して、目に入るのは褐かつ色しよくの肌はだをした現地系の人達ばかりだ。観光客向けではなく、地元住民の台所、といった雰ふん囲い気きがあった。

「着いたぞ、ここだ」

　緑の瓦かわら屋や根ねが特とく徴ちよう的てきな、年季の入った建物だった。菱ひし形がたの吊つり下さげ看板に緑の文字で「緑りよく龍りゆう亭てい」とある。

「おお！　味のある建物だな！　なあ了りよう次じ」

「んー、ボロ宿だ」

　僕ぼくとルートの意見は真っ二つに割れた。王ワンは、口元だけで笑った。

「言ってくれるねえ。ボロいのは、古いからさ。ガイドブックには載のってないかもしれねえが、五十年以上続いている、歴史ある宿なんだぜ」

　中に入っていくと、間口から想像していたよりも大きな広間、そして、奥おくにはたくさんの戸があった。戸のほとんどは開いている。空き部屋が多い、ということだ。

「お二人さんだけ、なんだよな？　相部屋でいいのか？」

「ああ、高くてもいい。一番いい部屋を頼たのむ」

　僕ぼく達たちをチラ見する王ワンの視線に疑ぎ惑わくの色が含ふくまれているのは「こいつら一体どういう関係なんだ」的な意味だろうが、先の一件でビビっているのか、直じかに聞いてくる気配はなかった。

　軋きしむ木の階段を上がり、二階へ上がる。案内されたのは、通りに面した広い部屋だった。

「へえ。中は思ったより快適そうじゃないか」

「だろ？　ここが一番いい部屋だ」

　世せ辞じではない。設備や調度品は二流以下だが、清潔で、手入れの行き届いた部屋だった。

　ちょうど、小間使いらしき小こ柄がらな少女が、シーツを整えているところだった。

　日に焼けた小麦色の肌はだに、鼻筋の通った、きれいな顔立ちをした少女だった。焦こげ茶ちやがかった黒い髪かみを、一本の三つ編みにし、若草色のゆったりとした上下の服には、幾き何か学がく紋も様ようと、風変わりな金属製の装そう飾しよく品ひんが施ほどこされている。

　特とく徴ちようは現地系住民のそれだが、目は赤ではなく、黒だった。

「決めた。ここにしばらく滞たい在ざいする」

　チップをはずんでやると、王ワンの態度がわかりやすく変わった。

「おいミァン、やっぱりお前の占うらないはよく当たるなあ。露ろ店てんをあそこ出したら、上客が来てくれたぞ。ほら、早く茶を出してやってくれ。とびきりのやつを頼たのむ」

　ミァンと呼ばれた少女はこくりと頷うなずき、小走りで部屋を出ていった。

「窓は開けない方がいいです。虫が入ってきますんで」

「虫？　蚊かとか？」

「あと、毒ムカデと八や十そ目めグモも」

　けろりとした顔で王ワンは言う。冗じよう談だんではないようだった。

　ルートが回れ右して、そろそろと離はなれていこうとする。

「おーいルート、宿を褒ほめていたお前がさり気なくフェードアウトしようとするな」

「わわわ私は、多足類が嫌きらいなのだ！」

　僕ぼくが首根っこを摑つかむと、ルートはぶんぶんと腕うでを振ふり回まわした。

「いいじゃないか。お前は食われないだろ」

「そういう問題じゃないっ」

　僕ぼくは、投げつけられた枕まくらを片手で受け止めた。

「ごゆっくりどうぞ。何かあったらベッドサイドのブザーで呼んでください」

　王ワンのにやけ顔がドアの向こうに消える。僕ぼくとルートは同時にため息をついた。

「はあ。ショック。渋しぶちんな協会が珍めずらしくいいホテルのすいーとを取ってくれたのに、それを蹴けるだなんて。了りよう次じは一体、何を考えてるの？」

「どうも臭におうんだよ」

「え？　この部屋臭くさいの？」

「そうじゃなくて、きな臭くさいって意味でさ」

　ルートの頭に、クエスチョンマークが浮うかぶ。

「なあルート、お前は依い頼らい人にんを、領主李リ・峰ホウをどう思う？」

「李リ・峰ホウ。五十一歳さい。華か僑きよう系けい東とう亜あ人じん。欧おう米べいに留学経験を持ちながら、マフィアになり、その後、政界に進出した異色の経歴を持つ」

　ルートは仏ぶつ頂ちよう面づらのまま、プロフィールを暗あん誦しようしてみせた。

「なかなかのやり手だと思うぞ。事前情報通りに」

「そう。確かにあれは、上に立つ人間だ。チンピラとは思考の質が違ちがう。油断ならない」

　首を傾かしげるルートの顔に、僕ぼくは枕まくらを投げつけた。枕まくらは素す通どおりし、床ゆかに落ちた。

　ちなみにここまでの渡と航こうも最初はパッケージではなく某ぼう豪ごう華か客きやく船せんが手配されていたが、僕ぼくの一存で安フェリーに切きり替かえていた。

「賓ひん客きやく待たい遇ぐうは、大方、李リ・峰ホウが渡と航こうや宿の手配を持つとでも言ったんだろう」

　僕ぼくが言うと、ルートの顔に理解の色が拡ひろがった。

「リスク回かい避ひというわけだな。でも、李リ・峰ホウとの信しん頼らい関係はこじれないかな？」

「信しん頼らいなんて最初からない。ビジネスにあるのは利害関係だけだ」

「んもーう、了りよう次じはすぐそーやってひねたことを言う」

「とにかく、気に食わないんだよ。ああいうヤツは」

　ルートの投げた枕まくらが山なりの軌き道どうを描えがき、無事、ベッドに戻もどった。

「あの言いい種ぐさじゃ、心配なのは占うらない師しの安全じゃなくて、自分の評判か、観光への影えい響きようってところだろうさ。ったく、本当は何が起こっているか知りもせずに、いい気なもんだ」

「でも、あれが表に出たら、みんな大パニックになっちゃうよ」

　うっかり未来視現象が解明されると価値が揺ゆらぐと思ってか、この街は長らく外部調査を拒こばんできたが、今回の事件を機にやむなく援えん助じよを請こうてきた、という経けい緯いがあった。

　しかし、この街で起きようとしている事態は、そんな生なま温ぬるいものではない。

　僕ぼくは空間投とう影えいディスプレイを立ち上げ、ここ半年で行方不明になった占うらない師しの名めい簿ぼを表示した。協会が独自ルートで入手・作成したもので、件くだんの犯人とは断定できないものも含ふくまれる。

　リストアップされた名前は、一週間前の時点で二百九十人を越こえていた。単純計算で、毎日一人ないし二人の人間が消えていることになる。一つの街の中でこの数は、異常事態だった。

「短期間に大量の行方不明者。東とう亜あ有数の痕トレース《星ほしの眼め》。そして、占うらない師しがもたらす『大いなる災さい厄やく』。これだけ条件が揃そろってるんだ。いくら政治家連中が素人しろうとだからって、もっと早い段階でヤバい何かがあるってことぐらい、わかってたはずだ」

　ルートが暗い顔で頷うなずき、同意を示した。

　これら全てが、ここでザ・デイの再現実験が行われようとしていることを示し唆さしていた。

　ザ・デイ以後、空間断だん裂れつ実験は全面的に禁止されたにもかかわらず、追従しようとする輩やからが後を絶たない。そしてその根底にあるのは科学的な探究心ではなく、私利私欲だ。

　ザ・デイの前後で、世界の有様は大きく変わった。世界中の国や組織や団体、あるいは個人が、痕トレースやエトランゼといったザ・デイの産物を我が物にしようと血道を上げている。これらに関連する業界は虚きよ数すう産業と呼ばれ、政治とカネ、人と物、科学と宗教、あらゆる方面に影えい響きようを与あたえている。

　もっと痕トレースを。もっと、エトランゼを──際限のない欲望が、人を愚ぐ行こうへと駆かり立たてる。

　ザ・デイにおける被ひ験けん者しや数すう、三百人に達するまで、あと十人を切っている。

「ったく、遅おそすぎるんだよ」

　リストを眺ながめながら、思わず独りごちる。

　早期に専門機関が介かい入にゆうすれば、ここまで切せつ迫ぱくする前にいくらでも方策が取れたはずだが、そこには依い頼らいする側とされる側、双そう方ほうの事情がある。

　どこの痕トレースでも管理者は異常現象に実害がない限り、外部の干かん渉しようを嫌きらう。後ろ暗い内部事情の流出や利益を横取りされるリスクを孕はらむためだ。

　したがって調査依い頼らいがある時は自分達ではどうしようもない厄やつ介かい事ごとが絡からんだ時に限る。言いい換かえれば、調査に厄やつ介かい事ごとはセットでついてくるのが常であり、ケースによっては調査よりそちらの解決が優先される。

　依い頼らいされる側の専門機関は、基本的にビジネスの視点でモノを見る。依い頼らいを引き受けて自分達に何か利があるか、ということだ。

　中ちゆう堅けんどころの黒の協会で把は握あくできる情報は、同等以上の組織でも、当然把は握あくしているだろうし、今回の誘ゆう拐かい事件の根っこに再現実験の疑ぎ惑わくが潜ひそんでいるのは専門家の目で見れば自明だ。

　再現実験の疑ぎ惑わくが絡からむ案件は、業界では腫はれ物もの扱あつかいされている。最大の理由は、再現可能性の低さだ。明らかになっている類るい似じの実験は、ことごとく「失敗」に終わっている。

　この原因は、アリス財団による隠いん蔽ぺい工作にある。未み曾ぞ有うの人災であったにもかかわらず、実験の詳しよう細さいはあまりわかっていない。

　秘ひ密みつ裏りに行われた上に、責任を問われたアリス財団は解体され、主だったメンバーは煙けむりのように消え、あるいは消されてしまった。調査委員会が踏ふみ込こんだ時には既すでに遅おそく、責せき任にん逃のがれのために資料の多くは抹まつ消しようされ、残された資料も散さん逸いつした状態だったという。

「結局、みーんなお金お金お金で、割に合わない仕事はしたくないのかな」

　ぽつりと、ルートが言う。

「ああ。突つき詰つめていったら、そこだよ。リスクのでかさに、見合うリターンがない。虚きよ数すう産業界を左右するような影えい響きようがあるなら別だけど、どうせ上う手まくいかない実験なら阻そ止しするメリットはないんだ。ビジネスだけで見れば、見て見ぬ振ふりが賢かしこい案件さ」

　ビジネスではなく理念や正義漢、倫りん理りで動く組織となると、数は限られる。

　だからこそ、黒の協会が名乗りを上げた。その理念に照らし合わせれば、再現実験など愚ぐの骨こつ頂ちようだ。

「この話が来た時さ、正直、上の連中の頭を疑ったね。よくこんな危ない話に乗ったなって。導火線に火のついた爆ばく弾だんを引き受けたようなもんだぜ、これは」

　うっかり依い頼らいを受けようものなら、数百人単位の人命がかかる。専門家が再現実験の現場にいながらそれだけの人命が失われましたーなんてことになれば、世界規模で吊つるし上あげだ。そうなったら中規模以下じゃ機関の存続も危あやうい。

「とか何とか言って、了りよう次じは結局、やるって手を挙あげちゃう人だよね」

「そりゃあ、こんな難しい案件、僕ぼくのような有能な人間にしかこなせないだろうと思ってさ」

「まあ。さすが了りよう次じさん。懐ふところが深いですこと」

　ルートと僕ぼくは、同時に、二度目の深いため息をついた。軽口を飛ばし合ってみても、あまり気分は晴れなかった。

　──もちろん、未来視現象に関する個人的な思おも惑わくはあったが、あの悲劇を繰くり返かえそうとする阿あ呆ほうの面を、一発、殴なぐってやらなきゃ気が収まらなかった。

「あーあ。どうしてわからないんだろう。私達みたいになるってことが、どんなにつらいことなのか」

　ルートの声に、寂さびしさが滲にじむ。

「ま、ギリギリ間に合っただけ、よしとしないとな。ほら、そんなしけた面すんなよ。僕ぼく達たちで止めればいいだけの話だろ？」

「……そだね。私達が、頑がん張ばればいいんだよね」

　ルートは頰ほおを緩ゆるめ、へらっと笑ってみせた。

　ノックの音がした。僕ぼくは上体を起こし、ディスプレイを切った。

「失礼します。お茶をお持ちしました」

　先さき程ほどの少女が、盆ぼんを持って部屋に入ってきた。少女は慣れた動作でテーブルに椀わんを並べ、濁にごった茶色の液体を注いだ。立ち上る湯気は、薬草を煮に詰つめたような、独特の臭においを含ふくんでいた。

「ここで採れた薬草のお茶です。疲つかれが取れるので、どうぞ」

　恐おそる恐おそる口をつける。クセはあるが、体によさそうな苦みが、船旅で疲つかれた体に沁しみていくようだった。

「お口に合いませんか？」

「いや、けっこう苦いけど、嫌きらいじゃない味だよ。ありがとう」

「ああ、よかった」

「……ミァン、だっけ。君、ひょっとして翻ほん訳やく機きなしで喋しやべってるの？」

「はい、勉強しました」

　ミァンの統プ一ラ言ト語ーには、翻ほん訳やく機き経由時のわずかなラグがない。語学に興味がある子なのだろう。僕ぼくは、素す直なおに感心した。

「ねえっ。その服、かわいいよね。どこで買えるの？」

　好こう奇き心しんを刺し激げきされたのか、ルートはミァンの方にずずいっと身を乗り出した。

「これは、この街の伝統的な衣い装しようなんです。いただいた物なので、入手先はわかりませんが」

「へぇ。模様は、眼めを図案化したものかな？」

「あ、すごい。そうです。眼めの魔ま除よけは、悪いものから身を守ってくれるんですよ」

　空になった茶ちや碗わんに、ミァンが茶を注ぐ。その手の甲こうに、目のマークがあった。緑の菱ひし形がたの中に、黒い目だ。

「君も占うらない師し、なのかな」

「はい。見習いですが」

「その手のマークって、刺青いれずみ？」

　とルート。

「はい。ペイントの人もいますが、私は彫ほってもらいました」

　事も無げにミァンは言う。

「どんな占うらないをやるのだー？」

「色々やるんですけど、一番得意なのは八はつ卦け占うらないですね」

「ああ、すだれをじゃらじゃらやるやつか」

「了りよう次じ、すだれじゃなくてあれは筮ぜい竹ちく。易えき経きように由来する、由ゆい緒しよ正しい占うらないだよ」

「お詳くわしいですね」

　ミァンに感心され、ルートは得意気な笑みを浮うかべる。いささかバツが悪くなり、僕ぼくは話題を変えることにした。

「ところでミァン、腕うでのいい占うらない師しを知らないかな」

「占うらないなら、スクエアに行けばいいと思います。あそこの占うらない師しはみんな腕うで利ききですよ」

「スクエアにいるような商売人じゃなくて、本物に会いたいんだけど」

「ひょっとして、稀まれ世よの占うらない師しをお捜さがしですか？」

　ぎょっとする僕ぼくに、ミァンは感じよく微ほほ笑えんでみせた。

「よく聞かれるんです。お金持ちの人とか、ショウビジネスの人とか、マスコミの人とか。お客さんも、そうなのかなって思って」

「……占うらないというか、聞きたいことがあるんだ。色々と」

　ルートがちょいちょいと裾すそを引っ張る。

「腹を割って話したらどうだ。この子なら、大だい丈じよう夫ぶだと思うぞ」

　ルートがそう判断したなら、僕ぼくに迷いはなかった。こいつの人を見る目は、信じるに足る。

「僕ぼくは黒の協会調査員、了りよう次じ・Ａ・スキップハート。こっちはルート・Ｍ・エトランゼ」

　ミァンは、わずかに眉まゆを潜ひそめた。

「……エトランゼ？　ルートさんが？」

「そう！　エトランゼだっ！」

　ルートはない胸を反らして威い張ばるが、特に威い張ばるべきポイントではない。

「大だい丈じよう夫ぶ。こいつ、ちょっと風変わりなだけで別に害はないから」

「いかにも。私は地球に優やさしいぞ」

　ルートの的はずれな答えに、ミァンはクスクスと笑った。
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「意外です。もっとその、なんと言うか、エトランゼってみんな、悪い人だと思ってました。こんなに面おも白しろくて、素す敵てきな人もいるんですね」

「聞いたか了りよう次じ。私の見込んだ通りだ」

　ルートはますます胸を反らすが、貧乳が際きわだって、何だかとても残念な絵になっていた。

「まあ、ルートは例外なんだ。色々と」

　さらに僕ぼくが占うらない師し誘ゆう拐かい事件の調査をしていることを告げると、ミァンはわずかに考え、

「あの事件を調査されているなら、私も、できるだけ協力したいです。心当たりはありますが、少しだけ、時間をください。明日、必ずお返事します」

　と、気を持たせる返事をくれた。

　窓の外は、既すでに日が落ちていた。

「お食事は一階の食堂で。ご希望があれば部屋までお運びします」

「じゃあ、早さつ速そくお願いしようかな」




　軽い夕食の後は、日課の業務報告書を作成し、少しだけ資料を読んだ。

「初日にしては上じよう首しゆ尾び、だよねー。これもぜーんぶ私のおかげだな！」

「……まあ、そういうことにしておこうか」

　素す直なおに認めたくないのはなぜだろうと、ぼんやりした頭で考える。

　船の中でろくに眠ねむれなかったせいか、どうも調子が出ない。

「あれ、おーい了りよう次じ、もう寝ねちゃうの？」

　ベッドにダイブした僕ぼくの頭に、ルートの声が振ふってきた。

「ああ。今日は、揺ゆれないベッドでたっぷり寝ねて……続きは……明日、だ……」

「そう？　じゃあ、電気消すね。おやすみなさーいっと」

「…………おやすみ」










　２　《星ほしの眼め》に潜ひそむモノ




「おはようございます。リョージさん」

　翌朝、食堂で朝食を摂とっていると、エプロン姿のミァンが声をかけてきた。

　宿の方は今一つだが、食堂はなかなかの人の入りだった。観光客らしき人は少なく、地元民に愛されている大衆食堂といった趣おもむきだ。

「あれ、ルートさんは？」

「外に出てる。朝市見るんだって早朝出ていったきり、戻もどってこないな」

　話をしながらもミァンは手を休めることなく、空いたテーブルを布ふ巾きんで拭ふいている。くるくると、本当によく働く子だ。

「あの……本当にそれだけでいいんですか？」

　おずおずとミァンが問いかけてきた。「それ」とは、僕ぼくの前に置かれた小こ鉢ばちのことだ。中身は、香こう草そう入いりの卵たまご粥がゆだった。

「料理、お口に合いませんか？　昨晩もあまり召めし上あがらなかったみたいですし」

「おいしくいただいてるよ」

「お体の具合が悪いとか？」

「大だい丈じよう夫ぶ。単に少食なんだ」

　客が、ミァンを呼ぶ。ミァンは「注文、とらなきゃ」と呟つぶやき、一礼して去っていった。

　食後、カウンターに併へい設せつされている売店でありったけの新聞を購こう入にゆうし、ロビーのソファに陣じん取どった。ミァンが淹いれてくれた薬草茶（苦くう茶ちやと呼ばれている種類のようだ）をすすりながら、新聞を片かたっ端ぱしから飛ばし読みしていく。ネット上でも拾えない小さな手がかりが、これで拾えることがあるのだ。

　どの新聞にも、一面記事にエトランゼの文字が躍おどっている。中東の政府高官が、エトランゼの手によって爆ばく殺さつされたらしい。殺害された高官は痕トレースの利権に関する外交折せつ衝しように当たっていた人物で、彼の殺害によって事態は混こん迷めいを極きわめるだろう、と書かれていた。

　思わず、ため息が漏もれる。これでまた、エトランゼに対する風当たりが強くなるだろう。

　出現から七年経たった現在、「エトランゼ」という言葉は、いい印象を持たれていない。その背景にはエトランゼが諜ちよう報ほう・暗殺・テロ等々、反社会的活動を行っているという実状があるからだ。

　彼等はどこにでもいるし、どこにもいない。目には見えるし、声は聞こえるけれど、普ふ通つうの人では、触ふれることができない。この世のいかなる索さく敵てき機器にも引っかかることなく、かつ物理的・空間的な制約なく移動できる。あらゆる防衛手段も攻こう撃げき兵器も通用せず、そのくせ望めばこちらに干かん渉しようできるのだから、悪用されては手に負えない。

　めぼしい記事もなく新聞を読み終えた僕ぼくは、壁かべにかけられた幾き何か学がく模も様ようのタペストリーをぼんやりと眺ながめていた。

　タイトルプレートには「稀まれ世よの占うらない師しの再来を願う」とある。先の稀まれ世よの占うらない師しが「占せん王おう」として行った事業を図案化したもので、絵巻物のようなものだと思えばよいのだろう。

　昨夜見た妙みような夢が引っかかっていた。

　夢の中に現れたのは、たっぷりとした白しろ装しよう束ぞくの、見知らぬ若い女性だ。背が高く、色白で、眼めと髪かみは黒く、西せい欧おう系けいの顔立ちをしていた。

　曰いわく、「私を捜さがしなさい」と。

　あれは、稀まれ世よの占うらない師しで間ま違ちがいない。この街で要職についている占うらない師しは、白い衣い装しようを身にまとう。事前に仕入れた知識通りだった。

　大体、この地に縁えんもゆかりもない僕ぼくの夢に現れて「捜さがしなさい」なんて言うのがおかしい。あれは夢ゆめ枕まくらに立ったと言うより、実在して欲しいという願望が夢になったと解かい釈しやくするのが妥だ当とうなところだろう。

　リョージさん、と声をかけられて僕ぼくは我に返った。ジーパンにピンクのＴシャツ姿の少女。一いつ瞬しゆん、誰だれかと思ったが、私服に着き替がえたミァンだった。

「ご苦労さん。一段落ってとこかい」

「はい。お茶のおかわり持ってきました」

「ありがとう。でも今オフだろ。急きゆう須すだけ、置いておいてくれ」

「私も飲みますので、一いつ緒しよにやりますよ」

「じゃあお願いしようかな」

「そこ、座ってもいいですか」

「ああ、どうぞ」

　食堂の客が出ていった後の緑りよく龍りゆう亭ていは閑かん散さんとしたもので、ロビーにいるのは僕ぼくとミァンだけだ。

「その織物、きれいでしょう。私の占うらないの師し匠しようが織ったんです」

「へえ。君の師し匠しようって、織物が趣しゆ味みなの？」

「いえ。これは願がん掛かけだって言ってました」

「願がん掛かけ？」

「二十年以上前、金きん港こうでひどい内戦があったんです。その時に、稀まれ世よの占うらない師しの再来を願って織られたものだとか」

「ああ……『混こん迷めいの世に現れる』ってやつか」

「ええ。当時は、稀まれ世よの占うらない師しが何でも解決してくれる神様みたいに思われていたそうです」

「神様、ねえ」

　ミァンが、慣れた手つきで茶を淹いれる。淹いれ立たての茶は、苦くて熱いが、旨うまかった。

「このお茶ってどこかで買えるの？」

「材料なら市で調達できます。でも、配合とか淹いれ方かたが人によって違ちがうので、同じ味は出せないと思います」

「じゃあ、君のいるここでしか飲めないオリジナルブレンドってわけだ」

「そうですね。私がいる時なら、いつでも淹いれさせていただきますよ」

　苦くう茶ちやをちびちびと飲みながら、ミァンは僕ぼくの顔色を窺うかがっている節があった。

「あのさ、昨日のこと、考えてくれた？」

　僕ぼくが問うと、ミァンはこくこくと頷うなずいた。

「気難しい方なのでお約束はできませんが、師し匠しように話してみます」

「ありがとう。助かる。君のお師し匠しようさんは、有名な占うらない師しなのかな？」

「はい。本当にすごい占うらない師しで、私が一番尊敬する人です」

「そいつは期待できそうだ。そうそう。これ、少しだけどチップを」

「あ、チップはいりません。その代わり、お願いがあります」

　僕ぼくは、懐ふところに伸のばしかけた手を引ひっ込こめた。

　ミァンは膝ひざの上に両の拳こぶしを置き、真面目な顔で姿勢を正した。

「私に、お話ししてくださいっ！」

「はい？」

「まーたミァンの『お話ししてください』が始まった」

　カウンター越ごしに王ワンが言う。

「旦だん那な、気分を悪くしないでください。悪気があってやってるんじゃないんです」

　昨日はガキ扱あつかいしていたくせに、上客とわかった途と端たん、旦だん那なに格上げだった。

　聞けば、ミァンは面おも白しろい話をしてくれそうな客をチェックし、仕事の合間を縫ぬって話し相手をせがむのだという。

「私、外国の方の話を聞くのが好きなんです。私の知らない世界がこんなにたくさんあるんだって思うと、わくわくするんです」

　ミァンの物言いは控ひかえ目めだったが、紅こう潮ちようした頰ほおに抑おさえきれない好こう奇き心しんが滲にじみ出でていた。

「いいよ。何が聞きたい？　世界中旅してるから、話のネタはたくさんあるよ」

「え!?　本当にいいんですか？」

「ルートが帰ってくるまで、どうせ暇ひまなんだ」

　ルート待ちなのは事実だが、金ではなく口で済むなら安いものだ。

　──それに、面おも白しろいかどうかは別として、知らない世界を知っているということなら、ミァンの見識は正しかった。

「えっと、じゃあ、リョージさんはなんでこの街に来たんですか？」

「《星ほしの眼め》の調査だよ。僕ぼくは黒の協会って調査機関の調査員なんだ。あちこちの痕トレースの調査をするのが、僕ぼくの仕事だ」

「世界中を飛び回ってらっしゃるんですか!?　素す敵てきなお仕事ですね!!」

　ミァンが黄色い声を上げる。「素す敵てき」というフレーズに、少しだけ、心がざわつく。

「夢のある話じゃなくて悪いけど、僕ぼくが調査員になったのは金が欲しかったからだ。あと、情報。この二つを効率的に集めるには、調査員になるのが一番手っ取り早かったんだ」

「情報？」

「ああ。痕トレースやエトランゼ、関連の、あらゆる情報だ」

　ミァンが小首を傾かしげる。今一つ、話が吞のみ込こめていない様子だった。

「ミァン、君には兄弟がいるの？」

「はい。たぶん妹が三人と、弟が一人います」

「ん？　たぶん？」

「あれ、言葉が変かな？　私が一番、お姉さんということです」

「そっか。僕ぼくにも姉が一人、いるんだ。八年間ずっと、眠ねむり続つづけたままの」

　ミァンの表情が変わる。

「もしかしてザ・デイ、ですか」

　聡さとい子だ。僕ぼくは頷うなずきを返した。

「そう。ザ・デイのあの瞬しゆん間かん、僕ぼくは姉とともに、母親が入院していた病院の玄げん関かん先さきにいた。そこに、痕トレースが現れたんだ」

　何かが起こったのを理解するより先に、青白い光の筋が、僕ぼく達たち姉弟きようだいを襲おそった。理り子こ姉ちゃんは光に吞のまれ、僕ぼくは光に吞まれかけた──痕トレースが出現する直前、理り子こ姉ちゃんは何を思ったか、僕ぼくを突つき飛とばしたのだ。

　痕トレースの発生した瞬しゆん間かん、不幸にもその場にい合わせた人間は『ライナー』と呼ばれている。一ひと括くくりにされているが、人によって、痕トレースによって症しよう状じようは異なる。

　血肉を分けた姉弟でさえ、それは例外ではなかった。

「痕トレースの真上にいた姉ちゃんは、魂たましいが抜ぬけ落おちたように意識を失った。それからずっと、精神も肉体も十四歳さいのままなんだ」

「不老不死、ってことですか」

「不老だけだね。不死じゃないし、寿じゆ命みようも人並みだって話」

　こちらの世界に留まりながら、エトランゼと同等の現象が、理り子こ姉ちゃんの身には起こっている。唯ゆい一いつ無む二にの症しよう例れいとあって、業界では《眠ねむり姫ひめ》と呼ばれている有名人だ。

　理り子こ姉ちゃんほどじゃないけど、僕ぼくも身体年ねん齢れいの進行は常人の四分の一ぐらいと遅おそい。だから実じつ年ねん齢れいは二は十た歳ちでも、肉体年ねん齢れいは十四歳さいというところだ。

　そんな説明をすると、ミァンは不思議なものを見るような目つきで、僕ぼくの顔をまじまじと見つめてきた。

「お姉さんのおかげで、リョージさんは助かったんですね」

「いや、完全には助からなかったよ」

　百聞は一見に如しかず。怪け訝げんな顔をするミァンに、僕ぼくは袖そでをまくり、右みぎ腕うでを見せた。

　エフェクターを解除すると、銀色の金属面が顕あらわになる。ミァンが、小さく息を吞のんだ。

「僕ぼくの体は、七十％が機械化された義体だ。痕トレース上にあった部分は消失して、左胸部から上だけが残ったんだ」

　ミァンは瞳ひとみをくりくりと動かし、僕ぼくの腕うでを舐なめるように見た。

「機械だって、全然、気がつきませんでした」

「使ってる感じも、生身の体と遜そん色しよくないんだ。まったく、科学技術様々だよ」

　通常であれば絶命してもおかしくないが、残った三十％の体はライナーの性質を帯びていた。その桁けた外はずれの生命力と偶ぐう然ぜんが重なったおかげで、一命を取り留めたのだった。

　ザ・デイの後、心労もあってか、母親は消えるように亡なくなった。離り婚こんした父親の行方は知れず、親しん戚せきとは疎そ遠えんだった。

　僕ぼくと理り子こ姉ちゃんは発ほつ足そくしたばかりの「黒の協会」に身み柄がらを預けられた。理り子こ姉ちゃんは協会の施し設せつで厳重に保護され、僕ぼくは協会研究員のスキップハート夫妻の養子になった。

　今現在、僕ぼくと理り子こ姉ちゃんは法律上の家族関係にはない。無関係を装よそおうことが、互たがいの身を守ることになるからだ。

　理り子こ姉ちゃんを目覚めさせる方法を探さぐるため、僕ぼくは調査員になると心に決めた。

　とは言え、十二歳さいのガキがなりますと言ってすぐなれるものではない。リハビリだけで丸二年を要し、さらに四年、学校に通いながら、協会で調査員のイロハを叩たたき込こまれた。

　──本当は学校なんて行かず、早く調査員になりたかった。けれども協会の認にん可かが下りず、義両親にも反対された。そして何よりも重たかったのは、元気だった頃ころの理り子こ姉ちゃんが口うるさく言っていた「高校までは出ておきなさい」という言葉だった。

「二年、調査員やって『これだ』って方法はまだ見つかってないけど、ちょっとずつ、ヒントは集まってきてる感じかな」

「…………だから、稀まれ世よの占うらない師し、ですか」

「ん？　ああ。でも、本命は未来視現象の方だ。ここの未来視は、血けつ縁えん者しやほど強く作用するって聞いてる。だからカラクリを解明してものにできれば、って思ってさ」

「リョージさんは、稀まれ世よの占うらない師しを信じないんですか？」

「半信半疑。もしそんな超ちよう人じん的てきな未来視の力を持っているやつがいるなら、ぜひとも占うらなってもらいたいところだけど」

「そうです、よね。いるかどうか、誰だれも見たことないから、わからない、ですよね」

　素す敵てきなサクセスストーリーを期待していたのか、ミァンの顔は暗かった。

「えっと、他に聞きたいことはあるかな？」

　僕ぼくが促うながすと、ミァンははっとした表情を見せた。

「ええと、じゃあ、ルートさんとは、どこで出会ったんですか？」

「ああ。協会だよ」

　何か期するところがあるように、ミァンは瞳ひとみを輝かがやかせた。

「じゃあじゃあ、ルートさんとは恋こい人びと同士なんですか!?」

　なんとも無む邪じや気きな質問だった。年とし頃ごろの女の子らしく、愛やら恋こいやらが気になるのだろう。

「なぜかみんな聞いてくるけど、違ちがう。協会では正規の調査員になった時、ペアのエトランゼをあてがわれるんだ。で、やってきたのがルートだったってだけさ」

　ミァンの顔が落らく胆たんの表情に変わる。

「で、でも、二年間一いつ緒しよにいるってことは、少なくとも嫌きらいじゃないってことですよね？」

「そりゃまあ、嫌きらいなヤツとは一いつ緒しよにはいられないからね」

　ミァンの目に、輝かがやきが戻もどった。

「素す敵てきっ！　お二人が出会われたのは、やっぱり運命ですよ！　運命！」

「……運命、ね」

　奇くしくもミァンは、僕ぼくがルートに抱いだいた第一印象を言い当てていた。

　金のさらさら長ちよう髪はつ。碧へき眼がんのきらきら双そう眸ぼう。日照時間の短い地方出身とあって、肌はだはきめが細かく、白い。胸はなく、背せ丈たけは少しだけ僕ぼくより低かった。今も昔も少女趣味で、あの時は童話の主人公が着ていそうな白と黒のエプロンドレスを着ていたっけ。

　──初めてルートに「了りよう次じ」と呼ばれた時の衝しよう撃げきを、僕ぼくは一いつ生しよう涯がい忘れまい。

　ルートの声は、理り子こ姉ちゃんにそっくりだったのだ。

「でもほら、一いつ緒しよにいるのは、僕ぼくが調査員だからさ。エトランゼとペアでいると、痕トレースの調査には何かと都合がいいんだ。エトランゼの方も、身を守ることができるし」

「身を守る？　誰だれから？」

「エトランゼの敵は、エトランゼだ。君もエトランゼって聞くと、悪いヤツってイメージがあるだろ？」

「はい。あ！　でもルートさんに対しては、そんなこと全然思ってませんよ!?」

「わかってる。大事なのは、君のその印象だ。君がこの街で見かけるエトランゼとルートには、大きな違ちがいがある。君の知っているエトランゼは、僕ぼく達たち専門家が『同調型シンカー』って呼ぶタイプだ」

　同調型シンカーが現れたのがいつからかは定さだかでないが、出現後一年経たった時には既すでに、この用語が使われ始めていた。

　同調型シンカーは精神的なネットワークでつながり、記き憶おくと思考、即すなわち知識と意識を共有することができる。個々のエトランゼが一個の巨きよ大だい装置の端たん末まつのように振ふる舞まうことで、膨ぼう大だいなデータと高い演算能力を有する思考回路を獲かく得とくするに至ったのだ。

「最初は希望したエトランゼだけが同調型シンカーになったみたいだ。だけど、すぐに同調型シンカーは非ア同ロ調ー型ンの意向を問わず、無差別に取り込み出した。頭数が多い方が能力が上がるからね」

「ああ……だから『敵』ですか」

「そう。同調型シンカーになりたくない非ア同ロ調ー型ンは自分を守るため、ライナーと手を組んだ。ライナーはこちらの世界で唯ゆい一いつ、生身でエトランゼに干かん渉しようできる。唯ゆい一いつ無む二にの天敵なのさ」

　同じエトランゼでありながら、同調型シンカーと非ア同ロ調ー型ンは、今や完全に袂たもとを分かっていた。同調したエトランゼから見れば同調しない者達は「臆おく病びよう者もの」「裏切り者」であり、拒きよ否ひした側から見れば、同調した者達は、もはや同どう胞ほうとは思えなかった。

　見た目に大きな違ちがいがないにもかかわらず、両者の区別は一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。同調型シンカーは能力の代だい償しようとして「個性」を失っている。感情の起き伏ふくや自じ我がが薄うすく、虚うつろな目をしている。目標のためなら、あらゆる犠ぎ牲せいを厭いとわない。まるで心のない機械のように振ふる舞まうことができるのだ。

「知らなかった。エトランゼに、そんな違ちがいがあるなんて」

　ぽつりと、ミァンが感想を漏もらした。

「だろうね。今じゃエトランゼの八割以上が同調型シンカーだって言われてるぐらいだから。世界中でエトランゼの排はい斥せき運動が起きているのは知ってる？」

「はい。ニュースで見たことがあります」

　世間では、同調型シンカーも非ア同ロ調ー型ンも一いつ緒しよくたに見られている。なにせ九割の人間が実物に会ったことがなく、残り一割の人間が会うエトランゼは、十中八九、同調型シンカーだ。非ア同ロ調ー型ンと会う機会を得たとしても、一いつ般ぱん人じんと大差なく、そうとは気づかれにくい。非ア同ロ調ー型ンはもっと違ちがいをアピールべきだとは思うが、同調型シンカーの悪評判のせいで声を上げにくいのが現状だ。

「同調型シンカーは、どうして悪いことをするんですか？　お金のため？」

「違ちがう。お金や人を集めたがっているのは事実だけど、最終目的は、帰郷だ」

「帰郷？　里帰り？　え？」

　ミァンの頭に大量のクエスチョンマークは浮うかぶ。当然の反応だ。

　わからないことだらけのエトランゼ最大の謎なぞが、帰郷への執しゆう着ちやくだった。

　ザ・デイから三百六十四日後、突とつ如じよ現れたエトランゼは、当初、自分達の身に起こったことが理解できずにいた。自分がどこの誰だれなのかさえわからない──記き憶おくを、失っていた。

　さらには彼等に関する記き憶おくも、記録も、大部分がザ・デイと同時に消えてしまっていた。

　そこにエルミという村があり、どんな制度や習しゆう俗ぞくを持っていたか、という記録は残っている。にもかかわらず、個々人の名前や人生や家族に関する諸もろ々もろの記録の一いつ切さいが消えてしまっていた。

　さらに、彼等に関わりがあった人々、エルミ村に血けつ縁えんを持つ者でさえ、事件後間もなく、そのつながりを忘れてしまっていた。

　誰だれもが知っているエルミの惨さん劇げきは、誰だれにとっても、自分とは無関係な、どこか遠い異国の出来事として認にん識しきされていた。

　それで、なぜエルミ村の住人だとわかったのかと言えば、彼等が村に関する断だん片ぺん的てきな記き憶おくを持っていて、誰だれもが「エルミ」の名だけは、忘れていなかったからだ。

　また、ザ・デイによってエルミの記録が全て消失したわけではない。

　残された記録のうち、最重要とされているのが、「第二の台帳ドウームズデイ・セカンド」と呼ばれている台帳だ。ザ・デイ以降も奇き跡せき的てきに残っていた代しろ物もので、エトランゼの名前や年ねん齢れいは全て、この台帳に拠よっている。

　もちろん、ルートもそうだ。台帳によればエルミ村の「ルート」は教会の前に棄すてられていた孤こ児じで、教会の経営する孤こ児じ院いんで育った。修道女見習いであったらしい。

　残された記き憶おくと記録が、彼等をエルミ村の住民と結びつけた、というわけだ。

「エトランゼは出現してからずっと、故郷のエルミ村に帰りたがってる。自分達がどうしてそうなってしまったのか、エルミ村に帰ればわかると信じている。本能みたいなもので、そう感じているんだ。でも、どういうわけか、村に近づくことさえできない」

　空間ごと消し飛んだ人工島に対し、エルミはまだ、場所としては残っている。現在は立入が禁じられ、当時のまま、手つかずで封ふう鎖さされているが、特別何があるというわけでもない。

　僕ぼくは散らばった新聞を一紙、手に取り、一面を広げてみせた。

「同調型シンカーは、必要なモノを手に入れるためなら手段を選ばない。自分達の行動が、いかなる結果を引き起こそうと、お構いなしだ。まあ、それだけ必死になってエルミに帰る方法を探してるってことだけどね」

「だからって人を殺あやめていいことにも、盗ぬすみをしていいことにもなりませんっ！」

　ミァンはドンッ、と、拳こぶしでテーブルを叩たたいた。

「えっと、うん。そうだね。盗ぬすみや殺人はよくない」

「ご、ごめんなさい、つい」

　その反応に、思わず頰ほおが緩ゆるむ。まっすぐで、いい娘こだ。




「あ」と、ミァンが小さく声を上げた。視線の先はカウンターだった。

　客が来ていた。応対していた王ワンが、小走りに駆かけてきた。

「旦だん那なに会いたいって人が来てますぜ」

「僕ぼくに？」

　いつの間にか、カウンターにいた客が王ワンの傍かたわらに立っていた。

「スキップハート様。お迎むかえに上がりました」

　長身瘦そう軀くの、真面目そうな青年だった。黒い長ちよう髪はつを一本に束たばね、たっぷりとした白しろ装しよう束ぞくに身を包んでいる。頭には白い丸帽ぼう、目は、赤くなかった。

「グェン・ツァイと申します。《星ほしの眼め》まで、私がご案内します」

　名と容姿からして現地系。隙すきはないが、体つきは華きや奢しやだ。

「こんなところに泊とまっていたんですね。捜さがしました。一言、言ってくださればよかったのに」

「捜さがしたわりに、予定通りじゃないか？」

　僕ぼくの皮肉に、グェンは何も答えなかった。

「送そう迎げいはいらないと言ってあったはずだ」

「不慣れな場所でしょう。案内は必ひつ須すです」

「こっちで勝手に雇やとうさ」

「それでは調査の許可が下りません」

「痕トレースの調査じゃ、素人しろうとには想像もつかない危険が起こるんだ。あんたじゃ、足手まといになる」

「私がついていくのは《星ほしの眼め》の手前までです。けっしてお邪じや魔まにはなりません」

「何かあっても、僕ぼくが助けてやれるとは限らないんだ。悪いことは言わない。命令よりも、命の方が大事だろう」

「私は自分の仕事に責任と誇ほこりを持っています。危険を理由に職務を放ほう棄きできません」

　グェンの目には、強い意志の光があった。僕ぼくは、わずかに思考した。

「……強ごう情じようなヤツだな。オーケイ。降参だ。あんたになら案内を頼たのめる」

　グェンは首だけでお辞じ儀ぎした。

「ルート様は、ご一いつ緒しよではないのですか？」

「ちょっと外に出てるんだ。じき戻もどってくる」

「外に？　単独で行動させて大だい丈じよう夫ぶなのですか？」

「首に鎖くさり巻いてつないでいるとでも思ったのか」

「いえ。ご気分を悪くされたのなら謝あやまります」

　エトランゼは危険で恐おそろしいもの、と思っているのだろう。一いつ般ぱん的てきな認にん識しきだが、こう面と向かって言われると、嫌いや味みの一つも返したくなる。

「とりゃーっ！　ぎりぎりせーふ！」

　噂うわさをすれば影かげだった。意味不明の気合とともに、玄げん関かんから飛び込んできたルートは、僕ぼくの前で腕うでを水平に広げ、「セーフ」のポーズをつくった。

「…………」

　さらに少し遅おくれて、ハッとした表情を作るルート。ようやく、硬かたい表情をしたグェンに気づいたようだった。

「？　この人だーれ？　了りよう次じのお友達？」

　相変わらず、空気を読めないルートだった。




　　　　　＊




　市街地を抜ぬけると、道は舗ほ装そうされていない砂じや利り道みちへと変わった。僕ぼくとルートは、グェンの運転する４ＷＤで、一路、《星ほしの眼め》に向かっている最中だ。

　道すがら、グェンは自分の仕事について語った。グェンを李リ・峰ホウの使いっ走りのように認にん識しきしていたが、そうではないことがわかった。

　グェンは、議会の人間だった。役職は「外務長」であり、議員と外交官を足して二で割ったような仕事をしているらしい。「長」とつくからには、それなりの職権はあるだろう。

「あれ、グェンさんは議会の人なの？　領主と議会は折り合いが悪いって聞いてたけど？」

　ルートが言うと、グェンは苦く笑しようした。

「否定はしません。ただ、外からの要人のお相手は我々の仕事なんです。領主にしてみれば面おも白しろくはないでしょうが、感情と仕事の分ぶん掌しようを混同する人ではありません」

「案内なんか下したっ端ぱに任しておけばいいだろうに」

　ミラー越ごしのグェンが、僕ぼくに視線を寄こした。

「あなた方はＶＩＰですので、それ相応の対応をさせていただきます」

「ハッ。監かん視し役やくってわけかい」

　グェンは、表情を変えなかった。

「そう捉とらえていただいても構いません。ですが、監かん視し対象はあなた方ではなく、あなた方につきまとうであろう同調型シンカーです」

「……ちょっとは話ができるようだな」

「基本的な知識は身につけているつもりです」

　痕トレースの周辺には、エトランゼがよく出しゆつ没ぼつする。彼等がこちらに留まるためには、痕トレースの発している『虚きよ数すうエネルギー』が必要不可欠なのだ。

　ただし、ライナーとペアリングしているエトランゼに関してはその限りでない。「ライナーが痕トレースと同等の虚きよ数すうエネルギーを内包しているため、一いつ緒しよにいることで痕トレースにいるのと同じ効果が得られる」という理り屈くつらしい。

《星ほしの眼め》は東とう亜あ有数の大規模な痕トレースであり、同調型シンカーにとって要所になっている。ここを掌しよう握あくできれば、対同調型シンカーはもちろん、同業他社に対しても有利なカードになるだろう。

「今朝、同調型シンカーを見かけたよ」

　ぽつりとルートが呟つぶやく。浮うかない表情だった。

「何か言われたのか」

「ううん。見かけただけ。二人連れだった」

　偶ぐう然ぜんではあるまい。僕ぼく達たちの来訪を、早さつ速そく嗅かぎつけてきた。ルートが一人の時を見計らって姿を見せ「わかっているぞ」ということを示したのだ。

「何かあったら、すぐ僕ぼくに言えよ」

「うん。わかってる。心配してくれてありがとう」

「こちらでも、若じやつ干かん、動きがあったのは把は握あくしています。今はまだ、出方を窺うかがっている段階でしょうが」

　やりとりを聞いていたグェンが、控ひかえ目めな口調で言葉を挟はさんできた。

「同調型シンカーを捕ほ捉そくできるのか？」

「ある程度は。そのための訓練を受けた者を放っています」

　見た目だけでエトランゼと普ふ通つうの人とを区別するのは、一いつ般ぱん人じんの目では至難の業わざだ。顔形を記き憶おくしても、エトランゼは衣類や装そう飾しよく品ひんをＴＰＯに合わせ、変へん幻げん自在に変えることができる。

　──となると、今日明日で放り込まれた者達ではなく、常時監かん視ししていると見るべきだろう。

「金きん港こうはエトランゼに対して宥ゆう和わ政策をとっていると聞いていたが、内実は強きよう硬こう路線なのか？」

「おっしゃる通り、政策面での規制は緩ゆるいですね。実効力のある規制が難しいのも実状ですが」

「エトランゼの政治介かい入にゆうはどうなってる」

「議会に直接エトランゼを入れることはありえません。しかし、影えい響きよう力りよくは否定できません」

　グェンはここだけの話ですが、と前置きして、同調型シンカーから資金提供を受けていると思おぼしき議員が数名いるのだと打ち明けた。

　専門機関との衝しよう突とつを避さけたい同調型シンカーは、表だった活動を好まない。直接手を下さず政財界に手て駒ごまを潜もぐり込こませ、自分達の都合のいい方向に持っていく。彼等の常じよう套とう手段だ。

　直接、僕ぼくの前に姿を現すことはないだろうけど、間接的な妨ぼう害がい工作は警けい戒かいしておくとしよう。




　ドライブすること一時間、僕ぼく達たち三人は目的地「占せん都と遺い跡せき群ぐん」に到とう着ちやくした。

「うわー、ザ・自然って感じだなー」

　ルートが感かん嘆たんの声を上げる。駐ちゆう車しや場じようの背後は森、さらにその背後は山だった。

　こんな鄙ひなびた場所でも整地された駐ちゆう車しや場じようがあるのは観光地である証あかしだが、敷しき地ちの半分は雑草に侵しん蝕しよくされていた。他の車は、薄うす汚よごれたマイクロバスが一台きりだ。

　グェンを先導に、砂じや利りの敷しかれた道を奥おくへと進んでいく。丈たけの高い樹木が生おい茂しげり、目め端はしは利きかない。それらしき建造物が見えてもいいようなものだが、高い建物がないのかもしれない。

　十分ほど歩くと、多少開けた場所に出た。

「ひょっとしてこれが……？」

　グェンは困ったような笑みを浮うかべ、頷うなずいた。

「初見の人はみんなそういう反応をしますね」

　遺い跡せき群ぐんと名はついているが、凝こった彫ちよう刻こくどころか建物らしき建物さえなく、かろうじて崩くずれた石いし塀べいのようなものがあるばかりだった。聞かされなければ、これが文明の跡あとだとはわからなかっただろう。

　ここもしばらく手入れされていないらしく、案内看板は錆さびで読めないし、柵さくの残ざん骸がいのようなものがあるが、機能していない。

　立入放題、触さわりたい放題だったが、肝かん腎じんの観光客は皆かい無むだった。

「ここはどこが管かん轄かつしているの？」

　と、ルート。

「領主館ですよ」

「まったくもう。あの領主にはもっと文化財保護の視点を持ってもらいたいものだ」

「以前は金きん港こう観光の定番スポットでしたが、今ではこの有様です。観光客が激減して荒あらされることが少なくなった分、整備もされなくなりました」

　グェンの答えにルートは頰ほおを膨ふくらませたが、李リ・峰ホウに会った後では納なつ得とくがいった。よくも悪くも、合理的な男なのだろう。

　実際に歩いてみると、行けども行けども見所らしき見所はなく、これでは廃すたれるのも仕方がないというのが、素す直なおな感想だった。

「着きました。ここが《星ほしの眼め》です」

　道の先を指し示しながら、グェンが言う。

　門、と呼ぶにはお粗そ末まつな格こう子し戸どが道を塞ふさいでいた。左右には前時代的な有ゆう刺し鉄てつ線せん付きの柵さくがずっと延びている。

　柵さくにつけられた看板は腐ふ蝕しよくし、文字もかすれていたが「Warningウオーニング」の文字と虎とら縞じまはどうにか読み取ることができた。

「進入禁止にしているのか」

「ええ。現地の人間はまず来ませんが、これでも観光地ですので」

　グェンが、格こう子し戸どの南なん京きん錠じようを開けた。

　一歩踏ふみ入いれた向こう側は、景色が違ちがっていた。木々を刈かり取とっただけの人道の両りよう脇わきには、鬱うつ蒼そうとした木々の代わりに雑草が生おい茂しげっている。

　ＧＰＳで現在地を照合する。《Asia-No. 62》、間ま違ちがいなく《星ほしの眼め》だった。

「痕トレース」という名称からよくクラックを連想されるが、目に見える破は壊かい痕こんはないのが普ふ通つうだ。異常現象によってはパッと見で異常がわかるケースもあるが、ここはそうではないらしい。

「ここの植物には、何か異常が出ていないか。奇形化とか、植生の変化とか」

「植物ですか？」

「ああ。痕トレースがあると、植物に異常が出やすいんだ。ここでも、何かないかと思って」

　グェンはわずかに思案し、口を開いた。

「異常、というわけではありませんが、進入禁止の半分は、植物が理由です」

　何やら謎なぞめいた答えが返ってきた。グェンは不意に道みち端ばたの雑草を手た折おり、僕ぼく達たちに見せた。

「これが何か、おわかりですか」

　ルートが小さく手を挙げる。

「大たい麻ま草そう、だよね。ジュートじゃなくて、マリファナの方の」

「ええ。栽さい培ばい品種が野生化したものでしょう。数年前、この辺りで大たい麻ま草そうを育てていた密売業者がいたんです」

「ここじゃマリファナは合法なのか？」

　僕ぼくが問うと、グェンは首を横に振ふった。

「違い法ほう、と言いたいところですが、グレーゾーンですね。金きん港こう周辺では昔から大たい麻ま草そうの原生種が自生していて、香こうの材料に使われてきました。幻げん覚かく作用があることを経験的に知っていて、占うらない師しのトリップ剤ざいとして使われてきたのです」

「歴史的に許容されてきたってわけか」

「ええ。ただ、昔ながらの香こうの材料に使われている大たい麻まは幻げん覚かく成分も少なく、精製も粗そ雑ざつです。近年覚かく醒せい剤ざいとして流通しているものと比べ、効果は遥はるかに薄うすい」

　グェンは一いつ旦たん言葉を切り、手にした大たい麻ま草そうをへし折った。

「内乱後、輸入規制の緩かん和わに伴ともない、外国産の栽さい培ばい品種が混じるようになりました。今では、安価な娯ご楽らくとして流通していますが、原生種に混ざって巧こう妙みように売られているため、取とり締しまるのも難しい現状です」

「それが李リ・峰ホウ政権で加速した、と」

「いえ。逆に李リ・峰ホウ政権になってから制限は厳しくなりました」

「ほう？」

「大たい麻ま目的のドラッグ・ツアーが組まれるようになると、観光地としての質が落ちる。李リ・峰ホウはそれを懸け念ねんしています。自身のイメージアップも狙ねらいでしょうが」

「打算ありにしても、街にとっちゃいいことなら、それでいいじゃないか」

　グェンは、曖あい昧まいな表情を見せた。

「三十年ほど前から、大たい麻まの国外への横流しにチャイナ・マフィアが携たずさわるようになり、異国民の流入、そして内ない紛ふんの一因となりました。渦か中ちゆうにいた李リ・峰ホウは、その流れがいかに抗あらがいがたいものであるかを、体で理解しているはずです。トップに立った今、その力を第三者に使われることを恐おそれるのは、当然でしょう」

　なるほど。現状を造り上げたマフィアの元親玉が、今は規制に回っている。議会の人間にしてみれば、心中は複雑だろう。

　グェンは腕うでを上げ、道の脇わきを指し示した。

「かつては、柵さくのこちら側一面に大たい麻ま草そうの畑が広がっていました。人の目が届かず、整備された道路のおかげで市街地へのアクセスも悪くない。栽さい培ばいにうってつけだったんでしょうね」

「……ちなみに、残り半分は？」

「無論、安全のためです」

　しばらく歩いていくと、またしても、道の先に柵さくが現れた。

「この辺一帯は、内ない紛ふん時じ、ゲリラ部隊の拠きよ点てんがあったところなんです。当時の罠わながまだ生きている可能性がある。紛ふん争そう後ごに人の手が入っていない場所は、特に」

「…………マジかよ」

　言われてみれば、この柵さく、先のに比べて頑がん強きような造りだ。

「なに、道を外れなければ心配ありませんよ」

　グェンは南なん京きん錠じようの鍵かぎと、折おり畳たたんだ紙し片へんを僕ぼくに差し出した。

「ここから先は一本道です。迷うことはないでしょう」

　鍵かぎとともに渡わたされた地図は、手て描がきで曲がりくねった線が「道」として描かかれた簡単なものだった。メモによると、道の最さい奥おうにはゲリラ部隊がアジトとして使っていた建物があるらしい。

「内ない紛ふんの時はまともな道はなかったようですが、後年、外国の研究チームが遺い跡せき調査の際に造ったそうです」

「ふーん……」

「駐ちゆう車しや場じように人と車を置いていきます。帰りはそちらを使ってください」

　ここまで来れば調査以外に余計なことはできない、と判断されたのだろう。去る時はあっさりしたものだった。

「梯はし子ご、外された感じ？」

　おどけた調子でルートが言う。

「はぁ……ったく、同感だよ」




　第二の柵さくの向こう側は、再び密林ゾーンだった。地じ雷らいがないのを確かく認にんしたことを示す蛍けい光こうピンクのペグが樹きに打ち込まれており、それに沿って進むのだが、地図で見るよりもはるかにぐねぐねと曲がりくねっていた。

　ペグ同士の間かん隔かくが開いている箇か所しよもあり、ルートに先導してもらう。エトランゼの彼かの女じよなら、万が一起き爆ばくしてもノーダメージだ。

　思いの外、神経をすり減らす道のりだった。木々の間に目を凝こらしてみると、プラスチックや金属製と思おぼしき品々が散見される。そのほとんどは、元が何か判別がつかなかったが、人の手が入っていないことを考えると、内ない紛ふん時じの残ざん骸がいである可能性が高い。

　時折、樹じゆ上じようからリズミカルな鳴き声が聞こえてくる。ルートに尋たずねると、「鳥かサル」という答えが返ってきた。

　──どうやらここに実験施し設せつはなさそうだ。一応道どう路ろ網もうは整っているが、あまりにも山の中。しかも、地じ雷らい原げんときている。

　いくらか行ったところでルートを呼び止め、僕ぼくは大きな岩に背をもたせかけた。

「ふう、疲つかれた。ちょっと休きゆう憩けい」

「まったく、了りよう次じは都会っ子だからなー」

　ずれたコメントをするルートは、エプロンドレスにローファーで汗あせもかいていない。

「どーした了りよう次じ。私に見とれているのか？」

「いや、森の中にお前がいるの、なんか不思議な光景だなと思って」

「つまり、私のようなかわいい娘こが森の中にいると妖よう精せいさんみたい！　ってことかな!?」

「解かい釈しやくが好意的すぎる……」

　僕ぼくは声を出さず、唇くちびるの動きだけでルートに指示する。ルートは的確に僕ぼくの意図を読み、隣となりに位置取った。

『追っ手』

『うん』

　ルートも唇くちびるの動きだけで答える。阿あ吽うんの呼吸で合わせてくるところは、素す直なおに頼たのもしい。

　グェンと一いつ緒しよにいる間は、気配を感じなかった。気づかなかっただけの可能性もあるが、街からここまでつけてきたとは考えられない。僕ぼく達たちがここに来るのを知っていて、待まち伏ぶせしていたと考えるのが自然だ。

『私が見てこようか』

『正体がわからない。そばにいろ』

『放っておくの？』

『向こうが動くのを待つ』

『りょーかい』

「そろそろ行こうか」

　僕ぼく達たちが動き出すと、追っ手もまた、動く気配があった。

　確かに言えるのは、追っ手が命知らずでもなければ、無知でもない、ということだ。

　草木を搔かき分わけながら、障害物のない道を行く僕ぼく達たちに、一定の距きよ離りを維い持じしながら、ぴたりとついてきている。地勢を熟知していなければ、できない所業だった。




　突とつ然ぜん、景色ががらりと変わった。鬱うつ蒼そうと茂しげっていた樹木に代わり、背よりも丈たけの高い草がびっしりと生えている。

　道は、草の間を縫ぬうようにして続いていた。薬品でも撒まいたのか、そこだけ草が生えていないので、目印は不要だ。

　恐おそらく舗ほ装そうされているのだろうが、ぬかるんだ土が道を覆おおい、気をつけていないと足を掬すくわれて転びそうになる。

「水場があるのかな」

　ルートがぼそぼそと呟つぶやく。なるほど、植生は湿しつ原げんのそれだった。

　視線を上に向けると、羽の薄うすい、線の細い虫が無数に飛んでいる。

「何だろうな、この虫」

　尋たずねるともなく尋たずねると、ルートはぴょいと跳とび、素す手でで一いつ匹ぴき捕つかまえた。

「うーん、血を吸わない蚊かの仲間かな」

「……嫌きらいじゃなかったっけ、虫」

「苦手なのは足の多いやつと、足のないやつだ。これは、脚が六本だから昆こん虫ちゆうだよ」

「似たようなもんだろ」

　ルートがその違ちがいを説明しかけた時だった。

　ガサササッ！　という音が会話を断たち切きった。何かが草を搔かき分わけ、猛もう然ぜんと近づいてくる。

「誰だれだ」

　誰何すいかしてみる。応答はなかったが、反応はあった。

　草の壁かべが割れ、追つい跡せき者しやが姿を現したのだ。

　そいつは、白一色の衣い装しようを身にまとっていた。形状はグェンのものとは異なり、タイトなシルエットの洋服だ。

　頭には、白いフード。白い面で被おおっている。手に武器らしきものはない。

「仮面」から誘ゆう拐かい犯はんを想像したが、誘ゆう拐かい犯はんの面は鮮あざやかな原色。他の特とく徴ちようも、事前情報とは異なるものだった。

　同調型シンカー、でもない。その証しよう拠こに、草の汁しると泥どろで、白い服はひどく汚よごれていた。

「どこの回し者だ。どうして邪じや魔まをする」

　仮面はやはり答えず、代わりに腕うでを胸の前で構え、手刀を作った。

　──問答無用か。

「ルート。隠かくれてろ」

　緊きん張ちようした面おも持もちで草の壁かべの中に引っ込むルート。仮面は静観したまま、動こうとしない。

　僕ぼくは躊ちゆう躇ちよなく踏ふみ込こみ、距きよ離りを詰つめにかかった。仮面が動く気配があったが、ワンテンポ遅おそい。難なくその懐ふところに飛び込むことができた。

　握にぎりしめた右の拳こぶしを、仮面の腹部に叩たたき込こむ。当たった、その瞬しゆん間かん、仮面は僕ぼくの右みぎ腕うでを下に押おし込こむように手刀で捌さばきつつ、胴どう体たいをねじり、後方に跳ちよう躍やくしていた。

　手応えが薄うすい。上う手まく力をいなされた。

　僕ぼくは下手に追つい撃げきせず、出方を窺うかがうことにする。が、仮面は何事もなかったように手刀を構えた姿勢を維い持じしている。

　この動き、この感かん触しよく。

　こいつは──積極的に攻こう撃げきしてくるつもりがないのか？

　仮面の穴から覗のぞく金色の目に、害意は感じられない。

　仮面の意図がぼんやりと理解できた。常に、道を塞ふさぐようにしている。

　ここから先に行くな、行かなければ手出しはしない、ということらしい。

「この先に行かれちゃ困る何かがある、ってことだよな。こいつはますます引けないわ」

　煽あおったつもりもなかったが、この発言は思わぬ効果を上げた。

　突とつ然ぜん、仮面が、僕ぼく目がけて飛び込んできた。

「ッ!?」

　鼻先で、手刀が空くうを切った。動きが、ほとんど見えなかった。かろうじて回かい避ひ動作を取ったものの、あちらは不意打ち、こちらは十分準備していてこれだ。

　仮面の繰くり出だした掌しよう底てい突つきが僕ぼくの右胸を強打した。踏ふん張ばりの効かない足場だ。僕ぼくはバランスを崩くずし、背中から倒たおれた。

　追つい撃げきを避よけるため、即そく座ざに横転する。右胸だったのが幸いした。生身であれば肺はい腑ふの空気が残らず押おし出だされ、身動きが取れなくなっていたところだ。

　腕うでをバネに起き上がろうとしたところで、仮面はまた、奇き妙みような行動を取った。倒たおれた僕ぼくに目もくれず、そのまま草の壁かべの中に突つっ込こみ、姿を消したのだ。

　不意打ちを警けい戒かいし、視線を四方に走らせる。だが草を搔かき分わける音は次し第だいに遠のき、やがて聞こえなくなった。

　神経を研とぎ澄すましてみても、耳につくのは虫の羽音ばかりだった。

「……何だったんだ？」

　いつもの癖くせでルートに意見を求めたが、すぐさま、自分で追いやったことを思い出した。

　襲しゆう撃げき者しやの正体は不明だが、撤てつ退たいした理由は間もなく知るところとなった。

　ルートが戻もどってくるのを待っていると、また、誰だれかが近づいてくる気配があった。今度は行く手ではなく、来こし方かたからだ。

　ルート、ではない。

　現れた「それ」を見た瞬しゆん間かん、僕ぼくは思わず「おおう」と、声を発していた。

　黒い小型犬、パグだった。短い脚で駆かけてきて、僕ぼくの脚あしにすがりついてきた。

　黒パグに少し遅おくれて、犬の飼い主が現れた。

　白い口ひげをたくわえた老ろう紳しん士しだった。長身に、長い手て脚あし。彫ほりの深い面おも長ながの顔に、色素の薄うすい眼め。カーキ色のニッカボッカに白ブラウス、チョッキ、黒い紐ひもネクタイ、薄茶ちや色いろの鳥とり打うち帽ぼうと、街中を歩いていそうな軽装だった。片手には鎖くさりの付いた古めかしい本を持っているが、あれは鎖くさり付つき書しよ籍せき型がたの電子端たん末まつだ。

　西洋の石いし畳だたみならぴったりだが、東とう亜あの湿しつ地ちには全く釣つり合あっていない。

「Nice to meet you, Ryouji!（久しいな。了りよう次じ君）」

　そう言って、老ろう紳しん士しはにかっと笑った。

「……プロフェッサーχカイ」

　プロフェッサーχカイは欧おう科か連れん──欧おう州しゆう科学者連盟所属の調査員だ。世にも珍めずらしい犬のエトランゼ「フェン」と行動を共にしている。僕ぼく同様、ライナーだが、格ははるかに上。《魔ま犬けん》の異名を持つ、業界では知らない者がいないレベルの有名人だ。

　欧おう科か連れんはザ・デイの引き起こす現象の探求と科学的な解明を標ひよう榜ぼうしている科学者の集団だ。所属機関の関係によっては顔を合わせた瞬しゆん間かんにバトル展開もあり得るが、黒の協会と欧おう科か連れんは畑の違ちがいもあり、敵対関係にはない。

　が、ある意味、敵以上に厄やつ介かいな相手が来てしまった、と思う。
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　個人的な因いん縁ねんから、僕ぼくはこの老人が苦手だった。同じシマで同業者に出会うのは珍めずらしくはないが、よりにもよって《魔ま犬けん》をぶつけてきたのは、明らかな作さく為いを感じる。

「何やらお取り込み中だったようだが。邪じや魔ましたかね？」

「向こうが一方的に襲おそってきたんだ」

「ほう。心当たりは」

「ありすぎて特定できないな」

　χカイは、肩かたをすくめた。

「あんたも李リ・峰ホウに招かれたのか？」

「李リ・峰ホウ？　ああ。ここの領主だね。ならば答えはノーだ。こちらは議会の招きで来た」

　ということは、李リ・峰ホウが二ふた股またをかけたのではないらしい。

「ここへは初めてかね？」

「そうだ。あんたは」

「私も初めてだ。どうやら領主と議会が足並みを揃そろえてきたようだな」

「ああ……対立しているんだっけか」

　この街の現体制は、二派に分かれている。領主李リ・峰ホウを中心とする改革派と、伝統的自治機関を底とし、議会が主導する保守派だ。

　改革派は華か僑きようを中心とする移民系に、保守派は現地系の住民に支持されていると聞く。

「仮面の人、いなくなった？」

　いつの間にやら再出現したルートが囁ささやく。

「あ、プロフェッサーこんにちは！」

「やあルート嬢じよう。元気そうだね」

　χカイは骨張った手でルートの頰ほおをすりすりと撫なで回まわした。僕ぼくは慌あわてて、ルートを引き寄せた。

「スケベ爺じじい、ルートに触さわんな。ぶっ殺すぞ」

「はっはっは。単なる挨あい拶さつだ。妬やくな妬やくな」

「もう、了りよう次じってば。いくら私のためでも喧けん嘩かはだめだよ」

「そうじゃない。同業者だぞ。仲良くする相手じゃないだろうが」

「えー、同業者だから仲良くするんじゃないの??」

「ルート嬢じようの言う通りだぞ。ほら、了りよう次じ君。フェンも君に会えて大喜びだ」

　フェンは腹を見せながらピンク色の舌をだらりと出し、短い尻尾しつぽを全力で振ふり回まわしていた。

「……はあ。なんか、やる気、失うせた」

　とは言ってみたものの、ハナからやり合う気はなかった。

　力の差は理解している。どうしたって、こいつは僕ぼくの勝てる相手じゃない。

「フェンもお久しぶりだね！」

　ルートが手を伸のばすと、フェンはぱくっと嚙かみつこうとした。

「きゃーっ!?」

　ルートは、黄色い悲鳴を上げて飛とび退のいた。

「こらフェン、やめなさい。ルート嬢じようはお前のエサじゃない」

　χカイがフェンの頭を軽く小こ突づく。皺しわを集めたような奇き妙みような顔が、さらに歪ゆがんだ。

「ささ、世間話はこれぐらいにして、調査再開といこうか」

　何食わぬ顔でχカイは言う。

「うおい、勝手に一いつ緒しよに行く流れにすんな」

「ここは一本道だ。そして目的地も同じ。そして私も君も、互たがいに譲ゆずり合あいの精神はない」

　χカイは抱だき上あげたフェンを、僕ぼくの鼻先に近づけた。

「ならば、一いつ緒しよに行くしかあるまい？」

　道すがら、χカイに詳くわしく話を聞いた。僕ぼくと同様、χカイも昨日現地入りし、議会の長から誘拐事件の解決を依い頼らいされたのだという。

「あんたがここにいるってことは、欧おう科か連れんも実験阻そ止しに動いてるんだよな」

「無論だ。業界最大手としてはノーブレス・オブリージュを果たさないわけにもいくまい。これ以上占うらない師しを攫さらわせないよう、エージェントを放ってある」

「再現実験をやろうとしている連中について、そっちで何か摑つかんでないのか？」

「今のところは、何も。アングラ系の組織にも、大きな動きはない」

「……そっか」

「しかしこの案件に君のような新米を送ってくるとは、協会はチャレンジャーだね」

「そりゃ、快かい諾だくってわけにはいかなかったけど、色々あってな」

「ふむ。スキップハート博士に頼たのみ込こんだ、というところか。日本では『ネマワシ』と言うんだったかな？」

「こっちの事情はどうだっていいだろ」

　ってか、そんな日本語、どこで覚えたんだ。

「当の犯人は《星ほしの眼め》の体現者で、千里眼の持ち主だって話だ。χカイ、あんたはどう思う？」

「常識的に考えれば、非常識だね。だが、常識が通用しないのもまた、この業界の常識だ」

「遠回しな肯こう定ていをどうも」

「仮面に全身を覆おおう黒マント、というのがポイントだね。全身を覆ってしまえば、中身があちら側でもカメラには映る」

　エトランゼは、映像機器に映らない。レンズ越ごしに視し認にんすることはできても、その姿を記録することはできない。業界人なら誰だれでも知っている、常識中の常識だ。

「犯人はエトランゼだって言いたいのか？」

「否ノーだ。むしろ、同属の臭においがすると思わんかね」

「……ライナーか」

　先を行くχカイはこちらを振ふり返かえり、意味ありげに口角を上げた。

「そう。あるいは『ジェイルズ』か」

　──やはり。χカイも、僕ぼくと同じ結論に達していたか。

　ジェイルズとは、ザ・デイの際、人工島に集められ、消えた死し刑けい囚しゆうのことだ。エトランゼと区別され、「囚人共ジエイルズ」と呼ばれている。

　ジェイルズはエトランゼよりも後になって、漸ぜん次じ、出現が確かく認にんされている。このズレは恐おそらく、出現から具体的な現象に反映されるまでに時間がかかるためだ。したがって、占うらない師し誘ゆう拐かいはここ半年のことだが、ジェイルズの出現が半年前だとしても、矛む盾じゆんはない。

　映像機器に映らない点では、エトランゼと同じ。決定的に違ちがうのは記き憶おくを保持していることと、ブタ箱行きになる前の凶きよう悪あく事件の記録が新聞雑誌記事等で豊富に残っているという点だ。

　ジェイルズは必ず痕トレース上に出現し、痕トレースの影えい響きよう範はん囲いから離はなれることができない。痕トレースの力と一体化し、ライナー以上に奇き妙みような能力を有している。壁かべ抜ぬけぐらいならエトランゼでもやれるが、宙を歩いたり、触ふれてもいないのに物体を動かしたり、といった規格外のことをやってのけるのは、ジェイルズの方だ。

　ジェイルズは、過去に囚とらわれた幽ゆう鬼きだ。記き憶おくと性向を保持したまま虚きよ数すう界かいの力を手にした奴やつ等らは、オリジナル同様の犯罪行こう為いに手を染める。殺さつ人じん鬼きなら人を殺し、窃せつ盗とう犯はんなら金品を強ごう奪だつし、放ほう火か魔まなら火を付ける。今回の場合は、誘ゆう拐かい犯はんだ。

　──犯人がジェイルズであれば、常人では不可能な犯行でもやってのけるだろう。再現実験に加担する動機という点では疑問が残るが、バックが別にいて対価を得ていると仮定すれば、一応の筋は通る。

　何より、業界大手の欧おう科か連れんが動いたということは、それだけの価値を認めたということに他ならない。しかも派は遣けんされてきたのは《魔ま犬けん》だ。

「おいχカイ、もしこの先にライナーだかジェイルズだかがいたら、どうするつもりなんだ」

「さあ」

「さあって……表に出ている札カードを読む限り、はずれブタってのはあり得ないだろ」

「それは役が揃そろってから考えればよいことだよ」

　ホッホ、と笑うχカイ。相変わらず、食えないジジイだ。




　残りの道のりを踏とう破はし、ゴール地点にあったのはコンクリート打ちっ放しの二階建てだった。

「小屋のようなものを想像していたが、なかなか立派な物件じゃないか」

　と、χカイが感想を漏もらす。

「フェンのはしゃぎっぷりを見たまえ。これは期待できるぞ」

　フェンは短い尻尾しつぽを振ふり回まわしながら、ルートにまとわりついていた。ルートはへらへら笑っているが、お前それ、懐なついているんじゃなくてエサ認にん識しきされてるぞ。

　建物の周囲を一周してみて、まず目立ったのは、壁かべに残る無数の弾だん痕こんだ。窓はなく、代わりにネズミの出入口のような銃じゆう眼がんが所々、開いている。

　覗のぞき込こんでも、中は暗くら闇やみだった。

「どうやら大当たりのようだなー」

「どこがだよ」

　ルートは天を指差した。釣つられて上を見れば、建物の屋上に真新しいアンテナが立っていた。人が来ないにしても、露ろ骨こつすぎる。

　出入口は一いつ箇か所しよのみ。頑がん丈じようそうな金属のドアが行く手を阻はばんでいる。

「ドアノブも鍵かぎ穴あなもない。これはドアと言うより、後からこいつで塞ふさいだんだろう」

「どうする。破るか？」

　ガンッ!!　と。

　次の瞬しゆん間かん、χカイはドアを思いっ切り蹴けりつけていた。

　ドアがあちら側に、ゆっくりと倒たおれる。

「開いた。では行こう」

「…………」

「これが本当の見みかけ倒だおしというやつだな!?」

　いや、何言ってんすかルートさん。

　気を取り直し、僕ぼく達たちは建物内部へと足を踏ふみ入いれた。

　昼間だというのに中は暗く、普ふ通つうの人間なら足あし許もとも見えないほどの光量しかなかったが、僕ぼくもχカイも、不自由はない。器械を使わずとも、ライナーは夜目が利きくのだ。

　間取りは仕切り壁かべのないワンフロアになっていた。元々こういう造りなのか、破は壊かいの結果なのかは定さだかでない。

　内ない壁へきは煤すすで真っ黒だった。どうやら、火を放たれて放ほう棄きされたものらしい。

「内戦は、君が生まれる前に収束している。ゲリラのアジトとして実際に使われていたのは二十年以上前だ」

　とχカイ。湿しめり、淀よどんだ空気の臭においが鼻につく。入口が開放されたおかげで、わずかに空気が流れているのがわかる。

「了りよう次じ、ほらほら見て！　こんなの拾った！」

　ルートは得意顔で、薄うす汚よごれた白い物体を差し出した。

「じゃーんっ！　されこーべっ！」

「あのなあ」

　ともあれ、人骨が残っているような状態だ。入口を封ふう鎖さされた後、ずっと手つかずのままだったのだろう。

　しかし、僕ぼくの五感はここに潜ひそむ「何か」の存在を告げていた。

「静かだね。時間が止まっちゃったみたい」

　ルートの呟つぶやきは、この空間が与あたえる違い和わ感かんを的確に表現していた。

　──そう。静かすぎる。

　生き物の気配が、全くない。外では五う月る蠅さいほどだった羽虫の羽の音が、ここではピタリとやんでいる。

　完全な密室なら話はわかるが、虫が出入りできる隙すき間まは無数にある。蜘く蛛もの巣すの一つもないのは、あまりに不自然だ。

　僕ぼくは、壁かべに据すえ付つけられた梯はし子ごに目を向けた。

　一階でなければ、消去法で二階。χカイは何も言わなかったが、意見は同じのはずだ。

　梯はし子ごに寄ってみる。恐おそらく鉄製。全体に、赤黒い錆さびが浮ういている。梯はし子ごの先には人一人分が通れる穴が開いており、二階の天てん井じようが見える。

　試しに握にぎって力を加えてみると、しっかりとした感かん触しよくが返ってきた。体重をかけても、たわみはない。これなら大だい丈じよう夫ぶだろう。

　あれだけ派手に入ってきたのだ。向こうはとうにこちらに気づいているはずだが、これだけ近づいても、何の反応も見せていない。

　僕ぼくだけならすぐさま梯はし子ごに飛びついているところだが、χカイが一いつ緒しよではそうもいかなかった。

「で、どうするんだ。まさか、ここで共きよう闘とうはないよな」

　χカイはポケットからコインを取り出した。

「フェアプレーでいこう。数字が表。絵が裏。表か裏かヘツズオアテイルズ」

　一いつ瞬しゆん、躊ちゆう躇ちよしたが、素す直なおに乗ることにした。ここで事を構えるのは賢かしこい選せん択たくじゃない。

「表」

「では私は裏。トスは、ルート嬢じようにお願いしよう」

「がってんだー」

　ルートはコインを弾はじき、手の甲こうで受け止めた。被かぶせた掌てのひらを退けると、数字の「１」が現れた。

「表。僕ぼくの獲物ゲームだ」

「よかろう」

　χカイは忠実な執しつ事じのようなしかめっ面つらをして、腕うでで「お先にどうぞ」のジェスチャーをした。

「ルート、指輪を一つ寄こせ」

　ルートは不安げな視線を返してきた。

　言葉はなくとも、言わんとすることはわかった。

「わかってるって。無茶はしない」

「……約束だぞ」

　ルートは自分の左小指から漆しつ黒こくの指輪を外し、軽く口づけしてから僕ぼくに託たくした。

「ご武運を」

「行ってくる」




　梯はし子ごを上がった先は、一階同様、仕し切きり壁かべのないワンフロアだった。

　天てん井じようの真ん中に天窓が一つついていて、そこからこぼれる光のおかげで、明るいとまでは言えないにせよ、視界ははるかに良好だった。延えん焼しようを免まぬかれたのか、壁かべも黒ずんでいない。

　異変を見つけるのに、頭を巡めぐらす必要もなかった。

　部屋の片かた隅すみ──梯はし子ごからちょうど対角。大量の墨すみをぶちまけたような、色いろ濃こい闇やみがあった。

　──間ま違ちがいない。本物のジェイルズだ。

　闇やみの正体は虚きよ数すうエネルギーの奔ほん流りゆうが現出した「瘴しよう気き」だ。虚きよ数すう界かいの住人にとっても毒であり、普ふ通つうの人間では近づくだけで体を蝕むしばまれ、濃のう度どによっては命を削けずりとられてしまう。

　指輪を握にぎる左ひだり拳こぶしに力が入る。手がかりが見つかればと思ってはいたが、期待以上のものがかかってきた。

　近くに寄っていくと、闇やみの中から人ひと影かげが現れた。

　赤黒黄、原色で隈くま取どりされた特とく徴ちよう的てきな仮面に、黒マント。誘ゆう拐かい犯はんの人相描きと、ドンピシャだ。

「誰だれだ」

　誰何すいかする声。金属をすり合わせたような、奇き妙みようなかすれた響ひびきがあった。

「了りよう次じ・Ａ・スキップハート。金きん港こう領主李リ・峰ホウの命でやってきた調査員だ」

　僕ぼくは両りよう腕うでを上げ、武器を持っていないことをアピールした。

「調査員？　ああ……あいつらがそんなこと言ってたっけな」

　言葉はエトランゼ同様、虚イ数マ言ジ語カだった。統プ一ラ言ト語ーの元になった言葉であり、統プ一ラ言ト語ーに酷こく似じするが、普ふ通つうの人の声帯では発音できない音域がある。

「お前の名を聞こう」

「俺おれか？　俺おれは《コルクマン》だ」

「……《コルクマン》だと？　お前は《星ほしの眼め》の体現者じゃないのか？」

「そう呼ばれることもあるな。どっちでも一いつ緒しよだ。好きに呼べばいい」

　光に慣れてきた目で見ると、空っぽのように見えた部屋が、意外とごちゃついていることに気づいた。散乱する電子機器類は、薄うす汚よごれているが、さほど古いものではない。

　友好的という印象はない。ここで信じていいのは、こいつが会話できるだけの知性を持っているという一点だけだ。

　肌はだがピリつくのは、瘴しよう気きのせいばかりではなかった。

　──こいつが本当に強力な未来視を持っているなら、最高の調査サンプルだ。一石二鳥、いや、三鳥の価値がある。

「行方不明の占うらない師し達たちを捜さがしている。何か知らないか」

「占うらない師し？　知らないな」

「聞き方が悪かった。お前が理解できるよう、もう一度聞こう。《コルクマン》、攫さらった占うらない師し達たちをどこへやった」

「知らないな」

《コルクマン》の反応は、鈍にぶかった。

　はてさて。本当に知らないのか、シラを切っているのか。

　今すぐ締しめ上あげて、何もかも吐はき出ださせたい。その衝しよう動どうに、理性がブレーキをかける。いずれにせよ、占うらない師しの行方がわからない以上、ここで片かたをつけるのは時期尚しよう早そうだ。

　時じ間かん稼かせぎの会話もここまでだ。策はできたし、本体も見み極きわめた。

　僕ぼくは握にぎりしめていた指輪に、左の小指を通した。

　たちまち、指先から左ひだり腕うでの肘ひじまでがどす黒く染まった。音もなく、空に溶とけるように、形を失っていく。

　変化が止まった時、左ひだり肘ひじの先には、腕うでの代わりに影かげを濃のう縮しゆくしたようなモノがくっついていた。

「なんだ、そいつは」

　ライナーの身体は人じん為い的てきに制せい御ぎよすることで、エトランゼの属する領域にシフトすることができる。僕ぼくの制せい御ぎよキーは、指輪。安全のため、普ふ段だんはルートに託たくしている。

「まあ、平たく言うと、お前と似たようなもんだ」

　僕ぼくは対話を切り上げ、速すみやかに暴力的解決へと移行する。

《コルクマン》目がけて疾しつ走そう、跳ちよう躍やく、そして、右手で頭を鷲わし摑づかみにした。

「ああっ!?」

《コルクマン》が奇き妙みような音を発する。僕ぼくは無視し、走ってきた勢いを乗せたまま、右みぎ腕うでを振ふり抜ぬいた。

　バランスを崩くずし、仰あお向むけに倒たおれる《コルクマン》。後頭部を床ゆかに叩たたきつける。反動で背中が浮うく。

　指輪を嵌はめている間は、人工神経に影かげ化かした僕ぼくの体の末まつ端たんを延長させている。だから、義体でも虚きよ数すう界かいに干かん渉しようできる。

　僕ぼくは《コルクマン》の頭を摑つかんだまま、その腹に馬乗りになった。僕ぼくの右みぎ腕うでを、《コルクマン》の両手が引ひき離はなしにかかる。だが、僕ぼくの狙ねらいはそっちじゃない。

《コルクマン》の両の手が届く前に、僕ぼくは右みぎ腕うでを引き、仮面を剝はがした。同時に床ゆかを蹴けり、体の位置を《コルクマン》の股またの辺りまでずらした。

　頭を持ち上げた《コルクマン》と目が合った。黒くろ髪かみに、浅黒い肌はだ。現地系の顔立ちの、見知らぬ男。

　僕ぼくは口の端はしを釣つり上あげ、笑みをつくった。

「やっぱりお前、機械人形オートマタだったか」

　声を聞いた時にもしやと思ったが、顔を見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。パターン化された表情。人の目とはわずかに異なる瞳ひとみの輝かがやき。精せい巧こうにできてはいても、人は人、人形は人形だ。

　──人形の背中に張りついている、一ひと際きわ濃こい闇やみ。影かげのようにも見えるが、こっちが本体だ。

　影かげと化した左ひだり拳こぶしを、下腹部に叩たたき込こむ。影かげの部分、肘ひじの付け根までがめり込んだ。

　左ひだり腕うでを引ひき抜ぬくと、影かげがぎゅっと細く変形し、《コルクマン》の腹に刺ささる杭くいになった。

　かろうじてこちらに残った僕ぼくの左上半身は、人の形にこだわらないモノとなった。腕うでを杭くいにするぐらいは、朝飯前の芸当だ。

　肘ひじから先が、人の形に戻もどる。黒い指輪だけが《コルクマン》の腹上に、影かげを輪の中に刺さし通とおす形で残っていた。

「何を……ジジジデデデ……」

《コルクマン》の声は、ノイズがひどくて意味のある言葉にならなかった。

　人形には傷一つ、ついていない。影かげの杭くいは物理的には刺ささってはいないが、《コルクマン》は身動きできなかった。本体と人形を、さらに人形と壁かべを、壁かべと壁かべを支える地面とを、影かげの杭くいで縫ぬい止とめたのだ。

「ルート！」

　すっ飛んできたルートは、《コルクマン》と僕ぼくを見、小さく首を傾かしげた。

「了りよう次じの機械友達？」

「ボケはいい」

「でも……この人、どっかで見たような気がするんだけど」

「気のせいだろ。ほら、早くこいつを縛しばってくれ」

「あいあいさー」

　ルートは髪かみの毛けを一本抜ぬき、影かげの杭くいに結びつけ、指輪を回収する。僕ぼくは《コルクマン》の鼻先に、人差し指を突つきつけた。

「この杭くいは、僕ぼくと、僕ぼくと契けい約やくしたルート以外の何なん人ぴとにも、触ふれることができない。お前は、僕ぼくが許可しない限り、ずっとこのままだ」

　ザザザザ……とノイズを返す《コルクマン》。叩たたきつけた際に、人形の中身がイかれたかもしれない。

「ねえ了りよう次じ、χカイも上がってきていいよね？」

　頭の上にフェンを乗せたχカイが、梯はし子ごの穴から首だけ出してこちらを窺うかがっている。シュールな絵面だった。

「いやはや。大した収しゆう穫かくじゃないか」

　上がってきたχカイは《コルクマン》を一いち瞥べつすると、そう、感想を述べた。

「ルート嬢じようの髪かみの毛けを指輪代わりにして維い持じするとは。随ずい分ぶんうまく使いこなすようになったな」

「こっちだってそれなりに場数を踏ふんできたんだ。ガキ扱あつかいすんな」

「しかしその左ひだり腕うで、しばらく使えまい」

　影かげの杭くいのカラクリを、χカイは瞬しゆん時じに看破した。肘ひじから先が動かないことまで、お見通しだった。

「……ふん。早晩、回収するさ」

　流石さすがと言うべきところなのだろうが、手の内を見られたようで、あまりいい気分はしない。

　踵きびすを返し、僕ぼくは《コルクマン》に背を向けた。とりあえずは、放置しておいて問題はない。誰だれが来ようと拘こう束そくは解けないし、まともな会話もできないのだから。

「また来る。次は、いい返事を期待している」










　３　英えい雄ゆうと殺さつ人じん鬼き




　調査後、緑りよく龍りゆう亭ていに戻もどってきた僕ぼくは、遅おそい昼食を摂とっていた。

　円えん卓たくには、ずらりと料理が並んでいる。見たところ中ちゆう華か風ふうの炒いため物ものが多いようだが、メニューで確かく認にんする気にもならなかった。

　僕ぼくの右手に座ったルートは、きょろきょろと居い心ごこ地ち悪わるそうに目を泳がせていた。もちろん、エトランゼの彼女に物は食べられない。

　そして卓たくを挟はさんだ向かい側。

　膝ひざの上に白ナプキンを広げた英国紳しん士しが、銀のフォークとナイフ（自前）で、空くう芯しん菜さいを口に運んでいるところだった。

「……で、なんであんたと一いつ緒しよにメシ食わにゃならんのだ」

「独りの食事は寂さびしいものだ。旅は道連れと言うだろう」

「あんたの道連れには犬がいるだろう。犬が」

　フェンはちぎれんばかりに尻尾しつぽを振ふりつつ、潤うるんだ瞳ひとみを僕ぼくに向けた。

「フェンはよき相棒だ。しかし、お喋しやべりの相手には無口すぎる」

　食堂は時間が時間だけに他の客がおらず、貸切状態だった。給仕をしてくれた少女にミァンの行方を尋たずねると「この時間は学校に行ってます」という答えが返ってきた。

「なかなか美味だよ。食に興味のない君が、よくこんな穴場を見つけたものだ」

「興味がないと言うか、食える体じゃないもんでね」

　寂さびしいから、というのは建前だ。χカイの意図するところは、理解していた。

「言っておくが、あんたと組む気はないからな」

　χカイの手が止まる。

「我々の利害は共通している。手を組んだ方が効率的だと思うがね」

「一つしかないパイを、あんたと分け合う気はない、と言っているんだ」

「だったら、パイは君が取ればいい」

　χカイはナプキンで丁てい寧ねいに口元を拭ぬぐった。

「痕トレースと事件の調査については君に一任する。私は君に情報提供する。代わりに、君は調査結果を教えてくれるだけでいい。教えられる範はん囲い内ないでかまわんよ」

　そう、思いがけない条件を提示してきた。

　所属の違ちがう調査員が協力する最大のメリットは、互たがいに持っていない情報を入手できる点にある。関係諸機関によって収集されたデータは、公開され、共有されているものもあるが、個々の機関にとって飯のタネであるが故ゆえ、表に出ていない情報の方が多いのだ。

　ジェイルズと渡わたり合あうにはライナーの能力が不可欠だが、捜そう査さの手法は人間の犯罪に対するそれと大差はない。オリジナルが人間である以上、パーソナリティを把は握あくし、その性質を熟知すれば対処できる。

　ところが、アリス財団はジェイルズの情報も念入りに抹まつ消しようしていた。残っているのは簡易な記録だけ。ナンバーで管理されており、名前は不明。特定の手がかりとなる罪状や出身地、身体的特とく徴ちようもほとんど残っていない有様だ。

　だからこそ、データの蓄ちく積せきがモノを言う。

　互たがいの機関の損そん益えきに直結する以上、出すカードは慎しん重ちように吟ぎん味みしなければならない。言いい換かえるなら、χカイの持ちかけてきた話には裏がある、ということだ。

「随ずい分ぶん物わかりがいいじゃないか。何を企たくらんでいる」

「実は、痕トレースと事件の調査はついででね。今回は人ひと捜さがしがメインなんだ。正直、そっちにまで十分手が回りそうにない」

「稀まれ世よの占うらない師しか？」

　僕ぼくが問いただすと、χカイはなぜか、少し意外そうな顔をした。

「なるほど。君がここに来たのは、そちらの目的もあったのだな」

　迂う闊かつだった。見せなくてもいいカードを一枚見せたことで、χカイは正しく僕の目的を把は握あくしたに違ちがいなかった。

「だったら、なおのこと好都合。その点でも我々は競合しない。誰だれかは言えないが、同業者とだけ言っておこう」

　僕ぼくが口を挟はさむ前に、χカイは言葉を続けた。

「他に組まない理由があるかね？」

　話題を変えてきたのは「互たがいの目的を詮せん索さくするのはやめよう」というメッセージだ。

　僕ぼくは頷うなずき、同意を示した。

「もう一つ。あんたのクライアントは議会。こっちは領主。僕ぼく達たちの同盟を、喜ぶかどうか」

「少なくともトップは喜ぶ。間ま違ちがいなくだ」

　χカイの答えに迷いはなかった。

「未来視ブームと伝統的占うらない産業の衰すい退たいは連動している。この現象で利するところがあるのは領主館側だ。誘ゆう拐かい事件は解決したいが、痕トレースの利用はお断り。議会側にはそういうジレンマがある。しかし領主館が専門家を出してきた以上、指をくわえて見ていたとあっては、世論は領主館側に傾かたむく。私を招いたのは、議会側としては苦く渋じゆうの決断だったろう」

　あっさりと、χカイは事情を喋しやべった。

「目的を一いつにしていても組織として擦すり寄よる姿勢を見せるわけにはいかない。が、我々は部外者だ。それぞれで別組織に依い頼らいする手間をかけたのは、この事態を見み越こしてのことだと思うね」

　恐おそらく、その通りなのだろう。協会と欧おう科か連れんという対立しない組み合わせもそうだし、初しよっ端ぱなから大本命にかち合ったのも作さく為いを感じる。

　とどめに帰りの車が一台だけで乗り合わせだったのは、最初から合流させる気だとしか思えなかった。

　χカイの実力は業界でも折り紙付きだ。それは、身をもって知っている。

　それでも躊躇ためらう僕ぼくの脇わき腹ばらを、ルートが肘ひじで突つっついてきた。

「意地、張ってる場合じゃないでしょう」

「……そうだな。オーケイ。わかった。手を組もう。ただし、僕ぼくはあんたの人ひと捜さがしにつき合う気はない」

「それでいい。決まりだ。君が相変わらずドライで安心した」

　そう言って、χカイは口元だけで笑った。

「では聞かせてもらおうか。あの木で偶く人形と、何があったのか」

　僕ぼくはχカイに、《コルクマン》とのやりとりを話した。χカイは頷うなずきもせず、黙だまって聞いていた。

「《コルクマン》……その名には覚えがある」

　χカイは鎖くさり付つき書しよ籍せき型がたの電子端たん末まつで欧おう科か連れんのストレージにアクセスし、《コルクマン》の情報を呼び出した。

　本名コールマン・スミス。十八年前に金きん港こうを騒さわがせた殺さつ人じん鬼きだ。

《コルクマン》の名は、被ひ害がい者しやの特とく徴ちように由来する。こいつに殺害された遺体は全て頭だけしか見つかっていない──見つかっているのは、コルク栓せんのようにねじ切られた頭部だけだった。

　被ひ害がい者しやは、若い女性占うらない師しばかりだったらしい。さらにねじ切った後の首は防ぼう腐ふ加工し、寝しん室しつにずらりと並べていたのだという。

　また、スミス宅からは人間大の操パりペ人ツ形トが数体、発見されている。その首は、被ひ害がい女性の首にすげ替かえられていた。

　引用元はゴシップ雑誌の記事らしい。そこから先は人形の用よう途とについての考察がつらつらと記されていたが、数行で読む気が失うせる内容だった。

「うーん。あの機械人形オートマタと全然似てないね」

　とルートが感想を漏もらす。添てん付ぷされた写真に写っているのは、頰ほおの瘦こけた丸まる刈がりの白人男性だった。

「米べい国こく籍せきなのに、何だってまたこの街にいたのだ？」

　χカイはページをスクロールし、一部分をアップにした。

「本業は医者だ。カリフォルニア大学で脳神経科学を修めた後、ロスの検視局で検視官として働いていた。内戦時に国境なき医師団の一員としてこの地に来て、そのままい着いたようだ」

「超ちようエリートのお医者様が殺さつ人じん鬼きに転身か……犯行の動機は？　何だったんだ？」

「不明、とある。黙もく秘ひしていたようだね」

　──《コルクマン》と《星ほしの眼め》の体現者。人ひと攫さらいという点では一いつ致ちしている。しかし、誘ゆう拐かいされた占うらない師しは若い女性ばかりでなし、アジトには首も転がってはいなかった。

「一つ、はっきり言えるのは、あいつには協力者がいるってことだ。《星ほしの眼め》の体現者があいつだとしても、バックには別のヤツがいるんだ」

「断定的だね。何か証しよう拠こがあるのかい」

「あの機械人形オートマタのＩＤ、認証不明アンノウンだったんだ」

　僕ぼくが言うと、χカイが眉み間けんに皺しわを寄せた。

　認証不明アンノウン、つまり、国際規約違い反はんの脱だつ法ぽう品ひん。

　痕トレースに縛しばられている《コルクマン》の独力で、そんなおあつらえ向きの機械人形オートマタが入手できるはずもない。即すなわち、あいつに機械人形オートマタをやったクソッタレがいるということに他ならない。

「あ、画像データもあるんだ。見てもいい？」

《コルクマン》のデータをじっと見ていたルートが、声を上げる。

「ああ、構わんよ」

　画面を見た僕ぼくは、含ふくんでいたお茶を噴ふき出だしそうになった。

　映し出されていたのは、赤と黒とで構成されたグロ画像だった。

「ここは《コルクマン》の自宅地下室だ。ヤツは被ひ害がい者しやをここに運び込み、首をねじ切った。これだけ大量の血けつ痕こんが残っているのは、血が噴ふき出だした、つまり心臓が動いているうちに頸けい動どう脈みやくをねじ切った証しよう拠こだ」

　涼すずしい顔でχカイが説明を加える。画像が切きり替かわり、画面には業務用かき氷器に似た器械が映し出された。

「この器械を見たまえ。ここにハンドルがあるだろう。元は椰や子しの実を圧あつ搾さくする器械だったのを、《コルクマン》が改造したものだそうだ」

「どうして首をねじ切ったんだろーな？」

　ルートの質問を受け、χカイはかぶりを振ふった。

「狂きよう人じんの考えることはわからんが、当人の中では何かしらの意味があるのだろう」

「…………」

　僕ぼくは手元の卵たまご粥がゆに視線を落とした。

「どーした了りよう次じ、お腹なか痛いの？」

「いや。なんかほら、食事中のマナーというか……これが十九時のニュースなら深くお詫わび申し上げなければならないところだよな？」

　χカイとルートが、変な人を見る目で僕ぼくを見る。

　……常識って何だろう。いや、もはや何も言うまい。




　その日は日暮れまで、業務報告書作成に時間を費ついやした。疲ひ労ろう感かんからベッドに飛び込みたい誘ゆう惑わくに幾いく度ども駆かられたが、記き憶おくが新しん鮮せんなうちにできる限りのことを書き留めておきたかった。

　左手が使えない分、作業効率はよくなかったが、おかげで《コルクマン》を拘こう束そくすることができたのだ。戦果を思えば、苦にはならなかった。

　欧おう科か連れんが目を光らせ、《コルクマン》が動けない今、これ以上の誘ゆう拐かいは困難を極きわめる。拘こう束そくがどう頑がん張ばっても解けないとわかったら、バックの連中が何らかのアクションを起こすはず。そこを叩たたく。プランニングもばっちりだ。

　日が暮れてしばらくすると、緑りよく龍りゆう亭ていはにわかに活気づいてきた。階下の食堂は完全に飲み屋と化し、喧けん騒そうがここまで聞こえてくる。ミァンに頼たのみ、食事は部屋まで運んでもらった。

　ルートはまた外に出ていた。帰ってきたのは、すっかり暗くなってからだった。

「ただいま。下は賑にぎやかで楽しそうだったぞ。了りよう次じも一いつ緒しよにどーだ？」

「嫌いやだね。鬱うつ陶とうしい」

　ライナーとペアリングした非ア同ロ調ー型ンは、代だい償しようとして行動の自由を失っている。ライナーへの協力義務はもちろんだが、一定以上離はなれることができなくなるのだ。

　その制限が、痕トレースの影えい響きよう圏けんに限り、なくなる。同調型シンカーの行こう動どう圏けんと重なるためリスクは伴ともなうが、ルートが一人で羽を伸のばせるわずかばかりの自由だ。

「はい、お土産みやげ」

　そう言ってルートは、油の染しみた紙かみ袋ぶくろを突つき出だした。

「なんだよ、これ」

「甘あまい豆のお菓か子しだって。甘あま納なつ豆とうみたいなものかな？」

　袋ふくろを開けると、中には焦こげ茶ちや色いろの衣ころもをまとった豆がコロコロと入っていた。甘あま納なつ豆とうというより「揚あげピーナッツ」といったビジュアルだ。

「お腹なかの弱い了りよう次じでも、ちょっとだけなら食べられるかなーって思って」

　一個、口に入れてみる。香こうばしく、甘あまい。

「おいしい？」

「うん。普ふ通つうにうまい」

　にへらと笑うルート。

　不思議なことに、ルートのチョイスは僕ぼくの好みを外したことがない。味覚がないにもかかわらず、だ。

「どこをほっつき歩いていたんだ」

「あ、うん。実はな、昼間襲おそってきた輩やからに、心当たりがあるのだ。その裏を取っていた」

　そう、思わぬことを言い出した。

「やるじゃないか」

「えっへん。私は了りよう次じのパートナーだからな」

「んじゃ、聞こうか」

　僕ぼくが促うながすと、ルートは「おほん」と、わざとらしく咳せき払ばらいした。

「占せん都との歴史を紐ひも解とくと、実に興味深い事実が見えてくる。この小さな街は幾いく度どとなく夷い狄てきの脅きよう威いにさらされてきた。それでも独立した自治権を持ち続け、現在に至るまで一つの都としての体を成している」

　……また始まった。ルートはこの手のうんちく話をするのが大好きだ。

「理由の一つは、地理的要因だ。山と海に囲まれた天然の防ぼう壁へきが侵しん入にゆうを阻はばんだ」

「日本で言う、鎌かま倉くらみたいな場所か」

「カマクラ？　ああ、鎌かま倉くらバクフ。そうだな」

　ルートはうんうんと大おお仰ぎように頷うなずいた。

「地味が豊かなわけでもなく、豊かな漁場があるわけでもなく、交通の要よう衝しようでもない。レアメタルが出るわけでもない。にもかかわらず、夷い狄てきはこの地を欲しがったのだ」

「そんなもんじゃないか？　アレクサンドロス大王だってチンギス・ハンだって、要は『俺おれすげー』って言いたいがために、版はん図とを広げていったわけだろ」

「話を勝手に畳たたまないの。この街には、他にはない資源があったのだ」

「……人的資源。占うらないか」

　ルートは破は顔がんした。

「ピンポーン。正解だ。占うらないを、技術の域まで高めた。金きん港こう出身の占うらない師しは各国の首脳に取り入ったばかりでない。占うらないを応用して相手の動きを読む能力を持った金きん港こうの『占せん兵ぺい』は、占せん都とおよびその周辺のみならず、大陸中で重宝がられたのだ」

「地理と占兵で完全に外敵の侵しん入にゆうを防げるとは思えないけど」

　僕ぼくが感想を述べると、ルートは軽く頷うなずいた。

「過去には侵しん入にゆうを許し、外から来た為い政せい者しやが据すえられたことがないでもない。しかしそのような場合、為い政せい者しやは例外なく暗殺され、治世は短命に終わっている」

「そりゃ穏おだやかじゃないな……って、今の領主ってあれ、外の人間だよな？」

「うん。でも李リ・峰ホウを擁よう立りつしたのは議会だ」

「領主と議会は折り合いが悪いんじゃなかったか？」

「それが、最初はそうでもなかったのだよ」

　政治的対立の遠因は、二十年以上前の内戦にある、とルートは言う。

　当時は数で勝る現地系＝保守派が政権を握にぎり、移民系＝改革派は少数だった。外国の支し援えんを受けた改革派がゲリラ化し、内戦が勃ぼつ発ぱつ。改革派は大量の傭よう兵へいを抱かかえ込こんだ。

　やがて政治的不ふ可か侵しんを破ったとして国際社会の非難を浴び、改革派が撤てつ退たい。保守派も多少譲じよう歩ほし、休戦協定が結ばれた。

　続けざまに政治組織が改編される。移民系住民の不満の捌はけ口ぐちとして、立法府である領主館には華か僑きようの有力者を傀かい儡らいとして据すえ、行政府である議会は伝統的な現地系住民のやり方を守る。現在の両頭システムができあがった。

　内ない紛ふんから現在に至るまでの間、政局は安定していたが、街が繁はん栄えいしていたとは言いい難がたい。議会が主導権を握にぎりつつも、緩ゆるやかに衰すい退たいしていった。

　十年前に領主となった李リ・峰ホウもまた、初めは傀かい儡らいに過ぎなかった。計算ミスは、李リ・峰ホウが議会の想像以上に辛しん抱ぼう強づよく、有能だったことだ。雌し伏ふくの間、チャンスを窺うかがい、着実に地じ盤ばんを築いた。

　転機はやはりザ・デイだった。《星ほしの眼め》の出現と未来視の現出が追い風となり、李リ・峰ホウ主導で観光街「スクエア」が完成した。さらに沿岸域のリゾート開発に手しゆ腕わんを発揮し、めきめきと頭角を現した。

　そして現在──以前のレベルまで、政局は安定してきている。同調型シンカーという第三勢力を抱かかえたことで、領主と議会が互たがいに歩み寄りの姿勢を見せているのだ。

「とは言え、民族の違ちがいを理由とする小こ競ぜり合あいは未だ日にち常じよう茶さ飯はん事じだそうだ。東亜の観光客が華か僑きよう系けい住民と間ま違ちがえられて現地系住民に因いん縁ねんつけられた、なんて話も聞いたよ」

「現地系住民が、外から来た住民を恨うらみに思ってる、って理解でいいか」

「うん。それで合ってる」

　歴史が証明しているように、感情的な対立を政治でどうこうできた例ためしはない。

「議会としては、できることなら李リ・峰ホウを引きずり降ろしたいのが本音だろうけど、まず無理だなー。金きん港こう住民の四割は華か僑きよう系けいだし、現地系の中でも現領主を支持する声は少なくないのだ」

　なるほど。解任すれば、議会の、ひいては屋や台たい骨ぼねになってる占うらない師しの信用も地に堕おちる、というわけだ。

「今の占うらない師しの凋ちよう落らくを、当時の一流占うらない師しは預言できなかったのか？」

「うーん、占うらない抜ぬきでも先行きは見えていたと思う。警告はしていたんだろうけど、流れは止まらなかったんじゃないかな」

　要は、社会学と経済学の問題だった。

　海外資本に対してはずっと閉へい鎖さ的てきだったが、李リ・峰ホウが領主になってから観光業を中心に参入しつつある。人も物も、一度外から受け入れてしまえば、その流れを止めることはできない。李リ・峰ホウはそれをよく知っていた。

「話を最初に戻もどすけど、先に襲おそってきた者の衣い装しよう、あれは、占せん兵ぺいのものなのだ」

　ルートは黒ランドセルからパンフレットを取り出し、僕ぼくに見せてくれた。襲しゆう撃げき者しやと同じ白い衣い装しようを着た男の写真の下に『金きん港こうの伝統的な占せん兵ぺい』なるキャプションがついていた。

「仮にあいつが占せん兵ぺいだったとして、目的は何だ。僕ぼくの邪じや魔まをする理由がどこにある」

「ある。政治的な理由が」

　ルートは真面目な顔つきで即そく答とうした。

「あれが偽にせ占せん兵ぺいの可能性は十分にあるよ。それに、この街の政治問題とは無関係の第三者かもしれない。でも、今の了りよう次じが保守派連中にとって煙けむたい立ち位置にいるのは事実だ」

「つまり、あの占せん兵ぺいはグェンがけしかけた？」

　ルートは緩ゆるく、首を振ふった。

「違ちがうと思う。あのタイミングは、あまりスマートじゃない」

「じゃあ、誰だれ」

「そこまでは特定できなかった。でも、保守派の誰だれかだと思う」

「保守派イコール議会じゃないのか？」

「じゃないよ。金きん港こうには『四し占せん家け』と呼ばれる大きな占うらないの流派が四つあって、議会にはそれぞれの息がかかった人間がいる。一枚岩じゃないのだ。保守派と一口に言っても、穏おん健けん派はとか過激派とか、どこの家がバックにいるとかで、もうぐっちゃぐちゃ」

「随ずい分ぶん複雑なんだな……保守派の中ちゆう核かくが有力占うらない師しってことは、そいつらが減れば改革派が有利になるんだよな？」

「うん。でも、現状でも優勢なのに、占うらないを観光資源として見ている李リ・峰ホウが、そこまでやるかどうか疑問だなー」

「占うらない師しの質が低下すれば、政治的には有利でも、経済的には痛手になる、か」

　前後で力関係は逆転し、腕わん力りよくも財力も改革派が優勢。李リ・峰ホウとしては全権を手元に置きたいところだろうが、力ちから押おしでは後から立ちゆかなくなる。

「あ、そうそう。占せん兵ぺい調べてて思い出したんだ。《コルクマン》の顔。ほら、これを見て」

　ルートが取り出したのは、金きん港こうのガイドブックだった。

「『内戦の英えい雄ゆうタオ・フー』。内戦期に大だい活かつ躍やくした占せん兵ぺいだそうだ」

　付ふ箋せんのついたページを開くと、そこにはあの機械人形オートマタそっくりの石像の写真が載のっていた。

「お前、よくこんなの気づいたな」

「えっへん。言ったでしょ。見たことあるって」

　金きん港こうの占せん兵ぺいと米国人の《コルクマン》。考えるまでもなく、接点が見つからなかった。

「ねえ了りよう次じ。そもそも《コルクマン》は、なんで機械人形オートマタを使ってるのかな？」

「そりゃ、人形を操あやつる能力があるからだろう。プロフィールとも合がつ致ちしてる」

「それはわかるよ。でも、別に使わなくてもいいでしょ、人形」

「言われてみれば……あいつ、なんでわざわざ人形なんて使ってるんだ？」

「しかもわざわざカスタマイズしてこの人に似せてるのって、なーんか理由あると思うんだ」

　あの顔で人ひと攫さらいをすれば何らかの効果があるかもしれないが、見る人が見れば機械人形オートマタとわかる程度の造形だ。それに《星ほしの眼め》の体現者のビジュアルはいつも仮面に黒マントで、素す顔がおは晒さらしていない。

「内戦の英えい雄ゆう。アプローチしてみる価値はありそうだな」




　　　　　＊




「あった。ここだ」

　翌日、僕ぼくとルートはとある人物と会うため、町はずれの一角にやってきた。

　よく言えば歴史のある、悪く言えば年季の入ったボロボロの四阿あずまやだった。占うらない師しの証あかしである目のマークも出ていない。

　中に入ると老ろう婆ば一人、静かにたたずんでいた。クジャクの羽のような派手な緑の長なが衣ぎぬに、揃そろいのケープを頭から被かぶっている。

　顔や手の甲こうに刻まれた数多あまたの皺しわが、年ねん齢れいを感じさせる。しかしその目は青く、童女のように澄すんでいた。

　香こうを焚たいている様子はないのに、ハーブを煮に詰つめたような臭においがした。正体は壁かべと、老ろう婆ば自身に染しみついた臭においだった。

「座んな。事情はミァンから聞いてるよ。わざわざ日本から来たんだって？　あの国の人間は本当に占うらないが好きだねえ」

　ミァンの紹しよう介かいで会うことになったこの老ろう婆ば、名をク・ドゥアと言う。ミァンの占うらないの師し匠しようにして、緑りよく龍りゆう亭ていのオーナーだ。

　ク家は金きん港こう四し占せん家けの一つ。ドゥアは、その最高位にあたる。思わぬ大物とのコネだった。これを使わない手はない。

「おや、そちらはエトランゼじゃないか。こんなに個性的な娘こは久しぶりに見るねえ」

　ドゥア婆ばばは一目でルートをエトランゼだと見み抜ぬいた。

　ルートはスカートの端はしをつまみ、軽く会え釈しやくした。

「ルート・Ｍ・エトランゼと申します」

「上出来だ」

「ふふん。やればできる子なのだぞ。遠えん慮りよせず、もっと褒ほめるがいい」

　また図に乗る……

「それで、何が聞きたいんだい」

「高名な占うらない師しが、次々と誘ゆう拐かいされています。ご存ぞん知じですよね」

　機を逃のがさず、僕ぼくは言葉を続けた。

「あなたの占うらないは金きん港こうでも五本の指に入るとお聞きした。被ひ害がい者しや候補と言ってはおかしいでしょうが、あなたにもその可能性は十分にある」

「買かい被かぶりさね」

　ドゥア婆ばばはヒッヒッと笑う。

「ここ最近、身の危険を感じるようなことはありましたか？」

「危険？　さあ。ないねえ」

「不ふ審しん者しやを見たということは？」

「こんな商売やってれば、来る人来る人みんな不ふ審しん者しやさ。いちいち気にしてらんないよ」

「以後、ご自身の占うらないに変化はありましたか」

「ご託たくはいい。あんたの知りたいことは、そういうことじゃないだろう」

　見み透すかしたようにドゥア婆ばばは言う。回りくどくないのは好印象だった。

「では、単刀直入に申し上げます。この街の未来視現象のカラクリについて、何か知っていることがあったら教えて欲しいんです。金はいくらでも払はらいます」

　重たげな目ま蓋ぶたがゆっくりと持ち上がり、ドゥア婆ばばは完全に目を開けた。

「あんたは本当に未来視なんてものがあると信じているのかい？」

「もちろんです」

「本当に？」

　見み透すかしたように、ドゥア婆ばばは答え……いや、これは答えじゃなくて質問か。

　侮あなどれない、と思う。

　この婆ばあさん、僕ぼくの腹の中を読もうとしている。読もうとしているし、そのことを隠かくそうともしない。意識して、言葉の効果を理解してやっている。

「《星ほしの眼め》が出てきて以来、あたしのところに力の秘密を教えてくれって馬ば鹿かがちょこちょこ来るんだ。あんたも、その口かい」

「ご存ぞん知じのように、犯人は《星ほしの眼め》の体現者を名乗っています。《星ほしの眼め》と未来視現象の関係を解明すれば、おのずと犯人につながっていくと、僕ぼくは考えています」

　ドゥア婆ばばの目がさらにくわあっと見開かれた。ちょっと怖こわい。

「……それに、僕ぼくには、どうしてもやらなきゃいけないことがあります。未来視が、その目的を果たす鍵かぎになるかもしれないんです」

「ほう。若いのに、難の多い人生を送ってきたようだねえ」

　ドゥア婆ばばの態度は、どこまでも鷹おう揚ようだった。

「あんたの知りたいことを私は知らない。だが、手伝ってやることならできる」

「手伝い？　ですか？」

「あんたの仕事は、未来視の謎なぞ解ときでもなければ、李リ・峰ホウのご機き嫌げん取とりでもない。占うらない師し誘ゆう拐かい事件を、解決することなんだろう」

「ええ。まあ」

「私の口くち利ききがあれば、占うらない師しからの情報が格段に得やすくなる。あんた自身にとっても、悪い話じゃないと思うがね」

　含ふくんでいる意味は明らかだった。僕ぼく自身にとっても、と言うのは、稀まれ世よの占うらない師しに関する情報も含ふくめて、ということだ。

「…………条件は？」

「あんたの摑つかんだ情報を、私に流して欲しい。李リ・峰ホウより先にだ」

　──ミァンには、そこまで打ち明けていない。やはり、議会経由で僕ぼくの情報を摑つかんでいたか。

「つまり、議会側のスパイになれと？」

「私のスパイになれと言っているのさ」

「それが議会側の人間に伝わるのなら、結果的には同じことです」

「政治は関係ない。これは、私し怨えんなんだよ」

　ドゥア婆ばばの目め尻じりに皺しわが寄る。睨にらむように、僕ぼくを見み据すえる。

「昔なじみが何人も消えてるんだ。黙だまって見ていられるかい」

　表情に変化はない。しかしその目の中には、静かな怒いかりの色があった。

「ご存ぞん知じの通り、僕ぼくは李リ・峰ホウに招かれてここに来ました。忠義心は微み塵じんもありませんが、あなたについて、それが李リ・峰ホウの知るところとなれば、叩たたき出だされる恐おそれがある。かと言って、議会が代わりに庇ひ護ごしてくれるわけでもないでしょう。そこまでのリスクを負う意味がない」

「意味ならあるさ」

　僕ぼくが理り屈くつを並べ立てると、ドゥア婆ばばは、即そく座ざに言葉を返してきた。

「今回の事件、李リ・峰ホウが一枚嚙かんでると私は睨にらんでいる」

　即そく座ざには反応できなかった。ポーカーフェイスは、維い持じできていたと思う。

「根こん拠きよをお聞かせいただけますか？」

「誘ゆう拐かい犯はんは私を狙ねらわない。私や、それから四し占せん家けの長をだ。勢力の均きん衡こうががたつくのを恐おそれているからさ」

「李リ・峰ホウが嚙かんでいるのなら、領主館が僕ぼくに事件解決を依い頼らいしてきたことと矛む盾じゆんします」

「李リ・峰ホウ自身にその認にん識しきがないとしたら、矛む盾じゆんはないさ」

「『魔ま術じゆつ師しの選せん択たく』だね」

　今まで大人しくしていたルートが、ぼそりと呟つぶやく。

　魔ま術じゆつ師しの選せん択たく──いくつかの選せん択たく肢しの中から相手に選ばせて、こちらの意図した結果に導く、というものだ。

　もちろん、魔ま術じゆつなどではなく、心理や論理を応用したテクニックにすぎない。

　ドゥア婆ばばは、一連の誘ゆう拐かい事件が政争絡がらみだと見ている。李リ・峰ホウの関かん与よについてはルートと話した時に挙がってはいたが、ルートは否定的だった。

　しかし李リ・峰ホウをのし上げようとしている連中が、李リ・峰ホウの力を利用して、李リ・峰ホウの知らぬところで再現実験を画策しているとしたら──あり得ない話ではない。

　そして僕ぼくも、選せん択たくを迫せまられていた。

　四し占せん家けの一角、ク家の長の影えい響きよう力りよくは計りかねるが、この街で占しめる占うらない師しの影えい響きよう力りよくに鑑かんがみれば、新たな情報源につながる可能性は高い。

　投資する価値は──ある。

「わかりました。その条件を吞のみます」

　ドゥア婆ばばの顔に、うっすらと笑みが浮うかぶ。懐ふところに手をやり、取り出したのはスマホだった。

　慣れた指ゆび捌さばきでスマホ（しかもよく見たら最新型だ）を操作するドゥア婆ばば。連れん絡らく先さきの交こう換かんもスムーズだった。

「ほら、あれだ了りよう次じ。現代的な生活をしているアフリカの原住民が、テレビ取材の時だけ腰こしミノをつけるっていう」

　秘密めいた口調でぼそぼそとルートが囁ささやく。謎なぞの説得力があるセリフだった。

「ところで老ろう師し、タオ・フーの親類縁えん者じやか、親しかった者をご存知ないでしょうか？」

「内戦の英えい雄ゆうかい。タオ家なら、もう家自体なくなってる。みんな内戦時に死んじまった」

「え？　全員、ですか？」

「金きん港こうは縁えんを重んじる街なんだ。ゲリラはそのことをよく知っていた。一いち族ぞく郎ろう党とう、友人知人も皆みな殺ごろしにされた。そうすることで英えい雄ゆうの名を貶おとしめ、士気を下げようとしたのさ」

「ひどい話」

　絶句するルートの顔に、ドゥア婆ばばは澄すんだ瞳ひとみを向けた。

「ああ。本当にひどかった。街に漂ただよう死の臭においを、あたしは今でもはっきり覚えているよ」

「本当に、一人も生き残っていないんでしょうか」

　僕ぼくが食い下がると、ドゥア婆ばばはゆっくりと首を振ふった。

「生きていたとしても、名乗り出ないと思うね。この街にはゲリラだった人間も、その子孫もいる。英えい雄ゆうも、敵からすれば虐ぎやく殺さつ者しやだ。未いまだにタオ・フーを恨うらんでいるかもしれないよ」

「……ご忠告ありがとうございます。心に、留めておきます」

　礼を言って立ち上がろうとすると、ドゥア婆ばばに「お待ち」と引き止められた。

「あんたに興味が湧わいた。稀まれ世よの占うらない師しとはいかないが、この婆ばばが、あんたの命運を占うらなってやろう」

「お気持ちは有あり難がたいですが、今、手持ちがありません」

「タダでいい。そこに座すわんな」

「ク家の長の占うらないだ。聞いておく価値はあると思うぞ」

　とルート。興味がない、というのが正直なところだったが、固こ辞じする理由もない。

　再び対座すると、ドゥア婆ばばは長短様々な筮ぜい竹ちくの束を机の上に置き、掌てのひらでジャラジャラと操あやつり始めた。十お八は番この八はつ卦け占うらないだ。

　ドゥア婆ばばは棒の束を分けたり、挟はさむ指を変えてみたりと、器用に繰くっていく。何だか手品を見ているような気分だった。

「当たるか当たらないか、真実か噓うそか、信じるか信じないか。占うらないの本質はそこじゃない。運命を知りたがり、知ってなお変えたがる。げに深きは、人の業ごうさ」

　やがてドゥア婆ばばの手が、ピタリと止まった。

「これは難しい。あんたの願いは必ず叶かなう。しかし一方で、あんたの願い通りの形では叶かなわない、とも出ている」

　…………それはつまり「よくわからない」と同義ではなかろうか。

　反応に困っていると、ドゥア婆ばばは、僕ぼくの頰ほおにそっと手を触ふれた。

　肉の付いていない、皺しわの寄った、温かい手。

　その掌てのひらに、菱ひし形がた囲かこいの目があった。緑色の、複雑な線画だった。

「顔に女難の相が出ているね。ここ一週間ぐらいは気をつけたらいい」

「女難……」

「……了りよう次じ？　どうしてこのタイミングで私をガン見するのかな？」

「ああ、違ちがう。お嬢じようちゃんのことじゃない」

　きっぱりとドゥア婆ばばは言う。

「だよね！　私、ラッキーガールだもん」

　ドゥア婆ばばは、ゆっくりとかぶりを振ふった。

「エトランゼのお嬢じようちゃん、人の理ことわりを越こえたあんたにまつわることは、私にゃ占うらなえないんだ。それこそ、稀まれ世よの占うらない師しでもなければ無理だと思うね」

「あらら、そうなの」

　ルートの表情が一いつ瞬しゆん陰かげったのを、僕ぼくは見み逃のがさなかった。

　ドゥア婆ばばは土ど瓶びんの中から何かを手で摑つかみ、ポリ袋ぶくろに入れた。

　寄こしたのは、二つのポリ袋ぶくろだった、乾かん燥そうワカメかキクラゲのような黒い乾かん物ぶつと、黒い粘ねん土どのような塊かたまりだった。

「これは？」

「鎮ちん静せい効果のある香こうさ。土産みやげにやるから持っていきな。使い方は、ミァンに聞いとくれ」

「いただきまーす」

　お断りしようとしたら、ルートが手を差し出していた。

「これ、ここで採れる草？」

「そうさ。何種類か混じってるけど、全部この近辺で採れたものだ」

「この黒いのは何の色？」

「土だ。こっちの黒い、粘ねばりけのある土と同じ。この土はツナギに使うのさ」

「じゃあ、色んな香こうに使われてる？」

「ああ、そうだ」

「これ、本当に『土』？」

「ああ。山の方で取れる土だ」

　またルートの知りたがり癖くせが始まった。ドゥア婆ばばは平然しているが、ここまでしつこいと流石さすがに失礼だ。

「はい、そこまで。行くぞ」

「待って、了りよう次じ、私まだ聞きたいことぎゃー」

　外に出たところで、僕ぼくは動きを止めた。

「ん？　どうかしたの？」

「……腹、減ったかな」

「了りよう次じがお腹なかすくの、珍めずらしいね」

「スクエアに屋台とか、あったっけ」

「了りよう次じ、屋台系の脂あぶらっこいの、ダメじゃないの？」

「いいんだよ。たまには」

　ルートは首を傾かしげ、僕ぼくとツナギの袋ふくろを交こう互ごに見やり、そして、笑顔になった。

「私も、たまには雑貨のお店とか見たいな！」

「ったく、しょうがねえな。あんまり高い物はだめだぞ」

「はーい。わかってますって」

　ルートの鼻歌が、背中から聞こえてきた。




　　　　　＊




　日もとっぷり暮れてから部屋に帰ってくると、ルートが難しい顔でパソコンとにらめっこしているところだった。

「ただいま」

「おかえりなさい。どこをうろついてたの？」

「ずっと、スクエアで占うらない師しに聞き込み。あと、本屋でタオ・フーの資料を見み繕つくろってきた」

　ルートは目を擦こすり、うーんと伸のびをした。

「なんだ、出歩いてたんじゃないのか」

「うん。気になることがあって。今日は引ひき籠こもりんぐで調査なのだ」

　雑貨屋を見て回った後、ルートの希望で別行動をとったのだが、宿に戻もどっていたのか。

「何かわかったのか」

「わかったよ。《コルクマン》が機械人形オートマタを使う理由」

　一いつ瞬しゆん、妙みような沈ちん黙もくがあった。

「……へっ？　わかった？」

「だからわかったって言ってるじゃん。ほら、これだよ」

　ルートは腕うでを上げ、左手の甲こうを見せた。

「指輪？」

「うん。指輪というか、プラテウムね」

「プラテウム」はザ・デイの舞ぶ台たいとなった人工島海域で発見された未知の鉱物だ。人工島以外でも複数の痕トレースで埋まい蔵ぞうが確かく認にんされているが、超ちようのつくレアメタルであり、採さい掘くつは所有国・団体によって厳重に管理されている。

　プラテウムを巡めぐる利権は、虚きよ数すう産業の一大ジャンルとなっている。何と言ってもその特とく徴ちようは、物質として唯一、虚数界に干渉できるという点にある。ライナーの能力制せい御ぎよにも使用され、ルートの指輪も、プラテウム合金でできている。

「あのエクトプラズムみたいな形状は、出現して日の浅いジェイルズに、ごく稀まれに見られる形状だ。実数界においては現象的な側面が強くて、力のコントロールができず、非常に行動が制限される。これも経年変化でエトランゼみたいにちゃんと人の形になるんだけど、プラテウムを触しよく媒ばいにすると経年変化を待たず人型に形状が安定して、まともに動き回ることができるのだ」

「小難しい話だな」

「世界を救う勇者がゲーム開始直後にチート武器使って、めっちゃ強くなってる感じなのだ」

「一気にわかりやすくなったな」

　えっへん、と、ルートはない胸を張ってみせた。

「機械人形オートマタの人工神経には、プラテウムが使われている。だから、あの人形が必要なんだな」

「うん。そういうこと」

　ルートの表情が、真面目モードに戻もどる。

「了りよう次じ、気をつけなきゃダメだよ。プラテウムさえあれば機械人形オートマタである必要はないけど、人形をあげた人はジェイルズの特性を理解した上で、意図的に機械人形オートマタにしたんだ」

「潤じゆん沢たくな資金に、まともな知識も持ってるってわけか……」

　同業者の臭においがぷんぷんする。欧おう科か連れんが、そしてχカイが出てきたのもこのあたりが理由か。

「その理り屈くつだと、機械人形オートマタさえ破は壊かいすれば、《コルクマン》は身動きが取れなくなるのか？」

「しばらくはね。でも、髪かみの毛一本分のプラテウムがあればいいから、ちょっとバラバラにしたくらいじゃ意味ないよ。粉々に粉ふん砕さいするか、ドロドロに溶とかすかぐらいしないと」

「それじゃ無理があるな」

「だよね。だから、もうちょっと現実味のある方法を練っていたところ。そっちはどう？」

　僕ぼくは、買ってきた資料をテーブルの上に広げた。

「こっちは不作だ。未来視って言っても望めばいつでも未来が視みえるわけじゃなくてさ。視みえ方かたも、まちまちなんだと」

　今まで渡わたり歩あるいた痕トレースでもありがちなパターンだった。異常現象は、こちらの都合に合わせてくれない。強度や安定感に少なからず問題があり、それをコントロールする方法を探さぐるのも、僕ぼくの仕事の一つだ。

「タオ・フーのことも聞いてみたの？」

「ああ。ついでに聞いたけど、婆ばあさんの言ってた通り、梨なしの礫つぶてだったよ。あとは資料頼だのみだな」

　僕ぼくは薄うすめの本を一冊、手に取った。タイトルは『白銀の狼おおかみタオ・フー』だ。

「一つ、わかったことがある。この本の巻末に、金きん港こうの地図と将軍の戦績が載のってるんだ。ほら、ここ」

　僕ぼくは、地図の一点を指した。

「『ゲリラの本ほん拠きよ地ちを襲しゆう撃げきした際、流ながれ弾だまに当たって死亡した』将軍が戦死したのが、あのアジトだったんだ。だからなんだって感じだけどな」

　ルートは「ハッ」という文字が背景に躍おどりそうな表情で僕ぼくを見やった。

「実はタオ・フーこそ《コルクマン》で、亡なくなったタオ・フーは影かげ武む者しやだった！　ってのはどうかな!?」

「チンギス・ハンは豊とよ臣とみ秀ひで吉よしだった！　みたいに言われても。タオ・フーの死は大勢の人が目もく撃げきしてるし、それに、《コルクマン》は白人だ。人種からして違ちがうだろうが」

　僕ぼくはネクタイを緩ゆるめ、ベットに仰あお向むけになった。

「なかなかうまくいかないもんだよな。未来視を解明できたとして、使いものになるかどうか、わからないんだからさ」

　ベッドサイドにちょこちょこと歩いてきたルートが、不安そうに僕ぼくを見下ろした。

「了りよう次じ、疲つかれてる？」

「ああ。今日は歩き回ったから」

　ルートが気を利きかせて部屋の電気を消し、ベッドランプをつけてくれた。

　オレンジの光が、眠ねむ気けを誘さそう。ぼんやりとした頭に浮うかんだのは、昨晩の夢だった。

「…………稀まれ世よの占うらない師しってやつも、真面目に捜さがしてみようかと思うんだ」

　一昨日に引き続き、昨晩も稀まれ世よの占うらない師しは夢に出てきた。内容も全く同じだ。

　二晩続けて出てこられると、少し、信じてみたい気にもなる。

「本ほん腰ごし入れて捜さがすなら、あまり表だって動かない方がいいよ」

　と、ルート。

「もし稀まれ世よの占うらない師しが公おおやけになったとしたら、そのカリスマは絶大だ。保守派は王政復古して、占せん王おうとして担かつぎ上あげるに決まってる。それは、李リ・峰ホウにとって嬉うれしくない事態だ」

　ルートの言い分も理解できた。後うしろ盾だてである李リ・峰ホウの不興を買えば、街を追い出されかねない。

「慎しん重ちようになるに越こしたことはない、か。χカイが狙ねらっているとも限らない」

「でも、χカイの目的は人ひと捜さがしでしょ」

「あいつの言葉を鵜う吞のみにできるか。腹に一物あるに決まってる」

「仲間の言葉は信用すべきだと思うぞ」

「手を組んだのは下心あってのことさ。好き勝手に動き回られて、とばっちりを食っちゃ、たまらないからな」

　共きよう闘とう関係を結んでいる間は、相手を裏切るようなマネはできない。裏切りは即そく、組織間の問題に発展しかねないからだ。

「なあ了りよう次じ、χカイはあんなに親切にしてくれるんだから、もう少し、友好的に接したらどうだ」

　諭さとすように、ルートは言う。

「お断りだ」

　どんなに善人面をしていようと、χカイに心を許してはいけない。本能が、そう告げている。

「もっと、心を外に開いてもいいんじゃないかなー。理り子こさんだって、今の了りよう次じを見たらそう言うと思うぞ」

　僕ぼくは思わず、上体を起こした。

「何も知らないお前が、わかった風に言うな」

　ルートの顔がくしゃりと歪ゆがむ。

　あ、しまった、と思った瞬しゆん間かん、ルートはぷいとそっぽを向いた。

「もーいい。了りよう次じの馬ば鹿か」

　それから静かに壁かべ際ぎわに寄ると、体育座りで背を丸めて座り、じっと動かなくなった。

　声をかけようとするも、言葉が喉のどに絡からみついたように、出てこなかった。

　ルートが僕ぼくのことを思って言ってくれているのはわかる。今の僕ぼくでは理り子こ姉ちゃんに喜ばれないのも、重々承知している。

　それでも。

　あの時のことを──理り子こ姉ちゃんのことを持ち出されると、どうしても穏おだやかな気持ちではいられなくなる。十二の時から変わっちゃいない。自分のガキっぷりが、嫌いやになる。

　いたたまれなくなって部屋を出た。ちらりと振ふり返かえったが、ルートはついてこなかった。

「…………」

　謝あやまるタイミングを完全に逸いつしてしまった。ルートがこうなってしまっては、もう手がつけられない。僕ぼくにも、ルートにも、頭を冷やす時間が必要だ。

　ロビーで時間を潰つぶそうと階下に降りたが、磨すり減へった精神に食堂の乱らん痴ち気き騒さわぎは耐たえ難がたかった。空き部屋を借りようとするが、カウンターに人の姿がない。

　呼よび鈴りんを鳴らして現れたのは、ミァンだった。

「別の部屋を借りたいんだ」

「？　あそこよりいい部屋はないんですが」

「いや、あそことは別にもう一部屋追加で。今夜だけだから、どこでもいい」

「はあ。わかりました。王ワンを呼んできます」

「君でいいよ。あいつより、よほど頼たよりになる」

　ミァンは、かぶりを振ふった。

「鍵かぎとお金は王ワンが管理しているので、私ではどうにも」

　ミァンが食堂のドアを開ける。喧けん騒そうとともに、酒の臭においが溢あふれてきた。

　客の輪の中に、王ワンの姿があった。上半身裸はだかで、奇き妙みような踊おどりを踊おどっていた。

「……部外者が言うのもなんだけど、ここの管理体制が不安だ」

「あれで、わりときっちりしてるんですよ。ただ、お酒が入るとダメなんです」

　中に入る気になれず外で待っていると、数分後、ミァンが一人、小走りで戻もどってきた。

「鍵かぎ、預かってきました。お部屋の希望はありますか？」

「助かるよ。欲を言えば、仕事ができる机と、寝ねられるベッドが欲しいところだね」

　ミァンは、クスクスと笑った。

　案内された部屋は少し狭せまかったが、小ぎれいに整備されていた。リクエスト通り、机とベッドもある。これで十分だ。

「何かあったら呼よび鈴りんを鳴らしてください。いつでも来ますので」

「いつでもって、君、住み込みで働いてるの？」

「はい。空き部屋を一つ、借りてます」

「大変だな」

「そんなことないですよ。ここに来るまでは生きていくだけでも精せい一いつ杯ぱいだったんですから。今は占うらないの勉強ができて、ご飯も食べられて、学校まで通わせてもらってる。師し匠しようには、足を向けて寝ねられません」

　僕ぼくはミァンの言葉を、ただ事実として受け止めた。この娘こは共感や同情を求めてはいないと、そう感じたからだった。

「占うらないで思い出した。ここの占うらない師しは、自分を占うらなわないそうじゃないか。何か、理由があるのか？」

「はい。自分を占うらなうと、その人の占うらないの力が消える。昔から、そう言われています」

「ふうん」

　部屋を一歩、出たところで、ミァンはくるりと振ふり返かえった。

「リョージさん、ルートさんを大事にしてくださいね。あんまり、悲しませちゃダメですよ」

「え？」

　占うらなったのか、と思ったが、

「女の勘かんです」

　呆ぼう然ぜんとする僕ぼくを尻しり目めに、ミァンは一礼し、去っていった。










　４　虚きよ数すう界かいの少女




　六ろく畳じよう一ひと間まの和室に、申し訳程度に続く板の間と、小さな台所。窓から差し込む、夕暮れ時の柔やわらかなオレンジの光。

　台所に、少女がいた。

　レモン色のエプロンをつけ、髪かみをポニーテイルにした少女が、こちらに背を向けて、トントントンと、リズミカルにネギを刻んでいた。

　──理り子こ、姉ちゃん。

「どうしたの？」

「いや、なんでもないよ」

「そう。もうすぐごはんできるからね」

　見慣れた光景だった。これは夢。いつの間にか、眠ねむってしまったらしい。

　──幻影症フオントマノミー。多くのライナーが抱かかえている後こう遺い症しようだ。

　主な症しよう状じようは、明確な幻げん視し・幻げん聴ちよう体験。人格を持った影かげが語りかけてきたり、自分が崩くずれ落おちるビジョンが現れたりと、症しよう状じようは様々だが、自我を侵しん蝕しよくする点では共通している。

　僕ぼくの場合は「夢」だった。

　夢の中の僕ぼくは、現在の知識と経験を保持したまま、過去の自分を追体験していく。どうせ夢なのだからもっと都合よく美化すればよさそうなものだが、現実に即そくした内容を寸分の狂くるいもなく再生していく。

　自分の夢のくせに、自分で自分の言動を制せい御ぎよできず、書き割りに従って喋しやべっているにすぎない。今の僕ぼくが過去の僕ぼくの中に、まるで脳の中の小人のような立場で居い座すわっているような、そんな妙みようなイメージだ。

　リアリティは申し分ない。掌てのひらを置いたちゃぶ台の木の感かん触しよくや、鼻び腔こうをくすぐる味み噌そ汁しるの匂においまで、忠実に再現されている。

　もちろん、理り子こ姉ちゃんも。

　物心ついた時には父親は既すでにおらず、母子家庭が当たり前だった。父方の親族とも顔を合わせたことはなく、経済的な援えん助じよを受けていたのかもわからない。知りたい気持ちはあったけれど、姉ちゃんは「母さんが悲しむから」と教えてくれなかったし、心身ともに弱い母さんに聞く勇気は、とてもなかった。

　自分の家庭が人並みだとは思っていなかった。主として経済事情から色々と諦あきらめなければならないこともあったけれど、ないものねだりはしなかった。

　何よりも姉ちゃんを悲しませることだけは、絶対にしたくなかった。

　傍はたから見れば僕ぼくは「よい子」に違ちがいなく、僕ぼくもそう自負していた。勉強も運動もよくできたし、友達もいたし、好きだと言ってくれる女子もいた。

　何のことはない。姉ちゃんに褒ほめられるのが、ただただ嬉うれしかったのだ。

　思えば、何と暗あん愚ぐだったのだろう。僕ぼくのすがっていた背中は、こんなにも細くて、小さかったのだと、気づくことができなかったなんて。

　母さんも姉ちゃんも、僕ぼくにはとても優やさしくて、その巧こう妙みような優やさしさに包まれて、僕ぼくは現実を正しく見み極きわめることができていなかった──二人が「日常」を維い持じするために払はらっていた代だい償しようを、見破ることができなかった。

　もちろん、これは言い訳だ。当時の僕ぼくはあまりに幼く、弱く、そして鈍にぶかった。

「運ぶの、手伝うよ」

　贅ぜい沢たくではないけれど、心の籠こもった手料理が並ぶ。豚ぶた肉にくの生しよう姜が焼やきと、キャベツの千切りと、沢たく庵あんと、ご飯と豆とう腐ふの味み噌そ汁しる。おかずはいつも、僕ぼくの分が多かった。

　何でもない夕食時が夢に出てくるのは、ご飯を食べている理り子こ姉ちゃんの優やさしげな表情が、一番、大好きだったからだろう。




　幸福な情景は長くは続かない。

「いただきます」をする前に一いつ瞬しゆん、暗転し、病院の前に場面が変わる。

　曇どん天てんの空を見上げる、理り子こ姉ちゃんの不安げな横顔が映る。

「雨降ってきそう。傘かさ、持ってくればよかったね」

　そして──あの瞬しゆん間かんが訪おとずれる。

　青白い光が、脳のう裏りを焼く。暗転。

　閉館後の映画館のような暗い空間で、僕ぼくはただ一人、取り残されていた。

　どうして僕ぼくだったのか。以来、何度も自問してきた。

　僕ぼくでなくても、僕ぼく達たち姉弟きようだいでなくてもよかったはずなのに、痕トレースは狙ねらいすましたように、「そこ」に発生した。

　偶ぐう然ぜんの重なりが不幸を招いた、とは思えなかった。痕トレースは、ある種の必然性を持って──意思のようなものを持って出現した。

　未だ、納なつ得とくのいく答えは見つかっていない。

　慣れとは恐おそるべきもので、今ではいちいち心をかき乱されることなく、流れ作業のように、平然と受け止めることができた。

「……稀まれ世よの占うらない師しさんよ、人の夢を覗のぞき見みするのは、あんまりいい趣しゆ味みとは言えないな」

　そう、僕ぼくは虚こ空くうに向かって呼びかけた。

「背景に紛まぎれてたって気づくさ。こちとら、同じ夢を何百回と見てるんだ」

　闇やみを裂さくようにして、白しろ装しよう束ぞくの若い女性──稀まれ世よの占うらない師しが現れた。

　ごめんなさい、と稀まれ世よの占うらない師しは謝あやまった。

「私の存在を、信じてくれますか？」

「このルーティンに改変の余地はないんだ。あんたは僕ぼくの脳内の創作物じゃない」

「私を、助けてくれますか？」

「何を言っている。あんたこそ、未来が見えるならとっとと占せん王おうになって、街の人間を導いてやればいいだろう」

「私……んな力…………欲しくなかっ……」

　稀まれ世よの占うらない師しが口を動かした、が、ノイズが混じり、言葉はとぎれとぎれになった。

「稀まれ世よの……なんて……なりたくなか…………ダダダダダ………」

　ひどくノイズが混じる。意味のある言葉にならない。白い姿にも、黒い細線が入った。

　思い当たる節は、あった。

「送信側じゃなく、受信側の不具合か？」

　稀まれ世よの占うらない師しは、わずかに頷うなずいた。

　僕ぼくが、人としての在り方を大きく逸いつ脱だつしているから。人の夢ゆめ枕まくらに立つその力に、不具合が生じてもおかしくはない。

「……あんたは、僕ぼくのことを知っている。近くにいるんじゃないのか」

　稀まれ世よの占うらない師しはなおも何か言っているが、聞き取れなかった。姿もはっきりしないので、唇くちびるの動きも読めない。

　恐おそらく複雑なメッセージは送れないし、受け取れない。長く留まることも、できないだろう。

「言いたいことがあるなら、現実で言ってくれ。僕ぼくも、あんたに用がある」

　顔が、思おもい浮うかんだ。理り子こ姉ちゃんの顔。そして、ルートの笑顔。

「話したいことが、ある。助けたい人が、いるんだ。だから、あっ、おい、待って」

　引き止めようと伸のばした腕うでは、虚こ空くうを摑つかんだだけだった。

　稀まれ世よの占うらない師しは、闇やみに溶とけた。

　言葉は、伝えた。気持ちは、伝わったかどうか、わからなかった。




　　　　　＊




　翌朝。奇き妙みような物音で目を覚ました。

　コツコツコツ。何かを叩たたく音。

　ルートかと思ったが、室内には僕ぼくだけだった。

　見慣れないレイアウトに一いつ瞬しゆん困こん惑わくしたが、すぐに部屋を変えたことを思い出した。

　音の発信源は……窓。何かが外から、窓を叩たたいている。

　一定のリズムで、はっきりと、僕ぼくを呼ぶ意思を持って。

　カーテンを開けると、逆さまの仮面が目に飛び込んできた。

　──あの時の占せん兵ぺいか？　ワイヤーか何かで、屋根から降りてきたようだ。

　占せん兵ぺいはひらひらと手を振ふり、ジェスチャーで「開けてくれ」と頼たのんできた。

　その気になれば簡単に破れる窓だ。それをしないのは、耳じ目もくを集めたくないのと、敵意がないことを示すためなのだろう。

　が、前回のバトル展開を踏ふまえると、全く信用できない。僕ぼくは無言でカーテンを閉めようとした。占せん兵ぺいは慌あわてた様子で「待ってくれ」のジェスチャーをし、仮面を外してみせた。

　真っ白い髪かみに真っ白い肌はだ。赤い目の白子アルビノ。中性的な容姿。

　思わず、手が止まった。にこやかな笑顔で手を振ふってくるが、やはり見覚えは、ない。

　……まあ、いいだろう。素す顔がおを晒さらしたその心意気に免めんじて窓を開けてやると、案の定、占せん兵ぺいはするすると窓から部屋の中に入ってきた。

　そして開口一番、

「おはよう！　お兄ちゃん！　ちょっと私とつきあってくんない？」

　……はい？




　やってきたのは、金きん港こうスクエアの一角にある西洋風のカフェ。エスニック色の薄うすい店だが、朝から観光客で賑にぎわっていた。

「私、このトロピカルマンゴージュースとホットケーキにしーようっと。お兄ちゃんは？」
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「水」

「だっはー。若い女子と一いつ緒しよにお茶してるってのに、水はないよね。水は」

　そもそもこっちはお前が男なのか女なのかもわかってないんだよ、という愚ぐ痴ちを吞のみ込こんで、仕方なくコーヒーを注文する。

「ねーお兄ちゃん、そのシンキクサイ格好は何とかならないの？　喪も服ふくでしょ、それ」

「白一色のヤツに言われたくない」

「これは占せん兵ぺいのドレスコードだからしょうがないんだよ。あ、ひょっとして黒が格好いいとか思ってる？」

　それは中学二年生までだ。

「お前は僕ぼくに喧けん嘩かを売っているのか」

「え？　違ちがう違ちがう。怒おこったならごめんね。私、思ったことすぐ口に出しちゃうから。悪気はないの。ジュース一口あげるから許して！」

「いらねえよ」

　仮面を付けていた時の雰ふん囲い気きを裏切り、何だかとっても、ノリの軽いヤツだった。

　どういう風の吹き回しか、占せん兵ぺいは対話を求めてきた。

　騙だまされてもいいや、ぐらいで応じた僕ぼくだったが、これはまた別の意味で騙だまされたような気分にさせられる。

　アイスコーヒーが運ばれてくると、占せん兵ぺいは一口よこせと要求してきたが、全部やると言うとまた謝あやまられた。どうやら本気で、頭と口が直結しているらしい。

「お兄ちゃんって、虚きよ数すう産業界の人だよね？　所属どこ？」

「黒の協会調査員。了りよう次じ・Ａ・スキップハート」

「あー協会かー。行ったことないんだけど、日本にあるんだよね？」

「無む駄だ話ばなしをする気はない。用件を聞こうか」

「お願いがあるんだよねー」

「お願い？」

　占せん兵ぺいは掌てのひらを合わせ、お願いポーズを作った。

「私のこと、《魔ま犬けん》には一いつ切さい、黙だまっていて欲しいんだ！」

　頭の中で、カチリと歯車が嚙かみ合あった。

「χカイが捜さがしているのは、お前か？」

「そうじゃないといいけど、そうだろうねー」

　自身の安否がかかっているというのに、随ずい分ぶん軽い調子だ。

「そういや、一いつ緒しよにいたエトランゼちゃんは？」

「お前に話す義理はない」

「面おも白しろいよねー、あの子。今度紹しよう介かいしてよ」

「お断りだ」

　丸くなったルートの背中が目に浮うかび、ちくりと胸が痛む。

「大体お前、現在進行形で追われてるんだろ。こんなオープンなところで、仮面オープンにしていいのかよ？」

　きょろきょろと辺りを見み渡わたす占せん兵ぺい。

「うん、大だい丈じよう夫ぶ。欧おう科か連れんのヤツはいない」

　根こん拠きよは謎なぞだが、知ったことじゃない。僕ぼくに被ひ害がいはないのだから。

「私のこと心配してくれるなんて、お兄ちゃんはやっぱり優やさしいな。はーとまーく」

「さようなら」

「いやああああああっ!?　帰らないでえええっ！　ほら、ジュース一口あげるから!!」

　無理矢理ストローを僕ぼくの口に突つっ込こもうとする占せん兵ぺい。だからいらねえって。

「大体お前、なんでχカイに追われてるんだよ。そもそも、まだどこの誰だれさんか聞いてないんだが」

「私？　私はＤデイーＤデイー。南なんアのＤＤさんだ」

「……？」

「あれ？　南なんアって聞いたことない？　欧おう科か連れん南アメリカ支部」

「あそこは潰つぶれたはずだが」

「うん。そう。その生き残り」

　欧おう科か連れん南アメリカ支部──通つう称しよう「南なんア」は、元々は欧おう科か連れんの一部だったのが、離り反はん・独立した組織だ。離り反はんを許さなかった欧おう科か連れんとの抗こう争そうで疲ひ弊へいし、程ほどなく瓦が解かいしたと聞く。

　独立した組織としては短命だったが、色々と派手な事件を起こしたため、業界のみならず、広く世間に知られている。

「っつーか、お前、なんで最初に襲おそってきたんだ。僕ぼくを消すのが難しくなったから話し合いにシフトしたってわけじゃないよな？」

「違ちがうよ。あれはほんのご挨あい拶さつしただけ。ひょっとしたら私の力になってくれるかな？　って思ってさ。本当はあの後に話したかったんだけど、χカイは出てくるし、お兄ちゃんはχカイと組んじゃうしでタイミングがズレズレになったのさ」

　──あの時フェンが興奮していたのは、《コルクマン》ではなくこいつの臭においを嗅かぎつけたからかもしれない。

「《魔ま犬けん》がいるのがわかっていて、なぜまだここにいる。立ち回りに自信があるのか？　あいつは、確実にお前の痕こん跡せきを嗅かぎつけるぞ」

「わかってるって。私は私で、この街に用があるんだ。今手をつけてる仕事やっつけたら、飛ぶよ。お兄ちゃんは、私がいる間だけ、お口にチャックしてくれればいい」

「潔いさぎよいじゃないか」

「そりゃそうさ。あの爺じいさん、おっかないもん」

　そこは完全に同意だった。

　ともあれ、ＤＤの言葉は噓うそではない、と思う。噓うそなら南なんアの名前を出すような下手はしないだろうし、χカイの目的が南アの残党狩がりなら、「人ひと捜さがし」にも納なつ得とくがいく。

「事情はわかった。欧おう科か連れんのいざこざは、僕ぼくには無関係だ。黙だまっておいてやるから、いくつか質問に答えてもらおうか」

「はい乗った！」

　迷うことなくＤＤは了りよう承しようした。

「いやー、話せる相手で助かった」

「もうちょっと疑ったらどうだ。裏切るかもしれない、とか」

「いーのいーの。お兄ちゃん、口固そうだし。なんだかんだであの爺じいさんに私のこと、黙だまっててくれたでしょう」

　それは単にχカイに余計な情報を与あたえたくなかったからなのだが、結果的に妙みようなところで妙みようなヤツの好感度を上げていたらしい。

　って言うか盗とう聴ちようしてたっぽいな、こいつ。

「それに、裏切ったらお兄ちゃん殺すし。あ、ごめん。失言」

　……本当に、こんなんでよく欧おう科か連れんの残党狩がりを生き延びてきたもんだ。

「最初の質問。お前は、自律型アンドロイドなのか？」

　僕ぼくはストレートに、一番知りたいことをぶつけてみた。

　果たして、ＤＤは目を見開き、両りよう腕うでを広げ、わかりやすく「驚おどろき」のリアクションを取った。

「これは本当にびっくりだ。なんでそう思ったの？」

「体たい捌さばきとか、拳こぶしを受けた時の感かん触しよくがちょっとおかしかったから。それに、目の色も」

「すごい。でもニアピンだね。南なんアのやってたことは知ってる？」

「『サンタテレサの悲劇』」

　ＤＤはわざとらしく口笛を吹いた。

　サンタテレサの悲劇──特定の事件ではなく、南なんアの行った一連の人体実験の総そう称しようであり、その名は、被ひ験けん体たいとなった囚しゆう人じんを供出していたサンタテレサ刑けい務む所しよにちなむ。

　ザ・デイ以後、非公式に行われ、明らかになった再現実験のうち、最低最悪のものとされている。その目的は、人造エトランゼを生み出すことだったが結局は実を結ぶことなく、囚しゆう人じんの大量虐ぎやく殺さつが明るみに出たのは、欧おう科か連れんによる粛しゆく正せいの後のことだ。

「知ってるなら話が早いや。私はその成果物だよ。あ、失敗作って言った方がいいかな」

「人造エトランゼ、じゃないのか？」

「じゃないね。なり損そこない。体あちこちいじくられて使えなくなったからほぼ機械だけど、ベースは人間だよ」

「…………大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「あ、同情してくれる？」

「いや、ホットケーキやらジュースやら、機械の体には毒じゃないのかなって」

「甘あまいものは別腹なんだよね！」

　さいですか。

「ホント、ついてないよ。占せん兵ぺいになって、誘ゆう拐かい事件の調査のメンバーになったところまでは超ちよう順調だったのにさ。よりにもよってあの《魔ま犬けん》に目を付けられるなんてさ」

「よく潜もぐり込こめたな。内通者でもいるのか？」

「実力でーす。普ふ通つうに、正規ルートで査定を通ったんでーす」

　事も無げにＤＤは言うが、占せん兵ぺいはエリート特とく殊しゆ部隊だ。そう簡単になれるものではあるまい。

「素そ朴ぼくな疑問なんだが、機械のお前に、占うらないができるのか？」

　チッチッと、ＤＤは指を振ふった。その動作をするヤツを漫まん画が以外で見たのは初めてだ。

「機械と占うらないは相あい性しようがいいんだよ、お兄ちゃん。占うらないって、基本、データに準じゆん拠きよしてるからさ。精確さは機械の得意分野でしょう」

「それはデータ解かい析せきに基もとづく予測であって、占うらないじゃない」

「データ処理するアルゴリズムが科学かオカルトかの違ちがいってだけで、予測も占うらないも、やってることは同じだよ。現にほら、私が審査通ったのが何よりの証しよう拠こじゃん」

　……なるほど。占兵の審査がどういうシステムになっているか知らないが、その筋の専門家でさえ区別がつかないのなら、たとえ違ちがっても素人しろうと目めには同じにしか見えまい。

「つまり、だ。今でも南なんアの残党はつながっていて、南なんア再興のために動いている。お前もその一員で、今回の誘ゆう拐かい事件に関わっている、ってわけだな」

「はあ？　全然違ちがうよ。お兄ちゃん、馬ば鹿かじゃないの？　あ、訂てい正せい。頭悪いんじゃない？」

「訂てい正せいできてないぞ」

「とにかく、あの人達とのつながりは切れてるし、事件とは無関係だ。考えてもみなよ。もし私が関係者なら、お兄ちゃんの前にのこのこ出てくると思う？」

　鼻につく物言いだったが、筋は通っている。

「お兄ちゃんは、未来視現象を追ってるんでしょう。お兄ちゃんが頭を下げてお願いするなら、親切なＤＤさんがカラクリを教えてあげなくもないんだよ？」

「結構だ。聞きたくない」

「お願いします。聞いてください」

　逆に頭を下げるＤＤ。面めん倒どう臭くさいヤツだった。

「じゃあまず、人の外界認にん識しきについてレクチャーするよ」

　ＤＤは右手をパーにして、僕ぼくに見せた。

「人間には五つの入力系があって、それぞれ請うけ負おっている器官が決まってる。視覚は目、聴ちよう覚かくは耳、嗅きゆう覚かくは鼻、触しよつ覚かくは皮ひ膚ふ、味覚は舌って具合にね。脊せき髄ずい反射みたいな例外を除のぞけば、そのほとんどが脳みそで処理されている。ここまではオーケイ？」

「……ああ」

「『認にん識しき』が第一段階。『意識』が、第二段階だ。このツーステップをクリアして、初めて人は外の世界を理解できる。でも、理解できなくたって、それが『ない』ことにはならないよね」

　この点も納なつ得とくだ。五感のいずれにも引っかからないものは認にん識しきできない。視し認にんできる光量や、聞くことができる周波数には限界がある。そこら辺を飛びまくってる電磁波を、人は感じとることができない。

　さらに、認にん識しきしたものの全部が全部、意識に上るわけではない。たとえば空気中のホコリの一粒つぶ一粒つぶだって、認にん識しきしていても、意識はしていない。

「それに、意識して見ていても、見えないことだってあるよ」

　とＤＤ。

「『クラインの壺つぼ』を知ってる？　壺つぼのようにも、向き合った女性のようにも見えるあの絵だ。『ウォーリーをさがせ！』だってそうだ。お兄ちゃんの目は、確かにウォーリーを見ているはずなのに、すぐにはそうだと認にん識しきできない。

　認にん識しき止まりで意識に上らない情報、こいつは個人差があるし、線引きも曖あい昧まいだ。けれどもし、その情報を上う手まく使うことができれば、意識のレベルでは『知らない』ことを、予測することができる」

「認にん識しきした情報を使って、無意識のうちに予測をしてる、って理解でいいか」

「大体はね。私が言いたいのは『痕トレースの虚きよ数すうエネルギーが未知のチャンネルをこじ開けた』んじゃなくて『人には元々そういう能力があって、痕トレースの影えい響きようでみんなが使えるようになった』ってこと」

「その予測が、視覚的に『視みえる』現象はどう説明するんだ」

「それこそ脳の一機能だよ。お兄ちゃんだって盲もう点てんって言葉、知ってるでしょ」

「さり気なく馬ば鹿かにされた気がするが、視神経の集まっている場所だな」

「そう。水すい晶しよう体たい内ないの盲もう点てんに入った光は、レンズ膜まくで像を結ばない。でも、普ふ段だん私達は盲もう点てんに気づいていない。視界の中にある黒い丸ポチを、脳が勝手に埋うめてるからだ」

「何が言いたい」

「認にん識しきと意識の間を、脳は勝手に埋うめちゃうってこと。認にん識しきから予測が意識に渡わたされた時、脳が齟そ齬ごなく処理しようとした結果が『視みえる』ってことなんだよ」

　ＤＤは、ホットケーキの最後の一いつ片ぺんを口に放り込んだ。

「なーに、その顔。私、何か矛む盾じゆんしたこと言った？」

「ない。ないけど、証しよう拠こもないよな？」

「んだーね。ま、信じるかどうかはお兄ちゃんの勝手」

　散々持論をぶっておきながら、なんとも無責任な結論だった。

　ＤＤは立ち上がると、再び仮面を付けた。

「じゃあね、お兄ちゃん。縁えんがあったらまた会おう」

　こちらには引き止める用向きもない。追おい払はらうようにシッシッと手を振ふると、雑ざつ踏とうに紛まぎれ、ＤＤはあっという間に姿を消した。

　後に残ったのは、冷めたコーヒーと、空になった皿と、グラスと、伝票。

　……しまった。あいつ、金払はらわずに行きやがった。




「おはよう了りよう次じ君。待っていたよ」

　緑りよく龍りゆう亭ていに戻もどった僕ぼくは、ロビーでくつろぐ英国紳しん士しと鉢はち合あわせした。

「どうしてあんたがここにいる？」

「私もここに泊とまっているのだ。昨日から」

　至し極ごく当然のように、χカイは言う。言われてみれば昨晩、カウンターで王ワンと話していたのを見かけた気もする。

　足あし許もとでフェンが短い尻尾しつぽを振ふりまくるので、仕方なく、頭を撫なでてやった。

「あてがわれたホテルはフェンが一いつ緒しよだといい顔されなくてね。会う人会う人にエトランゼだといちいち説明するのも骨が折れる。その点、ここは快かい諾だくしてくれた。協力するなら拠きよ点てんは近い方がよかろう」

　というわけで、わざわざこっちにやってきたのだった（嫌いやがらせだと思う）。

「ルート嬢じようが君を捜さがしに外に出ていったのだが。行いき違ちがいかい？」

　一いつ瞬しゆん、僕ぼくと顔を合わせたくないがために外に出たのかと勘かん繰ぐったが、それは考えにくかった。どんなに喧けん嘩かをしても、ヘソを曲げても、ルートは逃にげるぐらいなら向かってくるタイプだ。

「……ああ。まあ」

「ちょうどティーセットを広げたところだ。君も座って一いつ杯ぱい飲んでいきなさい」

　テーブルに並んでいる、素人しろうと目めにも高価な茶器は、恐おそらくχカイの自前だ。

　渋しぶ々しぶ腰こしを下ろすと、χカイは口元だけで笑った。

　開け放たれたロビーにはエアコンがないらしく、シーリングファンがぬるい空気を懸けん命めいにかき回している。舌を出してだれているフェンは溶とけた肉にく塊かいのようだが、この容姿は元からだ。

「陰いん気きな空模様だ。一雨降るかな」

　χカイは英国式に、天気の話題を振ふってきた。

「私は湿しめっぽい方が落ち着くんだ。倫敦ロンドンを思い出す」

「お国のジメジメ雨と違ちがって、ここの雨はスコールってやつだろ」

　大陸の沿岸部に位置する金きん港こうは、亜あ熱ねつ帯たい性せいの気候だ。年中暑く、湿しつ気けが多い。

　一応、ルートに戻もどった旨むねをメールで送る。声も映像も機械が拾わないため、離はなれた時の連れん絡らくはテキストに頼たよるしかない。

　ルートに預けている指輪にはＧＰＳ機能がついてはいるが、使うのは最後の手段だった。

「ところで、今朝方、何か変わったことがなかったかね」

「変わったこと？」

「フェンが騒さわいだんだ。君の方で何かあったかと思ってね」

「いや。特にないね」

　薄はく氷ひようを踏ふむような会話をしながら、χカイは流れるような動作でティーポットからカップへ琥こ珀はく色の液体を注ぎ、僕ぼくの前に置いた。

「飲む前に、カップを三回、左に回すんだ」

　何の作法か知らないが、僕ぼくは言われた通りにした。

「そして、茶の中の葉の形を見る。さて、何に見えるかね？」

「何にも見えない。って言うか、何がしたいんだ」

「紅こう茶ちや占うらないだよ。イギリスの伝統的な占うらないだ」

「くだらない」

　一口含ふくむ。香かおりのいい、旨うまい紅茶アツサムだった。

「おやおや、この仕事を引き受けておきながら、君は占うらないを信じないのか」

「信じない。石くれや木の枝や手の皺しわが、人間の命運を知ってるわけがない。そう言うあんたは、科学者なのに占うらないを信じるのか？」

「科学的根こん拠きよがあるかどうかはさておいて、それなりに効用はあると思っているよ」

「へえ。どんな？」

「人には、信ずるものが必要だ。何だっていい。神を信じ、自分を信じ、世界を信じ、他人を信じる。占うらないもその一つの選せん択たく肢しだ。未来の指針を得ることが、安心感につながる」

「宗教と似たようなもんか。でも、占うらないは当たらなきゃ意味がない」

「当たる当たらないは、別問題として、そういう指針があるということが大事なのだ」

　χカイはティーカップを口に運び、

「稀まれ世よの占うらない師しを捜さがしているのは、お姉さんの件で、だろう」

　出だし抜ぬけに、そう言い放った。

「まあな」

　心がざわつかないと言えば噓うそになるが、僕ぼくは平静を装よそおった。下手に騒さわげば、χカイの思おもう壺つぼだ。

　どのみち、χカイには事情を知られている。今いま更さら、強ごう情じように隠かくし立だてする必要はない。

「仮に稀まれ世よの占うらない師しに会えたとして、お姉さんを覚かく醒せいさせる未来がないと言われたら？　君は、大人しく手を引くのか？」

　僕ぼくは、左ひだり拳こぶしをχカイに突つき出だした。

「決まっている。その未来を、この手で変えるまでのこと」

「ほう。つまり君は、未来を変えられるものと捉とらえているわけだ」

「当たり前だろ。未だ来ていないから未来なんだ。人の想おもい次し第だいでいくらでも変えられる」

「想おもい次し第だいで、ね」

　χカイは読めない表情のまま、口ひげを手で撫なでつけた。

「未来には二つの見方がある。即すなわち、運命論と因果論だ。運命論者は、運命とはあらかじめ決まっていて、人生とは一つの未来に向かって走る列車のようなものだと思っている。逆に因果論者は、未来とは常に過去の結果であり、人生とは果てのない荒こう野やを一歩一歩踏ふみしめて歩いていくようなものだと思っている、といったところかな」

「ハッ。科学者のくせに、ポエマーな表現だな」

「未来が変えられる、というのは因果論的なものの見方だ。しかし運命論的な見方をすれば、未来は変えようのないものなのだよ」

「この街の未来視は、いつも当たるわけじゃない。これはつまり、いくつもの未来のうちの一つを見ているだけで、未来は変わり得るって証しよう拠こだろ」

「それは『未来視が本当に未来を視みている』という前提あっての主張だね」

「じゃあ、未来じゃないなら、何だって言うんだ」

　χカイが視線を逸そらす。わずかに、思考しているような間があった。

「幻げん覚かく、というのはどうかね。それも街全体を支配する集団幻げん覚かくだ。全住民が幻げん覚かくを共有しているなら、未来視された内容が現実に起こったかどうかは問題ではなくなる」

「それじゃ『未来視』を『幻げん覚かく』と言いい換かえただけだ」

「結論を焦あせるでない。幻げん覚かく説せつの利点は、科学的に裏付けされた症しよう例れいがある点だ。シャルル・ボネ・シンドロームという幻げん覚かく症しようを知っているかい？」

「いや。だけど、その名前はどこかで聞いたことがあるな。前成説を唱えたヤツか？」

「いかにも。十七世紀の生物学者だ。なかなか勤勉だね。これは視覚障害が引き起こすもので、視界に明確な幻げん視しが現れるのが特とく徴ちようだ」

　前成説──「人間の形質は生まれる前から既すでに決まっていて、それは精子や卵らん子しが小さな人の形をしているから」なる理論だ。当然、現代では否定されている。

「それってつまり、トンデモ学者のトンデモ理論じゃないか」

　χカイは両手を天に向け、肩かたをすくめた。

「嘆なげかわしいことに、前成説のイメージが先行してそう思われているが、彼は単たん為い生せい殖しよくを発見した科学者だ。偉い大だいな先人の一人だよ」

　痕トレースの発した光が視覚障害を引き起こし『未来視』の集団幻げん覚かくにつながった──一応の説明はつくし、未来が視みえる、と言うよりはいくらか現実味がある。

「スクエアで未来視を売り物にしている占うらない師しは、ほとんど観光客相手の商売だ。あんたの言い分だと、観光客が未来視を信じる理由に、説明がつかない」

「それはバイアスによるものだ。外からこの街にやってくる人間の大半が、占うらないを目的にしている。住民の誰だれも彼かれもが占うらない師しだと思っている連中だ。興味半分でも未来視の噂うわさに食いつくだろう。[image: にじゅういんようふ]Miracles happen to those that beleive in them.[image: にじゅういんようふ]（奇き跡せきは信じる人に起こる）、というわけだ」

　ＤＤの説とは異なるが、未来視に否定的な点ではχカイも同じだった。

「ご高説の真しん偽ぎはともかく、あんただって因果論者だろ？」

「基本的には、そうだね。しかし、我々の捉とらえている因果が全てだとは思えない」

　私はそこまで楽観的ではないのだよ、とχカイは言う。

「真理へ至る道筋は因果論的だが、真理そのものは普ふ遍へんだ。ならば、科学の世界は、むしろ運命論的だと言える。運命だってそうだ。いずれは、数字や記号の羅ら列れつで現すことができるだろう」

「つまり、未来は変えられないって思ってるのか？」

「変えられるか、変えられないか、二に択たくなら、私は変えられない方を支持する。未来を変えようとする人の気持ちや行動までも、科学は完全に予測できるようになるだろう」

　χカイの口調にも表情にも、冗じよう談だんめいたところは一いつ切さいなかった。

「どうも、あんたとは折り合わないな。機械人形オートマタならともかく、人間まで計算式で理解できるとは、僕ぼくにはどうしたって思えない」

「今を生きる若い君には、絵空事のように聞こえるだろうな。私とて、自分が生きている間にそんな時代が来るとは思っていない」

　χカイは、人差し指を天てん井じように向けた。

「科学とは、真理の探究だ。何百年か、ひょっとすると千年単位かかるかもしれん。それでもいつかその領域に辿たどりつくと、私は信じている」

　欧おう州しゆう科学連合──欧おう科か連れんは業界でも指折りの組織でありながら、営利を目的としていない。

　その目的は「世の理ことわりの全てを科学で解明すること」。子どもの見る夢のような話だが、恐おそるべきことに、欧おう科か連れんはそれを理想に留とどめることなく、本気で成なし遂とげようとしている。

　可能かどうかはともかくとして、世界有数の頭脳集団であることは否ない。正気と狂きよう気きは紙かみ一ひと重え、というところか。

　突とつ然ぜん、外からドドドドッという低音が響ひびいてきた。

「バケツをひっくり返したような」という形容がしっくりくる、激しいスコールだった。従業員が忙せわしなく走り、雨戸を閉めて回る。

「この雨では調査も捗はかどるまい」

　他ひ人と事ごとのようにχカイが言う。

「あんたこそ、人ひと捜さがしは進んでいるのか？」

「こっちは釣つりと一いつ緒しよだ。私は、向こうが動くのを待てばいい」

　χカイは、机き上じようのスマホに視線を落とした。

「随ずい分ぶん気にしているじゃないか。ルート嬢じようと何かあったのかね？」

「あんたには関係ないことだ」

「そうだね、しかしこういう諺ことわざもある。[image: にじゅういんようふ]Lookers-on see most of the game.[image: にじゅういんようふ]（傍ぼう観かん者しやにはゲームがよく見える）とな」

「はあ？　何が言いたいんだ」

　χカイの瞳ひとみが、鈍にぶく光った。

「正直、驚おどろいているよ。君とルート嬢じようのペアが、今もまだ生きているとは」

「性能面で他のエトランゼに劣おとる彼女と連つれ添そっているのは、功利主義的な君らしからぬことだ。黒の協会とて、申し入れればペアの再考はしてくれるだろう」

　煽あおられている、とは感じなかった。

　エトランゼでありながら、ルートはその特性の利用を最小限に留とどめ、可能な限り生身であった時と同様に振ふる舞まうことを、自分に課している。同調型シンカーのように容姿を変えることも、極力しない。

　それは、「人のルールを逸いつ脱だつする行こう為いは、その分、自分を人から遠ざけてしまう」という、彼女の持論から来るものだった。

　言っていることは理解できた。が、僕ぼくの素す直なおな感想は「何言ってんだこいつ」だった。

「僕ぼくのペアは、今もこれからもルートだ。他の誰だれにも代わりが利きくもんじゃねえよ」

　χカイの瞳ひとみから、鈍にぶい光が消える。

「いや、すまなかった。そういう信しん頼らいの言葉がすんなり出てくるなら大だい丈じよう夫ぶそうだ」

　のらりくらりとχカイは言う。あくまで、腹の内を見せるつもりはないらしい。

　僕ぼくは椀わんを空にし、席を立った。

「捜さがしに行くのか」

「違ちがう。李リ・峰ホウへの報告と……ついでにあのおてんばも、見つけたら拾ってくる」

「報告だけなら、直接行かなくてもできるだろうに」

　にやけ面で呟つぶやくχカイに、僕ぼくは背を向けた。

「王ワン！　頼たのんであったものは」

　カウンターで呆ほうけていた王ワンは、鈍どん重じゆうに首をこちらに向けた。

「ありますよ。でも、こんな天気だってのにお出かけですかい？」

「今すぐだ」

「あいわかった。今、玄げん関かんに回すよ」

　雨の中飛び出していく王ワン。玄げん関かん先さきで待っていると、白い電動二輪トロツターを引っ張って戻もどってきた。調査の足として、小回りの利きく二ト輪ロをレンタルしてきてもらったのだ。

「どうだい。安心と信しん頼らいの日本製だ」

　操作性を確かめてみる。左ひだり腕うでが動かなくても使えるよう、安定性の高いスクーター型、かつ足あし踏ぶみ変速できるもの、という条件を、きちんとクリアしていた。

「気が利きくじゃないか」

「旦だん那なには迷めい惑わくかけたから」

　と言いつつも、チップはちゃんともらっていく王ワンだった。

「はい、レインコート。サイズはたぶんこれでいいと思うね」

　紺こん色いろの包みを差し出す王ワン。これは、流石さすがに気が利ききすぎる。

「未来を視みたのか？」

　王ワンは白い歯を見せて笑った。

「そうだよ、と言いたいところだけど、こいつは売り物さ。ほら」

　王ワンが顎あごでしゃくった先に「雨具あります」という看板が立てかけられている。

　代金を払はらい、羽織ったレインコートのサイズは、ぴったりだった。

「意外とまともじゃないか。こういうものを露ろ店てんでも出したらどうだ」

「いや、あれは客引きのためにやってるだけで、稼かせごうなんて思っちゃいないよ」

　……ひょっとすると僕ぼく達たちに絡からんできたのも客引きの一いつ環かんだったのだろうか？

　キーを回しかけたところで、僕ぼくはふと、あることを思い出した。

「ところで王ワン、あの露ろ店てんの品はまだあるのか？」




　　　　　＊




　ひどい雨だった。幸い、領主館までの道は整備された大通りを行けばいいだけなので水みず捌はけに問題はなかったが、そうでなければ冠かん水すいしていたかもしれない。

　道は、迷うことはなかった。緑りよく龍りゆう亭ていを出てから三十分弱で、領主館に到とう着ちやくした。

　メールをチェックしたが、やはりルートから返信はない。ルートが緑りよく龍りゆう亭ていに戻もどってきたら王ワンに連れん絡らくを入れるよう頼たのんだが、着信もなかった。

　送そう迎げいの手配をしようとする門番を慇いん懃ぎんに押おし退のけ、二ト輪ロに乗ったまま、門をくぐった。

　占せん兵ぺいの気配が、途と切ぎれた。流石さすがにここまでは入ってこられないようだ。

　玄げん関かん先さきで僕ぼくを出で迎むかえたのは、李リ・峰ホウと一いつ緒しよにいた機械人形オートマタ執しつ事じだった。

「着き替がえてください」

　僕ぼくを見た執しつ事じは、挨あい拶さつもそこそこに、僕ぼくをバスルームへと誘ゆう導どうした。

　さもありなん。合羽を着ていても、スコールの中を飛ばしてきたせいで濡ぬれ鼠ねずみになっていた。

　勧すすめられるままにシャワーを浴び、ぶかぶかのローブを着せられ（合うサイズがなかったに違ちがいない）、小ぎれいになったところで、ようやく応接室に通された。

　コーヒーが出され「ここで少々お待ちください」と執しつ事じが告げる。

「お召めし物ものは、お帰りの際までに乾かわかしてお返しします」

「手て際ぎわがいいじゃないか」

「お褒ほめにあずかり光栄です」

「お前の名前は？」

「ウーです」

「ウー。いい動きをしているな」

「お褒ほめにあずかり光栄です」

「お前は半自律型のＡＩを持っているのか」

「左様でございます。カタログスペックをご覧になりますか？」

　僕ぼくは失しつ笑しようしてしまった。

「遠えん慮りよしておくよ。でも、今ので商しよう魂こん逞たくましいウェルズ社製のＡＩだってのはわかった」

「お褒ほめにあずかり光栄です」

　無表情でウーは答える。

　なるほど。応答はある程度パターン化されているが、こちらの言葉を理解し、処理する能力はかなり高い。

　一いつ般ぱん的てきな機械人形オートマタ同様、主な機能は補助脳のバックアップだろう。そのソースをコミュニケーション機能に回しているに違ちがいない。

　個人でも手に入るようになってきたとは言え、補助脳は高級車並みに値ねが張る。機械人形オートマタに至っては、高級住宅並みの代しろ物ものだ。両者を所有しているのは、よほど羽は振ぶりがいい証左だ。

「お前と話していて思い出した。占うらない師し誘ゆう拐かい事件のデータは頭に入っているな？」

「はい」

「誘ゆう拐かいされた占うらない師しの中に、補助脳所有者が二人、いたな。どちらのケースでも、補助脳が発する救難信号を感知できていない。この原因、お前ならどう考える」

　補助脳に仕込まれた救難信号は所有者の特定脳内物質分ぶん泌ぴつ量りように応じて発動する。所有者が死んでも機能し、正規の解除手続きには開発機関によるコード入力が必要だ。

　補助脳の対破は壊かい構造は、飛行機のブラックボックスをも凌しのぐ。体内から取り出してみたところで、バラすのも容易ではない。

「墜つい落らく死しや圧あつ迫ぱく死しのように、一いつ瞬しゆんで脳または補助脳が破は壊かいされるケースでは、感知できないことがあります」

「占うらない師しが生きていると仮定したら、どうだ」

「専門家による破は壊かい、または強力なジャミングだと推測されます」

　ウーは教科書通りの答えを返してきた。

「不具合で作動しなかった可能性はあるか？」

「製品不具合による作動失敗は、ほぼ百パーセントありえません。しかし、作動しなかった可能性は、わずかながら存在します」

「何だって？　もっと詳くわしく説明しろ」

「救難信号は所有者の特定脳内物質分ぶん泌ぴつ量りように応じて危険を判断し、自動的に作動します。したがって動作が正常で、所有者の特定脳内物質分ぶん泌ぴつ量りようが規定値を超こえていなければ、作動しません」

　一いつ瞬しゆん、期待したが、ウーは当然のことを言っただけだった。

「……ウー、お前は優ゆう秀しゆうだ」

「お褒ほめにあずかり光栄です」

　李リ・峰ホウが来る前に今一度、メールを確かく認にんする。新着メールはありません。

　数分後、巨きよ体たいを揺ゆらして李リ・峰ホウが入ってきた。

「今日はお一人ですな」

　僕ぼくは、一昨日の成果をかいつまんで報告した。

「現段階では、痕トレースと誘ゆう拐かい事件は関係あるともないとも言えません。引き続き、調査します」

「素す晴ばらしい。たった一日でそこまでの成果を上げるとは。流石さすがに専門家は違ちがう」

　愛あい想そよく、李リ・峰ホウが言う。

「どうでしょう、ミスター・スキップハート。ジェイルズとやらが誘ゆう拐かい犯はんだと思われますか？」

「現時点ではなんとも。ですが、誘ゆう拐かい事件への関かん与よは別として、対ジェイルズでは仕事の危険度が上がります。成功報ほう酬しゆうも、それなりに詰つんでいただかなければなりません」

「それは一向に構いませんが、ジェイルズとやらは亡ぼう霊れいのようなもので、破は壊かいも制せい御ぎよもできないと聞いています。それが、どうにかなるものなのですか？」

「おっしゃる通り、ジェイルズをコントロールする方法は確立されていません。現在最もポピュラーな手法は《ＢＩＶ》で拘こう束そくすることです」

「Ｂ……何とおっしゃいましたかな？」

「ああ、申し訳ありません。装置の略りやく称しようです。正式名めい称しようは『水槽の中の脳ブレイン・イン・バツト』だったかな」

「なるほど。では、落としどころはジェイルズの拘こう束そく、ということになりますかな」

「ええ。そう考えています」

　僕ぼくは内心、舌を巻いた。李リ・峰ホウの認にん識しきは概おおむね正しかった。専門家を招く以外の方策を相当練り、その過程で知識を身につけたものと見える。

「ところで領主、あなたは占うらないを信じますか？」

　話が一区切りついたところで話を振ふってみた。李リ・峰ホウの顔に、不敵な笑みが浮うかぶ。

「実は、私自身はさほど興味がないのですよ。しかし住民が生なり業わいとしている以上、無関心ではいられない」

　葉巻をふかしながら、李リ・峰ホウは言う。

「スクエアをご覧になってどうですか」

「正直言って、拍ひよう子し抜ぬけかな」

　李リ・峰ホウは、生徒の答えに満足する教師のような面をして頷うなずいた。

「私について、色々と聞きき及およんだことでしょうな。しかし私は、世間で言われているように伝統を否定しているわけではない。占うらないを観光資源として、エンターテインメントとして、そしてショウとして存続させていく。伝統的な占うらないも、それはそれとして継けい承しようしていけばよい」

「伝統には、むしろ肯こう定てい的てきであると？」

「彼等の技術は間ま違ちがいなく本物ですよ。しかし、時代が変わってしまった。為い政せい者しやが旧来のやり方にこだわり続ければ、それは街にとって害悪でしょう」

「ええ、まあ」

「内戦前、この街は旧きゆう弊へいにこだわり、時代に取り残されていました。伝統はあっても、貧しく、緩ゆるやかに衰すい退たいしていく一方だったのです。技術だけでは、金を生めません。金を生むために必要なものは何か。占うらないに金を払はらってもいいと思わせる仕し掛かけと、人を呼よび込こむ仕組みです」

「それで観光地化、ですか」

「ええ。観光客は、本気で未来を知りたいと思っているわけじゃないんです。日常を離はなれたエキゾチックな体験がしたいだけだ」

　内容こそ熱っぽいが、李リ・峰ホウの口調はどこまでも穏おだやかだ。

「その需じゆ要ように応えるため、私はスクエアを造り、実際、スクエアができたからこそ、この街の観光産業は持ち直しました。徹てつ底てい的てきな観光地化によって、水道、電気、生活インフラも近代的なものへと整備された。住民も、その恩おん恵けいは十分享きよう受じゆしています」

　李リ・峰ホウの言葉は耳みみ心ごこ地ちよく、改革派の側に分があるように思えてくる。

　──保守派に理解を示しつつも、旧きゆう弊へいに立ち向かうリベラルな改革者、その先頭に立つリーダー。ガイドブックには、そんな輝かがやかしいイメージで描えがかれていたっけ。

「差し当たって、お願いがあります。いただいた調査報告の生ローデータをいただきたい」

「何かご不満がありましたかな？」

　調査機関は、ネヴァダ社だった。米国の大手民間シンクタンクであり、信しん頼らい性せいは高い。

「いいえ。自分の目で見たことと、突つき合あわせてみたいんです」

「わかりました。すぐに手配させましょう」

　二つ返事で、李リ・峰ホウは承しよう諾だくした。僕ぼくは静かに席を立った。

「今日のところは、これで失礼します」

「期待していますよ、ミスター・スキップハート」




　着き替がえをし、外に出てメールを確かく認にんすると、ルートからの返信が届いていた。

『Sub:迎むかえに来て』

　本文は空白。タイミング悪く、着信時刻は面会直前に確かく認にんした直後だった。

　──何となくしていた嫌いやな予感が、的中した。詳しよう細さいを省いているところからして、十中八九、トラブルだ。

　ＧＰＳを解禁し、ルートの現在地を確かく認にんする。朝市が立つ、大通りの付近だった。僕ぼくを捜さがしに出かけたのはよかったが、結局、自分の行きたいところに行ってしまったようだ。

　気持ちに、苦いものが混じる。本もとを正せば、原因は僕ぼくにあるのだから。

『すぐ行く。そこで待ってろ』

　雨足が弱まってきていた。門を出たところで速度を上げ、二ト輪ロを駆かる。




　大通りから一本逸それた脇わき道みち。シャッターの下りた店の軒のき先さきで、ルートを見つけることができた。ボサボサの黒い髪かみ。布を裁たって継ついだだけの、みすぼらしい服。貧ス民ラ窟ムの少女風の様相で、黒ランドセルを抱だきかかえ、小さくうずくまっていた。

　その姿に僕ぼくは、嫌いやな胸のざわつきを覚えた。自分ルールをねじ曲げてまで、姿形を変えなければならない何かがあったということだ。

　二ト輪ロを停とめ、駆かけ寄より、正面に立って傘かさを差してやっても、ルートは顔を上げなかった。

「おかしな了りよう次じだ。私は濡ぬれもしないし、風か邪ぜも引かないのだぞ」

　顔を伏ふせたまま、もごもごとルートが言う。

　ルートには触しよつ覚かくがない。皮ひ膚ふ感覚がない。暑さ寒さも、関係ない。

「ランドセルが」

　濡ぬれる、と言いかけて気づく。虚きよ数すう界かいのモノなのに、濡ぬれるわけがなかった。

　傘かさを差す言い訳を探しているうちに、僕ぼくはふと、恐おそろしいことに気づいた。ルートはどうしてずっと、僕ぼくを見ようとしないのか。

　見つかったことへの安あん堵ど感かんが、黒々とした暗雲のような不安に侵しん蝕しよくされていく。

「何があった。話してくれ」

　平静を装よそおったつもりが、懇こん願がんするような語調になってしまった。

　むくりと顔を上げるルート。平板な表情。きめの細かい白い肌はだも、薄うす桃もも色いろの唇くちびるも、血色のいい頰ほおも、何も変化はない。

「柄がらの悪い連中に襲おそわれた。全く、私がエトランゼじゃなかったら大変な事件になっていたぞ」

　ふふん、と、ルートには珍めずらしく、自じ嘲ちよう的てきに鼻を鳴らした。それが虚きよ勢せいだと、すぐにわかった。

「暴徒の中に、同調型シンカーが混じっていたんだ」

　ぞわり、と。心臓の表面を舌で舐なめられたような悪お寒かんが走った。

「仕し掛かけてきたのか。あいつらが」

「混じっていただけで、直接手は出してこなかった。襲おそってきたのは、雇やとわれた人だと思う」

　人目につかない雨の中、一人になったところを、複数人で襲おそう。計画的な犯行なのは火を見るより明らかだった。

「その行こう為いに何の意味がある。お前を傷つけることができないのはわかっているだろうに」

「牽けん制せい、かな。私を怖こわがらせて、萎い縮しゆくさせて、怯おびえさせれば、私が了りよう次じに『身を引いて』って頼たのむと思ったのかもね」

　展開は、容易に予想できた。暴徒が殴なぐろうが蹴けろうが、腕うでも脚あしも空くうを切る。その現象によって暴徒はエトランゼだと確信し、激げき昂こうし、更さらなる蛮ばん行こうに及および、徒労に終わったことだろう。

　あるいはルートのことだから、説得を試みたかもしれない。しかし暴徒は、聞く耳持たなかったはずだ。

　エトランゼに対する根強い偏へん見けんは、それが故ゆえなきことでもないが故ゆえ、簡単に拭ぬぐえるものではなく、身を守るためにはとにかく、エトランゼだと悟さとられないようにするしかない。

　いくら理ことわりを説いてみたところで、理解できないものは、怖こわい。怖こわいから、忌いみ嫌きらう。

　人間の本能に訴うつたえる「恐きよう怖ふ」はどんな複雑な理論よりも、強力な原動力になる。

　──ルートは一体、どんな言葉を投げつけられたのか。どんなに怖こわい思いをしたのか。

　想像が、理性を焼き、憤ふん怒ぬに火をつける。得体の知れない黒々とした何かがが、腹の底から沸ふつ々ふつと込こみ上あげてきた。

「待ってろ」

　二ト輪ロにまたがり、スロットルを開こうとする僕ぼくの手首を、ルートの手が摑つかんだ。

「やめて」

　物言わずとも、気持ちは伝わっていた。細い指先を振ふり払はらうのは造作もなかったが、悲しみで歪ゆがむルートの顔を見ると、それはできなかった。

「襲おそってきた人達は、誤解しているだけだから」

「その誤解が、お前に暴力を振ふるった。お前が許せても、僕ぼくは許せない」

「だからって暴力で誤解は解けない」

　穏おだやかなルートの言葉が堰せきとなって、僕ぼくの激情を押おしとどめた。

　僕ぼくは一いつ旦たん、言葉を切った。このまま話を続けても、平行線を辿たどるばかりだ。

「……そうだな」

「うん。そうだよ」

「ほら。後ろ乗れ。雨弱いうちに帰るぞ」

　ルートは素す直なおに従い、僕ぼくの背中にしがみついた。

「ルート」

「んー？」

「昨日は、すまなかった。僕ぼくが悪かった」

　サイドミラーを覗のぞき込こむ。映っているのは背景だけだ。

「私の方こそ、ごめんなさい」

　一いつ拍ぱく置いて、言葉が返ってきた。

　ルートは今、どんな顔をしているのだろう。

「それとね、了りよう次じ。ありがとう」

「何が」

「ちゃんと迎むかえに来てくれた」

　嬉うれしさが滲にじむ、ルートの声。

「当然だ。お前がいないと、僕ぼくが困る」

　今の気持ちがうまく、言葉に乗らなかった。

「むふふ。それもそうだ。私がいないと了りよう次じはなーんにもできないんだから」

　少しだけ得意そうな声。こういう時はきっと、しまりなく笑っているんだ。

「あー了りよう次じ、方向逆逆。今のとこ、右じゃなくて左だよ」

「充電チヤージが危ないんだ。ステーションに回り道していくぞ」

　僕ぼくはそっと、グリーンの充電チヤージランプを指で隠かくした。

「はーい」

　少しだけ強く回される腕うで。背中に押おしつけられる頰ほお。

　温ぬくもりを感じるのは、もちろん、気のせいだった。




　緑りよく龍りゆう亭ていに戻もどってきた。食堂は閉まっているし、フロントも不在、呼よび鈴りんを鳴らしても、誰だれも出てこなかった。

　ミァンに熱い苦くう茶ちやを淹いれてもらいたいところだったが、この時間は学校に行っていることを思い出し、まっすぐ部屋に戻もどった。

「ところで了りよう次じ、朝からどこへ行っていたのだ？」

「ああ、妙みようなヤツに呼び出されたんだ」

　別段、隠かくすことでもない。僕ぼくはＤＤとのやりとりを手短に話した。

「ふーん。私がいない間に他の女と会ってたんだ」

　暗く、沈しずんだ声でルートが言う。

「あの女、私の留守中を狙ねらったのだろうなー。了りよう次じも了りよう次じだよなー。それで応じちゃうんだなんて。私がこわーい思いをしている間、カフェでお茶ですか。ふーん、そうですか」

　どこでそんなスキルを修得したのか、一言一句が良心を抉えぐってきた。外見のみすぼらしさも相あい俟まって、罪悪感を的確に刺し激げきしてくる。

「わかった。わかったよ。あとで好きな場所につきあってやるよ」

「え？　ほんとに!?」

「本当さ。お前の行きたいところ、どんなところでもつきあってやるよ」

「じゃあエルミ村に連れてって！」

「……そいつは難題だ」

「冗じよう談だんだよ。でも約束だぞ」

　……何だろう。この掌てのひらで踊おどらされてる感。

「その代わり、って言っちゃなんだけど、しばらく一人で外出するなよ」

「うん。それはわかってる」

「おやおや物わかりのいいことで」

「私の慢まん心しんが招いたことだ。気を引ひき締しめなくちゃ、だな」

　そう言いながら、ルートは自分の頰ほおをペちペちと叩たたいた。

　同調型シンカーの動きが読めなかったのは、僕ぼくも同じだった。過去にはなかった行動パターンだ。

　バスルームに籠こもり、戻もどってきた時には、金きん髪ぱつ碧へき眼がん、いつものルートだった。

「うん、やっぱりこれがしっくりくるなー」

　ルートは「よっ」というかけ声とともに逆立ちし、そのまま腕うで立たてを始めた。軽そうなスカートは翻ひるがえることなく、レンズ越ごしに結んだ像のように反転して見えた。

「…………」

「なに、了りよう次じ。そんなじーっと見て。あ、ぱんつ見たいならご自由に中をご覧ください」

「変態か」

「無料です」

　変態だった。

「いきなり逆立ち腕うで立たて始めたから、何やってるんだろうなって思っただけだ」

「あれ、前に説明しなかったっけ？　ウォーミングアップだよ。体温ないけど」

　ルートは逆立ちをやめ、今度はヒンズースクワットを始めた。

「見た目を変えて、元に戻もどすと、どうも前の『ルート』と、今の『ルート』が、合わない感じが、するのだ。だから、こうやって、動作確かく認にんして、自分に、自分を、合わせる、のっ」

　初耳だったが、言われてみれば、衣い装しようの替かわった後はいつも、柔じゆう軟なん体操をしている。

「単純に便利な能力、ってわけじゃないんだな」

　スクワットをやめたルートは、ベッドに腰こしを下ろすと、黒ランドセルの中から柘つ植げの櫛くしを出してきた。調査で京都に行った時、せがまれて買ったヤツだ。

「はい。これで髪かみを梳といてくれ」

　雨の中を走り、運動したところで、ルートの髪かみは濡ぬれても乱れてもいなかった。

　つまり、髪かみを梳とく行こう為いには意味がない。意味はないが、大したことはないので、やってやることにする。

　触ふれることはできても、触ふれた感かん触しよくはない。

「私は、私の中で髪かみが一番好きなんだ。おひさまみたいできれーだろう」

「はいはい。そうですね」

「褒ほめてくれてもよいのだぞ」

「何を」

「ぷりぷりの肌はだとかー、きらきらのおめめとかー」

　どうやら、美容師的なトークが要求されているようだ。

「ぷりぷりできらきらですね」

　お座なりな返事をしても、ルートはにこにことご機き嫌げんだった。

「『えっ！　二十二歳さいなんですか！　もっとお若く見えますね』、はいリピート」

　僕ぼくは思わずルートの頭上から、凹おう凸とつの感じられない胸を眺ながめ見た。

「……お若く見えると言うか、どこもかしこも十四歳さいだろうが」

「見た目は子ども、頭脳は天才の大人なのだ」

　ほう。

「まあね、便利だとは思うよ。年取らないし、疲つかれないし、痛みを感じることもない。危険な夜道も、汚きたない路地裏も、心を乱さず、ドレスの裾すそを汚よごさずに歩くことができるんだもの」

　両手でグーパーを繰くり返かえした。

「でも時々、そーいうことを当たり前のように思ってしまって、怖こわいと思えなくなる自分が、怖こわくなる。ああ、私、もう普ふ通つうの人間じゃないんだなーって、思わされてしまうのだ」

「だから、できるだけ使いたくない、か」

「そ。同調型シンカーに言わせれば、こういうところが臆おく病びようなんだろうね」

　──昔、ルートが協会に入った経けい緯いを聞いたことがある。エトランゼの間で同調が広がり始めた時、ルートは仲間から離はなれ、半年間、逃にげ回まわった挙げ句、自ら協会の門を叩たたき、保護を要求したのだそうだ。

『人として間ま違ちがったことをすれば、人の心は削けずれてしまう。そんなことをずっと続けていれば、やがては心を失って、私が、私でなくなってしまう』

　だから拒きよ絶ぜつしたのだと、そんな風に、ルートは言っていた。

「お前は、臆おく病びようなんかじゃない」

「うん？」

「確かに同調型シンカーの能力は高いけど、やり方は間ま違ちがってる。お前はそう思ったから、非ア同ロ調ー型ンであることを、あり続けることを、正しいと思って選んだ」

「……そう、だけど」

「だったらそれは臆おく病びようじゃない。誇ほこっていい、強さだよ」

　ルートはうまく言葉を吞のみ込こめなかったのか、きょとんとしていた。

「お前は、人間だ。心の底から怒おこったり、泣いたり、笑ったりできる、人間だ。他の誰だれが認めなくても、僕ぼくがお前を人間だって認めてやる」

　呆ほうけたようだったルートは、頰ほおを赤らめ、うつむいた。

「了りよう次じ……」

　消え入りそうな声が、ルートの唇くちびるから漏もれた。

　僕ぼくは両りよう腕うででルートの頭を抱だきすくめ、頭頂に顎あごを乗せた。

　小さく震ふるえているルートを両りよう腕うでで感じながら、しばらく、そのままでいた。

「うー。あーあ。もう、髪かみの毛けくしゃくしゃ」

　穏おだやかにルートが言う。いつもの声。もう、大だい丈じよう夫ぶだ。

「また梳とかしてやるよ」

　僕ぼくはポケットから白い造花のついたヘアピンを取り出し、そっとルートの髪かみにつけた。

　ルートは瞬しゆん時じに頭に手をやり、ヘアピンをもぎ取った。

「？　何これ？」

「…………」

『いつの間にかヘアピンくっついてた不思議！　作戦』失敗か。

「王ワンにもらったんだよ。僕ぼくが持ってても仕方がないから、やる」

「ふーん。王ワンが、ねえ」

　一いつ瞬しゆんの間があり、ルートはヘアピンを髪かみに留めた。

「うん。ありがとう！　大事にする！」

　そしてバンザイをして、僕ぼくの頭をくしゃりと撫なでた。

「えいっ。了りよう次じもくしゃくしゃになってしまえ。これで、おあいこだ」

「……あ」

　刹せつ那な、僕ぼくは、ルートの頭から腕うでを離はなした。

　さあっと血の気が引く。振ふり向むいたルートと、目が合った。不思議そうな表情。

「おいルート、奴やつ等らお前に、何かおかしなことをしなかったか」

「本当に大だい丈じよう夫ぶだって。心配性だなー了りよう次じは」

「動くんだよ。左手が」

　左手の五指を動かしてみせる。ルートの目が、点になった。

　意味するところは明らかだった。誰だれかが、影かげの杭くいに干かん渉しようした。しかし、アレをどうこうできるのは、僕ぼくか、ルートだけのはずだ。

「わわわわ、私、何もしてないよ!?」

「わかってる。そこは疑っていない。でも、本当に何もされなかったのか？」

　僕ぼくはルートの、つむじの真ん中に視線をやった。

　ルートはそっと、頭に手をやった。

「「髪かみの毛っ！」」

　僕ぼくとルートの声が重なった。

　ルートの髪かみの毛があれば、影かげの杭くいを繫つなぎ留とめている髪かみの毛に触ふれることができる。輪になっている部分に髪かみの毛を通し、強く引っ張れば、断たち切きることが──《コルクマン》を解放することが、できる！

　まんまとしてやられた。ルートに接せつ触しよくしたのは、髪かみの毛を入手するため。暴徒による襲しゆう撃げきは、本ほん懐かいを悟さとらせないようにするためのフェイクだった。

　数秒後、僕ぼく達たちは部屋を飛び出していた。

「あれ、またおでかけですかい？」

　背中で、王ワンの声がした。

「うん。いってきま～す」

　スロットルを開く。エンジンは一発でかかった。

　いつの間にか、雨がやんでいた。










　５　未み来らい視みる赤き眼まなこ




「……ってのが三日前の話だ」

　僕ぼくとχカイは定位置のソファで同時に茶をすすり、ため息をついた。




　同調型シンカーの目もく論ろ見みに気づき、《星ほしの眼め》へと急行した僕ぼくとルートだったが、時既すでに遅おそく、アジトはもぬけの殻からになっていた。

「アジトは空だったけどさ、全く収しゆう穫かくなし、ってわけじゃないんだ」

　僕ぼくはアジトで撮とってきた写真データをχカイに見せた。

　薬品の入った大小の瓶びん、メス、ピンセット、ペンチなどの器具工具、金属製の小さな檻おり、ホルマリン漬づけにした動物の皮。鳥や小動物の剝はく製せい、完成品が数点。《コルクマン》がいた時は闇やみに阻はばまれて見えなかったが、あのフロアはこんなにも物で溢あふれていたのだ。

「ちなみに、人頭の剝はく製せいは一つもなかったぜ」

「ふむ。オリジナルも剝はく製せい造りが趣しゆ味みだったそうだから、何か意図したというより、暇ひま潰つぶしなのだろうな」

　そっくりそのまま残していったのは、とにかく雲くも隠がくれすることを優先したが故ゆえだろう。自分を脅おびやかす者がいると知った以上、アジトに戻もどってくる可能性は低いと僕ぼくは踏ふんでいた。

　バックの存在に気づいていながら《コルクマン》と同調型シンカーの結けつ託たくに思い至らなかった。完全に僕ぼくのミスだが、古ふる強つわ者もののχカイでさえ、今回の事態を意外に思っているようだった。

　エトランゼにとって、同じ虚きよ数すう界かいに属しながら目的を一いつにしないジェイルズは、ライナー以上に危険な存在だ。味方にできれば超ちよう強力な手て駒ごまにはなるし、実際、数百人規模の人ひと攫さらいを実現してはいるが、《コルクマン》にどんなメリットがあるのか、今一つ見えてこない。

　そして何より、この結けつ託たくは同調型シンカーがザ・デイ再現実験の首しゆ謀ぼう者しやか、少なくとも片棒を担かついでいることを意味する。虚きよ数すう界かいに如い何かなる影えい響きようを及およぼすかわからない再現実験を、阻そ止ししようと動くならまだしも加担するというのは、理解に苦しむ行動だった。

「再現実験ではなく、何か別に意図するところがあるのではないかな」

　おもむろに、χカイが口を開いた。

「別にって、たとえば？」

「さて。それは当人に聞いてみないとわかるまい」

「ケッ。代案なしかよ」

　χカイは何も答えず、物もの憂うげな表情でティーカップを口元に運んだ。

　この三日間、χカイはほとんど部屋に引ひき籠こもっていた。まともに顔を突つき合あわせたのは、《コルクマン》失しつ踪そう以来だ。

　前に言っていたようにχカイ自身は動かず、実働部隊と思おぼしき黒服の白人が頻ひん繁ぱんに部屋に出入りしていた。現地の人間ではなく、欧おう科か連れん直属の人間だろう。

　どうやら「人ひと捜さがし」が難航しているらしい。χカイもまさか、尋たずね人びとが占せん兵ぺいになっているとは思ってもみないだろう。

「しかしまあ、君もよくこんな大だい胆たんな策に出たものだ」

　食堂を横目で眺ながめやりながら、χカイがぼやく。

　ランチタイム後は、いつもなら閑かん古こ鳥どりが鳴いている時間帯だが、食堂は老人達でごった返していた。従業員は右へ左へと跳とびまわり、忙いそがしくしている。いつもだらけている王ワンまで、接客に駆かり出だされていた。

　ここにいる老人達は皆みな、金きん港こうでも腕うで利ききの占うらない師し、言いい換かえれば、いつ誘ゆう拐かいされてもおかしくない占うらない師し達たちだった。

　昨日の朝、動きがあった。「《星ほしの眼め》の体現者」の名でライナー二人の即そく時じ撤てつ退たいを要求するアジビラ（ご丁てい寧ねいに僕ぼくとχカイの顔写真付き）が、金きん港こう全域にばらまかれたのだ。

　これだけの規模でビラ撒まき要員を動員する力と動機を持っているのは、同調型シンカーをおいて他にない。即すなわち、同調型シンカーにとって僕ぼく達たちの立ち位置が「警けい戒かい」から「排はい除じよ」に移行したことを意味していた。

　これ以上は、一人たりとも攫さらわせない。そのために誘ゆう拐かい候こう補ほの占うらない師しを一いつ箇か所しよに集めたのだった。

　護衛を容易にすると同時に《コルクマン》を釣つり出だすのが眼目だが、一いち網もう打だ尽じんにされるリスクも孕はらんでいる。失敗すれば、金きん港こう経済が回復不可能なレベルで傾かたむく作戦だ。領主館は渋しぶるし、議会は一層いい顔をしなかったが、ドゥア婆ばばの強力なバックアップがあって実現したのだった。

　協力条件として籠ろう城じよう拠きよ点てんを緑りよく龍りゆう亭ていに指定されたのは予想外だったが、さらに予想外だったのは、緑りよく龍りゆう亭ていが籠ろう城じようにうってつけの要素を兼かね備そなえていたことだった。

　大人数を収容でき、従業員用の勝手口を施せ錠じようすれば出入口が正面玄げん関かんの一いつ箇か所しよのみ、一階の客室に続く廊ろう下かも一いつ箇か所しよのみ、二階へのルートも大階段のみと警備がしやすく、大量に据すえ付つけられた隠かくしカメラを使い、従業員室から全館を監かん視しすることができた。

　この謎なぞをドゥア婆ばばにそれとなく尋たずねると、あっさりと答えを教えてくれた。

「緑りよく龍りゆう亭ていは、内乱の時に一度ゲリラにやられて廃はい屋おく同然になってたんだ。そいつを前のオーナーから私が買い取って、増改築したのさ」

「どうしてそんなことを？」

「有事の際の避ひ難なん場所にできるようにさ。あとは、弟で子しの雇こ用ようのためだね。今じゃ見る影かげもないが、スクエアができる前は、結構繁はん盛じようしてたんだよ」

　極力、不安要素を排はい除じよするため、僕ぼくとχカイ以外のわずかばかりの宿しゆく泊はく客きやくは追い出され、食堂目当ての一いつ般ぱん客きやくも締しめ出だした。緑りよく龍りゆう亭てい内および周辺に警備兵を配置。同調型シンカー連中の伏ふく兵へいが紛まぎれ込こまないよう厳しく人選し、宿内は占せん兵ぺいのみで固めている。対虚きよ数すう界かいには無力な警備兵だが、雑ざ魚こが寄りつかないようにという点では、十分機能していた。

　それに、χカイとフェンが常じよう駐ちゆうしている限り、同調型シンカーが直接手を下しにかかる可能性はまずないと踏ふんでいた。如い何かに巧こう妙みような変装であろうと、フェンの鼻は虚きよ数すう界かいの住人を嗅かぎ分わける。緑りよく龍りゆう亭ていに近づくことさえできないだろう。

　ドゥア婆ばばは、と見れば、風変わりな面子メンツで雀ジヤン卓たくを囲んでいた。赤いボールのような体型の老人と、青い童子のような小こ柄がらな老紳しん士しと、ふっさふさの黄色い服を着たキツネのような老女。そして、緑のドゥア婆ばば。全員、四し占せん家けの長だ。

「あの四人が一堂に会する様をこの目で見られるなんて、俺おれは自分の目が信じられない！」

　と、王ワンは感無量の様子だったが、僕ぼくには変人の集まりにしか見えなかった。

　もっとも、この一角が特別奇き抜ばつというわけでもなく、食堂全体がこんな感じだった。名めい占うらない師しというものは得てして、浮うき世よ離ばなれしているものらしい。

「エサもでかいが、釣つり針ばりもでかい。その上、君は、もう一いつ匹ぴきの魚も狙ねらっているのだろう」

　僕ぼくの目もく論ろ見みはお見通しだ、と言わんばかりにχカイは言う。

「ああ。あんたは信じてないんだろうけど、いない証しよう拠こだって、一つもないんだからな」

「稀まれ世よの占うらない師しの実在は、私だって信じているよ。政治システムとしての、ね」

「政治システムだって？」

「稀まれ世よの占うらない師しは金きん港こうが傾かたむいた時に現れ、占せん王おうとなって人々を正しい方向に導く存在だとされている。混こん迷めい期きに神かみ懸がかり的てきな能力を持ったカリスマをトップに立たせ、求心力として政治の安定を図るというのは世界中で見られるやり口だよ」

「神権政治、ってやつか」

「そうだ。『稀まれ世よの占うらない師し』とは占せん王おうとなり、政治手しゆ腕わんを発揮する神かみ懸がかり的てきな能力を持つ占うらない師しではなく、占うらないと政治手しゆ腕わんに優すぐれた人物をトップに仕立てるための政策だと思うね」

　いかにもχカイらしく一本筋は通っているが、しかし、夢に出てくる稀まれ世よの占うらない師しは、そんな人物像には当てはまらなかった。

　なぜだかわからないけれど、僕ぼくがこの街に来たその日から、稀まれ世よの占うらない師しは僕ぼくに執しゆう着ちやくし、言葉が伝わらないとわかっているにもかかわらず、夢ゆめ枕まくらに立ち続けていた。何かを伝えようとしているのだが、時間は短く、言葉も断だん片ぺん的てきで、まともに会話ができた例ためしがなかった。

　唯ゆい一いつ、まともに言葉を交かわした夜を思い出す。「こんな力欲しくなかった」と、切れ切れだったが、確かにそう言っていた。彼女から感じたのは「躊躇ためらい」そして「戸と惑まどい」だった。

　非科学的だとは自覚している。だからχカイにはもちろん、ルートにさえ話していない。

　過去の幻げん影えいに紛まぎれ込こんできた、本物だと信じるには、この一点だけで十分だった。

「おほん。お待たせいたしましたー」

　絶ぜつ妙みようなタイミングでルートが登場した。なぜか眼鏡にスーツ姿だ。

「なんだよ、その格好」

「ふふん。気分が盛り上がるでしょう」

　ルートは僕ぼくの隣となりに座ると、持参したノートパソコンを立ち上げた。

　李リ・峰ホウから提供された調査報告書の生ローデータは、膨ぼう大だいな数字と単語の塊かたまりだった。そいつをルートに再さい分ぶん析せきしてもらっていたのだ。

　ぽやぽやした印象からは想像もつかないが、ルートはコンピュータ関係に超ちよう強い。何でも、引ひき籠こもり期間に学んだらしい。

　今日のティータイムは、分ぶん析せき結果のお披ひ露ろ目め会かいだった。

　ルートの白く細い指が、キーボードの上を滑すべる。間もなく、各自の眼グ鏡ラ型ス電レ子イ端ヤ末ーにデータが送られてきた。

「まずはこれ。以後、《星ほしの眼め》の影えい響きようを受け、後天的に赤い目を獲かく得とくした住民の居住地を金きん港こうの地図にマッピングしたものだ。それから赤目住民を民族や年ねん齢れいでソートして、数字を出したりグラフ化したり、あれこれやってみた結果が、これだ」

「……普ふ通つうに有能なんだよな」

「うん？　何か言ったかー？」

「別に」

「んじゃ、続けるよ。ざっと見ただけで、年ねん齢れいや性別では括くくれないことがわかった。職業でソートすると半数以上が占うらない師しだけど、これは土と地ち柄がら。相関関係は擬ぎ似じ的てきなものだろうね」

「チャイナタウン一帯は赤目が少ないな」

「だね。海側のお金持ちの地域は華か僑きよう系けいの比率が高いと思う。その辺が関係しているんじゃないかなー。ほら、土着の人でソートすると、人口はむしろ山側に集まってる」

「単純に、痕トレースに近いからってのはあるか」

　人口密度は、山側より海側に向かって高くなっているが、地区別の人口対赤目の比率は山側の方が高い。痕トレースから離はなれるほど影えい響きようが弱くなることを考えれば、これは納なつ得とくがいく。

「あと、ネヴァダの調査報告に記き載さいされていることだけど、赤目の人同士から生まれた新生児は百パーセント赤目って結果が出てるよね」

「ああ。ただあれは、サンプル数が少なすぎて参考程度にって感じじゃなかったか」

「にしても、百パーセントは偶ぐう然ぜんじゃあり得ないよ」

　これは調査員の質の問題ではなく、調査対象の絶対数が問題だった。ザ・デイ以降に生まれた子どもは、最年長でも八歳さい。さらに両親とも赤目となると、非常に数が限られる。

「まとめると、赤目は現地系がすごく多くて、占うらない関係者が多くて、赤目の子は必ず赤目って感じかな」

　僕ぼくはχカイに視線を送ったが、χカイは何やら考え込んでいる様子で、意見はなかった。

「ところで、頼たのんでいた件はどうなった？」

「焦あせらないの。宿題をやらないルートさんじゃないんだから」

　ルートに要よう請せいしたのは、赤目にならなかった人の分ぶん析せきだった。非赤目の方が、絶対数ははるかに少ない。共通点を探すならこちらの方が効率的だ。

「赤目じゃない人を『民族』『職業』『年ねん齢れい』この三要因でソートして、相関図に落とし込んだ結果がこれです。どーん」

　相関図には、顕けん著ちよな二つの塊かたまりができていた。即すなわち「現地系の占うらない師しの年寄り」と「華か僑きよう系けいの占うらない関係ではない若者」だ。

　ルートは赤目カテゴリ枠わく内ないでも同様の相関図を作成していた。並べて比べてみれば一いち目もく瞭りよう然ぜん、こちらは、非赤目ほど偏かたよりが見られない。

　これらの分ぶん析せき結果に鑑かんがみて──赤目と非赤目、つまり未来視とそうでない者との分ぶん水すい嶺れいはどこにあるのか？

「おいプロフェッサー、何か意見はないのか」

「分ぶん析せきに関しては、ない。よく整理されているよ」

　むっふ、とルートが小鼻を膨ふくらませる。

「分ぶん析せき以外で引っかかることがあるんだな」

　そう水を向けると、χカイは思案顔で頷うなずいた。

「ふと思ったのだ。仮に、ここの未来視の住人が街の外に出たとすれば、その人は未来視のままなのか、もしくは痕トレースの影えい響きよう下かから離はなれたら未来視じゃなくなるのか、とね」

　僕ぼくは、言葉に詰つまった。ありうるケースだが、今まで目を通した資料には報告がなかった。

「なくならない、と思う」

　僕ぼくに代わって、そう、ルートが答えた。

「ほう。根こん拠きよは」

「第一に、なくなるって事実があるなら話題になるだろうし、その情報を私達に隠かくしておく必要がない。第二に、金きん港こうで出産しても外で出産しても、新生児が赤目の未来視だって結果は変わらないはず……あれ？」

　ルートはキーボードを叩たたき、画面に赤目新生児のデータを出した。

「うん。やっぱりおかしい」

「何がだよ」

「ここの人の目が赤いのが後天的なものなら、遺伝はしないはずだよね」

「そう。赤目は獲かく得とく形質であり、獲かく得とく形質は子に遺伝しない」

　χカイの言わんとしていることが、ようやくわかってきた。

「遺伝じゃないなら、環かん境きよう要因ってことか？」

　口元だけで、χカイが笑う。

　環かん境きよう要因というフレーズでパッと思おもい浮うかぶのは、大気汚お染せん。それから水質汚お染せんだった。

　有名な前例がある。北アフリカの《奇き蹟せきの湖》と呼ばれる痕トレースで、湖の水を飲んだ人間や動物が皆みな、透とう明めいになった現象だ。

　あれと同じ原理で、痕トレースのエネルギーが人体に直接影えい響きようを与あたえているのではなく、影えい響きようを受けた「何か」が住民の身体を変質させ、さらに母ぼ胎たいや精せい巣そうにも影えい響きようを与あたえているとすれば──筋は、通る。

　一つの街にいながら、文化習しゆう俗ぞく年代によって異なる「何か」が、赤目率の差につながっている。ここまで考えれば、答えは自然に出てきた。

「……食習慣の違ちがい。赤目になる何かが体内に蓄ちく積せきされるなら、新生児の赤目も説明がつく」

「然り。まずは金きん港こうで流通している生せい鮮せん食品を調べてみてはどうかな？」

　すました顔でχカイが言う。僕ぼくは二ト輪ロの鍵キーを手に立ち上がった。

「市場、まだやってるよな。行くぞ、ルート。買い出しだ」

「あいさー」
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　夕方。緑りよく龍りゆう亭ていに帰ってきた僕ぼくは、カウンターの王ワンに段ボール箱を突つき出だした。

「これ、食堂で使ってくれ。調査に使った余りだ」

「はあ。ありがとうございます」

　王ワンは異星人を見るような目で、山盛りの生せい鮮せん食品と僕ぼくの顔を交こう互ごに見やった。

「ところで旦だん那な、お客さんが来てますぜ」

「客？　外の人間は入れるなと言ってあったはずだが？」

「すみません。ですが、旦だん那なにどうしても話したいことがあるって聞かなくて。それに占せん兵ぺいさんにも許可ももらったんで」

「……で、その人はどこに」

「ほら、ソファに座ってる人」

　待っていたのは、長い白しら髪がに、白しら髭ひげをたくわえた老人だった。僕ぼくの姿を認めたためか、杖つえを支えにヨロヨロと立ち上がり、危あやうい足つきでこちらに来ようとしていたので、慌あわてて駆かけ寄より、そのままでいいと座らせた。

「初めまして。私は、ヨウと言います。タオ・フー将軍について、あなたにお話ししたいことがあって来ました」

　見た目に反し、ヨウ老人はしっかりとした物言いでそう告げる。聞けば、僕ぼく達たちがタオ・フー将軍の友人縁えん者じやを捜さがしているのを、人づてに聞いたのだという。

　人に聞かれては困るということだったので一階の空き部屋を借り、苦くう茶ちやを運んできたミァンが出て行ったところで、ヨウ老人はこんな風に切り出した。

「私の家は、タオ家の分家筋に当たります。分家と言っても縁えんは遠く、タオの本家が絶えてしまっておりますが、私は今でもフー将軍と血がつながっていることを、誇ほこりに思うております。異国から来た御ご仁じんがフー将軍について聞き回っていると耳にしまして、何かお役に立てないかとこうして参じた次し第だいです」

　僕ぼくの目には怪あやしげな爺じいさんと映ったが、ルートは真しん剣けんな眼まな差ざしでヨウ老人を見つめていた。

「了りよう次じ、この人は、大だい丈じよう夫ぶ」

　僕ぼくは小さく頷うなずいた。ルートのお眼鏡にかなう人物なら、信じるに足る。

「実は、十八年前の《コルクマン》事件を追っていて、《コルクマン》とフー将軍の関係を調べているのです」

　僕ぼくが打ち明けると、ヨウ老人は澄すんだ灰色の目を僕ぼくに向けた。

「お話ししましょう。ですが、これはタオ家と、フー将軍の名めい誉よに関わる話です。どうか、ご内密にしていただきたい」

「他言はしません。約束します」

　ヨウ老人は苦くう茶ちやをぐいっと一気飲みした後、滔とう々とうと語り始めた。

「今から約五十年前、占うらないの名門タオ家に双ふた子ごの兄弟が生まれました。兄タオ・イーはタオの家に生まれながら、占うらないの才に全く恵めぐまれず、体も弱かったのですが、学問をよくし、手先の技わざに秀ひいでていたと聞いています。弟のフー将軍はタオ家の血をよく継つぎ、占うらないの天分がありました。幼い頃ころから書をよくし、特に文も字じ占うらないに才覚を現しました」

「双ふた子ごなのに、あんまり似てなかったんだね」

　ぼそりとルートが言う。

「そうですな。直接お目にかかったことは指折り数えるほどしかありませんが、本当に、フー将軍は優ゆう秀しゆうでしたよ。子どもの頃ころから近所でも評判でした。周囲は将軍をもてはやし、兄を一族の恥はじとし、いないものとして扱あつかっていたようです。ですが、兄弟仲はよかった。将軍は兄の手先の器用さを認め、尊敬していました。兄も将軍の才を認め、幸福を願っていました」

　ヨウ老人の手が空の椀わんに伸のびる。僕ぼくが手つかずだった自分の苦くう茶ちやを差し出すと、それもまた、一気飲みだった。

「居場所がなかったのでしょう。十八歳さいの時、兄イーは単身渡と米べいしました。彼かの地で全身を整形し、全く別の人間としての人生を歩み始めたのです。米国人コールマン・スミスとして」

　僕ぼくとルートは、思わず顔を見合わせた。

「勘かん当どうも同然だったようですが、渡と米べい後ごも、フー将軍とだけは密ひそかに連れん絡らくを取り続けていました。そして四半世紀前、あのひどい内戦が始まった直後に、将軍は突とつ然ぜん私を訪おとない、兄弟の往復書簡を託たくしていったのです」

　ヨウ老人は懐ふところから旧式のメモリチップを差し出した。

「これがそのデータです。貴方にこれを託たくします」

「いいのですか？　僕ぼくはこの国の人間でもないし、今、初めて会ったばかりなのに」

「貴方でなければいけません。将軍は私に、こう言い残していったのです。『あなたは長生きするだろう。これから先、兄のことを尋たずねてくる異国の青年があったら、これを渡わたして欲しい。その人はきっと、兄を救ってくれる人だから』と。これはまさに、貴方のことです」

　ヨウ老人はチップを受け取った僕ぼくの手を、しかと握にぎった。

「ああ。これでようやく、肩かたの荷にが下りました」




　玄げん関かん先さきまでヨウ老人を見送った後、僕ぼく達たちは自室に飛んで戻もどり、期待に胸を膨ふくらませながらチップの中身を確かめた。が、書簡は画像データで現地の言葉が混じっていたためすぐには読めず、テキストに変へん換かんし、統プ一ラ言ト語ーに翻ほん訳やくする一手間が必要だった。

「不思議な話だったね。将軍は、了りよう次じがこの街に来るのをわかってたみたい」

　猛もう然ぜんとキーボードを叩たたきつつ、ルートが言う。

「どうだか。あの爺じいさんの作り話って気がするけどな」

「もーう。すぐそうやって夢のないことを言う」

「もし本当に預言なら、僕ぼくが《コルクマン》を救うって言ってるんだぜ。あり得ると思うか？」

「うーん、それもそうだね」

　翻ほん訳やくが完かん了りようした後、中身を読みこなしていく。概がい要ようはヨウ老人が語った通りだったが、さらに細かいことも明らかになった。

「タオ兄弟は双ふた子ごだった。《コルクマン》の機械人形オートマタは内戦の英えい雄ゆうじゃなくて、あいつ自身を模したものだったんだ」

　手紙から読み取る限り、国境なき医師団の一員として現地入りした当初は、真っ当な医い療りよう行こう為いに従事していたようだ。最初から殺人を目的としていたとは考えにくい。

「真面目そうな人なのに、なんで殺さつ人じん鬼きになっちゃったのかな」

「ガキの頃ころから占うらないのせいでひどい目にあってたんだ。腹の底ではずっと占うらないが憎にくかったんだろうさ。だから、怒いかりの矛ほこ先さきが政治やゲリラに行かず、占うらない師しに行ったのさ」

「ただの逆さか恨うらみってこと？」

「筋は通るだろ。ほら、実際、弟が占せん兵ぺいとなった時には、祝福する一方で、戒いましめるようなことを書いている。『今でも占うらないを全ての基き盤ばんとする街の在り方は間ま違ちがっていると思う』『占うらないは心を鈍にぶらせ、判断を誤らせる』とかさ」

「でも《星ほしの眼め》の力で自分自身が未来を視みるすごい力を手に入れたんでしょう。それなのに、まだ占うらないが憎にくいのかな？」

「ジェイルズだからな。過去の妄もう執しゆうに、囚とらわれたままでいるんだろうよ」

　ルートは「はあ」と深いため息をついた。

「私、占うらないって、人を幸せにしてくれるものだと思ってたんだけどな。こんな、占うらないに人生振ふり回まわされてる人がいるの、なんか、悲しい」

「ヤツの使い方が悪いだけで、占うらないそれ自体に、いいも悪いもないさ。痕トレースの力だってそう。薬になるか、毒になるか。幸福になるか、不幸になるか。そいつを決めるのは、使う当人。だろ？」

「……うん。それもそうだね」

　ルートは、へらっと笑った。

「ともかく、タオ・イーとコールマン・スミスのミッシング・リンクは、これで埋うまった。それに、占うらない師しを攫さらう理由もな」

　内戦勃ぼつ発ぱつ後ご、やりとりは少なくなり、内容も一変する。それまでは近きん況きよう報告が中心だったのが、弟から兄への手紙は自分の任務や思想的なものが多くなり、兄がそれに返答する、と言った具合だ。

　話題の中心は、稀まれ世よの占うらない師しだった。荒こう廃はいする金きん港こうでは、地元の人々が稀まれ世よの占うらない師しの登場を渇かつ望ぼうしていた。タオ・フーも例に漏もれず、半ば信しん仰こうに近い気持ちを抱だいていたようだ。

　鍵かぎとなったのは兄から弟への、最後の書簡だった。弟の死を悼いたむ文面から将軍の死後に送られたと思われるが、そこに鍵かぎとなる一文があった。

「『弟よ。安らかに眠ねむれ。私がお前の遺志を継つぎ、稀まれ世よの占うらない師しを見つけ出してみせよう』つまり、あいつは本気で、稀まれ世よの占うらない師しを捜さがしているってことだ」
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　静かな夜だった。通常営業ならどんちゃん騒さわぎの時間だが、老人達は朝早く、夜も早い。皆みなもう、寝ねているのだろうか。

「おいルート、これを……あれ、ルート？」

　報告書作成が煮に詰つまっていた。ルートに意見を求めようとすると、室内に姿がない。

　階下に降りていくと、捜すまでもなく見つかった。がらんとした食堂でミァンと二人きり、何やら親しげに話をしていた。

「…………」

　ここでしゃしゃり出ていくほど、僕ぼくも野や暮ぼじゃない。そっと踵きびすを返したが、「あ、リョージさん」と、背中に声をかけられた。

「お茶ですか？　今お持ちしますね」

「いや、違ちがうんだ。気分転てん換かんに出てきただけさ」

　ミァンを引き止めたところで、テーブルの上に目が行った。

　教科書、学習参考書。筆箱に付ふ箋せん、暗記カード。開いたノートの紙面には、びっしり統プ一ラ言ト語ーが並んでいる。

「ルート先生に、勉強を、教えてもらっていました」

「うむ。ネイティヴの私に教えを請こうてきたのだよ」

　なるほど。統プ一ラ言ト語ーのベースは、エトランゼが話す虚イ数マ言ジ語カだ。両方とも使えるルートは、先生役には適材だった。

「いつの間にそんなに仲良くなったんだ」

「んん？　ひょっとして妬やいてる？」

「ねーよ。急がなくていいから、終わったら上がってこいよ。仕事の話がある」

「あ、それなら大だい丈じよう夫ぶです。勉強は終わって、お喋しやべりをしていたので」

　そそくさと勉強用具を片づけ始めるミァン。結局、気を遣つかわせてしまったようだ。

　鼻歌交じりに階段を駆かけ上あがるルートの背を見つつ、僕ぼくはこっそりミァンに耳打ちした。

「ありがとな」

「えっ？　何がですか？」

「あいつはさ。同年代の女の子との交流が、ほとんどないから。君と話せるのが、すごく嬉うれしいんだと思う」

　ミァンはにこりと笑みを見せた。

「どういたしまして。そうやって、言葉にできるといいですね」

　今度は僕ぼくが「何を？」と問いかける番だった。

「言葉にしなくても伝わる気持ちもあるけれど、言葉にした方が、もっと伝わるってことです」

「それは……また、女の勘かん？」

「ただのアドバイスです。おやすみなさい、リョージさん」

　小さく手を振ふり、ミァンはカウンターの奥おくへと消えた。




　自室に戻もどり、再度報告書にとりかかる。ルートの手を借り、キリのいいところまで進めることができた。

「サンキュな、ルート。助かった」

「ふふん。どういたしまして」

　これで、今日のお勤めは終了だ。ミァンが淹いれてくれた苦くう茶ちやをすすり、人ひと心ごこ地ちついた。

「あー落ち着く」

「……了りよう次じって妙みように爺じじい臭くさいところあるよね」

　ルートはテーブル上の小皿に、じっとりとした視線を向けた。

「日本の人は海外にインスタント味み噌そ汁しるとか漬つけ物ものを持っていくって聞いたことはあるけど、魔ま法ほう瓶びんに蜂はち蜜みつ漬づけの梅を入れて持ち歩く人っていないと思うの」

「別にいいだろ。梅は消化を助けるんだぞ」

　爪つま楊よう枝じに刺さし、一口。甘あま酸ずっぱい味が、口の中に広がった。

「姉ちゃんがこれ好きでさ。僕ぼくは大して好きじゃなかったんだ」

「ふーん。成長して味覚が変わったのかもしんないね」

　味覚の変化、というより思い出補正が効いているのだろう。




『了りよう次じはどうしてこんなに美お味いしいものが好きじゃないのかなあ』

『んーっ！　甘くて、酸っぱくて、幸せ！』

『食べすぎ？　あのね、了司。梅は消化を助けるのよ。だから、たくさん食べても太らないの』




　囓かじりながら目ま蓋ぶたを閉じると、もそもそ食べている理り子こ姉ちゃんの姿が浮うかんできて、いつも懐なつかしい気持ちになる。

「私もいつか、味や匂においがわかるようになったらいいな」

　ぽつりと、ルートが呟つぶやく。

「稀まれ世よの占うらない師しに会ったら、色々、聞いてみたらいい」

「色々って？」

「そりゃあもちろん、帰郷のこととか……元に戻もどる方法とか」

「ああ。それは聞かなくていいよ」

　僕ぼくはルートの顔をまじまじと見つめた。怒おこっても、拗すねてもいない。平板な表情だった。

「なんでだよ？　エルミに帰る方法がわかるかもしれないだろ」

　ルートは眉まゆを八の字に下げ、困り顔を作った。

「了りよう次じが行くところなら、私はどこにだってついていくし、了りよう次じのやることなら、私は何だって協力するよ。でも、了りよう次じには了りよう次じのやり方があるように、私には、私のやり方があるのだ」

「稀まれ世よの占うらない師しに聞くのは、お前のやり方に合わない、ってこと？」

「そういうこと。私の未来は、私が決める。誰だれにも決めて欲しくない」

　僕ぼくはふと、χカイとのやりとりを思い出した。未来を変えられると思っているのは僕ぼくと同じでも、ルートの中では自分で変えることに、こだわりがあるのだ。

「わかったよ。なんか、お前らしいよな。そういうの」

　ルートの顔に、柔やわらかな笑みが浮うかぶ。

「私、わかってるから。了りよう次じはちゃんと、理り子こさんのことだけじゃなくて、私が帰る方法も考えてくれてるって」

「つっ、ついでだぞ。ついでに聞いてみたらどうかなって、思っただけだ」

　こういう空気は、どうも苦手だ。

　胸が、ざわつく。少しだけ首を動かし、ルートから視線を外す。

「私は自分のことも、エルミ村のことも、ぜーんぜん覚えてないし、村の写真とか見ても何にも思い出せない。でも『エルミ』って言葉はすごく特別なんだ」

　そう言いながら、ルートは光の方に手をかざしてみせる。

　光を透とう過かも反射もしない、エトランゼだ。人の掌てのひらのように、色味が変化することはない。

「私は、知りたいのだ。ザ・デイのあの瞬しゆん間かん、私達に何が起こったのか。今の私が、どうして今の私になったのか。エルミに帰ることができれば、全部わかる。そんな気がするんだ」

「でも……そうじゃなかったら、どうするんだ。わからなかったら」

「うーん、それは困る」

　恐おそろしくあっけらかんと、ルートは言う。

「わかるかわからないかは、わからないよね？　実際に帰ったエトエランゼがいないんだから」

「まあ、それはそうだけど」

「なら、私はわかるって信じる。信じるのは、自由だ」

　ルートの言葉には、諦あきらめも悲しみもなかった。

　強くて純じゆん粋すいで、ただただ、まっすぐな気持ちがあった。

「なら、僕ぼくもわかる派に一口乗ってやろう」

「あら了りよう次じさん、珍めずらしくポジティヴじゃありませんか？」

「いいじゃないか。信じるのは自由なんだろ」

　ルートは、にんまりと笑った。噓うそのない、いい笑顔だった。




　　　　　＊




　翌早朝、周辺一帯に警報が発令された。

　隈くま取どりの仮面に黒マントの怪かい人じんが、屋根から屋根へと跳とび移うつりながらこちらに向かってきている。誘ゆう拐かい犯はんが現れたのだ。

　報告を受け、慌あわてて階下へ降りていくと、想定通り、占うらない師し達たちが食堂に集まっていた。

　床ゆかの一部が跳はね上あがり、ぽっかり穴が開いていた。占うらない師し達たちは列を成し、穴に吞のまれていく。これは、想定外だった。と言うか、こんな空間があることを知らなかった。

「こんなこともあろうかと、地ち下か壕ごうを造ってあるのさ」

　目を白黒させる僕ぼくに、ドゥア婆ばばが声をかけてきた。

「じゃ、後は任せたよ」

　僕ぼくの肩かたを叩たたき、地ち下か壕ごうに消えるドゥア婆ばば。

　食堂の片かた隅すみでは、パグ犬を連れた英国紳しん士しが紅茶を飲んでいる。その一角だけ流れている時が違ちがうような、あまりにいつも通りの光景だった。

「おはよう、了りよう次じ君。空気のいい朝だね」

「マイペースすぎるわ」

「有事の際こそ、心の平安が大事なのだよ」

　隠かくし戸どがばたんと閉まった。避ひ難なん誘ゆう導どうに当たっていた占せん兵ぺいが、風のように消える。

　食堂に取り残されたのは、ライナーとエトランゼだけになった。

　ティータイムを終えたχカイが、隠かくし戸どの上に陣じん取どった。ジャケットなし、紐ひもタイにサスペンダーと、動きやすそうな軽装だった。

「了りよう次じ君、手加減なしで構わんのだろうな？」

「ああ。周辺住民も避ひ難なんさせたし、準備万ばん端たんだ。好きなだけ暴れるといい」

　正直、χカイが相手をすると申し出てきた時は裏があるんじゃないかと勘かん繰ぐったが「私も雇やとわれの身だ。そろそろ活かつ躍やくの場が欲しいのでね」とのことだった。

　議会には、領主側の僕ぼくばかりが目立っているのを、面おも白しろく思わない者もいる。働いてますよアピールをするには、またとないチャンスだった。

　果たして。避ひ難なん完かん了りようから五分と経たたず、誘ゆう拐かい犯はんは食堂に姿を現した。

「ようこそ緑りよく龍りゆう亭ていへ」

　恭うやうやしく礼をするχカイ。もぬけの殻からの食堂を見、誘ゆう拐かい犯はんは九十度首を傾かしげた。

「よお、小こ僧ぞう。久しぶりだな」

　誘ゆう拐かい犯はん──《コルクマン》は、気軽な口調で僕ぼくに話しかけてきた。

「ところでさ、俺おれ、場所、間ま違ちがえたか？　占うらない師しがうじゃうじゃいるって聞いたんだけど」

　前回やり合った時の後こう遺い症しようか、合成音声の質感が劣れつ化かしている。

　頭を上げたχカイは口くちの端はしを釣つり上あげ、悪あく魔まのように嗤わらった。

「自己紹しよう介かいがまだだったな、《コルクマン》。私はχカイ。こっちは相棒のフェンだ」

「はあ。ひょっとしてここの占うらない師しってあんたらだけ？」

「私は科学者だ。いや、今は、狩人ハンターと名乗るべきかな」

　節くれだった指を、χカイはコキポキと鳴らした。

「さあフェンや。狩かりの時間だ」

　引き止める間もなく、χカイはフェンの首輪を外していた。

「「ここで解放!?」」

　僕ぼくとルートの叫さけびが重なる。

　黒いパグが爆はぜ、飛散した闇やみがχカイを吞のみ込こんだ。そのまま膨ふくれ上あがり、形を成していく。

　現れたのは、軽自動車ほどの身みの丈たけがある黒犬。全身から瘴しよう気きが湯気のごとく立ち上る。

　──久しぶりに見る《魔ま犬けん》。相変わらず禍まが々まがしい異い形ぎように圧あつ倒とうされる。まさに、伝説の悪魔の黒犬ブラツク・シヤツクだった。

《コルクマン》の反応は素す早ばやかった。回れ右をすると、一目散に逃にげ出だしたのだ。

「ゲホッ、あ、逃にげた」

「χカイ、早く外に出ろ。ルートが苦しんでる」

「これは失礼」

　尾おを巻きつつ《魔ま犬けん》が出ていく。距きよ離りを置き、僕ぼく達たちも外に出る。

《魔ま犬けん》は巨きよ大だいな体たい軀くに似合わない身のこなしで軽々と屋根にジャンプし、《コルクマン》を追い立てにかかった。《コルクマン》の姿は既すでに目視できる範はん囲いにはなかったが、《魔ま犬けん》の鼻が逃のがすことはない。

　僕ぼくに同じ芸当はできない。電動二輪トロツターで、地道に後を追う。追つい跡せきしている占せん兵ぺいが目となり耳となり、おおよその位置を、逐ちく一いち報しらせてくれている。

《コルクマン》は大通り沿いをスクエア方面に移動しているようだ。追っ手を撒まくのに適切な経路ルートではない。とにかく逃にげたところまでは大正解だったが、衆目を集めるのが目的だとすれば、《コルクマン》は完全に《魔ま犬けん》の力量を見誤っている。

　大通りに出ると、二者の姿が視し認にんできた。

　赤い屋や根ね瓦がわらの上で、黒マントが逃にげ、黒犬が追う。その差は民家一戸分と言ったところか。

　スタートで稼かせいだはずの距きよ離りは、既すでに縮まっている。

　世にも珍めずらしい犬のエトランゼであるフェンは、エトランゼでありながら、ジェイルズに匹ひつ敵てきする奇き妙みような能力を有している。首輪を外されると巨きよ大だい化かし、《魔ま犬けん》へと変へん貌ぼうするのだ。

《魔ま犬けん》化かしたフェンは性格が凶きよう暴ぼう化かし、そのままでは手がつけられなくなる。そこでχカイは自分がフェンの中に入ることで、行動を制せい御ぎよしている。
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「……って前にχカイが言ってたけど、完全に弄もてあそんでるよね、あれ」

「……ああ。えげつないな」

　ネズミを弄もてあそぶ猫ねこならぬ、人形を弄もてあそぶ犬。つくづく、敵に回したくない相手だ。

　僕ぼくは二輪の速度を赤ゲージまで上げ、追いついたところで、指笛でχカイに注意を促うながした。

「χカイ！　遊んでないで早く捕つかまえろ！」

　反応は、劇的だった。《魔ま犬けん》は黒い暴風と化し、瞬しゆん時じに《コルクマン》を吞のみ込こんだ。

「って、うおい、喰くうなよ!?」

「大だい丈じよう夫ぶ。χカイは理性を失っていないよ。ほら」

　黒い暴風は路上に着地し、犬の姿に戻もどった。

　その前まえ脚あしの下には、踏ふみ敷しかれる《コルクマン》の姿があった。

「気分はどうだ、《コルクマン》」

「あんたか。最悪だ」

「占うらない師しの居所を吐はけ」

「知らないな」

「この期ごに及およんでシラを切るのか」

「知らないものは知らねえよ。俺おれの仕事は攫さらうことだ。その後どうなるかなんて、知ったこっちゃないね」

「何だと？」

　突とつ然ぜん、《コルクマン》が金属の軋きしむような異音を発した。

「あんた、まさか俺おれ様さまが無策で、のこのこ出てきたとでも思ってんのか？」

　このタイミングで、眼グ鏡ラ型ス電レ子イ端ヤ末ーにコールがかかった。

　占せん兵ぺいの一人から、リアルタイムの映像が送られてきた。ミァン。背後に、黒マント。赤黒黄で隈くま取どりされた面。

「声がおかしいとは思ったが……お前、ダミーか!?」

「そういうこった。《魔ま犬けん》にゃ気をつけろって散々言われてたしな。ハナっからやり合う気はねえよ」

　声はたしかに、《魔ま犬けん》の足あし下もとの機械人形オートマタからだったが、そこはいくらでもごまかしが利きく。動かすのも、単純な動作の繰くり返かえしぐらいなら遠えん隔かく操作でクリアできる。

「あー、あんたが疑問に思うのはもっともだ。犬コロの鼻をどうやって騙だましたかってところだろ？　いいぜ。特別に教えてやる。なにせ、あんたのおかげなんだからよ」

「僕ぼくのおかげだと？」

「そうだ。あんた、自分の一部を切きり離はなしてたろ？　あれが俺おれにもできないかってやってみたのさ。そしたら、できちゃったのよ。俺おれの一部を仕し込こんだ、俺おれのニオイのする、素す敵てきなオモチャが」

　完全に裏を搔かかれた。

　怒いかりの感情を抑おさえ、映像に目を凝こらす。

　場所は、緑りよく龍りゆう亭ていの食堂。壁かべを背に、ミァンを盾たてにするような位置取りだった。

　狙そ撃げき、突とつ入にゆう、どちらも絶望的だ。

「小こ僧ぞうだけ戻もどってこい。犬コロはそこで大人しくしてな」

　ダミー機械人形オートマタが一いつ瞬しゆん、光った。と思った次の瞬しゆん間かん、爆ばく炎えんが《魔ま犬けん》の足あし下もとを灼やいた。生身であれば大おお火傷やけどだが、《魔ま犬けん》にしてみればタバコの火を踏ふみ消けすようなものだろう。

「χカイ、ここは大人しく待っていて……χカイ？」

「オオオオオオォォォォォォン…………」

　遠とお吠ぼえが、空気を割った。《魔ま犬けん》の毛並みが、黒炎のように逆立つ。

　アイコンタクトだけで、ルートは指輪を投げて寄こした。

《魔ま犬けん》と正対する。闇を塗ぬったような口こう腔くうから、黒い息が漏もれた。

　全身に、震ふるえが走る。瘴しよう気きで、頭がクラクラする。

「おいχカイっ、聞こえてるなら返事をしろ！」

　返ってきたのは、くぐもった唸うなり声ごえだけだ。

　まずい。今の爆ばく発はつに何か細工があって、χカイに、何かあったのか。

　──やむを得ない。

　犬の弱点は、皮ひ膚ふの薄うすい腹。そして、感覚が集中している鼻。目の前にあるのは、鼻だ。

　僕ぼくは、左小指に再度、指輪を通した。左ひだり腕うでが、影かげに変化する。

「おおおおおおおおおおおおおおっ！」

　あらん限り声を上げ、本能が伝えてくる恐きよう怖ふを、マヒさせる。助走で弾はずみをつけ、跳ちよう躍やくし、影かげ化かした左手で《魔ま犬けん》の鼻はな頭がしらを思いっ切り叩たたいた。

「ギャンッ」

　効いた、と思った次の瞬しゆん間かん、僕ぼくの体は宙を舞まっていた。

《魔ま犬けん》が首を振ふり上あげ、僕ぼくを突つき上あげたのだ。

　反射的に体を丸め、頭を守る姿勢を取った。

　ぼすっ、と思っていたよりもはるかに弱い衝しよう撃げきと、全身を包み込むような感覚があった。

　顔の前で組んでいた腕うでを、ゆっくりと解く。

　全身に、網ネツトが絡からみついていた。白服が周囲を取り巻いている。どうやら、占せん兵ぺい達たちがうまい具合にキャッチしてくれたようだ。

「ありがとう、助かった」

　網あみを裂さき、僕ぼくを引っ張り出してくれた占せん兵ぺいに礼を言う。

　一件落着、のわけもない。目の前には、変わらず猛たけり狂くるう《魔ま犬けん》がいる。

「ッ!?」

《魔ま犬けん》がわずかに姿勢を低くした。後うしろ脚あしが盛り上がる。周囲に占せん兵ぺいがいるのに、飛びかかってくるつもりか。

　僕ぼくは再び距きよ離りを詰つめ、鼻を叩たたいた。《魔ま犬けん》は首を勢いよく振ふり、僕ぼくを振ふり払はらう。

　が、これは予測できていた。僕ぼくは受身を取り、すぐさま身を引いた。

「いい加減目ぇ覚ませっ！　このクソ爺じじいっ！」

《魔ま犬けん》は唸うなり声ごえを上げるばかりで、理解の色は微み塵じんもない。僕ぼくに牙きばを剝むかないところを見るとかろうじて理性は残っているのだろうが、このままでは野生に吞のまれるのも時間の問題だ。




　その時だった。

　とんでもなく場ば違ちがいなエプロンドレス姿の少女が、《魔ま犬けん》の足あし下もとに、身を投げ出すようにして躍おどり出でた。

「……あの馬ば鹿かっ!!」

　考えるよりも先に体が動いた。《魔ま犬けん》の足あし下もとに飛び込み、引ひき戻もどそうと腕うでを摑つかむ。

　ルートは逃にげるどころか、弱々しくもたれかかってきた。慌あわてて抱だきとめる。その顔は、蒼そう白はくだった。

「何を考えてるんだ!?　《魔ま犬けん》の瘴しよう気きは、お前にも毒なんだぞ！」

「ゴホッ、知ってるよ。でも、止めなきゃ」

「止めるってど」

　ルートはそっと、僕ぼくの唇くちびるに人差し指を置いた。

「了りよう次じ、お願いだから、ゲホッ、ちょっと黙だまってて」

　そして、澄すんだ青い瞳ひとみを《魔ま犬けん》に向けた。

「Hei kai! Don't you give the credit to Ryouji?（χカイ、ここは了りよう次じに花を持たせてくれないか）」

　ルートの呼びかけた言葉は、統プ一ラ言ト語ーではなく、英語だった。

　むせながら、ルートは言葉を続ける。

「Not a free. I'll pay reasonable value.（タダとは言わないよ。相応の対価は払はらう）」

《魔ま犬けん》が、目を細めた。

「未来視の真相、知りたくない？」

「Truth?（真相だと）」

　言葉が、通った。

　ルートはランドセルから膨ふくらんだポリ袋ぶくろを取り出すと、《魔ま犬けん》目がけて投げつけた。

「香こうの材料だ。調べてみるといい」

　ポリ袋ぶくろが闇やみに吞のまれた。沈ちん黙もくが、場を支配した。

《魔ま犬けん》の目が、閉じる。逆立っていた毛が、凪ないだ。そして脚あしを折り曲げ、腹を地につけ──伏ふせた。

　黒い巨きよ軀くが縮み、消える。後には、老人と小型犬が残った。

「……………………」

　束つかの間まの静せい寂じやくは、ゲホゲホッ！　という激しい咳せきで破られた。僕ぼくはルートを抱かかえ上あげ、すぐさまχカイから距きよ離りを取った。

「無茶しやがって。χカイが耳を貸さなかったらどうするつもりだったんだ」

「ゲホッ、無茶は了りよう次じの方だ。あのままごり押おししていたら《魔ま犬けん》と、本気ばとるになるところだったのだぞ」

　χカイは放心していたが、しばらくすれば回復するだろう。

　むせるルートの背中を、僕ぼくはそっと、さすってやった。

「わかってる。ありがとう。助かった」

「どういたしまして」

　ルートは、横よこ倒だおしになった二ト輪ロを指し示した。

「行こう。ミァンを助けに」

　僕ぼくは黙だまって、頷うなずきを返した。




　二ト輪ロを飛ばし、緑りよく龍りゆう亭ていに戻もどってきたが、玄げん関かん前まえの通りにみっちりと詰つめかけたマスコミと野次馬が進路を塞ふさいでいた。

　野次馬の中に、王ワンや、見覚えのある給仕の少女の姿があった。占うらない師し達たちは地下に避ひ難なんしたが、従業員は残っていたのか。

　彼等の視線の先──ミァンを盾たてにした《コルクマン》の機械人形オートマタが、こちらを睥へい睨げいしていた。

「見てるかぁ!?　インチキ占うらない師しども！　お前らが出てこないせいで、何の罪もない少女が犠ぎ牲せいになってるんだぜぇ!?」

　ミァンが両りよう腕うでを広げ、天を仰あおぎ、叫さけぶ。

　ミァンの背には、墨すみのように濃こい影かげが、べったりと張りついている。どうやらあの影かげが、ミァンを操パりペ人ツ形トのように操あやつっているようだ。

　人の群を搔かき分わけ、占せん兵ぺいの築いたバリケードを越こえ、僕ぼく達たちはようやく玄げん関かん先さきに辿たどりついた。

「よお。来たか小こ僧ぞう」

　ミァンの声で、《コルクマン》が言う。

「何が望みだ」

「まあ、落ち着けよ。俺おれは、あんたとお喋しやべりしたかったんだ。その証しよう拠こにほら、あんたが犬コロと遊んでいる間も待ってやったろう？」

　僕ぼくはルートに、アイコンタクトで意見を求めた。

「悪意や敵意は感じないよ」

　自信なさげにルートが言う。当然、この流れなら先日の仕返しに来た、と見るのが筋だ。

　──腹を括くくるしかあるまい。

「奇き遇ぐうだな。僕ぼくもお前に色々と聞きたいことがある」

　操パりペ人ツ形トになったミァンが、こちらに腕うでを突つき出だした。

「その物ぶつ騒そうな指輪をよこしな。この前みたく寝ね首くびを搔かかれちゃたまんねえ」

「そいつはできない。ルートに預けて、立たち退のかせる。それ以上を求めるなら、話はしない」

　僕ぼくは左ひだり腕うでを通常モードに戻もどし、ルートの左薬指に指輪があるのを見せつけた。ルートは僕ぼくの意図をきちんと理解し、無言で頷うなずいて走り去った。

「まあいい。妥だ協きようしよう。他の奴やつ等らにも引いてもらおうか」

　僕ぼくが指示せずとも、占せん兵ぺいが動いた。見事な手て際ぎわで人波を誘ゆう導どうし、みるみるうちに通りが空っぽになった。

「さて《コルクマン》。お望み通りにしてやったぞ。用件を言え」

「そう息巻くなって。用件なんてねえよ。俺おれは本当にただ、誰だれかと喋しやべりたかっただけさ。こんなになっちまって、相手がいなくて参ってたんだ」

「同調型シンカーとでも喋しやべればいい」

「冗じよう談だんきついねえ。あいつらじゃ話し相手になんねえよ。ほれ、俺おれに色々聞きたいんだろ？　大サービスで答えてやるよ」

　──今の《コルクマン》からはアジトで最初に出会った時同様、口の軽い印象を受ける。おまけに自由の身になり、浮うかれて口のネジが緩ゆるんでいる、そんな話しぶりだ。

　眼グ鏡ラ型ス電レ子イ端ヤ末ーに、ルートからのコール。ステルスモードでテキストを読む。

『ミァン奪だつ還かん作戦』。思わず、頰ほおが緩ゆるむ。実にルートらしい、奇き策さくだった。

「任せる」

　僕ぼくは一言だけ返し、《コルクマン》の警けい戒かい心しんをさらに緩ゆるめるべく、眼グ鏡ラ型ス電レ子イ端ヤ末ーをはずした。こちらのやりとりがルートに聞こえるよう、回線はオンのままだ。

　期せずして、《コルクマン》とサシで話すチャンスが巡めぐってきた。

　──準備が整うまで、時間を稼かせがなければならない。《コルクマン》を惹ひきつける特大のネタが、こちらには、ある。

「《コルクマン》。お前は、タオ・イーなのか？」

　僕ぼくは策を弄ろうさず、ストレートに言葉をかけた。

「……そんな話、どこで聞いた」

「タオ兄弟の往復書簡が残っていたんだ」

　突とつ然ぜん、ミァンの体が、ぶるぶると震ふるえ始めた。

「ミァンっ！　おいっ、ミァンに何をする！」

　返事はない。何か起きているのか。全身に、嫌いやな汗あせが滲にじむ。

　ミァンの震ふるえが、止まった。

「いかにも。俺おれは……私は、タオ・フー将軍の兄、タオ・イーだ」

　声はミァンのままだったが、どこか、トーンが変わった。

　冷静に。僕ぼくは自分に言い聞かせ、言葉を探した。

「お前が、占うらない師しを攫さらう目的は、稀まれ世よの占うらない師しか」

「そうだ。天は私に、今一度チャンスをくれた」

《コルクマン》の物言いから軽けい薄はくな調子が消え、知性を感じさせるそれに変わった。

　──こっちが、《コルクマン》いや、タオ・イーの本ほん性しようなのか。

「どうしても、納なつ得とくいかなかったことがある。お前は、占うらないを微み塵じんも信じちゃいないし、占うらない師しを信じちゃいないんだろ。占うらないの才がないがために渡と米べいして、医者になった。だよな」

「その通りだ」

「この街の在り方に否定的なお前が、どうして占うらない師しの頂点である稀まれ世よの占うらない師しを望む。弟のために、信念を曲げたってのか？」

「私は信念を曲げたわけではない。曲げられたら楽だったんだが、生来、強ごう情じようなものでね」

　ミァンが、自じ嘲ちよう気ぎ味みに肩かたを揺ゆすった。

「稀まれ世よの占うらない師しの実在を信じるためには、まずは占うらないの真実性を証明しなければならなかった。その研究のために、私は内戦後もこの地に留まったのだ」

「……オーケイ。おさらいしようか、《コルクマン》。十八年前、生身だった頃ころのお前は、若い女性の占うらない師しを攫さらい、殺し、首をねじ切り、剝はく製せいにし、寝しん室しつに並べていた。認めるか」

「認めよう。全て認めよう」

「占うらないの研究の、どこをどう履はき違ちがえたら殺さつ人じん鬼きになるんだ」

「私は、こう仮定したのだ。占うらない師しの力が本物なら、その体には普ふ通つうの人間とは異なる、人の未来を占うらなうための器官があるはずだ、と」

　バラバラだった歯車が嚙かみ合あわさり、嫌いやな音を立てる。

「お前まさか、その器官を探すために占うらない師しを殺したのか!?」

「そうだ。可能な限りの実験をし、データを取り、頭からつま先まで、徹てつ底てい的てきに解かい剖ぼうした。サンプルを若い女性占うらない師しに統一したのは、比ひ較かく対象がやりやすかったから、剝はく製せいは廃はい材ざい活用の趣しゆ味みといったところだ」

　吐はき気けのするような理り屈くつだった。

「もっとも、今となっては昔の話。そんな証明は不要になった。なにせ《星ほしの眼め》の力を手に入れたのだからな」

　眼グ鏡ラ型ス電レ子イ端ヤ末ーがピッと小さな電子音を発した。ルートからのゴーサインが、きた。

「最後の質問だ、《コルクマン》。なぜ同調型シンカーと手を組んだ」

「利害関係の一いつ致ちだ。稀まれ世よの占うらない師しでないなら、攫さらった相手に用はない。しかしあやつらは、稀まれ世よの占うらない師しでもないただの占うらない師しを欲しがる。私は占うらない師しを攫さらい、不要になった時点で引ひき渡わたす。あやつらは物、金、情報、必要なものを揃そろえる。そういう関係だ」

　──なるほど。同調型シンカーにとって《コルクマン》は便利な手て駒ごまだが、《コルクマン》にしてみれば、強力なサポーターを得たようなものだ。

「了りよう次じ・Ａ・スキップハート。君は、私に人ひと攫さらいをやめさせたいんだな？」

「当たり前だ。お前をとっ捕つかまえて、お前が攫さらった占うらない師しを解放するのが、僕ぼくの仕事だ」

「だったら、私に協力してくれ」

　何を言われたのか、一いつ瞬しゆん、理解できなかった。

「面おも白しろくもない冗じよう談だんを」

「冗じよう談だんではない。稀まれ世よの占うらない師しさえ見つかれば、私には占うらない師しを攫さらう理由がなくなる」

「断る。お前を捕つかまえればいいだけの話だ」

「タダでとは言わない。協力してくれるなら、君の知りたい未来を視みてやろう」

「馬ば鹿か言え」

　これ以上、言葉を交わす気が失せた。

　疑問は、氷解した。行動原理も、理解できた。

　共感できるところは、一つもなかった。

　僕ぼくは左小指に指輪を通し、腕うでを影かげに変化させた。《コルクマン》が一歩、下がった。

「その腕うで、どうして」

「指輪が一つだけだなんて、誰だれが言った」

　そう。指輪は小指と薬指の二つ。ルートには、返したフリをしただけだ。

　そしてこれも、《コルクマン》の注意を完全にこちらに向けさせるためのブラフだった。

　次の瞬しゆん間かん、飛来したボウガンの矢が、機械人形オートマタの背に命中した。

　狙そ撃げき兵へいによる、精確無比な射しや撃げきだった。

「！[image: にじゅういんようふ]＃＄％＆[image: ]!?」

　機械人形オートマタが仰あお向むけに、ミァンがうつぶせに倒たおれた。

　機械人形オートマタの背から、どす黒い影かげが血のように染しみ出だしていく。

　人形を傷つけたところで《コルクマン》本体にダメージはない。しかし矢の先には、ルートの指輪がくくりつけてあった。

　プラテウム合金製の指輪なら、虚きよ数すう界かいに干かん渉しようできる。ただし対虚きよ数すう界かい相手でも、稀き少しようで高価なプラテウムを普ふ通つう、武器にはしない。

　ズウンという低い音おん響きようとともに屋根が崩くずれ、大量の白はく煙えんが上がった。屋内に潜ひそんでいた占せん兵ぺいが、仕かけた火薬を起き爆ばくさせたのだ。

　続けざまに、煙けむりの中から二つの影かげが飛び出した。

　一方は、ボロボロの黒マントだった。分が悪いと判断したか、屋根の上を踊おどるように跳ちよう躍やくし、戦線から離はなれていく。白しろ装しよう束ぞくが後を追うが、あのスピードだ。到とう底てい、追いつけまい。

　もう一方は、ミァンを担かついだ占せん兵ぺいだった。占せん兵ぺいは常じよう人じん離ばなれした身体能力で跳ちよう躍やくし、僕ぼくのそばに着地した。

　どこかで見た白い仮面をはずす占せん兵ぺい。白い肌はだに、白い髪かみ。赤い目が顕あらわになった。

「お前は……」

「サプラーイズ、と。やーお兄ちゃん。奪だつ還かん成功だよ。あ、そこの人。これあげる」

　ＤＤは奪だつ還かんしたミァンを、担たん架かを持って駆かけ寄よってきた占せん兵ぺいに引ひき渡わたした。

「くぅおおおおおおおおおのおおおおおおおっ!?」

　奇き声せいを上げ、ルートが僕ぼくとＤＤの間に割って入ってきた。

「泥どろ棒ぼう猫ねこっ、了りよう次じに近づくな!!」

「お、落ち着こう。ルート。こいつが占うらない師しを奪だつ還かんしてくれたんだ」

「そーだよ。私、大だい活かつ躍やくよ？」

　微び妙みように煽あおってくるＤＤだが、大だい丈じよう夫ぶ。こういう時のルートの扱あつかいは心得ている。

「ほら、ルート、お前の作戦、ばっちりだったじゃないか」

「…………」

「流石さすがルートさん、すごいなー、天才だなー」

　いつもならここでふんぞり返るところなのだが、ルートはなぜだか、物もの憂うげな表情だっだ。

　褒ほめが足りないのだろうか。

「あのね、了りよう次じ。実はちょっと、困ったことになって」

　言いにくそうに、ルートは切り出した。

「矢につけた指輪ね、信号が、全然拾えないの」

「え？」

　ただの指輪なら探し当てるのは困難だが、そこは科学技術の結けつ晶しよう、近きん距きよ離りにあれば特とく殊しゆな電波で精度の高いサーチができる。はずだ。

「まさか、故障？」

「かもしんない。それか、排はい水すい溝こうに入っちゃったとか」

　あの指輪、確か僕ぼくの稼かせぎで一年分ぐらいのお値段だったような。

「元気出しなよ、お兄ちゃん。ほら、これあげるからさ」

　ＤＤは袖そで口ぐちについている瞳ひとみの紋もん章しようを歯でちぎり、僕ぼくに寄こした。

「なんだ、これ」

「いいから。きっと役に立つ時が来る」

　意図しているところはわからないが、とりあえず、受け取っておく。

「実は私、金きん港こうを離はなれることになったんだ」

「さようなら」

「いやーん。少しも名残なごりを惜おしまないその態度が好きよ」

　身をくねらせるＤＤ。惜おしむ名残なごりがどこにもなかった。

「用ってヤツは片づいたのか」

「あ、うん。期待したほどの成果はなかったけど、もうリミットだ。《魔ま犬けん》に嗅かぎつけられる前に逃にげます。それから最後に、内ない緒しよのお話」

　ＤＤは僕ぼくの耳みみ許もとに顔を近づけ、声のトーンを落とした。

「観光船用船着き場近くのＮ７って倉庫を探して。いいものが見つかるよ」

「それはどういむぐっ!?」

　嚙かんだわけではない。

　問いただした僕ぼくの顔に、ＤＤの顔が近づいて、ちゅっと。

　唇くちびるで、唇くちびるを塞ふさがれた。

「じゃあね、お兄ちゃん。今度会ったら、また体について語り合おう☆」

　余計な一手間と一言を残して、ＤＤは走り去っていった。

　恐おそる恐おそる、振ふり返かえる。

　凍こおりついた表情のルートが、死んだ魚のような目で僕ぼくを見つめていた。

「お、おい、聞いたかルート。Ｎ７倉庫に何があるんだろうな？」

「…………」

「ルートさん？　聞いてます？」

「………………」

　無言が怖こわい。

「頼たのむ。何か言ってくれ」

「……………………不潔」

　コメントが、一昔前の少女漫まん画がだった。




　　　　　＊




　その夜、こんな夢を見た。

　緑りよく龍りゆう亭ていの食堂で、僕ぼくはミァンと二人で、苦くう茶ちやを飲んでいる夢だった。

「助けていただいて、ありがとうございました」

　夢の中でもミァンはミァンらしく、律りち儀ぎに頭を下げた。

「何を言い出すかと思ったら……謝あやまるのは僕ぼくの方だ。伏ふく兵へいに気づけば、君を危険な目に遭あわせることもなかったんだ」

　苦くう茶ちやを口に含ふくむ。夢なのに、風味まで感じ取ることができた。

　このリアリティは、幻影症フオントマノミーとも違ちがう。「明めい晰せき夢む」というヤツか。

「リョージさんに、聞きたいことがあります」

「ん、何かな」

「リョージさんは、お姉さんを助けるために危険な仕事をしているんですよね。リョージさんを助けてくれたお姉さんが知ったら、悲しむと思いませんか」

「うん。だろうね」

「リョージさんが普ふ通つうに、平へい凡ぼんに、幸せに暮らしていくことを、お姉さんは望んでいるんじゃないでしょうか」

　僕ぼくは、首を左右に振ふった。ミァンは、首を傾かしげた。

「ミァン。僕ぼくがこの仕事をやっているのは、姉ちゃんのためだけじゃない。僕ぼく自じ身しんのためでもあるんだ」

「自分の、ため？」

「自分を守るため、かな。ライナーは、ザ・デイの遺産を巡めぐる有う象ぞう無む象ぞうに、常につけ狙ねらわれている。だから皆みな、業界団体に所属して、より大きな力に庇ひ護ごしてもらっているんだ」

「私は、理り屈くつじゃなくて、リョージさんの気持ちが知りたいんです」

　ミァンの漆しつ黒こくの瞳ひとみの中に、動どう揺ようする僕ぼくの顔が映っていた。

　──なぜ、夢の中のミァンにこんなことを聞かれるのか、合点がいった。きっと、心の迷いが、こういう形で現れたに違ちがいない。

「……結局、単純な話でさ。姉ちゃんが僕ぼくに幸せになって欲しいと思うように、僕ぼくだって姉ちゃんに幸せになって欲しい。助けたいから、助ける。それだけだ」

　どうせ、夢だ。そう思うと、素す直なおに言葉が出てきた。

「それにさ。あいつも、ルートのことも、何とかしてやりたいんだよ。だからまだしばらく、辞やめる予定はないかな」

　ミァンは一いつ瞬しゆん目を見開き、それから、柔やわらかく微ほほ笑えんだ。

「やっぱり、リョージさんは、私の見込んだ通りの人でした」

「何だって？」

「改めて依い頼らいします。リョージさん、私を助けてください」

　そのセリフを耳にした瞬しゆん間かん、僕ぼくは思わず「ああ」と声を漏もらしていた。

「ミァン。やっぱり君が、稀まれ世よの占うらない師しなのか」










　６　流りゆう儀ぎの問題




　翌日、ＤＤの言葉を確かめるべく、僕ぼくとルートは、金きん港こうの港にやってきた。日中は昨日の事後処理に追われ、ようやく自分の時間が取れたのは、日が暮れてからだった。

　目的地は、倉庫群の中にある一いつ棟とうＮ７。事前調査で一帯の倉庫群は国有、そして管理委い託たくされている会社の社長は、元チャイナ・マフィア。李リ・峰ホウの子分と言うべき人物だとわかった。

　ここには李リ・峰ホウに、不利益となる何かがある。そう判断した僕ぼくは、領主館を介かいしてではなく、無断で侵しん入にゆうすることにしたのだった。

　……と、偉えらそうに言ってみたものの、僕ぼくは単なる送そう迎げい役やくであり、実際の潜せん入にゆうはルート任せだった。ルートも仕事とあれば自分のポリシーを曲げることを厭いとわない。いかに厳重な警備でも、壁かべ抜ぬけできるエトランゼには無意味だ。

　センサーに引っかかる可能性を考こう慮りよし、電子機器の類は一いつ切さい、持たせていない。連れん絡らく手段がないのは痛いが、隠おん密みつ性せいが優先だった。

　遠目で見ている限り、騒さわぎが起きている様子もない。順調にいっているはずだが、気持ちのざわつきを抑おさえられなかった。

　──危き惧ぐすべきは同調型シンカーだ。姿こそ現さないが、ルートへの襲しゆう撃げきといい、アジビラといい、かつて無い強きよう攻こう策さくに出てきている。あの施し設せつに同調型シンカーが嚙かんでいるとすると、どんな手に出てくるかわからない。

　護身用に僕ぼくの左ひだり腕うでを影かげの杭くいに変えて渡わたしてあるものの、ルートのことだ。万が一のことがあっても使わず、囚とらわれの身になる方を選ぶかもしれない。

　やきもきしながら待つこと小一時間、ルートがひょっこりと姿を現した。長い金きん髪ぱつはひっつめにし、服は黒いタイトなボディスーツに変化させていた。

「ただいま」

「おかえり。どうだった？」

　安あん堵どしたのも束つかの間ま、帰き還かんしたルートからの報告は、予想だにしないものだった。

「間ま違ちがいない。了りよう次じ、《マナ》窟くつだ」

《マナ》窟くつはプラテウム鉱から精製された麻ま薬やく《マナ》を扱あつかう施し設せつだ。《マナ》は強力な幻げん覚かく作用を持ち、しかも一いつ切さい、身体的後こう遺い症しようが残らない。

　ただしその幻げん覚かくは「楽園」と形容される強力な快感を伴ともなう故ゆえ、依い存ぞん性せいは極きわめて高い。国際法で使用が禁止されている代しろ物ものだ。

　もっとも、問題は依い存ぞん性せいよりも超ちようのつくレアメタルが金持ちの道楽に消えることであり、何より、その精製技術が同調型シンカーの専売特許である、という点にある。

　即すなわち、《マナ》窟くつは同調型シンカーの重要な資金源になっているのだ。

　ルートは木の陰かげに入り、ゴソゴソと着き替がえ始めた。

「壁かべ抜ぬけ、できなかったんだよね」

　衣きぬ擦ずれの音に、くぐもったルートの声が混じった。

「《マナ》の影えい響きようか」

「うん、だと思う」

「同調型シンカーはいたか？」

「うん。だから無理せず、早めに切り上げてきたんだ」

　先の例もある。懸けん命めいな判断だった。

「よくばれなかったな」

「まーね。従業員の人に化けたり、カメレオンみたいに擬ぎ態たいして乗り切ったのだ」

　ぽん、と肩かたを叩たたかれる。振ふり返かえると、いつも通りの姿をしたルートが、にっと笑った。

「お客さんは外国人が多いみたいだったよ。この立地なら、船からの直通経路もあるかも」

　海に目をやりながら、ルートが言う。

「黙もく認にんする見返りに、李リ・峰ホウが同調型シンカーからキックバックをもらっていた？」

「うん。どこまで嚙かんでるかわからないけど、黒だろうね。マフィアの親玉だった李リ・峰ホウなら、大たい麻まを流通させていたインフラを《マナ》に転用できるだろうし」

「ドラッグに厳しいんじゃなかったのか」

「大たい麻まには厳しいって話だった。でも《マナ》は大たい麻まと違ちがうでしょう」

「ドラッグには違ちがいないだろ」

「《マナ》は超ちようお金持ちじゃないと手が出せないし、同調型シンカーにしか精製できない。摂せつ取しゆ方法も特とく殊しゆな機材がいるからＮ７倉庫だけで完結してて、街に出回ることがない」

「《星ほしの眼め》からプラテウムが出るって話はなかったよな」

「だね。たぶん、外から持ってきてる。大たい麻まも、元は外国産のものをマフィアが持ってきた。李リ・峰ホウが嚙かんでるなら、そのインフラが使えるんじゃない？」

「……ルート。お前冴さえてるわ」

　ふんぞり返るルートだったが、これは本当に、称しよう賛さんに値あたいする成果だった。

　用よう途とは、政治資金か。いつから癒ゆ着ちやくしていたかは定さだかでないものの、李リ・峰ホウという男の躍やく進しんを同調型シンカーが経済面で支えていたのは間ま違ちがいなく、現政権が同調型シンカーの描えがいた台本シナリオに乗っかっている可能性さえ出てきた。

　──まったく、とんだジョーカーをくれたもんだ。

　こいつが表おもて沙ざ汰たになったら、李リ・峰ホウの失しつ脚きやくはもちろん、命さえ危あやうい。

　いかなる経けい緯いでＤＤがこのカードを手に入れたかはわからない。わからないし、こいつで何をどうしようとしていたのかも、今となっては尋たずねようがなかった。




　緑りよく龍りゆう亭ていに戻もどると、開け放たれた食堂から、様々な香こうの混こん濁だくした臭においが漂ただよってきた。

「おっ、ルートちゃんが帰ってきたぞ」

「ルートちゃーん、こっちだあ」

　手招きする老人の群。「彼ひ岸がんへの水先案内人」というフレーズが脳のう裏りをよぎる。

「了りよう次じ、行ってもいい？」

「まあ……粗そ相そうのないようにな」

　ルートはこのところ、暇ひまさえあれば老人の相手をしている。知識豊富で話し相手に飢うえている老人方と、知識に貪どん欲よくなルートが、うまくマッチしているようだった。

　ルートを食堂に残し、ティータイム中のχカイを冷やかしにいく。僕ぼくにいち早く気づいたフェンがのっそりと身を起こし、尻尾しつぽを振ふった。

　テーブルを一いち瞥べつしただけで、僕ぼくは異変に気づいた。いつものティーセットがない。物もの憂うげな表情でχカイがすすっているのは紅茶ではなく、金きん港こう名物苦くう茶ちやだった。

「宗しゆう旨し替がえか？」

「[image: にじゅういんようふ]When in Rome, do as the Romans do.[image: にじゅういんようふ]（郷ごうに入れば郷ごうに従え）この臭いの渦か中ちゆうでは紅茶の味がわからんのでね」

　食堂の喧けん騒そうを横目で眺ながめつつ、χカイがぼやく。

「お味はどうだ」

「苦い」

　個々に部屋があてがわれているにもかかわらず、老人達は日がな一日、食堂に集まり、雑談や室内遊ゆう戯ぎに興じている。年代が近く同じ占うらない師しとあって誰だれかしら顔見知りがおり、さして苦にも思っていないらしかった。

「君がいない間に病院から連れん絡らくがあった。ミァン嬢じようがＮＩＣＵから一いつ般ぱん病びよう棟とうに移ったそうだ」

「……そうか。順調に回復してるみたいだな」

　救出されたミァンは、すぐさま救急病院に搬はん送そうされた。意識はないものの、バイタル値はほぼ正常、脳波だけが異常な波形を示していた。

　瘴しよう気き中毒の、典型的な症しよう状じようだ。瘴しよう気きに当てられた時間は短く、ダメージは軽けい微び。安静を保っていれば、数日で回復するはずだ。夢のことを尋たずねるのは、もう少し先になりそうだった。

「これを見たまえ。大した書かれようだ」

　χカイは、手にしていたものをテーブルに広げた。地元紙『金きん港こう日につ報ぽう』今日の朝刊だ。

　一面は当然、昨日の事件だった。ミァンと《コルクマン》のツーショットとともに、僕ぼく達たちの失態が槍やり玉だまに挙がっていた。

　領主館経由で報道規制をかけることもできたが、それは敢あえてしなかった。あれだけ衆人環かん視しの中で事が起こってしまったのだから、何も起こらなかったように取とり繕つくろうのは無理がある。

　逃とう走そう後ご、《コルクマン》の足取りは杳ようとして摑つかめていない。行動範はん囲いが金きん港こう一帯という制限はあるものの、身を隠かくす場所ならいくらでもある。範はん囲いが広すぎてフェンの鼻も無効だ。

「今朝方、議長宛あてに誘ゆう拐かいされた占うらない師しの生首が届けられたそうだ。君のところにも、報告が行っているだろう」

　声のトーンを落としてχカイが言う。

「ああ。ご丁てい寧ねいに領主館にも届けられたって話だ」

　声明はないが、先にばらまかれたビラに鑑かんがみれば、メッセージは明白だった。

「同調型シンカーがここまで旗き幟しを鮮せん明めいにしたのは、僕ぼく達たちのやっていることに我が慢まんできなくなったからだ。ターゲットが緑りよく龍りゆう亭ていに籠ろう城じようしているせいで、簡単には手が出せない。計画が頓とん挫ざして、焦あせっているんだ」

「たしかに焦あせりは認められる。だが、向こうが人ひと質じちを抱かかえている以上、形勢はこちらが不利だ」

「おいおい、あんたにしちゃ、珍めずらしく弱気だな？」

「戦せん況きようを冷静に見たまえ。ビラを撒まかれ、さらに昨日の事件だ。金きん港こう世論は確実に我々の排はい除じよへと向かっている。今朝の一件も、いずれマスコミにリークされよう。我々のパトロンがいつまで擁よう護ごしきれるか、わかったものではあるまい」

「首に縄なわがかかってるってのは理解してるさ。だけど、こっちだって、あちらさんの喉のど元もとに手はかかってるんだ」

　給仕の娘こが運んできた苦くう茶ちやを一口、含ふくむ。僕ぼくは顔をしかめ、椀わんを置いた。

　ミァンの苦くう茶ちやには絶ぜつ妙みような苦みの匙さじ加か減げんがあったが、今日の茶はただ苦く、まずかった。

「この街に《マナ》窟くつがあるのを確かく認にんした。しかも、李リ・峰ホウ絡がらみだ」

　χカイは、顔色を変えなかった。既すでに何かを摑つかんでいたか。

「同調型シンカーがザ・デイの再現実験を行うとしたら、そんな施し設せつは造らない。あんたの言う通り、別の狙ねらいがあったってことさ」

　僕ぼくはジェスチャーで電子端たん末まつを起ち上げるようχカイに指示し、自分のレイヤーからデータを送った。

　細かく眼球を動かしてデータを読み取るχカイの顔つきが、みるみるうちに険しくなった。

「これをどこで手に入れた？」

「そいつは言えない。くれたヤツに、義理がある」

　χカイの目が、猟りよう犬けんのように鈍にぶく光る。

「信しん憑ぴよう性せいは？」

「ある。でもまあ、信じざるを得ない内容だろ」

　金きん港こうの議会を牛ぎゆう耳じる議員の一覧と、その施し策さく。バックについている占うらない師しのプロフィール。更さらには献けん金きんの額と、その用よう途と。

　そして、リストに記き載さいされている占うらない師しの九割以上に「missingミツシング」のタグが付けられていた。

　ＤＤがくれた瞳ひとみの紋もん章しよう、その内側に縫ぬい付つけられていたメモリチップの中身が、これだった。

「占うらない師しばかりを狙ねらっていたのは、《コルクマン》を働かせるためだと思っていた。でも、そうじゃない。議会を骨ほね抜ぬきにして瓦が解かいさせ、政権を領主館に一極集中させるためだったんだ」

　レイヤーを外したχカイは、小さくため息をついた。

「……狙ねらいは、クーデターかね」

「だろうな。ヤツらは、この街を丸ごと手に入れて、活動拠きよ点てんにしようとしてるんだ」

　金きん港こうには、彼等にとって申し分ない条件が揃そろっている。痕トレースがあるのは必ひつ須す条件として、観光地化に伴ともない、海路と空路も充じゆう実じつしている。陸路の閉へい鎖さ性せいは、プラスに働く。同調型シンカーが政治と軍事を握にぎり、専門家の渡と航こうを完全に禁じるところまでいけば、後はやりたい放題だ。

《星ほしの眼め》の規模を考えると、単なる中ちゆう継けい地点ではなく、本格的な拠きよ点てんを築くつもりでいるに違ちがいない。中長期的に見れば、一過性の実験よりはるかに質たちが悪い。

　頓とん挫ざすれば同じ立地条件で場所を探すのはほぼ不可能。道理で、攻こう撃げき的てきにもなるわけだ。

「三百人という数字が意味を失った。全員は生きていまい」

　χカイが、力なく首を振ふった。僕ぼくは、レイヤーをコツコツと叩たたいた。

「それでも。少なくとも、ここに載のっている占うらない師しは存命だ」

「利用価値がある限り、だろう。議会が転てん覆ぷくしてしまえば、その保障もあるまい」

「わかってる。だから、あんたにこの話をしたんだ」

　χカイは目玉だけでをぎょろりと動かし、再び、僕ぼくの顔に視点を合わせた。だれていたフェンが、ピンと耳を立てた。

「折り入って頼たのみがある。欧おう科か連れんの力で、海沿いのホテルを虱しらみ潰つぶしに調べて欲しい。特に、李リ・峰ホウとの関係と、ここ最近、妙みように客の出入りが少ないホテルがないかどうか」

　囚とらわれの身となっているのは、金きん港こう一流の占うらない師し達たちだ。彼等を救い出すことができたなら、それなりの見返りは期待できる。

「委細、承知した」

　説得の必要はなかった。考えるまでもないという風だったが、博愛精神で動くジジイではない。χカイが首を縦に振ふるのは、メリットを把は握あくできた時だけだ。

「おめでとう、了りよう次じ君。ようやくゴールが見えてきたな」

「ちえっ。他ひ人と事ごとみたいに言いやがって」

　食堂から、一ひと際きわ大きな歓かん声せいが上がった。

　輪の中心には、椅い子すの上に立ち上がったルートがいた。何やら面おも白しろいことを言ったのか、老人達が皆みな、愉ゆ快かいそうに笑っている。

「私はこれで失礼するよ」

　χカイがうざったそうな顔で立ち上がった時だった。

「旦だん那なぁ！」

　突とつ然ぜん、王ワンが悲鳴じみた声を上げた。

　フロントを見れば、大した距きよ離りもないのに、なぜか笑顔で、大おお仰ぎように手を振ふっていた。

「オーナーから、電話、ミァンが、目を、覚ましたそうです！」




　ほぼ丸一日後、病院の一室で、僕ぼくとミァンは再度、顔を合わせた。面会時間はとっくに過ぎていたが、どこから手が回ったのか、すんなりと入れてもらえた。僕が駆かけつけた時にはサイドテーブルに語学参考書を広げて勉強するまでに回復していた。

　血色もよく、自覚症しよう状じようもないという。軽かったにしても、脅きよう威いの回復力だった。

　ベッドサイドには、ドゥア婆ばばの姿があった。座ったまま目ま蓋ぶたを閉じ、じっと動かない。

　僕ぼく達たちの来訪に身じろぎもしなかったが、眠ねむっているのか、狸たぬき寝ね入いりか、判別できなかった。

「私に話があって来たんですよね。大だい丈じよう夫ぶです。師し匠しようは全て、ご存ぞん知じですから」

　そういうことならば、逡しゆん巡じゆんは不要だ。

　そして話題は必然的に、昨晩の夢の続きだった。

「ミァン。君が、稀まれ世よの占うらない師しなのか」

「はい。リョージさん、あんまり驚おどろかなかったですね。ひょっとして、勘かんづいてました？」

「いや。でも君にそうだと言われて、すごく腑ふに落ちたんだ」

「はっ？　へっ？　ミァンが稀まれ世よの占うらない師し??」

　ミァンの告白に、一人、目を丸くするルート。ドゥア婆ばばは、さしたる反応を見せなかった。

　──稀まれ世よの占うらない師しが初めて枕まくら元もとに立ったのは、金きん港こう初日の夜。あの時点で出会った現地人の中で、一番まともに話をしたのはミァンだった。

「どうして僕ぼくなんだ。助力を請こうなら、たまたまやってきた僕ぼくより、ドゥア婆ばばに頼たのむのが筋ってもんだろう」

「それが答えですよ。たまたまやってきた、何の関係もない人だったから。それに、この人なら私を色眼鏡で見ずに、力になってくれるかもって思ったからです」

　ミァンの回答は明快だった。

「本当はもっと早く、相談したかった。でも、リョージさんを失望させたくなくて、なかなか言い出せなかったんです。私の目は、私の未来しか視みえないって」

「？　どういうことだ？」

　ミァンはほんの少し、伏ふし目めがちになった。

「……八年前のあの日、私は《星ほしの眼め》の真上にいました」

「なっ!?」

　謎なぞかけのようなミァンの言葉が、一気につながった。

「奪われたのか!?」

　ミァンは、小さく頷うなずいた。

　答えは簡単だ。稀まれ世よの占うらない師し──ミァンは、僕ぼくと同じ、ライナーだった。

　何のことはない。回復が異常に早いのはライナーの特性だ。

　理り子こ姉ちゃんが時間を、僕ぼくが体を奪うばわれたように、ミァンは未来視の力を奪うばわれたのだ。

　結論は単純だった。稀まれ世よの占うらない師しは本物だった。が、ここでも僕ぼくの使命は果たせない。

　────またかよ。

　何度も、何度も、何度も、味わってきた辛しん酸さんだ。これで何度目だ。もうわからない。

　喉のどが、渇かわいた。吐はき気けがする。頭が、痛い。

　了りよう次じ、とルートが囁ささやいた。不安気なルートの顔。

「あの、ごめんなさい。私、無力で」

　動どう揺ようさせてしまったのか、ミァンの声が震ふるえていた。

「……すまない。もう、大だい丈じよう夫ぶだ」

　何か言いかけたミァンを、僕ぼくは手で制した。

「ちょっと、頭の中を整理したい。今、質問しても大だい丈じよう夫ぶか」

　ミァンはピンと背筋を伸のばし、居ずまいを正した。

「はい。何でも聞いてください」

　冷静に、と僕ぼくは自分に言い聞かせ、深呼吸し、心を落ち着けた。

「以前の君は、もっと強力な未来視だった、ってことだよな」

「はい。もっと鮮せん明めいに、色んなことが視みえました」

「自分の未来に限定すれば、自在に視みえるのか？」

「意識して視みようとすれば、ぼんやりと視みることはできますが、はっきりとは視みえません。全く視みえないこともあります」

「……いつから自覚があった？　自分が未来視で、稀まれ世よの占うらない師しだって」

　ミァンは少し、考える素す振ぶりを見せた。

「自分に不思議な力があるってことは、物心ついた時からありました。でも、稀まれ世よの占うらない師しだと自覚したのは、それよりも後です」

「視みえなくなってから？」

「はい。八歳さいで師し匠しように弟で子し入いりして、占うらないの勉強をするようになって、本当に未来が視みえるのは普ふ通つうじゃないって、気づいたんです。未来が視みえるって人は、この街では珍めずらしくないですし、それまでは特別だと思っていませんでした」

「ああ……なるほど」

「夢む告こくの力に気づいたのも、同じ頃ころです。お話に出てくる稀まれ世よの占うらない師しと一いつ緒しよだなって思って」

　僕ぼくはスクエアで見た光景を思い出した。以前から、稀まれ世よの占うらない師しもどきは、うじゃうじゃいたのだろう。

　──稀まれ世よの占うらない師しは、保守派の切り札となる存在だ。ミァンの正体を知っていながらドゥア婆ばばが沈ちん黙もくを守っていた理由が、これか。

「事情は理解できたけど、『助けてください』ってのは、どういう意味なんだ。国外逃とう亡ぼうでもするつもりか？」

　ミァンは、左右に首を振ふった。

「自分でもよくわかりません。私、どうしたらいいんでしょう」

「なんで？」

　我が慢まんできなくなったのか、ルートが口を挟はさんできだ。

「広い世界を見たいっていうのが、ミァンの夢なんでしょう!?　だったらこのまま正体隠かくして、夢のために頑がん張ばればいいじゃん！」

「私は、稀まれ世よの占うらない師しです。占せん王おうになるのが、天命なんです」

「天命なんて、そんなの関係ない！」

　興奮気味に身を乗り出したルートを、僕ぼくは腕うでで押おしとどめた。

「ルート。少し落ち着け。ミァンが困ってるだろ」

「ごめん。でも、ミァンの人生は、ミァンのために生きなきゃだめだよ」

　ミァンは険しい表情で、小さく頷うなずいた。

「稀まれ世よの占うらない師しの売りは、強力な未来視だ。それを失った君が占せん王おうになったところで、やっていけるのか？」

「自信は、ありません。でも、どうしたって私は、稀まれ世よの占うらない師しなんです。天命から逃にげることはできません」

　ミァンはきつく、拳こぶしを握にぎった。シーツに、無数の皺しわが寄った。

　黙だまっていれば自責の念に苛さいなまれ、暴ばく露ろすればその義務を果たさざるを得なくなる。どちらも苦しい──それで、「助けてください」か。

「少し、考える時間をくれないか」

　無言で頷うなずくミァン。ドゥア婆ばばがくしゅんと、小さなくしゃみをした。




　雲の多い、暗い夜だった。

　緑りよく龍りゆう亭ていの自室に戻もどってきた時には、二十二時を回っていた。一気に疲ひ労ろう感かんが込み上げ、ベッドに投げた身を起こす力が湧わいてこなかった。

「了りよう次じ、協会からメールだよ」

　眼グ鏡ラ型ス電レ子イ端ヤ末ーをかけると、ルートはメールを転送してくれた。

　内容は、依い頼らいしていた調査の結果報告だった。金きん港こうで流通している生せい鮮せん食品を協会経由で専門機関に送り、分ぶん析せきに回していたのだ。

　結果は全て「シロ」。傷口に塩を塗ぬられる気分だった。

「食べ物が原因じゃないってわかったんだから、一歩前進。でしょ？」

「無む駄だに前向きだな」

「無む駄だじゃないぞ。まだ、ツナギが残ってる」

　ツナギ。ドゥア婆ばばにもらい、χカイに渡わたった黒土。今いま頃ごろχカイが分ぶん析せきに回しているはずだが、あれから何も聞かされていない。

　レイヤーに金きん港こうの市街図が表示された。最北東部が赤くマーキングされている。

「ばーちゃんに教えてもらった。ツナギが採れるポイントだ」

「……いつの間に」

「むふふ。できる女は先手を打つものなのだよ」

　さいですか。

「明日の午後、空いてるでしょう。サンプル採りに連れってって欲しいなーなんて」

「わかったよ。明日の午後な」

「やったー。スケジュールに入れまーす」

「仕事の残りを片づける。集中したいから一人にしてくれ」

「ん。わかった。私、下にいるから、何かあったら呼んでね」

　ドアが閉まる。僕ぼくは寝ねそべったまま、思考の沼ぬまに沈しずんだ。

　──ずっと考えていた。昨夜の夢は、完全にイレギュラーだった。いつも上う手まく出てくることができなかった稀まれ世よの占うらない師し、即すなわちミァンが、昨夜に限ってあんなにはっきりと姿を現すことができたのは、なぜか。

　今し方のミァンとのやりとりで疑念は形を伴ともない、一つの仮説にまとまりつつあった。

　ミァンの主張をまとめると、

　①彼女は本物の稀まれ世よの占うらない師しであり、未来視の超ちよう能のう力りよくを持っている。

　②稀まれ世よの占うらない師しとは五百年周期で現れる本物の予知能力者であり、痕トレースや虚きよ数すうエネルギーとは関係がない。

　ここまでは認めよう。けれども、

　③人の夢に自在に現れ、お告げをすることができる。

　これは今一度、再考しなければなるまい。

　今まで僕ぼくは、未来視は予知の一種で、夢む告こくは予知夢のバリエーションだと思っていた。

　ミァンによれば、未来視は物心がつく前からの力で、夢む告こくは、未来視の力を大きく損そこなって以降。発はつ露ろの時期が、大きくずれる。

　矛む盾じゆんとまではいかないが──違い和わ感かんが、ある。

　夢む告こくがあった、というケースがこれまで複数件あり、さらに僕ぼく自じ身しんが経験したせいで、夢む告こく＝稀まれ世よの占うらない師しの必ひつ須すスキルのように思っていたけれど、元は伝説上の設定だ。

　夢む告こくの他にも雷かみなりを放つとか、火を吹くとか、空を飛ぶとか、稀まれ世よの占うらない師しは伝説に事欠かないが、これらは全部まとめて必要条件じゃない。オプションだ。

「稀まれ世よの占うらない師し」の定義は強力な未来視、この一点だけ。ならば、未来視と夢む告こくは、そのメカニズムを別個に考えるべきじゃないか？

「……」

　僕ぼくは跳はね起おき、急いでパソコンに向かった。

　自分の思いつきに指が震ふるえ、打だ鍵けんが捗はかどらなかった。

　もしこの仮説が正しければ、未来視とは別の可能性が見えてくる。

　即すなわち、ミァン自身が気づいておらず、想像もしていない、第三の選せん択たく肢しが。

　そして、理り子こ姉ちゃんの蘇そ生せいにつながりうる、新たな一手が。




　　　　　＊




「きゃーっ!?」

　翌日。着き替がえを済ませて緑りよく龍りゆう亭ていを出たところ、黄色い声を上げながらルートが飛びかかってきた。

「…………」

　ルートは僕ぼくの頭からつま先までを無言で眺ながめ渡わたした後、やはり無言で僕ぼくの周りをぐるぐると周回し始めた。

「……あのー、ルートさん？　一体何をしているのかな？」

「うん？　了りよう次じがいつもと違ちがう格好してるから、視線でなめ回してるんだよ」

「やめていただけるだろうか」

　今日の僕ぼくは全身白、占せん兵ぺいの軍服だった。グェンに一式、揃そろえてもらったのだ。

　風向きが悪くなっている時分、流石さすがにいつもの格好で出ていくのは危険だ。この格好なら一いつ般ぱん人じんはおいそれと近づけないし、ヘルメットと眼グ鏡ラ型ス電レ子イ端ヤ末ーがあれば、簡単にはバレまい。




　電動二輪トロツターのスロットルを開き、進路を北東に取る。敢あえて混雑した表通りを行くのは、裏道の整地に不安があるのと、雑ざつ踏とうに紛まぎれた方が身バレしにくいからだ。

　整然とした中心街を抜ぬけると道みち幅はばが狭せまくなり、赤い瓦かわら屋や根ねが減り、薄うす汚よごれたコンクリのビルが増えてきた。密集した建造物のせいで、昼間なのに道は薄うす暗ぐらい。この辺りじゃ、日照権という言葉は存在しないらしい。

「ところで了りよう次じ。ＤＤが逃にげたこと、χカイに教えてあげた？」

「教えるつもりはないね。χカイに今、ここを離はなれてもらっちゃ困る」

「もーう。どうしてそんなにχカイに冷たいの」

「相あい容いれないからさ。あいつと、僕ぼくは」

　きっとルートは、不思議そうな顔をしているのだろう。

「前にさ、χカイに、調査員になった経けい緯いを聞いたことがあるんだよ。『面おも白しろいから』だってさ。『私のような学者崩くずれが、六十過ぎてこんな面おも白しろい目に遭あうとは、人生とは何が起こるかわからんものだ』って」

「いいじゃない。χカイらしくて」

「あいつは、明確な目的を持って動いているわけじゃない。善悪でもないし、義理人情でもないし、利害とか、損得勘かん定じようでもない。判断基準は、面おも白しろいか面おも白しろくないか。僕ぼくには、全く理解できないメンタルだよ」

「あー……うん。ちょっと納なつ得とくした」

　途と中ちゆうからナビの詳しよう細さい図ずが消え、コンパスと距きよ離り表示に切きり替かわった。この先は地図がアテにならないから頼たよるなよ、ということだ。

　正味一時間ほどで、建物の群を抜ぬけた。道がなくなったところで、二ト輪ロを止める。

「ここでいいのか？」

「婆ばあちゃんは、ちょっと奥おくに行かなくちゃいけないって言ってた」

　周囲はぼうぼうの草地、さらに先は、木々が覆おおっている。

「了りよう次じ？　どうしたの？　ぼーっとして」

「あ、いや。なんか、この光景に見覚えがあるんだ」

「おおう。了りよう次じ、鋭するどい。ここ、《星ほしの眼め》にすごく近いから、植生が同じなんだと思う」

　多く生えているのは膝ひざの高さぐらいの植物だ。細長い種子はイネ科植物の特とく徴ちようだが、全体的に黒ずんでいる。元からなのか、何かの病気なのか、いずれにせよ雑草という以上の印象はない。

「流石さすがに二ト輪ロじゃ入れそうにないな」

「私が行くから、了りよう次じはトロちゃん見張ってて」

「あんまり遠くに行くんじゃないぞ」

「はーいわかってまーす」

　元気のいい生返事だった。

　ルートを待っている間、レイヤーで地元ニュースを漁あさる。

　χカイを警けい戒かいしたか、あれから《コルクマン》は動きを見せていない。これはむしろ、よくない徴ちよう候こうだった。

　僕ぼく達たちの逗とう留りゆう期間には、リミットがある。持久戦は圧あつ倒とう的てきに分が悪いのだ。

　いくらも経たたないうちに、ルートは戻もどってきた。

「どうだった」

「へへへ。収しゆう穫かく収しゆう穫かく」

　ルートの手には、ジップ付きのポリ袋ぶくろが二個。中身はそれぞれ黒い土と、植物だ。

「草もいるのか？」

「うん。土と草、混ぜて使うんだって」

「ふーん……」

　ポリ袋ぶくろをランドセルにしまったルートは、びしっと来た道を指差した。

「せっかく遠くまで来たのだ。街を散策していこう」

「この辺に見るものなんてないだろ」

「あるよ。だってここ、ミァンが生まれ育った地区だもん」

　ルートはいたずらっぽく、ちろりと舌を出した。

「それが本命の用事か」

「そ。草むしりは、ついで。ミァンが見てきたものを見れば、ミァンの気持ちに近づけるんじゃないかなって思ってさ」

「……悪くないアイディアだ」

「でしょう？」

　建物があるところまで戻もどり、そこから二ト輪ロを手で引いて、しばらく歩いてみた。

　二ト輪ロで走っている時は物もの寂さびしく見えていた風景も、歩いてみると味わいがある、ということもなく、ボロ屋はどうしたってボロ屋だった。

「廃はい屋おくばっかりなんだろうね」

「ボロ屋」と「廃はい屋おく」。微び妙みようなニュアンスの違ちがいは、人が使っているかどうかの違ちがいだ。

　建物の密度の割に人ひと影かげはまばらで、静かだった。人目を警けい戒かいしなければならない立場としてはありがたいが、何やら事情がありそうだ。

　物知りルートに尋たずねると、案の定、調査済みだった。ここ半世紀で移民層の暮らしに憧あこがれた地元民の生活スタイルが変化し、海側と中央に人口が集中、地場産業を糧かてとしてきた周辺部の地元民が困こん窮きゆうし、過か疎そ化かとスラム化が進んだのだという。

「この辺もそう。山野草の収集や栽さい培ばいに携たずさわる人が多く住んでたところだ。でもそれだけじゃ生活できなくなって、海外産の大たい麻ま栽さい培ばいに手を出したのだな」

　ルートの話が、グェンから聞いた大たい麻まの話とつながった。

「摘てき発はつされたんだよな」

「うん。数年前の一いつ斉せい摘てき発はつで、たくさんの人が獄ごくにつながれた。ミァンの両親も、その時に」

　僕ぼくは思わず、歩を止めた。

「病室でばーちゃんにミァンの家族のことを聞いたんだ。ミァンが倒たおれてもだーれも来ないだなんて、おかしいなって思って」

「今も獄ごく中ちゆうってわけか……」

「ミァンの弟や妹は親しん戚せきに預けられて、ミァンがお金を送っているそうだ」

　聞けば聞くほど、気分が暗くなる話だった。




　道みち端ばたに豆まめ菓が子しの露ろ店てんが出ていたので、買って一服することにした。売り子のおばちゃんの言葉を翻ほん訳やく機きで拾ってみたが、訛なまりのせいか、うまく機能しない。

　身み振ぶり手て振ぶりで豆まめ菓が子しと苦くう茶ちやが欲しい、と伝えるところまでは問題なかったが、大量の豆まめ菓が子しを、お金を受け取らずに渡わたそうとしてくるのには参ってしまった。どうやら占せん兵ぺいの白服のせいらしく、ルートを介かいして何とか適量を購こう入にゆうすることができた。

「ふう、休きゆう憩けいのつもりが、変に疲つかれたな」

　ベンチに座り、揚あげた豆まめ菓が子しをつまみ、苦くう茶ちやをすする。ここに来て一番の濁にごり具ぐ合あい、苦みも濃のう厚こうだが、豆まめ菓が子しと一いつ緒しよにいただくと、ちょうどいい加減だった。

「やっぱり、見てよかった。ミァンの気持ち、少しわかった」

　ぽつりと、ルートが言う。

「ばーちゃんが、言ってたんだ。ここの人達は、稀まれ世よの占うらない師しもダグンパも本気で信じてるって。お話の登場人物じゃなくて、血肉を伴ともなった存在なんだって。聞いた時は、正直、ピンとこなかった。スクエア見てたら、稀まれ世よの占うらない師しって客寄せパンダみたいな扱あつかいでしょう。でも、あそこの人達は少数派の上うわ澄ずみなんだよね。多数派の、ずっとここに住んでいる土着の人は、こーいう貧しい暮らしをしてる。心の底から、稀まれ世よの占うらない師しに救って欲しいって願ってる。希望の星なんだ」

　ルートの言わんとしていることが、何となく、伝わってきた。

「それでも私は、絶対に反対」

　ぼそりとルートが言う。

「だって、おかしいでしょ。なんでミァンが、全部背負い込まなくちゃいけないの」

「……まあ、な」

「了りよう次じは、どう？　何かわかった？」

「いや。逆にわからなくなったよ」

　稀まれ世よの占うらない師しは、世を救ってくれる。ミァン自身も貧ひん困こんの渦か中ちゆうで、ずっとそう聞かされ、信じて生きてきたのだろう。

　天命だと、ミァンは言った。

　彼女にはわかっているのだ。自分だけの問題ではなく、たくさんの人の希望を、背に負っているということを。

　沈ちん黙もくが、結果的に裏切りになるということを。

　真面目な娘こだから、きっと、ずっと、悩なやんで、苦しんできたのだろう。

　──そんな気持ちを知ってしまったら、僕ぼくの方こそ、どうしていいかわからなくなる。

「ねえ了りよう次じ。兄弟ってそんなにいいものなの？」

　ルートの声が、思考を遮さえぎった。

「なんだよ、いきなり」

「ミァンも、了りよう次じも、兄弟や姉妹しまいのために頑がん張ばってるでしょう。《コルクマン》だって、やり方は間ま違ちがってるけど、根っこにあるのは、弟の願いを叶かなえてやりたいって気持ちだ。そーいう気持ち、兄弟愛、っていうのかな。私には、よくわからなくて」

　そう言うルートは苦笑いをしながら、なんだかとても、寂さびしそうに見えた。

　エトランゼには、家族に関する記き憶おくも当然、ない。

　しかも、第二の台帳ドウームズデイ・セカンドに記された「ルート」は修道院暮らしの孤こ児じだった。

「ルート。お前にはちゃんと、わかってるはずだ」

「へっ？」

「同じだから。お前が、僕ぼくのために頑がん張ばってくれるのと、同じ気持ちだ」

　ルートははっとして僕ぼくを見つめてくる。

　逸そらそうとした顔は、視線に絡からめ取とられたように動けなかった。

　ルートは肩かたをそっと、僕ぼくの肩かたに寄せてきた。

　薄うす桃もも色いろの唇くちびるがわずかに動く。

「……そうなのかな？」

「そう。そういうもんだ」

「そっか。だったらきっと、いいものなのだろう」

　片方の頰ほおが妙みように、熱い。視線に耐たえられず、僕ぼくはルートの頭にヘルメットを被かぶせてやった。

「帰るぞ。早く後ろ乗れっ」

　ルートはしっかりとヘルメットを被かぶり直なおし、はにかんだ。

「ふふふ。はーい」




　夕方、緑りよく龍りゆう亭ていに戻もどってくると、王ワンからミァン退院の報告を受けた。

「ミァンは今、どこに？」

「ドゥア婆ばばの部屋です。看かん病びよう疲づかれで具合が悪くなったそうで、ドゥア婆ばばを看みてます」

　ミイラ取りが、ミイラになったらしい。

　すぐにでも会いに行きたいところだったが、別段、急せく理由もない。

　落ち着いたら会いに来るよう、王ワンに伝言を頼たのみ、僕ぼく達たちは部屋に引ひき揚あげた。

　着き替がえを済ませたところで、ノックの音がした。ミァンかと期待したが、やってきたのは意外にも、χカイとフェンのペアだった。

「やあ了りよう次じ君。これはいい部屋に泊とまっているな」

「何しに来たんだよ。部屋探しなら他を当たってくれ」

「ご挨あい拶さつだね。せっかく差し入れを持ってきたのに」

　χカイが差し出したのは、見覚えのある黒いポリ袋ぶくろだった。

「ツナギ？　解かい析せき結果が出たのか？」

「今だ！　とうっ!!」

　ルートがすかさず空間投とう影えいディスプレイを起動させる。目に飛び込んできたタイトルロゴ風の文字は『今明かされる！　未来視の全て！』だった。

「ばばーん！　今から未来視の種明かしをしたいと思います！」

　愉ゆ快かいそうに、χカイが口こう角かくを上げる。フェンが、ちぎれんばかりに尻尾しつぽを振ふる。

　……なるほど。知らないのは僕ぼくだけか。

「いつの間に打ち合わせたんだよ」

「むふふ。どうだ了りよう次じ。サプライズだろう」

　投とう影えい画像が変わり、見たことある表が出てきた。以前、ネヴァダの調査報告をルートが再さい分ぶん析せきし、まとめたものだ。

「前回までのおさらい。痕トレースの影えい響きようを受けていないのは『現地系の年寄り』と『華か僑きよう系けいの若者』に偏かたよっている。環かん境きよう要因だと考えてここの食品を検査したけど、異常はなかったのであった」

「おさらいはいい。早く結果を教えてくれ」

「はいはい急せかさないの。急せかすの、了りよう次じの悪い癖くせ。話には、順序というものがあるのだ」

　ルートは、ランドセルからポリ袋ぶくろに入った土と、しなびた草を一ひと摑つかみ、取り出した。

「ツナギの原材料。さっき採ってきたこれね。土は粘ねん土ど質しつの珪けい藻そう土ど。草の方はイネ科植物の一種だ。解かい析せき結果については、χカイにバトンタッチ」

　ルートが座り、χカイが立ち上がった。

「解かい析せきの結果、ツナギには麦ばつ角かく菌きんという、イネ科植物に寄生する細さい菌きんが含ふくまれることがわかった。麦ばつ角かく菌きんは、幻げん覚かく症しよう状じようのある酸さんを造る。そしてこの酸さんは、ＬＳＤの主成分だ」

　──ＬＳＤ。強力な幻げん覚かく作用を持つドラッグだ。

　画像が変わる。顕けん微び鏡きよう写真と、化学式だった。

「この麦ばつ角かく菌きんは、未発見の変異種だ。こやつの造る酸さんについてはまだ解かい析せき途と中ちゆうだが、既き存そんの酸とは異なる化学式を持っていることがわかった」

　χカイはしなびた草を手に取り、しげしげと見やった。

「元々この植物には微び量りようの麦ばつ角かく菌きんが含ふくまれていた。それがザ・デイ以降に変異し、爆ばく発はつ的てきに増え、効果も強力になり、『未来視』なる特異な幻げん覚かく症しよう状じようを引き起こすようになったのだろうな」

　僕ぼくはそっと、ツナギの袋ふくろを手に取った。

「発はつ症しようの偏かたよりは、どう説明するんだ」

「鍵かぎはやはり、文化習しゆう俗ぞくの違ちがいだ。香こうを焚たく習慣は現地系住民のもので、華か僑きよう系けい住民にはない。だが、この街に住み、空気を吸っている以上、微び量りようでも確実に、吸い続けることになる。したがって華か僑きよう系けい住民に関しては、移住から長くいればいるほど、年を取れば取るほど蓄ちく積せきされ、発はつ症しようしやすくなるわけだ」

　χカイは再び、画像をルートの表に戻もどした。

「現地系住民はまた、事情が異なる。香こうの中には麻ま薬やくに分類されるものも含ふくまれているが、ここの住民は平気で吸っているだろう。多くの住民が、母ぼ胎たいにいる時から香こうに親しみ、長い年月をかけて微び量りようを摂せつ取しゆし続けることで体が慣らされ、耐たい性せいができている。そして若い世代ほど、その耐たい性せいがない」

　ルートが手を挙げ「異議ありっ！」とアピールした。

「私はχカイと意見が違ちがうんだよね。香こうって、ものすごくたくさんの材料が混ざっているでしょう。中には体に毒になるものもあるけれど、その毒に対たい抗こうする成分も含ふくまれてるんじゃないかな。ちゃんと全部吸う、って言い方はおかしいかもだけど、現地系の人はいいものも悪いものも全部吸ってるんだと思う。華か僑きよう系けいや現地の子どもは環かん境きようで何となく吸ってるだけで意識して吸わないから、毒の力が色いろ濃こく出ちゃうんだ」

　χカイとルートは未来視と赤目の関係について論を戦わせ始めたが、僕ぼくは聞く耳を持たなかった。

　──植物の奇き形けい化か。痕トレースの、典型的な異常現象の一つだ。

　──直接の原因は、麦ばつ角かく菌きんの変異種が作る酸さん。そして、そいつを摂せつ取しゆする文化的土ど壌じようが、この街にあったこと。

　頭の中で、未来視のカラクリとなった歯車を、一つ一つ点検した。

　一度は諦あきらめかけた未来視だが、そういうことなら、希望が出てくる。

　ずしりと重い、黒い袋ふくろ。これは、未来視を引き起こす魔ま法ほうの土だ。

　効果に不安はあるものの、こいつだけを直接、大量に吸えば──いけるかもしれない。

　すっと、白い手が伸のびてきて、僕ぼくの手からツナギをもぎとった。

　顔を上げる。ルートも、χカイも、険しい表情で僕ぼくを睨にらんでいた。

「了りよう次じが何考えているかわかるけど、だめ」

「話を聞いていなかったのかね。これはドラッグだ。大量に摂せつ取しゆすれば、脳がやられる」

「でも、試ためす価値はある」

　χカイの顔に、哀あわれむような表情が浮うかんだ。

「確実性がない方法を試ためし、結果、上う手まくいかなかったらどうする。頭がおかしくなった君が、別の方法を捜さがせるとでも？」

　僕ぼくは顔を伏ふせ、視界からχカイを消した。そうでもしないと、殴なぐりかかってしまいそうだった。

「出て行け」

　χカイは何も言わず、席を立った。後を追うフェンの姿が、視界の端はしに映った。

「了りよう次じ、χカイは」

「少し、一人にしてくれ。頼たのむ」

　伏ふせた顔を、上げることができなかった。今、ルートの顔を見たら、ひどい言葉をぶつけてしまいそうだった。

　静せい寂じやくが訪おとずれる。頭の中がぐるぐると回っている。両の腕うでで抱かかえても、止まってはくれない。

　──どうしてこうもうまくいかない。稀まれ世よの占うらない師しも、未来視も。摑つかんだと思ったら、指の隙すき間まからすり抜ぬけていく。

　ルートも、ミァンも、χカイも。誰だれも、何一つとして、わかっちゃいない。

　同情？　憐れん憫びん？　優やさしさ？　そんなもので理り子こ姉ちゃんが救えるか。

　全部が全部、だめになったわけじゃない。昨晩考えた、あの手がある。それがダメなら、ツナギを試ためしたっていい。

　──正義漢ぶるな。情を捨てろ。誓ちかったはずだ。理り子こ姉ちゃんのことを一番に考えて、理り子こ姉ちゃんのためなら何でもすると。

「ああ、ちくしょう」

　肚はらの中で煮にえたぎる黒々とした感情が、怨えん嗟さとなって口くちの端はしから漏もれる。

　どのくらいそうしていただろう。

　頭の中のぐるぐるが落ち着いた。僕ぼくは、ゆっくりと面おもてを上げた。

　部屋の隅すみで丸まってるルートと、目が合った。

「……いたのか」

「うん。そっち、行っていい？」

　見られたくないところを、見られた。けれども、見られてよかったような気もした。

「話、聞いてくれるか」

　ルートはこくりと頷うなずき、僕ぼくの隣となりに腰こしかけた。

　僕ぼくは、昨晩考えた「ある仮説」をルートに披ひ露ろうした。

　夢む告こくが生来持っていた能力ではなく、ライナーとして獲かく得とくした能力だとすれば。

　僕ぼくが体を失い、形を変える力を得たように、ミァンは未来視を失い、夢む告こくの能力を得た──そう仮定すれば、源みなもとは虚きよ数すうエネルギー。同じライナーである僕ぼく相手では、力が干かん渉しようし合う。上う手まくいかなかったのは当然だ。

　虚きよ数すう産業界では、瘴しよう気き、つまり虚きよ数すうエネルギーの奔ほん流りゆうに当てられると、ライナーの能力が一時的に底上げされるケースが知られている。弱毒が免めん疫えき力りよくを高めるのになぞらえ、「ワクチン効果」と呼ばれている。

　一昨日の夢がワクチン効果なら、整合性は取れる。

「失われた未来視には頼たよれない。けれど、アレを再現できれば、ミァンを介かいして、理り子こ姉ちゃんと意思の疎そ通つうができるかもしれない」

「ミァンに、瘴しよう気きを吸わせるつもり？」

「まさか。ワクチン効果は偶ぐう発はつ的てきなもので、再現する手段は確立されていない。ミァンを再度瘴しよう気きに当てたところで、うまくいかないだろうさ」

「じゃあ、どうするの」

「今のミァンは、経験則で能力を発はつ露ろさせているにすぎない。つまり十分、伸のびしろはあるんだ。僕ぼくみたいに専門機関で理論を学んで、訓練を積めば、いつかきっと、そのレベルまで達することができる」

「それって、ミァンを協ウ会チに引き込むってことだよね」

　ルートの口調に、責める調子は微み塵じんもなかった。

「そういうことに、なるだろうな。他の悪徳同業者に奪うばわれる前にミァンを保護するんだ。そうすれば外の世界を見て回ることができるし、報ほう奨しよう金きんも、出る」

　ルートは、沈ちん黙もくを返してきた。罵ば倒とうも、批ひ難なんもなかった。

「最低だろ。僕ぼくを信じて、頼たよってきてくれたミァンを、利用することばかり考えてるんだぜ」

　乾かわいた言葉を並べ立てたところで、自己欺ぎ瞞まんにしかならなかった。

　──わかっちゃいるんだ。理り子こ姉ちゃんのためにミァンを犠ぎ牲せいにしていい理由は、この世界のどこにも、ない。

「ミァンの告白聞いた時も、そうだ。一いつ瞬しゆん、思っちまったんだ。稀まれ世よの占うらない師しの力が使い物にならないんじゃ、あいつの……《コルクマン》の力を借りるのもアリかなって」

　ルートは黙だまって、僕ぼくの顔を見つめている。青く、不思議な光を放つ双そう眸ぼうが「大だい丈じよう夫ぶ？」と言っているみたいだった。

　女難の相が出ている、とドゥア婆ばばに言われたのを、脈みやく絡らくもなく、思い出した。

　何の気なしに顔に手をやり、ぎょっとした。人の形をしている左手が、まるで得体の知れない別の生き物の手のように見えた。

「止めないよ」

　見み透すかしたように、ルートは言う。

「私は、了りよう次じのパートナーだ。二年間ずっと、ずーっと、了りよう次じを見てきたのだぞ。了りよう次じが理り子こさんを救いたいって気持ちが生半可じゃないのは、私が一番、よく知ってる。それがどんなに難しいことかも、理解しているつもり」

　ルートの手が伸のび、白く細い指が僕ぼくの左手をそっと、握にぎってきた。

「だから、了りよう次じがちゃんと決めたことなら、それがたとえ誰だれかを不幸にするやり方でも、私は止めない。どんな結果になっても、私は、了りよう次じのそばにいる」

　ふっと、胸のつかえが取れた。

　体内を巡めぐっていた黒い感情が漏もれ出でで、蒸散していくような錯さつ覚かくがあった。

　──ああ、そうか。僕ぼくは、止めて欲しかったのか。

「ルート」

「なに、了りよう次じ」

　僕ぼくは深く息を吸い、吐はいた。

「……よし。腹、決めた」

　ルートは手を放し、穏おだやかに微ほほ笑えんだ。

「そう。よかった」




　階下が静かになり、南天に明るい月がかかった夜分、ミァンが苦くう茶ちやセットを持って僕ぼくの部屋にやってきた。

「ばーちゃんの具合、どう？」

　ルートが問うと、ミァンは神しん妙みような面おも持もちになった。

「今は落ち着いています。私のせいで、気き疲づかれさせてしまったみたいで」

「まあ、座って」

　椅い子すを勧すすめると、ミァンは遠えん慮りよがちに腰こしを下ろした。

「最初に確かく認にんしておこう。相談に乗るだけなら何も要求しないけど、もし僕ぼくに何らかのアクションを期待するなら、それは僕ぼくに対する個人的な依い頼らい、つまり、ビジネスだ。そうなったら僕ぼくは当然、君に対価を要求するよ」

「え？　でも私、お金はほとんど持っていません」

「わかってる。だから僕ぼくは君に合わせたプランを考えてきた。それを今から提示しよう。ああ、ちなみにこれはセールストークだから報ほう酬しゆうはいらないよ」

「ごめんねー、ミァン。お仕事モードになると、了りよう次じはこういう風にしか喋しやべれない人なの」

　目を白黒させるミァンに、ルートがフォローを入れる。

「一つ目のプランは、このまま正体を隠かくして生きる。メリットは、何も変わらないということ。デメリットは、何も変えられないということ。この場合、僕ぼくにできることは何もない。君の自由にすればいい」

　ミァンは、小さく頷うなずいた。

「もう一つは、稀まれ世よの占うらない師しとして、そして占せん王おうとして生きるプランだ。メリットは、占せん王おうの出現による金きん港こうの政治的安定だ。デメリットは、君の夢が潰ついえること。君の未来視が欠けつ損そんしていることを知られた時の混乱」

「混乱、ですか？」

「そうだ。占せん王おうになれば、嫌いやでも未来を示さなければいけなくなる。力の欠けつ如じよがバレたら、領主館側はそこを突ついてくるし、議会側でも、支持を得られるかどうかわからない」

　ミァンの表情が、懊おう悩のうに歪ゆがむ。

「それに、特大のリスクがある。誘ゆう拐かい犯はんの本当の狙ねらいは、稀まれ世よの占うらない師しだ」

「知ってます」

「えっ？」

「捕つかまった時、動けなかったけれど、意識はあったんです」

　平然と、ミァンは言う。

「だったら話は早い。身分を明らかにしたら、確実に君を攫さらいに来るぞ」

「はい。そうなったらまた、リョージさんが助けてください」

　聞きようによっては、ふざけているともとれる返事だったが、ミァンは真面目そのものだ。

「それで、対価はどうすればいいですか？」

「あ、うん。君が占せん王おうになる道を選ぶなら、最初の仕事は、誘ゆう拐かい事件の解決になるだろう。そこまでは、僕ぼくが責任を持ってサポートする。報ほう酬しゆうは領主館からもらえるし、君とのコネができれば、それで十分だ」

　横でルートが、わずかに表情を変えた。

「以上、セールストーク終わり。ここからは友人として話すけど、僕ぼくはどうしろとは言わないよ。これはあくまで、君の問題だ。外野が何を言おうと、思おうと、求めようと、最後は君の心に従って、君が決めるしかないんだ」

　少しだけ間を空けて、ミァンは口を開いた。

「ありがとうございます。私、決めました。天命に従い、占せん王おうになります」

「本気なのか？」

「本気です。今の私には、占せん王おうになった私の姿が視みえています」

　ミァンの漆しつ黒こくの瞳ひとみが、夢で見た白い女性の瞳ひとみとダブる。

「街のために、自分を犠ぎ牲せいにしなくたっていいんだぞ」

「犠ぎ牲せいじゃありません。私が願い、私が望み、私が決めたことです」

　ミァンは、自分の胸に、両の手をやった。

「占うらないの力は欠けてしまったけれど、大だい丈じよう夫ぶ。今はここに、リョージさんがくれた勇気がある」

　その目には、確かな意志の光があった。

　──義務ではなく、願い。そう言われてしまっては、折れるしかない。

「いい覚かく悟ごだ。気に入った。契けい約やく成立だ。稀まれ世よの占うらない師しさん。この仕事、了りよう次じ・Ａ・スキップハートが確かに引き受けた」

　ミァンは頰ほおを緩ゆるめ、ぺこりと頭を下げた。

「あの……リョージさん。一つだけ、私のわがままを、聞いてもらえますか」

「ん、また何か聞きたい話があるの？」

「いえ、そういうことではないんです」

　ミァンはおずおずと、ルートに視線を向けた。

「ルートさんにも、お願いしたいんですが」

「え？　私？」

「はい。申し訳ありませんが、ほんの少しだけ、リョージさんと二人だけにしてもらえますか」

　ルートはじーっと、ミァンの目を見つめた。ミァンもまっすぐ、見返した。

「…………うん、わかった。特別に、ちょっとだけだよ」

　再び、頭を下げるミァン。

「んじゃ、私、下にいるから、オーケーになったら呼んでね」

「おい、ルート、何が特別なんだ？」

「いいから。了りよう次じはここにいるの」

　回れ右をして、ルートは部屋を出ていった。

　さっぱりわけがわからない。

「リョージさんにお願いします。私がいいって言うまで、そこに立っててください」

　テーブル脇わきの空間を指して、ミァンが言う。

「お安いご用だけど……何で？」

「お願いします」

　なぜだか理由を言わないミァンだったが、僕ぼくは請こわれるまま、直立した。

　ミァンは僕ぼくと正対し、そっと、僕ぼくの右胸に手を置いた。

「本当に、機械なんですね」

　そして、ゆっくりとした動作で僕ぼくの背に腕うでを回し、胸に頰ほおをくっつけた。

「でもちゃんと、人の温ぬくもりがある」

「…………えっと」

「私、泣きます」

　そう宣言すると、ミァンは小さな背を震ふるわせ、声を殺して泣き始めた。

　僕ぼくは直立不動の姿勢で、ミァンの気持ちを受け止めた。

　かけるべき言葉が、なかった。言葉をかけるべきでは、なかった。
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　──ああ、この娘こは。本当に、なんて強い。

　ミァンが進もうとしているのは、泣くことさえ許されない茨いばらの道だ。一歩踏ふみしめるたびに悪意と敵意が肌はだ身みを裂さき、傷つくことになるだろう。

　それでもミァンは、前に進むことを決めた。だからこの涙なみだは弱さ故ゆえではなく、弱い心を洗い流い流すための涙なみだだった。




　泣くだけ泣いた後、ミァンはそっと、僕ぼくの胸から頰ほおを離はなした。

「ありがとうございました」

「もう、いいのか」

「はい。ちゃんと、泣きましたから」

　擦こすった赤い目を細め、ミァンが微ほほ笑えむ。僕ぼくは照れくさくなって、斜ななめ上うえに視線を投げた。

「そ、そっか。よかったな、うん」

「じゃあ私、ルートさん呼んできます」

　ミァンは最後に折り目正しく一礼し、部屋を出ていった。僕ぼくは左ひだり拳こぶしを握にぎりしめ、胸にやった。

　ルートが、戻もどってきた。

　僕ぼくが左ひだり拳こぶしを突つき出だすと、ルートは全てを見み透すかしたかのように、にっと笑った。

　ルートの拳こぶしが、僕ぼくの拳こぶしと、合わさった。

「やるぞ、ルート」

「やらなくちゃね、了りよう次じ」

　さあ、反はん撃げき開始だ。










　７　稀まれ世よの占うらない師し




　新しん暦れき一一三年四月二十二日。五百年に一度現れるとされている「稀まれ世よの占うらない師し」が、ついに出現した。

　即そく日じつ、議長名で占せん王おうの擁よう立りつが公表されると、瞬またたく間まに世界中で取とり沙ざ汰たされた。政府要人の枕まくら元もとに立って占せん王おう再来を宣言する、というミァンの行動は、稀まれ世よの占うらない師しとしての公こう認にんを得るばかりでなく、メディア受けも抜ばつ群ぐんだった。

　領主館側は快かい諾だくしたとされているが、もちろんこれは表面上の話。内部は相当ごたついているだろう。

　保守派が最強の求心力を得た一方、改革派も最大の敵を前に、より一層団結しようとする気運が高まっている。共に内部の結束を強めることは、即すなわち、二極化の加速を意味していた。

　翌早朝、占せん兵ぺいと欧おう科か連れんの連合部隊が海沿いのリゾートホテルに踏ふみ込こみ、誘ゆう拐かいされた占うらない師し達たちを保護した。χカイによれば、警備らしい警備もおらず、呆あつ気けない捕とり物もの劇げきだったようだ。

　現在は中央病院に収しゆう容ようされている彼等だが、ずっと眠ねむったような状態のまま。瘦やせこけ、死んだように眠ねむっていたものの、穏おだやかで満ち足りた表情だという。

　そして精密検査の結果、バイタルに異常はないが、血中から微び量りようの《マナ》が検出された、とのことだった。

　これで一つ、謎なぞが解けた。ウーが言った通り、所有者の特定脳内物質分ぶん泌ぴつ量りようが規定値を超こえていなければ、救難信号は作動しない。その原因は、《マナ》中毒だったのだ。




「って他ひ人と事ごとみたいに言うがなー。仕し掛かけたのは了りよう次じだろう」

「……ルート。モノローグに口を挟はさむな」

　さらに翌二十四日。僕ぼくはルートとともに、領主館を訪おとなった。中心街では昨日から日夜関係なしのお祭まつり騒さわぎだったが、領主館のある地区は別世界のような重苦しい静けさが漂ただよっていた。

「歓かん迎げい、されてないよね」

　ぼそぼそとルートが言う。衛兵の愛あい想そ笑わらいは消え、ウーまでも、どことなく態度が硬かたい。

「そりゃそうだろ。門もん前ぜん払ばらいされなかっただけラッキーだ」

　占せん王おうは明日の即そく位い式しきまで公おおやけの場に出ることはなく、素す性じようも明かされていないが、領主館のトップである李リ・峰ホウには、議会側からある程度、情報提供されている。占せん王おう擁よう立りつと僕ぼく達たちの関かん与よを、知っている。

「李リ・峰ホウに寝ね返がえったと思われちゃったのかな」

「かもな。敵てき陣じんにいる気でいた方がいい」

　やがて現れた李リ・峰ホウは、すっかり様相が変わっていた。目は血走り、眼がん窩かは黒く、顔は土気色をしている。疲ひ労ろうと、余よ裕ゆうのなさが見て取れた。

「お忙いそがしいところ会っていただき、感謝します」

　皮肉に聞こえたかもしれない。李リ・峰ホウは、軽く頷うなずいただけだった。

「調査結果を、簡潔に報告します。《コルクマン》の背後には、同調型シンカーがいます。目的は、議会の転てん覆ぷくと領主館の独裁です」

　李リ・峰ホウは、ちらりとウーに視線を向けた。

「占うらない師し達たちが軟なん禁きんされていたホテルに、あなたは大金を出資している」

「私が同調型シンカーと結けつ託たくし、独裁を目もく論ろんでいると言いたいのですかな」

「違ちがいますか」

「違ちがいます。議会と領主館は、それぞれ現地系と移民の代表、車の両輪です。独裁が実現すれば、バランスが崩くずれる。かつてのような内乱を引き起こしかねません」

「厳然たる事実として、あなたは、同調型シンカーから金銭的な援えん助じよを受けています」

「証しよう拠こは」

「港こう湾わん倉庫Ｎ７。あなたも、関係してますよね」

　李リ・峰ホウの表情は動かない。動どう揺ようは微み塵じんも見えないが、かえって不自然な感じだ。

「見返りとして、あなたは同調型シンカーに活動の場を与あたえているのでしょう。《マナ》窟くつしかり、リゾートホテルしかり」

　機密の重さを考えれば、李リ・峰ホウには今、ここで僕ぼくを始末するという選せん択たく肢しもあるが、それはないと踏ふんでいた。僕ぼくをどうにかできても、ルートがいる。そこに思い至らない李リ・峰ホウではない。

「私は独裁を望んでもいませんし、誘ゆう拐かい事件にも嚙かんでいません」

「わかっています。政治的野心はともかく、あなたは誘ゆう拐かい事件に直接は嚙かんでいない」

　一いつ拍ぱく、間があった。

「論ろん拠きよは」

「道理に合わないからです。あなたはこの街の伝統産業、占うらないを武器に、金を呼よび込こむ仕組みを作った。それを土台にするならまだしも、ぶち壊こわすような方法で独裁を実現しようとしている、というのでは」

　李リ・峰ホウは、真意を推おし量はかるような視線を僕ぼくにくれた。

「同調型シンカーは、あなたの政治手しゆ腕わんを買っています。独裁の礎いしずえとなることを、期待していた。たとえあなたにその意思がなくとも、そうせざるを得ない状じよう況きようへと追おい込こんでいくつもりだったのでしょう。しかしあなたは、傀かい儡らいとしては扱あつかいにくい。独裁体制が整った頃ころ合あいいで首をすげ替かえる台本シナリオだったと、僕ぼくは推測しています」

　李リ・峰ホウの顔つきが微び妙みように変わる。脳のう裏りには、先日中東で起きた要人暗殺事件が上ったはずだ。

「まるで台本シナリオが変わったような口くち振ぶりですな」

　膝ひざの上の掌てのひらに、嫌いやな汗あせが滲にじんでくる。

　李リ・峰ホウの言葉は短いが、話そうとしていることを的確に振ふってくる。こちらの意図を読まれ、答え合わせをされているような気分だ。

　──流石さすが、と言うべきか。補助脳を使っているにしても、恐おそろしく頭の回る男だ。

　ルートが、僕ぼくの膝ひざに、そっと手を置いた。

『落ち着いて』

　目だけでそう、言葉を伝えてくる。

　僕ぼくは一度目を伏ふせ、軽く呼気を整えた。

「占うらない師し奪だつ還かんに当たり、同調型シンカーは何のアクションも起こさなかった。方針が変へん更こうされたのは明確です。彼等は、どこまでも合理的に動く。占せん王おうの求心力は、李リ・峰ホウ、あなたの比ではありません。方針を変え、領主館ではなく、議会に注力するでしょう」

「だから貴き殿でんも、占せん王おうの側についた、と？」

　表情はプレーン。だが、李リ・峰ホウは今まで見せたことがない圧を放った。

　肌はだが粟あわ立だった。だが、怖おじ気けはない。

　李リ・峰ホウの言葉に初めて、わずかだが、剝むき出だしの感情がこもった。

　──いける。

「そうではありません。あなたを裏切るつもりなら、議会側にとっくに事実を伝えています」

　いぶかしげな李リ・峰ホウに対し、僕ぼくは肩かたをすくめてみせた。

「考えてもみてください。僕ぼくは部外者ですよ。あなたの味方でもなければ、議会の味方でもない。あなたがいかなる政治信条を持とうが、何を目指そうが、どんなに後ろ暗いところがあろうが、この国がどうなろうが、僕ぼくの目的には関係ない。関係ないし、興味もありません」

「…………」

「しかし、僕ぼくがこうしてここにいるのは、あなたに誘ゆう拐かい事件の解決を依い頼らいされたからです。その、最善手を示すために」

　僕ぼくは懐ふところから、一通の封ふう書しよを取り出した。

「占せん王おうからの親書です」

　李リ・峰ホウは緑の蜜みつ蠟ろうに触ふれ、わずかに表情を変えた。中には、今夜もたれる会合に、出席して欲しい旨むねが書かれている。

　席を立ち、帽ぼう子しを目ま深ぶかに被かぶる。この場で出せるカードは、全て出し切った。

　李リ・峰ホウは目玉だけを動かしたが、何も言わなかった。止めも、咎とがめもしなかった。

「では領主李リ・峰ホウ、賢けん明めいなご判断を期待します」




　　　　　＊




　日が暮れて、街は夜の顔に変わる。

　今宵こよい、集まったのは、僕ぼくとルート、χカイとフェン、そして、ミァンとグェン。

　詰つめている占うらない師し達たちは、自室で夢の中にいる時間だった。落ち着きなく歩き回るグェンの靴くつ音おとだけが、コツコツと響ひびいている。

　未だ破は壊かいの跡あとの残る緑りよく龍りゆう亭ていはＶＩＰが集まるにはおよそ不向きだが、この面子メンツにとってはこれ以上、因いん縁ねん深ぶかい場所もなかった。

「本当に……いらっしゃるのでしょうか」

　誰だれにともなくミァンが問う。今日のミァンは夢の中で見たのと同じ、占せん王おうの白い正装をまとっていた。

「始めましょう。待つ必要はありません」

　苛いら立だちを隠かくそうともせず、グェンが言う。予定時刻を、少し過ぎていた。

「大だい丈じよう夫ぶ。ちゃんと来るよ」

　確信めいた口調でルートが言う。

　と、フェンがむくりと起き上がった。

　グェンの靴くつ音おとが、やんだ。黒くろ塗ぬりの車が、窓の前を通るのが見えた。

　間もなく、李リ・峰ホウとウーが食堂に姿を現した。

「遅おくれました。李リ・峰ホウです」

「領主！　占せん王おうをお待たせするとは何事か！」

　険悪な表情のグェンが、李リ・峰ホウに歩み寄ろうとした時だった。

「あ、私、お茶、淹いれなくちゃ」

　ミァンがすっと立ち上がり、パタパタと調理場に消えた。

「ま、まあ、二人とも座ってください。とりあえず」

　僕ぼくが勧すすめると、李リ・峰ホウは無言で着席し、ウーは食堂入口に陣じん取どった。

　戻もどってきたミァンが当然のように全員分の茶を注ぎ始める。グェンが卒そつ倒とうしそうなのは言わずもがな、李リ・峰ホウの顔に、はっきりと困こん惑わくの表情が浮うかんでいた。

「どうぞ、召めし上あがってください」

「……………………」

　しばらくの間、食堂が苦くう茶ちやをすする音と、喉のどを鳴らす音だけになった。

「驚おどろいた。素す晴ばらしい腕うで前まえだ」

　空になった椀わんを見つめ、李リ・峰ホウが呟つぶやく。紅茶党のχカイまでも椀わんを空にし「東洋の神秘……」などとわけのわからないことを呟つぶやいている。グェンは青い顔をしていたが、やはり椀わんは空だ。

「おかわり、注ぎます。そしたら始めましょう」

　僕ぼくはようやく、事態を認にん識しきする。《魔ま犬けん》も領主も外務長もミァンのペースに巻まき込こまれ、神しん妙みような面おも持もちでおかわりが注がれるのを待っている。

　和わ気き藹あい々あいとまではいかないが、一いつ触しよく即そく発はつの雰ふん囲い気きは霧む消しようしていた。

　苦くう茶ちやを注ぎ終えたミァンは着席し、僕ぼくにウィンクしてみせた。

　──仕切り直してくれたのか。

　オーケイ。確かにバトンは受け取った。始めよう。

「本日お集まりいただいたのは、他でもありません。金きん港こうを騒さわがせてきた占うらない師し連続誘ゆう拐かい事件の調査報告、および今後の方策について提案したいと思います」

　まずは調査報告からだ。議会にはχカイから、李リ・峰ホウには僕ぼくから逐ちく次じ報告がいっているので、ここは流していく。

「占うらない師しが奪だつ還かんされた今、後は《コルクマン》を捕つかまえれば一件落着と言いたいところですが、始末したとしても、《コルクマン》出現以前の状態に戻もどるだけです。同調型シンカーはこれまで同様、これからも政治介かい入にゆうを繰くり返かえすでしょう。根本的な解決にはなりません」

「同様の事件が起こりうるとお考えですか」

　プレーンな口調でグェンが問う。

「ええ。《コルクマン》の出現が今回の連続誘ゆう拐かい事件の契けい機きになったのは間ま違ちがいない。しかしそれ以前に、下地は既すでにできあがっていたのではないでしょうか。同調型シンカーの息がかかった人間が、政治の世界に入り込むことで」

「本気でどうにかしたいなら、同調型シンカーを一いつ掃そうしなければなりますまい」

　χカイが請うけ合あった。

「ああ。しかしそれも難しい。これだけ大規模な痕トレースがある以上、交こう渉しようで退いてはくれない。腕わん力りよくで解決しようとすれば、ネットワークを駆く使しした本気の抵てい抗こうに遭あう。そんな仕事、どこの専門家集団も引き受けないでしょう」

　こんな話をするのは状じよう況きようを絶望視するためではない。次のステップへの外そと堀ぼりを埋うめるためだ。

「それは、過去の話です。ミスター・スキップハート」

　口を挟はさんだのは、李リ・峰ホウだった。

「今はこうして占せん王おうが立たれた。であれば、その未来を見通す力とやらで、万ばん事じ解決できるのではないですか」

　李リ・峰ホウは、ミァンに目を向けた。

「しかし、こんな事態になるまで出てこなかったというのはどういうことでしょう。議会内部の問題か、はたまた占せん王おうという名の傀かい儡らいで、未来視は伝説に過ぎないのでは、と勘かん繰ぐりたくもなります」

「李リッ！」

　激げき昂こうしたグェンが立ち上がろうとしたが、ミァンは軽く手を上げ、それを制した。

「私に責があるのは認めます」

「では、その責を果たすべきですな。口先だけでなく行動で示していただきたい」

　感情任せではない。冷めた頭で、効果を計算した上で発言しているのがわかった。

「領主李リ・峰ホウ、あなたから見れば、私は無力な小娘でしょう。私自身、そう思います」

　李リ・峰ホウに厳しい視線を向けられても、ミァンは動じることなく、見つめ返した。

「私は、自分の力が怖こわかった。望んで持って生まれてきたわけでもなかった。もっと他に、やりたいことがあった。でも、私が稀まれ世よの占うらない師しであり、未来を視みる力を持っているのは、どうしようもない事実なのです。私の心身は、私を、占せん王おうの到とう来らいを信じてきた民たみ草ぐさのものでもある。だから私は、占せん王おうになったのです」

　大切なものを守る。そう心を決めたミァンの眼めには、怯おびえの光は一いつ切さいなかった。全てを覚かく悟ごの上で、彼女は時計の針を先に進めたのだ。

　形勢不利と見たか、李リ・峰ホウは渋しぶ々しぶといった様子で、軽く頭を下げた。

「失言でした。無礼をお許しください。しかしこの窮きゆう状じようです。具体的に、どうにかする算段はあるのですかな？」

「あります。切り札は占王クイーンミァン、君だ」

　ミァンは、無言で頷うなずいた。

「ミァンは、ライナーです。僕ぼくやχカイと同じ。エトランゼやジェイルズに、干かん渉しようできます」

「……ライナーが政治の中ちゆう枢すうにいれば、同調型シンカーを黙だまらせることができる、と？」

　と、李リ・峰ホウ。

「いえ。同調型シンカーの武器は腕わん力りよくではなく、圧あつ倒とう的てきな財力です。牽けん制せいにはなるでしょうが、完かん封ぷうはできない。同調型シンカーとべったりの政体が変わらない以上、連中は何度でも同じことを繰くり返かえすでしょう。領主館と議会が手に手を取って浄じよう化かに励はげむか、あるいは同調型シンカーの望み通り、どちらか一方が白旗を上げるか。何十年もかければ別でしょうが、当座はどちらも現実的ではなく、理想的でもありません」

　李リ・峰ホウも、グェンも、沈ちん黙もくを返してきた。

「今、一番に懸け念ねんすべきは、同調型シンカーが自分達の台本シナリオを進めること。つまり、占せん王おうに権力を集中させた上で、首をすげ替かえ、自分達が事実上の権力を掌しよう握あくすることです。それを防ぐために、もう一ひと工く夫ふう、必要です」

　李リ・峰ホウも、グェンも反応は薄うすかった。今度は単に、理解が及およんでいないのだ。

「『ミァン』『ライナー』『占せん王おう』この三つが一本の線でつながったことで、僕ぼくは誘ゆう拐かい事件の完全な解決を確信しました。通常、我々専門家はジェイルズを拘こう束そくする際《ＢＩＶ》と呼ばれる装置を使います。しかし、《ＢＩＶ》システムが確立するまではエトランゼと同じ手法が取られていました。即すなわち、ライナーへの繫けい留りゆうです」

「……《コルクマン》を占せん王おうに繫けい留りゆうするおつもりか」

　と、李リ・峰ホウ。

「その通りです。ライナーとエトランゼとをペアリングする手法は、ジェイルズとの間でも適用できます」

「的はずれな質問かもしれませんが、《コルクマン》とのペアリング？をすることで、占せん王おうの身に危険はないのですか？」

　言葉を選ぶようにしてグェンが問う。多くの人には一生、縁えんのない世界だ。門外漢にはイメージしにくいのも当然だった。

「《コルクマン》に寝ね首くびを搔かかれるような『危険』を想定しているなら、手法上ありえません。我々のような相そう互ご扶ふ助じよ的てきな関係は期待できませんが、その点は保証できます」

「なるほど。それで絶対王政が成立するわけですな」

　感情のこもらない口調で李リ・峰ホウが言う。皮肉が、皮肉に聞こえなかった。

「成立しません。《コルクマン》をミァンに繫けい留りゆうした後、ミァンの身み柄がらは領主館側に預けます。これで、両者のバランスを維い持じできるでしょう」

「痛み分けか。考えたな、了りよう次じ君」

　ぼそり、とχカイが呟つぶやく。

「デメリットはあります。ジェイルズと繫けい留りゆうされた対象は痕トレースの影えい響きよう下かから外に出ることができません。稀き少しようなライナーを拘こう束そくし、ライナーの寿じゆ命みように左右されるため、長期的に見て安定した運用ができない。だから《ＢＩＶ》以降は、どの機関でもやっていません」

　空気の重みが、増したような気がした。

　ミァンには概がい略りやくは伝えてあるものの、詳しよう細さいを語るのはこれが初めてだ。

　正直、反応が不安だったが、当人は平然としたもので、顔の筋肉一つ、動かさなかった。

「ですが、今回の場合、デメリットは逆にメリットになります。第一に、同調型シンカーの目論もくろみを封ふう殺さつできます。彼等とて、手を離はなれた《コルクマン》を野放しにしたくはない。第二に、《ＢＩＶ》の運用に経費がいりません。第三に、この手法を実行すれば必然的に占せん王おうがライナーだと内外に知られることにはなりますが、繫けい留りゆう済ずみとあっては業界の連中も諦あきらめるでしょう」

　ゴンッ、とグェンがテーブルを叩たたき、椀わんの苦くう茶ちやを揺ゆらした。

「無茶苦茶だ。占せん王おうを何だと思っている。議会の総意を、得られるわけがない」

「外務長、派は閥ばつの乱立する議会の現状では、占せん王おうをどう扱あつかおうと総意は得られない。それはこの場にいる誰だれよりも、あなた自身がよくご存ぞん知じのはずだ」

　対照的に、李リ・峰ホウは冷れい淡たんだった。

「だが、よりにもよって、領主館に引ひき渡わたすなんて」

「はっきり言いましょう。今は占せん王おうが求心力になっているでしょうが、水面下では既すでに、派は閥ばつ同士の奪うばい合あいが始まっている。その渦か中ちゆうに占せん王おうを置くのは、野犬の群に肉を放つに等しい」

　言葉を詰つまらせたグェンの拳こぶしに、ミァンはそっと、自分の手を重ねた。

「グェン、この場に議会の代表として出てきたあなたの立場は、とても難しい。私の決断があなたを苦しめることは、理解しているつもりでも、きっとできていません。それでもあなたは、私の力になってくれる人だと信じています」

　穏おだやかにミァンが言う。グェンは敬服し、首を垂れた。

「御み心こころの、ままに」

　李リ・峰ホウと目が合う。こちらは何の感情も読みとれなかった。

「領主李リ・峰ホウ、提案を吞のんでいただけますか」

　李リ・峰ホウは首を縦たてにも横にも振ふらず、射い貫ぬくような視線で僕ぼくを見つめてきた。

「誘ゆう拐かい犯はんはしばらく動きを見せていない。潜せん伏ぷく先さきは、特定できているのですかな？」

「いえ。ですが明日、占せん王おうを攫さらいに《コルクマン》は必ず現れます」

「明日？　即そく位い式しきに際して厳げん戒かい態勢が敷しかれている最さ中なか、わざわざ出てくるとは思えませんが」

「ヤツは、非常に自己顕けん示じ欲よくが強い。このタイミングを逃のがすはずがありません」

「そんな勝手は同調型シンカーが許さないでしょう」

「同調型シンカーが方針を変えたことで《コルクマン》との利害関係は成立しなくなっています。言いい換かえれば、同調型シンカーは《コルクマン》を切りたい。ですが保身を第一に考える彼等は直接《コルクマン》と対たい峙じしたくない。どうするか。僕ぼくが同調型シンカーならこう考えます。ちょうど逗とう留りゆうしているライナーにぶつけて処理させよう、と」

　領主館から渡わたされた資料。新聞の切きり抜ぬき。欧おう科か連れんデータベースのアーカイヴ。ツナギの解かい析せき結果。日誌に報告書。それから、タオ兄弟の往復書簡。手持ちの情報全てに目を通し、導き出した答えだった。

「……私が妨ぼう害がいに回るかもしれない、とは考えなかったのですか？」

　答えには同意した、ということなのか、李リ・峰ホウは、話の流れを変えてきた。

「ありえません。そうすればあなたは人望を失うでしょうし、何より《魔ま犬けん》を敵に回したくはないはずだ」

　全員の視線がフェンに集まる。緊きん張ちようしたのか、フェンは「べふっ」と、妙みような音を発した。

「考える時間をくれ、と悠ゆう長ちようなことは言えないんでしょうな」

「ええ。僕ぼく達たちの滞たい在ざい期間にはリミットがあります。明日が、最初で最後のチャンスです。それに、時が経たてば再び同調型シンカーが《コルクマン》と手を結ぼうとするかもしれない」

「領主李リ・峰ホウ、どうか力を貸してください。立場に違ちがいはあれ、この街を守りたいという思いはあなたも同じでしょう」

　ミァンが懇こん願がんすると、李リ・峰ホウは肩かたをすくめた。

「議会から見れば、私は悪党でしょうな。しかし、悪党には悪党の流りゆう儀ぎがある。議会のやり方は、私の流りゆう儀ぎに反します。手を組む気は毛頭、ありません」

　決けつ裂れつか、と思ったが、李リ・峰ホウはさらに、言葉を続けた。

「ですが占せん王おう、貴き殿でんは御おん身みを人柱にしてこの国を支えようとしている。その決意は気高い」

　口調も同じトーン。表情もポーカーフェイス。

　けれども、李リ・峰ホウの中で何かが動いた。そう感じさせる空気が、伝でん播ぱしてきた。

「私は私の流りゆう儀ぎでもって報むくいなければなりません。議会はいただけないが、貴き殿でんは信じるに足る方だ。領主館は万ばん全ぜんの体制で貴き殿でんを受うけ容いれ、保護しましょう」

　ミァンは一いつ瞬しゆんきょとんとし、それからハッとしたように頭を下げた。

「感謝します、領主李リ・峰ホウ」

「頭を下げなさるな、占せん王おう。貴き殿でんはこれからは頭を下げるのではなく、誰だれに対しても胸を張らなければなりません」

「それは領主、あなたの流りゆう儀ぎでしょう」

　頭を上げたミァンは、にっこりと微ほほ笑えんだ。

「私にだって、流りゆう儀ぎがあります。感謝の気持ちは素す直なおに表すのが私の流りゆう儀ぎ。いけませんか？」

「これは。一本取られましたな」

　李リ・峰ホウは口元だけで笑った。社しや交こう辞じ令れいでない、素の笑みだった。

「いいとこ、ミァンに持ってかれちゃったね」

　耳みみ許もとでルートが囁ささやく。

「いいさ。当事者同士で解決できるなら万ばん々ばん歳ざいだ」

　──強固な理り屈くつよりも、気持ちをストレートに乗せた言葉の方が、時として人の心に届く。そういうやり方もあるのは、理解している。

　けれどもそれは、李リ・峰ホウの言葉を借りるなら、僕ぼくの流りゆう儀ぎじゃない。

　ミァンは、ミァンのやり方で李リ・峰ホウの気持ちを動かしたんだ。だったらギャラリーはギャラリーらしく、素す直なおにその手しゆ腕わんを讃たたえようじゃないか。

　僕ぼくが拍はく手しゆすると、ルート、χカイ、グェンもそれに倣ならった。

　こうして緑りよく龍りゆう亭てい会談は、占せん王おうと領主の握あく手しゆで幕を閉じた。




　部屋に引き上げてシャワーを浴びると、もう就しゆう寝しん時間だった。一仕事終えた安心感と決戦を控ひかえた昂こう揚よう感かんがないまぜになり、疲ひ労ろう感かんに奇き妙みような心ここ地ちよさを与あたえてくれていた。

「了りよう次じ、まだ寝ねないの？」

「ああ。どうにも眠ねむ気けがこなくて」

　ルートの視線が、僕ぼくの手元へと動いた。

「ツナギの解かい析せき結果だよね、それ。明日大変なんだし、ちょっとはゆっくりしたら？　根詰つめ過ぎるの、了りよう次じの悪い癖くせ」

「ナイトキャップ代わりさ。眠ねむくなったら寝ねるよ」

　通読していると、興味深いことがわかってきた。麦ばつ角かく菌きん変異種の酸さんは、ＬＳＤ同様、人の脳のＡ10神経系に作用する。Ａ10神経系は、人が物事を予測する時にも重要な役割を果たす部位だ。となれば、ＤＤの説も、可能性としては消えないことになる。

　──つくづく、不思議なヤツだった。また、どこかでばったり会う。そんな気がする。

「寝ねないなら、ちょっとつきあってもらっていい？」

　甘あまえるようなトーンで、ルートが問いかけてきた。

「つきあうって？」

「んもーう。了りよう次じ、言ってたじゃん。私の行きたいところに、連れていってくれるって」

　そんなような約束をした記き憶おくが、ぼんやりと脳のう裏りに浮ふ上じようしてくる。

「いいけど、こんな深夜にどこ行くんだよ」

　僕ぼくが言うと、ルートはにぱっと笑顔になった。

「いいところだ」




　ルートの案内で、深夜の金きん港こうを二ト輪ロで駆かる。スクエア界かい隈わいには夜の店が並ぶ繁はん華か街がいがあり、そちらはまだ明るかったが、僕ぼく達たちは逆方向、街の北側へと走っていた。

　観光経路ルートをはずれると、道は未み舗ほ装そうで街路灯もなくなる。真っ暗な住宅街を抜ぬけ、田畑の間に建物がぽつりぽつりと点在するだけになり、山やま陰かげが迫せまってきたところで、ようやくルートはストップをかけた。

「ここからは歩きの方がいいと思う」

　田畑の真ん中に、家屋が寄より添そうようにして集まっていた。静せい穏おん性せいに優すぐれた日本製電動二輪トロツターだが、この真夜中だ。ＢＧＭがかすかな虫の声だけとあっては、流石さすがに目立つ。

「……で、どこなんだ。ここは」

「キリシタンの離はなれ集しゆう落らくだよ」

　なるほど。意識して見ると、十じゆう字じ架かのシンボルがパラパラと目に映る。

「金きん港こうは仏教圏けんだが、色んな宗教の人がいる。目には見えない存在に寛かん容よう、とでも言えばいいのかな。街からちょっと離はなれると、マイナー宗教のコミュニティがあるのだなー」

「こんなところ、よく見つけたな」

「ふふん」

　道のどん詰づまりにあったのは教会だった。素人しろうと目めにも雰ふん囲い気きのある建物だった。

「おい、入って大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「もちろん。神様は二十四時間営業だ」

　ルートは遠えん慮りよなく鉄てつ扉ぴを開け、中に入っていく。仕方なく、僕ぼくも後に続く。

　裸はだか電でん球きゆうの小さなオレンジの明かりが、空間を照らしていた。内装も調度品も年季が入っていたが、よく手入れされている。

　長なが椅い子すに並んで腰こしをかけると、ルートは目を閉じ、口の中で何やらもごもご言いながら、真しん摯しに祈いのり始めた。

　ルートは毎日朝晩、何かに向かって祈いのっている。胸むな元もとで手を組むスタイルはキリスト教のそれだが、特定の宗教を信しん奉ぽうしているわけではなく、ただ「神様」を信じているのという。

「寺院でもいいんだが、教会が落ち着くんだ。やっぱりオリジナルの血なのだろーな」

　まあ血は流れてないんですけどね！　と、ルートは一人でノリツッコミをする。

「お祈いのり、してもいいのよ？」

　薄うす目めを開けてルートが言う。

「お断りだ。神様なんていない」

「うわー。お祈いのりしてる人の横で言うセリフじゃないよね、それ」

「だってそうだろ。まともな神様がいれば、僕ぼくもお前も、こんな目には遭あわなかった」

「そうかな。こんな体になってしまったけれど、私は今でも神様を信じているし、私をお造りになったことを感謝してるよ」

「ハッ。百歩譲ゆずっていたらいたで、恨うらみこそすれ、感謝の気持ちは微み塵じんもないね」

　ルートは気分を害した風でもなく、不思議な何かを見るような目つきで、僕ぼくを見み据すえた。

「ねえ了りよう次じ。私が了りよう次じに会えたのは、たまたま？」

「ああ。たまたまだ」

「たまたまだったら、私はとても幸運なのだな。おかげで、私は私でい続けることができる」

「だったらお前は、神様じゃなくて、僕ぼくに感謝するべきだ」

「わかった。じゃあ私は不信心な了りよう次じのために、了りよう次じの分までお祈いのりすることにしよう」

「ふん。勝手にしろ」

「うん。勝手にする」

　本当に、勝手に僕ぼくの分まで祈いのり始めるルート。その横顔に、一いつ瞬しゆん、理り子こ姉ちゃんがダブる。

　お祈いのりを終えると、ルートは僕ぼくを連れ回しながらキリスト像やらステンドグラスやらを鑑かん賞しようし、あれやこれやと見解を述べ、うんちくを披ひ露ろうした。

「じゃあ次はこれ。了りよう次じ、なんだと思う？」

　ルートが指し示したのは、壁かべ際ぎわにしつらえられた木製の小部屋アルコーヴだった。外観から見積もって四よ畳じよう半はん、といったところか。それなのに、ドアが二つもついている。

「トイレ、じゃないよな？」

「じゃないよ。懺ざん悔げ室しつ。ない教会も多いけれど、ここにはちゃんとある。ほら、入ってみて」

　促うながされるまま中に入ると、小さな電球が一つ、室内を照らしていた。椅い子すが一つ。内ない壁へきがあり、二部屋になっていた。

　内ない壁へきには小窓があるが、ついたてでほぼ塞ふさがっている。わずかな隙すき間まから向こう側を覗のぞいてみるが、暗くてよく見えなかった。懺ざん悔げ側がわから聞き手を見えにくくし、吐と露ろしやすくするための工く夫ふうだ。

　ついたての向こう側に、ルートが座ったようだ。髪かみの毛けだけが、ぼんやり光って見える。

「えー、悩なやめる子羊よ。汝なんじの心の裡うちを遠えん慮りよ無く示しなさい」

　と、ルート。とりあえず僕ぼくも、椅い子すに座る。

「別に、懺ざん悔げしたいことはないけど」

「じゃあ、後こう悔かいしてることは？」

「一体、何が言いたいんだ」

「了りよう次じ、ミァンに言わなかったでしょう。夢む告こくの力が理り子こさん助けるヒントになるかも、って」

　さらりとした口調でルートは言う。

「参ったな。全部お見通しかよ」

　凡ぼん人じんでいるか、占せん王おうになるか。ミァンは二に者しや択たく一いつだと思い込み、別の道を模も索さくしようともしていなかった。

　理り子こ姉ちゃん云うん々ぬんを別にしても、ミァンにライナーとして生きる道を示してやることはできた。それをしなかったのは、ミァンを余計迷わせることが、わかっていたからだ。

　迷っていたミァンの背中を押おし、占せん王おうの座に就つかせ、議会と領主館の間を取りなした。まったく、我ながら大だい活かつ躍やくだ。

　けれども僕ぼくは結局、今回も、僕ぼくの使命を果たせなかった。

「何やってんだろうな、僕ぼくは。悩なやんで、回り道して、情に流されて、無む駄だ足あし踏ふんでさ」

「無む駄だじゃない」

　ルートの声。少しだけ、怒ど気きを孕はらんでいた。

「たしかに了りよう次じは優ゆう柔じゆう不ふ断だんで時々イライラさせられるけど、悩なやんで回り道して、それでも、ちゃんと自分の意思で決めて、行動してきた。いつだって、そうやってきたじゃん」

「……優ゆう柔じゆう不ふ断だんで悪かったな」

「へっ？　あー、うそうそ。今のは心の声だってば」

　それは「本音」と同義ではなかろうか。

「それにほら、ミァンが教えてくれたでしょう。悩なやみ抜ぬいた心は、そうじゃない心より、ぜっったい、強いって。了りよう次じが強くなるのは、理り子こさんを救う一番の近道だよ」

　励はげましが、胸に刺ささる。ルートの真しん剣けんな表情が、気持ちが、透すけて見えるようだった。

　──気き丈じようで。一いち途ずで。思いやりがあって。自分を後回しにして。

「ルート。お前は、そんなんでいいのか。僕ぼくと一いつ緒しよで」

「いいのって、何が？」

「お前は、よくやってくれてるよ。けど、僕ぼくにばかりかまけてたって、お前の目的には辿たどり着つけないだろ」

「……ひょっとして私のこと、心配してくれてる？」

「…………」

「はぁ。おかしいと思った。なーんか柄がらでもなくセンチになってるから」

　ゴンッ、と、ついたての向こうから何かを拳こぶしで叩たたく音がした。

「了りよう次じ・Ａ・スキップハート。顔を上げなさい」

　僕ぼくは頭を跳はね上あげた。なぜわかった。透とう視し能力はなかったはずだが。

「この二年間、一いつ緒しよにあっちこっちの痕トレースを回って、色々とおかしな現象を見てきたよね。ぜんっぜん、了りよう次じの使命とは関係なくて、エルミ村にはすんごく関係ありそうなところも」

「それは……調査員の仕事で仕方なく……」

「へー。はー。ほー。そうですか。仕方なく」

　全然、信じていない口くち振ぶりだ。

「了りよう次じ、まさか今でも私が仕方なく了りよう次じについていってるなんて思ってないよね」

　思っていない。開きかけた口が言葉を発するより先に、ルートが言葉を継ついだ。

「もちろん、賢かしこい了りよう次じには言うまでもないことだけど、私が了りよう次じについていくのは、あ、この人だったら私をエルミ村に連れてってくれるなって、思ったからだよ」

　ふっと、肩かたの力が抜ぬけた。

「不思議だよねえ。了りよう次じの使命と私の目的は違ちがうし、了りよう次じのやり方と、私のやり方は違ちがうけど、なーんかそう、思わされちゃったの。心当たり、ある？」

　まるで、他ひ人と事ごとのような言いい種ぐさだ。なんだか、変な笑いが込み上げてきた。

「いや、全然ねーな。ひょっとして、お前の勘かん違ちがいじゃねーか？」

「えー、ひっどい」

　ふふっ、と、抑おさえた笑い声が響ひびいた。

「とにかく。私は、私の意志で了りよう次じと一いつ緒しよにいるんだ。そこは、勘かん違ちがいしてほしくない」

　ルートの言葉が、気持ちの底に残っていた澱おりを、きれいに洗い流してくれた。

　──そうだった。ルートはいつだってまっすぐだ。自分の芯しんを、曲げるヤツじゃない。

「サンキュな、ルート。なんか、気が楽になったわ」

　返事の代わりに、おほんおほん、とわざとらしい咳せきが聞こえてきた。

「えーと、悩なやめる子羊さん、あなたは何かと、自分一人で抱かかえ込こみがちです。そばにいる人を、もっと頼たよっていいと思います」

　照てれ隠かくしなのか、ルートの口調がまた懺ざん悔げ室しつプレイに戻もどった。

「そうでしょうか？」

「はい。その人もきっと、頼たよって欲ほしいと思っています」

　僕ぼくはついたてに向かい、小さく笑った。

「そうします。今日は本当に、ありがとうございました」




　　　　　＊




　翌朝。外に出た僕ぼくは、澄すんだ空気を深く吸い、伸のびをした。

　快晴だった。空が青い。金きん港こうに来て、一番の天気かもしれない。

　緑りよく龍りゆう亭ていでは、久しぶりに閑かん古こ鳥どりが鳴いている。

　もう誘ゆう拐かいされる心配はないと判断し、詰つめていた占うらない師し達たちは今日付で解放した。彼等は家路につかず、占せん王おう即そく位いを祝うため、議事堂へと向かったようだった。

「了りよう次じ、あれ」

　ルートが指し示した一角に、人が群がっていた。中心には、布を巻かれた直方体。ちょっとした小屋ぐらいの大きさがある。昨晩まで、あんなものはなかった。

　嫌いやな予感がした。人群を搔かき分わけ、そばに寄る。布の継つぎ目めに指を入れ、左右に割った。

　中身を見た瞬しゆん間かん、清すが々すがしい気分が一いつ瞬しゆんで消し飛んだ。

　タイルのような無地の壁かべ。漆しつ黒こくの表面はなめし革がわのような質感で、光こう沢たくがある。

　──「水槽の中の脳ブレイン・イン・バツト」システム。《ＢＩＶ》。

　χカイの仕業に違ちがいない。最悪のタイミングで、背後からの裏切りだった。

　間もなく、正装したχカイが姿を現した。帽ぼう子しを振ふって挨あい拶さつしてくる。怒いかりのあまり、かける言葉もなかった。

「勘かん違ちがいするな、了りよう次じ君。私は正しく、君の側にいる」

　目が合うなり、χカイは襟えり元もとを正して言った。僕ぼくの足あし下もとに、蝶ちようネクタイを着けたフェンがじゃれついてきた。

「これは、君が失敗したときのための保険だ」

　今度はルートがむっとした表情をつくる。

　なるほど。僕ぼくとミァンにもしものことがあれば、計画は破は綻たんする。その際、《コルクマン》をどうこうできるのは、χカイだけだ。

「なぜ黙だまっていた」

「黙だまっていたことについては謝罪する。少々、軍事機密が絡からんでいたものでね」

　χカイは人差し指を立て、唇くちびるの前に持ってくるジェスチュアをした。

「ハンガリー空軍に掛かけ合あってＣ‐17を使わせてもらった」

　Ｃ‐17。ボーイング社製の大型輸送機だ。

「直前のタイミングに合わせて移送してくるためには、空輸しかなかったのだ。今日より前に《ＢＩＶ》を移送してきたら《コルクマン》ばかりでなく、同調者にも無む駄だな警けい戒かい心しんを抱いだかせることになるだろう？」

「それはまた、随ずい分ぶんお優やさしいことで。当然、欧おう科か連れんには何かしらのメリットがあるんだろうな」

「然り。《ＢＩＶ》には、別の用よう途ともある、ということをお忘れかな」

「…………《マナ》中毒の治ち療りようか」

「ご名答。被ひ害がい者しやの、数が数だ。この街の設備ではとても手が回らんだろう」

　χカイの目もく論ろ見みが見えてきた。誘ゆう拐かいされた占うらない師しにしてみれば、欧おう科か連れんに救出された上、《マナ》中毒の治ち療りようまで世話になるわけだ。これで影えい響きよう力りよくを持たないわけがない。

「クソ爺じじい、美お味いしいところを持っていきやがって」

「パイの切きれ端はしをいただくぐらいは正当な報ほう酬しゆうだ。もっとも、返せと言うなら返すがね」

「はいはい。どうせ協会にそこまで投資する余力はありません。くれて差し上げます」

　経済力とコネにものを言わせる、欧おう科か連れんらしいと言えばらしいやり方だ。

　全員で、玄げん関かん先さきの４ＷＤに乗り込む。運転手は見知らぬ占せん兵ぺいだった。

　即そく位い式しきの会場となる議事堂は、普ふ段だんは議会が行われる場所だ。さらに同じ敷しき地ちに官庁が並んでおり、敷しき地ち内ないに入れるのは関係者のみ、会場内に入れるのはさらに限られた要職者の特権になっている。式の様子は、ライブ中ちゆう継けいで発信される予定だ。

　レイヤーで現地のテレビ番組を適当にザッピングしてみた。どのチャンネルも即そく位い式しきの特番をやっている。警備には占せん兵ぺいが総動員されており、敷しき地ちを取り囲む様は白い帯のよう。さらにその外周は、人、人、人の群だった。

　一いつ般ぱん人じん向むけの謁えつ見けん式しきは後日予定されている。それでも少しでも早く、一目でも本物を見たい人がこれだけ集まってしまうのだから、未だ占せん王おう信しん仰こうの根はしっかり張っているのだろう。

　関係車両専用の経路で敷しき地ち内ないに入った。議事堂からかなり距きよ離りがあるにもかかわらず、喧けん騒そうが聞こえてくる。

　鉄製の門もん扉ぴの前で、４ＷＤが止まった。

「君のパイだ。私はとくと見学させてもらうよ」

　車を降りる僕ぼくとルートに、χカイが背後から声をかける。僕ぼくは返答代わりに軽く手を上げ、ドアを閉めた。

「私も行くね」

「ああ。任せたぞ」

　議事堂へと向かう４ＷＤを見送った後、ルートもその場を離はなれ、僕ぼくは正面玄げん関かんの柱の陰かげに陣じん取どった。

　この建物、小こ振ぶりなテナントビルといった外観だが、元々、国こく賓ひんが宿しゆく泊はくするための施し設せつだった。海辺のホテルが迎げい賓ひん館かん代わりの機能を果たすようになり、現在では使われていない。

　今日からここが、占せん王おうの仮住まいとしてあてがわれる。一連の行事が終わった後、占せん王おうはここにやってくるのだ。

　ここで、《コルクマン》が「罠わな」にかかるのを待つ。

　ルートには、周囲の哨しよう戒かいと配備されている占せん兵ぺいの抜ぬき打うちチェックを頼たのんでいた。万が一にでも同調型シンカーが出てきたら、プランを変えざるを得なくなる。

　レイヤーに、議事堂内部の様子が映し出される。今まさに、即そく位い式しきの最中だ。

　参列者の最前列に、χカイの姿を確かく認にんする。小こ柄がらな東洋人の中に長身の西洋人とあって、かなり目立つ。《コルクマン》としてはこのタイミングで飛び込むのが最高だが、《魔ま犬けん》を相手にしたくはないだろう。そうさせないための配置だ。

　一時間が経過した。議事堂では壇だん上じようのミァンが緊きん張ちようした面おも持もちで即そく位いの辞じを述べている。

《コルクマン》発見の一報はまだなかった。あれだけ精せい巧こうな機械人形オートマタだ。ちょっと変装すれば雑ざつ踏とうに紛まぎれる。何百という目で捜さがしていても、容易なことではない。

　二時間が経過した。式は無事終了し、白い正装に白いベールを被かぶった占せん王おうが、黒くろ塗ぬりの乗用車に乗り込んだ。報告は、まだ無い。

　猫ねこのように音もなく、ルートが戻もどってきた。

「異常なしだよ。なんかちょっと、不安になってきた」

「大だい丈じよう夫ぶ。必ず来る」

　次し第だいに、周囲が騒さわがしくなってきた。どこからともなく湧わいてきたテレビクルーが、玄げん関かん前まえピロティに集結している。

「ルート、どうだ。あの中にヤツはいるか」

　ルートは、無言で左右に首を振ふった。

　──読よみ違ちがえたのか。まだどこかに、隠かくれているのか。

　道の先から、車の列がやってきた。前後にごつい装そう甲こう車しや、挟はさまれて、黒くろ塗ぬりの乗用車。

　装そう甲こう車しやから続々と現れた占せん兵ぺいが人の壁かべをつくり、占せん王おうの動線を確保する。

　乗用車のドアが開き、占せん王おうの白い姿が顕あらわになった。

　その瞬しゆん間かん、トランクリッドが跳はね上あがり、中から人ひと影かげが立ち上がった。

　黒マントに、仮面。

「《コルクマン》っ!!」

　僕ぼくは柱の陰かげから飛び出した。《コルクマン》が人外じみた跳ちよう躍やくで占せん王おうに飛びついた。車の後部が、大きくたわむ。

《コルクマン》の黒と、占せん王おうの白が重なった。

　次の瞬しゆん間かん、その場にいた全員が蜘く蛛もの子を散らすように散開した。テレビクルーも含ふくめ、全員が占せん兵ぺいだ。

　よもや、逃にげ出だすとは思っていなかったのだろう。占せん王おうを脇わきに抱かかえ、《コルクマン》はその場で棒立ちになっていた。

　数歩の距きよ離りを取り、僕ぼくは《コルクマン》と正対した。

「素す敵てきなオモチャだろう？　《コルクマン》」

「こいつは。とんだ意い趣しゆ返がえしだ」

　どさっ、と、《コルクマン》が脇わきに抱かかえたオモチャを放った。白いベールが取れ、機械人形オートマタの無機質な顔が顕あらわになった。

　本物のミァンはまだ議事堂の中、χカイがしっかりとガードしているはずだ。

　占せん兵ぺい達たちは一定の距きよ離りを開け、物もの陰かげに隠かくれるようにしてこちらを窺うかがっている。ただ一人、ルートだけは隠かくれもせず、少し離はなれてこちらを見守っている。

「なあ《コルクマン》。稀まれ世よの占うらない師しは本物。占せん王おうも本物だ。タオ・フー将軍の、お前の弟の悲願は、成じよう就じゆしたんだ。弟の遺志を継つごうとしたお前の目的も、これで達したはずだろう。でもお前は、なぜか満足せず、稀まれ世よの占うらない師しを手中にしようとしている。おかしいよな？」

《コルクマン》の要求は、最初から稀まれ世よの占うらない師しを差し出せだった。このズレは、一体どこから生じたのか。

「《コルクマン》。いや、タオ・イー。お前は将軍の遺志を大義名分に、自分のためだけに占うらないの力を欲した。極限である稀まれ世よの占うらない師しを、欲したんだ」

《コルクマン》は黙もくしたままだった。構わない。答え合わせを続けるとしよう。

「本物の未来視？　《星ほしの眼め》の体現者？　大おお噓うそつきもいいところだ。今でもお前には、占うらないの才なんて微み塵じんもない」

「私の預言は本物だ」

　口調が、タオ・イーのそれに変わった。

「ああ、そうだな。お前は占うらない師しの居場所を見み透すかしていた。世界中の事件を預言した。まるで千里眼だ。まんまと騙だまされたよ」

　僕ぼくは人差し指で、自分のコメカミを指し示した。

「冥めい土どの土産みやげに教えてやる。《星ほしの眼め》の力は、住民に直接作用しているわけじゃない。未来視現象ってのは、変異麦ばつ角かく菌きんの作る特とく殊しゆな酸さんが、脳の神経系に影えい響きようを及およぼした結果だ。生身の体を持たないお前には、効くはずがないんだ」

　未来視現象の原因が解明されたことで、僕ぼくは、ズレの理由に気づくことができた。

「『《コルクマン》＝《星ほしの眼め》の体現者』前提条件としていたこの図式が、間ま違ちがっていた。ここに気づけば、すぐ結論は出たよ。《星ほしの眼め》の体現者そのものが、同調型シンカーのお膳ぜん立だてだったってな。ほら、その証しよう拠こに、同調型シンカーに手を切られた今のお前では、こんなちゃちなオモチャを見み抜ぬくこともできないんだからさ」

《コルクマン》は、ダミー人形を蹴けり転がした。

「六十点。及きゆう第だい点てんだ。私に占うらないの才がないのは認めよう。個人的な占うらないへの愛あい憎ぞう、それも認めよう。だが、弟の遺志を継つぐ私の信念は本物だ。大義名分などでは、けっしてない」

「ハッ。それで四十点マイナスか。厳しいな」

「弟は、稀まれ世よの占うらない師しに希望を見ていた。占せん王おうが、民たみを正しい方向へ導くと信じていた。しかし、占うらないは本物でも、正しくはない。この街が占うらない師しが治める占うらない師しの街であり続けることは、正しくない。君の言葉を借りれば、前提条件が間ま違ちがっていたのだ」

「だから、稀まれ世よの占うらない師しを消せばいいと思ったのか？」

「違ちがう。占うらないは、力だ。民たみを本当に正しい方向へ導くには力が必要だが、力を持つ者は、力に溺おぼれる。ならば、力を持たない者が、力を持つ者を使えばいい」

「……もういい。わかった」

　話が通じるかもしれない。一いつ瞬しゆんでもそう思った僕ぼくがバカだった。

　こいつは、稀まれ世よの占うらない師しを自分の操パりペ人ツ形トにすることが、本気で正しいと思っている。大義名分だと言われた方が、遥はるかにマシだった。

「あの娘こは、ミァンは、この街のために、みんなのために占せん王おうになった。占うらないで街を支配しようだなんて、これっぽちも思っちゃいないんだよ。保守派も、改革派も、占うらない師しも、そうじゃない人も、何もかも、全部ひっくるめて、背負っていく覚かく悟ごで、占せん王おうになったんだ」

「みんなが幸せになる道などない。机き上じようの空論だ」

「それでも。ミァンは、その道を行く覚かく悟ごをした。《コルクマン》、力に溺おぼれているのは、お前の方だ。お前は占うらないを否定して、占うらない師しを否定して、それが正しいと思ってるだけで、誰だれかを幸せにすることなんて、これっぽちも考えてない。ミァンの覚かく悟ごは、僕ぼくより、お前なんかより、ずっと尊いんだ」

「うるさいっ！　黙だまれっ！」

「ゲームオーバーだ。《コルクマン》」

　指輪に左薬指を通し、左ひだり腕うでを影かげに変える。

　実戦に開始の合図はない。跳ちよう躍やくし、体重を乗せた右ストレートを、《コルクマン》の下腹部に叩たたき込こんだ。

　右みぎ腕うでに、硬かたい衝しよう撃げきが返ってきた。不意打ちの一いち撃げきで、体勢を突つき崩くずすつもりだったが、《コルクマン》は微び動どうだにしなかった。

　マントが翻ひるがえり、はずれる。

　中身を見、僕ぼくは瞠どう目もくした。機械人形オートマタではなく、全身隙すき間まのない西洋鎧よろいだった。

　緩かん慢まんな右ブローが飛んできた。僕ぼくは背後に跳とび退のき、距きよ離りを取った。《コルクマン》は深追いすることなく、左手の兜かぶとを機械人形オートマタの頭に被かぶせた。

「驚おどろいた。随ずい分ぶん格好良くなったじゃないか。どこから調達してきたんだ」

「減らず口を叩たたけるのも今のうちだ」

　次の瞬しゆん間かん、鎧よろいが目の前に現れた。

　鉄の拳こぶし。頭で理解するより先に体が動き、体たい捌さばきで避よける。間かん髪はつ容いれず、二の段が飛んでくる。瘴しよう気きをまとった拳こぶし。左手で受け流し、右手で殴なぐりつける。鈍にぶい音がしただけで、《コルクマン》の動きは全く鈍にぶらない。

　殴おう打だの嵐あらし。左ひだり腕うでを盾たて状じように変形させ、身を守る。防戦一方で、反はん撃げきに出る余よ裕ゆうはない。

　虚きよ数すう界かいに通用する武器を持っていようとも、それだけでライナーがジェイルズを圧あつ倒とうできることにはならない。逆もまた真であり、ガチの殴なぐり合あいになれば、身体能力がものを言う。

　全身鎧よろい。防ぼう御ぎよ性能には優すぐれているが、実際は重くてとても動けたものではなく、主に部屋飾かざりとしての意味合いが強かったと聞くが、こいつはほとんど、重力を無視した動きだった。

　格かく闘とう技術とは程ほど遠とおく、子どもが腕うでを振ふり回まわすような挙動だったが、それが巨きよ大だいな鉄の塊かたまりで、疲ひ労ろうもダメージもないとなれば、人の身で敵かなうはずもない。

《コルクマン》渾こん身しんの右アッパーが、盾たてをぶち破った。僕ぼくは吹ふっ飛とばされ、地面を転がった。

　呼吸が苦しい。肉身が痛みにうめきを上げ、機械の半身がミシミシと悲鳴を上げる。

「ヒャハハハハハ！　どうした！」

《コルクマン》は呵か々か大たい笑しようするばかりで、追つい撃げきしてこなかった。余よ裕ゆうの表れか、有あり難がたくも、僕ぼくが体勢を立て直すのを待っていてくれるようだ。

　それが、命取りになるとも知らずに。

「……本当に、感心したよ。《コルクマン》。敵ながらナイスアイディアだ。だが、お前は一つ、とても大事なことを忘れている」

「ああ？」

「お前は一人でも、僕ぼくには頼たよれる仲間がいるってことだ」

　挙手を合図に、周囲の占せん兵ぺいが巨きよ大だいな鉄の筒つつを構えた。

　僕ぼくは素す早ばやく耳みみ栓せんをし、左ひだり腕うでを等身大の盾たて状じように変形させ、身を守った。

　閃せん光こうと爆ばく音おん、次いで爆ばく風ふうと衝しよう撃げき、瓦が礫れきが一帯を覆おおう。

　虚きよ数すうの盾たて。爆ばく音おんは完全には避よけられないが、他はこれで、ほぼ避よけられる。

　弾だん頭とうは、戦車の装そう甲こうをぶち抜ぬくＲＰＧ‐７。元々の命中率が低い上、的が小さいという悪条件だが、戦せん闘とうのプロが数すう箇か所しよから砲ほう撃げきすれば、どれか当たるだろう、という算段だった。

　粉ふん塵じんが落ち着いてきた。瓦が礫れきの中から闇やみが──立ち現れる。

　人の形をした、闇やみ。四し肢しは幼児の描かいた絵のように輪りん郭かくが曖あい昧まいで、眼がん窩かには光を捉とらえる眼めはなく、ベタ塗ぬり黒一色の顔に表情なんてものはなかったけれど、即そく座ざに人だとわかる形だった。

　──あれが、《コルクマン》の本体。ルートの分ぶん析せき通り、人形をバラバラにした程度では形状を崩くずすまでには至らなかった。ダメージもないと見ていい。

　だが、これで邪じや魔まな外がい殻かくはなくなった。直接、本体に干かん渉しようできる。

　僕ぼくは闇やみに駆かけ寄より、左手で首を摑つかんだ。

「機械人形オートマタのプラテウムが媒ばい体たいだって言うなら、要は、お前と人形を完全分ぶん離りすればいいんだよな。こんな風に」

　僕ぼくは《コルクマン》を容よう赦しやなく地面に叩たたきつけた。もう一度。さらに、もう一度。

　振ふり回まわすたびに、闇やみの中から機械人形オートマタの残ざん骸がいが吐はき出だされていく。《コルクマン》本体には、こちらの世界での質量がない。ボロ布を振ふり回まわすよりも容易たやすい作業だ。

「了りよう次じ！　早くそこ離ばなれてっ！」

　ルートの声が、耳じ朶だに響ひびいた。

　僕ぼくはようやく、周囲に目を向けた。施し設せつ玄げん関かんのガラスが吹ふき飛とび、ピロティの床ゆかが砕くだけ、大穴の開いた天てん井じようからは、破は片へんがボロボロと落ちてきている。

　僕ぼくは、ピロティを全速力で駆かけ抜ぬけた。

　離り脱だつのわずか十数秒後、背後で轟ごう音おんが響ひびいた。先さき程ほどまでいた場所が、上階に押おしつぶされてなくなっていた。

　間かん一いつ髪ぱつ。僕ぼくは胸を上下させ、肺はい腑ふに酸素を送り込んだ。媒ばい体たいがほぼ尽つきたか、掌しよう中ちゆうの《コルクマン》は人の形を維い持じできず、本当にボロ布のような形状になっていた。

　刹せつ那な、人の形が風船のように萎しぼんだ。背後が、急に暗くなった。

「下っ！」

　ルートの声。背後に闇やみ。《コルクマン》。僕ぼくの影かげの中に、本体を潜ひそませていたのか。

　前のめりに跳ちよう躍やくするが、間に合わなかった。闇やみに、左ひだり脚あしが絡からめ取とられる。

「っあああああああああああああああああああああああああああああ!?」

　存在しないはずの幻肢痛フアントムペインが、脳のう髄ずいを焼く。激痛は一いつ瞬しゆんで引き、疼とう痛つうに変わる。

　背に腹は替かえられない。左ひだり腕うでを長い刃はの形に変え、自らの左ひだり脚あしに突つき立たてる。が、《コルクマン》が身を引く方が一いつ瞬しゆん、速い。

　振ふるった左ひだり腕うでは地にめり込み、一呼吸遅おくれて、全身で地面を打った。

「クソッ、とちった」

　左ひだり脚あしが、ない。膝ひざから先が、工作機械に巻まき込こまれたかのようにねじ切られていた。

　突とつ然ぜん、体が持ち上げられた。ルートが僕ぼくを担かつぎ上あげ、逃にげようとしていた。

「バカっ、出てくるなっ！」

　突つき放はなそうと、左ひだり腕うでを振ふるう。ルートは反射的に僕ぼくを放し、腕うでで顔前を守った。

　突とつ然ぜん、視界を闇やみが覆おおった。《コルクマン》が襲おそいかかってきた、と思いきや、闇やみは僕ぼくに覆おおい被かぶさることなく、瞬しゆん時じに引き去った。

「ルート!?」

　目前に、最悪の光景が展開されていた。ルートが人の形をした闇やみに抱かかえられ、もがいていた。

「っ、はあっ、ひでえことしやがる。死ぬかと思ったぜ。まあ、死んでるんだけどな」

　のっぺらぼうの下半分が割れ、しわがれた声を発した。《コルクマン》の腹のあたりに、切られた左ひだり脚あしが埋うまっているのが透すけて見える。僕ぼくは思わず、自分の左ももに手をやった。

　──プラテウム。媒ばい体たいに、義ぎ肢しの人工神経を使ったのか。

「ルートを放せ」

「嫌いやだね」

　歯を食いしばり、暴走しそうになる感情を抑おさえつける。

「……機械人形オートマタ。タオ・フー将軍を模したんだよね」

　ぼそぼそとルートが言う。

「あなたは若い時に渡と米べいして、整形しちゃったから、元の顔がわかんなくなってるんだ」

《コルクマン》はルートの髪かみを引っ張り、無理矢理頭を上げさせた。

「やめろっ！」

「了りよう次じ、いいから。少し、この人と話、させて」

　ルートは気き丈じようにも、眼球だけを《コルクマン》の顔に向けた。

《コルクマン》にとっても予想外の言動だったに違ちがいなく、動きを止めていた。

「どうしてあなたは、コールマン・スミスになって、《コルクマン》になって、《星ほしの眼め》の体現者になったの。どうしてそうやって、自分からどんどん遠ざかっていくの」

「…………」

「親が、親しん戚せきが、街が、あなたを否定した。あなたは、自分を認めて欲しかった。でも、誰だれよりもあなたを否定しているのは誰だれ？　あなた自身じゃない」

「俺おれは、ただ、演じているだけだ」

　ルートはまっすぐ《コルクマン》を見み据すえ、言葉を紡つむぐ。捕とらえている側の《コルクマン》が、逆に気け圧おされているのがわかった。

「演じることは噓うそじゃないよ。だけど、自分がなくなっちゃったら、それは噓うそ。見て欲しいけど、見て欲しくない。矛む盾じゆんしてるから、ちゃんと人の形にならなかったんだ」

「うるさい！」

《コルクマン》の腕うでが帯状に変化し、ルートを頭からミイラのように簀す巻まきにした。

「さあ。嬢じようちゃんを絞しめられたくなかったら、指輪をよこしな」

　僕ぼくは指輪をはずし、《コルクマン》目がけて放った。

「いやに素す直なおじゃねえか。そんなにこの嬢じようちゃんが大事か」

　嚙かんだ下した唇くちびるから、血の味が滲にじむ。

　──落ち着け。ここで出す手を間ま違ちがえるわけには、絶対にいかない。

　僕ぼくは、右手をそっと開いた。ルートにプレゼントした、白い花のついたブルーのヘアピン。ルートが僕ぼくを担かつぎ上あげた際、落としたのを拾っておいたのだ。

　ヘアピンには金色の毛が数本、くっついていた。

　ルートの頭皮を離はなれた髪かみの毛けは、完全に虚きよ数すう界かいの産物だ。だのにこのヘアピンは、ルートから離はなれてなお、髪かみの毛けを挟はさんでいる。

　王ワンのぼったくり露ろ店てんの商品がプラテウム製のはずもない。が、思い当たる節があった。

　ルートがＮ７倉庫に侵しん入にゆうした、あの時。ヘアピンを外すのを忘れていたとしたら。

　そして、《マナ》の微び粒りゆう子しが付着していたとしたら──虚きよ数すう界かいに、干かん渉しようできる。

　ただし、ヘアピンはあくまでヘアピンだ。この小さく脆もろいアクセサリで、どうやってダメージを与あたえる？

《コルクマン》との距きよ離りは、目測五メートル弱といったところか。投げた指輪はその足あし下もと、片かた脚あしを失った今の僕ぼくには、すぐには詰つめられない距きよ離りだ。

　のんびり戦略を練っている時間は、ない。

　──一か、八か。

　視界が、黒に染まる。《コルクマン》。一いつ瞬しゆんにして、ゼロ距きよ離りに縮めてきた。

　捕つかまる瞬しゆん間かん、僕ぼくは右みぎ拳こぶしを振ふり上あげ、《コルクマン》の顔面を殴なぐりつけた。油断したのか、《コルクマン》は何の防ぼう御ぎよ動作も取らなかった。

「がああああああああっ!?」

《コルクマン》が絶ぜつ叫きようした。悶もん絶ぜつし、地面を転げ回る。指の間に挟はさんでいたヘアピンが、《コルクマン》の眼がん窩かに、深々と突つき刺ささっていた。

　曲がりなりにも人の形をしているなら急所も人と同じ、と仮定し、存在しない目を狙ねらった一いち撃げきだった。読よみ違ちがえていたらアウトだったが、天が味方した。

　五メートル先で、ルートが倒たおれ伏ふしていた。覆おおっていた闇やみは、なくなっていた。

　両りよう腕うでと右みぎ脚あしを駆く使しして前進し、ルートを抱だき上あげる。ぼんやりとした表情だったが、目の焦しよう点てんはぴたりと僕ぼくの顔に合った。

「ルート」

「ごめん、了りよう次じ。失敗した」

「なんでこんな、無茶」

　返事の代わりに、ルートの右手から、黒い物体が零こぼれた。

　投げた指輪は、すぐそばに転がったままだ。ずっと見つからなかった、小指の指輪だった。

「電波、届かないわけだよ。機械人形オートマタの中にまで、めり込こんでたんだ」

　疑問が、氷解した。

　機械人形オートマタが爆ばく散さんしたことでルートは指輪の在処ありかに気づき、回収していたのだ。

　勝利条件は明確だ。あいつの腹の中にある義ぎ肢しを、奪うばってやればいい。

　機械人形オートマタ相手だった時は剝むき出だしだったが、今度は完全に本体に包まれている。内と外が、逆転した。爆ばく破はしようにも、虚きよ数すうの盾たてが邪じや魔まをする。先のは不意打ちだったが、今は十分、警けい戒かいされている。

　つまり、同じ手は使えない。

　五体満足な状態ならまだしも、脚あし一本もがれた今、正せい攻こう法ほうでは勝ち目がない。

　僕ぼくは、もう一つの指輪を拾った。薬指と、小指。漆しつ黒こくの指輪が二つ、揃そろった。

　二つの指輪は、互たがいが互たがいのスペアではない。

　一つではできなかったことが、二つなら、できる。

　時計の針をあの日ザ・デイの僕ぼくに、ギリギリまで戻もどすことが、できる。

「お願い。それは、やめて」

　震ふるえる声でルートが言う。僕ぼくの心の声を、読み取ったかのようだった。

　ルートの手が、指輪に伸のびる。

　僕ぼくが拳こぶしを握にぎると、ルートは僕ぼくの指に両の手をかけ、懸けん命めいに開こうとした。

「やめてっ！　了りよう次じが了りよう次じでなくなっちゃう。人で、なくなっちゃうっ！」

　そう。指輪二つの力は絶大だが、元に戻もどれなくなる可能性がある、禁じ手だ。

「約束……したでしょ。二つ同時には使わないって。自分をなくすようなやり方は……しないって」

　忘れるわけがない。二つの指輪を使ったのは、この二年間でたった一回だけ。その一回で運悪く戻もどれなくなりかかり、その時、約束したのだった。
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「ガッ、ハア、絶対に、殺してやる！」

《コルクマン》が起き上がり、怒ど声せいを上げる。躊躇ためらっている時間は、ない。

「そうだな。約束だったな。わかった。二つ同時には、使わない」

　ルートの顔に、安あん堵どの表情が広がった。

「でも、逃にげるのは、なしだ」

「え？」

「今、こいつを何とかしないと、ミァンに害が及およぶかもしれない。だから、逃にげちゃだめだ」

「でも、どうやって」

「大だい丈じよう夫ぶ。まだ、手はある」

　僕ぼくは、ルートが回収してくれた指輪を、左小指に嵌はめた。

「これ、ありがとな。それからごめん。ルート」

　左手で、ルートを遠くに放る。乱暴なやり方だったが、これが最速だ。それに、地面との衝しよう突とつで傷つく体ではない。

　視界の端はしで占せん兵ぺいがルートを担かつぎ上あげ、安全圏けんに運んでいくのを確かく認にんした。

　──よかった。

　空が、暗くなった。ゆっくりと歩み寄ってきた《コルクマン》が、僕ぼくを見下ろしていた。

「死ね」

　黒い右みぎ拳こぶしが振ふってきた。上体をねじり、避よける。続く左ひだり拳こぶしも左ひだり腕うででいなす。

「死ね、死ねっ！」

　さらに、右。フォームもクソもない。衝しよう動どう任まかせの拳こぶし。左手で包み込むようにして受け止めるが、バランスを崩くずし、背中が地面についた。

　こちらも右みぎ拳こぶしを返すが、腹部に達する前に、空いた手で軽く受け止められた。

《コルクマン》に、マウントをとられた。腹の中の、義ぎ肢し。近いのに、遠い。

「はあっ、往おう生じよう際ぎわの悪い、死ねよ！」

　両りよう腕うでに、尋じん常じようでない圧がかかってきた。右みぎ脚あしをばたつかせたが、何の抵てい抗こうにもならなかった。

　過重限界を超こえた右みぎ腕うでが、ギシギシと嫌いやな悲鳴を上げる。エフェクターが切れ、金属面が剝むき出だしになる。ヒンジが飛び、外装がひん曲がる。

「……ってた」

「ああっ!?」

「僕ぼくは、この瞬しゆん間かんを、待って、いたんだ」

　左ひだり腕うでを影かげの杭くいに変え、引ひき抜ぬいた。肘ひじから先が人の形に戻もどり、だらりと垂れる。

　指輪は、杭くいに残したままだ。

「おうっ!?」

　支えを失った《コルクマン》が、僕ぼくに覆おおい被かぶさってきた。どす黒い瘴しよう気きで意識が飛びかけながら、僕ぼくは右みぎ拳こぶしに握にぎり込こんでいたもう一つの指輪を、左薬指に嵌はめた。

　瞬しゆん時じに、影かげの杭くいが消える。

　そして再び影かげと化した左手で《コルクマン》の腹をえぐり、義ぎ肢しを引ひき抜ぬいた。

「いぎやああああああああああああああああああああああああああああああああああっ!?」

　叫さけび声ごえが、遠い。視界が、暗い。生身で瘴しよう気きを受けたのは、やはり、まずかった。

　意識が、明めい滅めつする。

　──ああ、そうだ。こいつを、殴なぐってやるんだった。

　ふっと、そう、心に、思おもい浮うかんだ。

　僕ぼくは義ぎ肢しを投げ捨て、横転し、《コルクマン》の頭を、左手で抑おさえつけた。

　そして右みぎ拳こぶしを握にぎり、残る力を全て振ふり絞しぼって、消えかかったその頭に一発、くれてやった。

「僕ぼくの、勝ちだ」

　闇やみが、人の形を失った。僕ぼくは、指輪を外し、意識が、遠くなり、闇やみが、来た。










　８　占せん都とを発たつ日




「了りよう次じ？」

　目を開けると、細身の少女が、口を丸くして僕ぼくを見下ろしていた。

「あ、やっぱり了りよう次じだ」

　目の焦しよう点てんが合った瞬しゆん間かん、僕ぼくは跳はね起おきた。

「理り子こ姉、ちゃん」

「はいはい。理り子こ姉ちゃんですよ」

　理り子こ姉ちゃんは朝おはようと声をかけるのと同じような調子で、僕ぼくに声をかけてきた。

　五感が、情報を求める。白一色で塗ぬりつぶされた、何もない空間。遠くに眼めを凝こらしても、何もない。匂においはなく、温かくもなく、寒くもない。

　僕ぼくは、自分の頭の中をまさぐり始める。記き憶おくを、精査し始める。

　ここは、どこだ。いつの、どの時点での、どの場面の記き憶おくだ？

　しかし最大の違い和わ感かんは、目の前にいる、理り子こ姉ちゃんだった。

「姉ちゃん、その格好」

　エプロン姿じゃなく、薄うす鼠ねず色いろの検査服。髪かみ型がたもポニーテイルではなく、下ろしていた。

「ああ、これ、変なの。病院の服みたい。でも了りよう次じだってほら、サラリーマンみたい」

　自分の顔に触ふれ、体をまさぐり、背格好を確かめた。

　右みぎ腕うでも、両りよう脚あしも、義体化されている。小学生時代じゃない。現在進行形の、僕ぼくの姿だった。

　理り子こ姉ちゃんも、そう。この髪かみ型がたと服装は、現実の時間軸じくでは協会に保護された以降の理り子こ姉ちゃんだ。

　これは、過去の追体験じゃない。書き割りが、ない。

　──ということは。

　これは、幻影症フオントマノミーじゃない。ただの夢だ。

　僕ぼくが頭の中で、こうあって欲しいと思い続けた願望が作り上げた、理想の塊かたまり、仮想の結けつ晶しようだ。

「自分の夢の中で聞くのも変だけど、これって夢だよね？」

　と、理り子こ姉ちゃん。まるで、僕ぼくの思考を読み取ったかのようだった。

　そうだよ、と言いかけて、僕ぼくはふと、あることに思い至った。

「姉ちゃん、現実であった出来事、どこまで覚えてる？」

「えっと、母さんのお見み舞まいに行って、帰りに青白い光がぱあって光ったところまで」

　──あの瞬しゆん間かんで理り子こ姉ちゃんの時間が止まっているなら、頭の中身も、八年前で止まっている。つまり、理り子こ姉ちゃんは、自分の時間が止まっていることを、認にん識しきしていない。

「そう。もちろん、これは夢だ。そして僕ぼくは、未来の了りよう次じなんだよ」

　僕ぼくは、時じ間かん軸じくをごまかした。たとえ夢の中でも、突とつ然ぜん真実を告げるのは、あまりに酷こくだ。

「へええ！　了りよう次じ、今何なん歳さい？」

「二は十た歳ち」

「二は十た歳ちかあ。思ったより変わんないもんだねえ」

「信じてくれる？」

「そりゃ信じるよ。だって了りよう次じ、私の知ってる了りよう次じよりずっと逞たくましくなったような気がするし。それにほら、きりーつ」

　理り子こ姉ちゃんが、立ち上がった。僕ぼくも、立った。

　そして理り子こ姉ちゃんは、僕ぼくの頭にそっと、手を置いた。

「……あ」

「ね。背、追おい抜ぬかれちゃった」

　くつくつと笑う理り子こ姉ちゃんにつられて、僕ぼくの頰ほおも緩ゆるんでしまう。

　理り子こ姉ちゃんを、こんなにリアルに感じている。掌てのひらの感かん触しよくも、息いき遣づかいも、ソプラノの柔やわらかな声も、こんなに近く、感じることができる。

　言いたい言葉や、言ってほしい言葉はたくさんあった。

　けれども、名前を呼ばれ、名前を呼んだだけで、気持ちが満ち足りて、溢あふれてしまっていた。

　何度も何度もシミュレーションして、考えてきたこと全部が、どうでもよくなってしまった。

　都合のいい、幸せな夢は、長く続かない。理り子こ姉ちゃんの体に、変化が現れた。

　色が褪あせ、輪りん郭かくがぼやけ始めた。それも、かなりのスピードで。

「姉ちゃん、体」

「うん。そろそろ時間切れ、みたいだね」

　理り子こ姉ちゃんが、行ってしまう。僕ぼくは薄うすくなっていく姉ちゃんの右手を、両手できつく、握にぎりしめた。

「なあに、そんな顔して」

　ほんの一いつ瞬しゆんだけ、理り子こ姉ちゃんは困った顔を見せた。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、未来の了りよう次じ。必ずまた会える。だって私達、姉弟きようだいでしょう」

「でも、」

「魂たましいみたいなものがあるなら、きっと、私と了りよう次じのソレは、ずっとつながってる。過去でも今でも未来でも、ちゃんと、また会えるよ」

　いやだ。もっと、話をしたい。もっともっと、そばにいて欲しい。

　口の端はしから零こぼれそうになる言葉を、嚙かみ殺ころした。

　──今の僕ぼくは、未来の了りよう次じだ。理り子こ姉ちゃんに甘あまえて、すがっていた、ガキの了りよう次じじゃない。

　だから。

　僕ぼくは理り子こ姉ちゃんの手を放し、ぐっと小指を突つきつけた。

「また、絶対、会おう。約束だ」

　理り子こ姉ちゃんはくすりと笑い、自分の小指を僕ぼくの小指に絡からませた。

「うん。わかった。約束しよう」

　理り子こ姉ちゃんの姿が光の粒りゆう子しとなって、空間に溶とけていく。

「じゃあ、またね。未来の了りよう次じ」

　手を振ふる理り子こ姉ちゃんは、最後まで笑顔だった。




　　　　　＊




　闇やみの中で「了りよう次じ」と名を呼ぶ懐なつかしい声が聞こえた。

　声のする方に目をやると、そこには光があった。闇やみに吞のまれて今にも消えてしまいそうな、小さな光だ。

　光に手を伸のばした。何かに触ふれた。闇やみと同化した手を、何かが優やさしく包み込んでくれた。

　焦しよう点てんが合ってくると、そこにはルートの泣き出しそうな顔があった。金色の髪かみが、陽の光のように明るく、眩まぶしい。

　ルートが僕ぼくの左手を握にぎってくれていた。ちゃんと、指が五本ある。人の、手の形をしている。

　右みぎ腕うでに、修理の跡あとがあった。もぎとられた左ひだり脚あしには、非機械制せい御ぎよの義ぎ肢しがついていた。

「おはよう。まず水を飲んで」

　また妙みようなことを言い出すと思ったが、何か言おうとして、上う手まく声が出ないことに気づいた。

　ものすごく、喉のどが渇かわいていた。

　水差しをわずかに傾かたむけ、ルートが僕ぼくの口の中に水を注そそぎ込こむ。ただのぬるい水だったが、ひどく美う味まかった。

「ふう。《コルクマン》はどうなった？」

「あの後、χカイがすぐ来たんだ。うまくミァンと繫けい留りゆうできたみたいだけど……」

「何とかなったか。よかった。これで一安心だ」

　僕ぼくが言うと、ルートの表情がにわかに険しくなった。

「了りよう次じね、丸三日間、眠ねむってたんだよ」

　そう言われて僕ぼくは、ようやく自分が置かれている環かん境きように注意を向けた。

　ベッドと、机と、椅い子す。黄土色の壁かべ。鎧よろい戸どの付いた窓。乳白色の蛍けい光こう灯とう。

　見慣れた緑りよく龍りゆう亭ていの、自室だった。

「心配、した。すごく」

　うつむき、もごもごとルートが言う。

「……悪ぃ」

　僕ぼくは上体を起こし、髪かみをくしゃりと撫なでた。

　ルートは僕ぼくに、三日間の様子を話してくれた。苦しむ様子もなくずっと穏おだやかな表情だったそうで、それがかえって、彼かの女じよの不安を助長してしまったようだった。

　僕ぼくはルートに、夢の中で理り子こ姉ちゃんに会ったことを話した。

「夢の中の理り子こさんは、まるで了りよう次じの方が自分の夢に出てきたって感じで話してたんだよね」

「まあ、そうだな」

　与よ太た話ばなしのつもりだったのだが、ルートの表情は、やけに真しん剣けんだ。

「ねえ了りよう次じ。それ、本当にただの夢だった？」

「ああ。幻影症フオントマノミーじゃない」

「そうじゃなくて。私が言いたいのは、本物了りよう次じと、本物理り子こさんが、同じ夢の中にいたんじゃないかってこと」

「……僕ぼくが、理り子こ姉ちゃんの意識に触ふれた？」

　無言で頷うなずくルート。

「ほら、ミァンの夢む告こく。あれは、本物了りよう次じと本物ミァンが、同じ了りよう次じの夢の中にいたんだよね。それと同じことが、了りよう次じと理り子こさんの間で起こったんじゃないかな」

「まさか。あの場にミァンはいなかったんだぞ」

「いたでしょう。ミァンじゃなくて、《コルクマン》が」

　ルートの言葉が、うまく吞のみ込こめなかった。

「じゃあ了りよう次じ、要点を整理しよう」

「頼たのむ」

「まず、ミァンについて。未来視は稀まれ世よの占うらない師しとして先天的に持っていた能力だけど、夢む告こくはライナーになって、後天的に獲かく得とくした能力です。これは、了りよう次じ自身が言ったことです」

「うん。その通りだ」

「変異麦ばつ角かく菌きんの酸さんは《コルクマン》には効きません。これも、了りよう次じが言ったこと」

「それも、その通りだ」

「でも、《コルクマン》自体は、ミァンをライナーにして、麦ばつ角かく菌きんをそういう風に変異させた虚きよ数すうエネルギーの塊かたまりです」

「……ああ」

「未来視や夢む告こくとイコールとは言わなくても、人の意識に入り込むような能力が《コルクマン》にあっても、不思議じゃありません」

　やっと、理解が追いついた。僕ぼくが、ミァンの夢む告こくでやろうとしていたことが、《コルクマン》の能力でできた。そう、ルートは主張しているのだ。

「いや、だって、あいつの預言はガセだったって、当人が認めてたじゃないか」

「そりゃそうだよ。《コルクマン》は、自分には絶対占うらないの才能がないって、思い込んでたんだから。自分で自分をブタだと思ってる人が真しん珠じゆ持ってたって、気づかないよ」

「僕ぼくは、ライナーだ。自覚のあったミァンだって、僕ぼくの夢の中にはうまく入り込めなかった」

「コンディションの問題だと思う。了りよう次じ、ボロボロだったから」

「理り子こ姉ちゃんは、海の向こうにいるんだ」

「大事なのは物理的な距きよ離りじゃなくて、心の距きよ離りじゃないかな」

　僕ぼくの投げた言葉のボールを、ルートはちゃんとミットに収まるよう、投げ返してきた。

　そして気がつくと、投げるボールがなくなっていた。何も持っていないはずの手に何かを摑つかんだような、そんな奇き妙みような錯さつ覚かくがあった。

　──だったら、あれは、本当に、本当の、理り子こ姉ちゃんだったのか。

　筋は、通る。何より、僕ぼくの内側から湧わき出でてきた感情が、そう告げていた。

「本物、だった」

　言葉に出した瞬しゆん間かん、歓かん喜きと慚ざん愧きが、同時に僕ぼくを襲おそった。

　あれは、幾いく重えにも偶ぐう然ぜんが重なった結果だ。再現は、望むべくもない。

　理り子こ姉ちゃんと、話ができた。けれど、本物だとわかっていたら、もっと色々聞き出して、次につなぐことが、できたはずなのに。

「了りよう次じ。約束、したんでしょう。理り子こさんと、また会おうって」

「そうだ、けど」

「了りよう次じの気持ち、伝わったんだよ」

「でも、そ」

　言葉を封じるように、ルートはそっと僕の唇に人差し指をやった。

「『けど』も『でも』もだめ。一歩前進したのに、なんでそうやって一歩、下がろうとするの」

　ルートの言葉が、すっと、胸に入ってきた。

「…………じゃあ、何ならいいんだ」

「うーん、素す直なおに喜べばいいんじゃない？　やったーって」

　力の抜けるような斜ななめ上のアンサーだった。

「ほら、両りよう腕うで上げて。やったーって言いなさい」

　そう言いつつ、ルートは自らバンザイをしてみせる。

「おい、まさか本気でやれって言ってるのか」

「つべこべ言わずにやりなさい。形から入るの、了りよう次じ、得意でしょう」

　正体不明の気き迫はくに吞のまれ、僕ぼくはそろそろと両りよう腕うでを上げ、「やったー」と呟つぶやいてみた。

　一体、僕ぼくは何をやらされているのか。

「了りよう次じ、やっと笑ったね」

　僕ぼくは思わず、自分の顔に手をやった。知らぬ間に、頰ほおが緩ゆるんでいた。

「ほら、日本の諺ことわざであるでしょう。『笑う門かどには福来きたる』って。だからスマイルスマイル」

　どうやら完全に、彼女の術じゆつ中ちゆうにはまったようだ。

　してやられたのに悔くやしい気持ちは微み塵じんもなく、不思議と気持ちは落ち着いていた。

　──この小さな一歩を認めて、喜んでいい。なぜか今は素す直なおに、そう思える。

「ったく、ほんと、前向きだよなあ。お前は」

　ルートはここぞとばかりに、寂さびしい胸を張った。

「それが私のいいところだからね」

　僕ぼくが声を上げて笑うと、ルートも一いつ緒しよに笑った。

　次の一歩が、踏ふみ出だせそうな気がした。




　どこからどう話がいったのか、間もなくグェンが来訪し、面会を要よう請せいしてきた。

　拒こばむ理由もない。部屋に入ってきたグェンの表情は、硬かたかった。

「見み舞まい、ってわけじゃなさそうだな」

「《コルクマン》を屠ほふってくれたことに礼を言います。しかし、施し設せつを破は壊かいした件については処断しなければなりません」

「ああ。そいつは正しい判断だ」

　やったのは占せん兵ぺいだが、命じたのは僕ぼく、となれば、責任は僕ぼくにある。

「了りよう次じ・Ａ・スキップハート。貴き殿でんを国外追放処分とする」

「わかった。明日にでも出しゆつ立たつするとしよう」

　茶番じみたやりとりを終えると、グェンはようやく、表情を緩ゆるめた。

「李リ・峰ホウとの交こう渉しようは順調か」

「はい。今はまだ議会の保護下にありますが、領主館側では急ピッチで占せん王おうの受うけ容いれ準備が進められています。問題はむしろ、こちらの内部調整かと」

　グェンによれば、ミァンの異動計画はごく一部の側近しか知らないという。妨ぼう害がいを懸け念ねんし、受うけ容いれ準備が整い次し第だい、一気に実行に移す、とのことだった。

「忙いそがしいだろうに、わざわざ僕ぼくを処断するためだけに来たのか？」

「いえ。どうしても、あなたに直接、お伝えしたいことがあって」

　グェンは再び真顔になり、居ずまいを正した。

「近々、私グェン・ツァイは外務長職を辞し、占せん王おう直属の侍じ従じゆう長ちようへと転任します。占せん王おうを、陰かげ日向ひなたに支え続ける所存です」

「そいつはいい知らせだ。あんたが一いつ緒しよなら、ミァンも心強いだろう」

「それからもう一つ。占せん王おうからの伝言です。『いつでも、会いに来てください。一いつ緒しよに苦くう茶ちやを飲みましょう』」

「ああ。喜んで。そうミァンに伝えてくれ」

　グェンは折り目正しく、黙もく礼れいで応えた。

　グェンが去った後、領主館に明日にでも出立する旨むねを連れん絡らくすると、使いの者が飛んできて事務手続きをしていった（ルートに任せた）。李リ・峰ホウには出立前に挨あい拶さつを申し出たが、分刻みのスケジュールで動いているのでそれどころではない、と断られた。




　その後も来客が続き、来客が一段落した頃ころには、日が暮れていた。

　金きん港こう最後の夜。昨日食堂が再開したそうで、階下のどんちゃん騒さわぎも盛せい大だいに復活していた。

「参加しなくていいのか」

「うん。行かない」

　僕ぼくが三日分の新聞を読みこなしている隣となりで、ルートも字じ面づらを追っている。

　政界に目立った動きはなく、政せい治じ欄らんは占せん王おうの記事一色で染まっていた。「謁えつ見けん式しきで民衆に笑顔を振ふりまく占せん王おう」「公務に勤いそしむ占せん王おうの美しい横顔」「占せん王おうの苦くう茶ちやは絶品」等々。

　……取り上げ方がアイドルのゴシップに似ているのは、記事の質としては三流だが、異動計画が秘ひ密みつ裏りに進行できている証左にはなった。

「うわー、これ、ひっどい!!　了りよう次じの失態をχカイが穴あな埋うめした、みたいに書かれてるっ!?」

　ルートが憤ふん慨がいし、新聞の紙面をぺちぺちと叩たたく。一面に「ダグンパ捕つかまる！」と題し、χカイが機械人形オートマタの残ざん骸がいを手にしている写真が、大きく掲けい載さいされていた。

「台本シナリオ通りだろ。χカイだって喜んじゃいないさ。この引きつり笑い、傑けつ作さくじゃないか」

　事件解決の立役者はχカイ、僕ぼくはそのサポート。協会には報告できない諸々をかわすための方策だった。

「ミァン、未来視なしでもやっていけると思うな」

　李リ・峰ホウと肩かたを並べるミァンの写真を見て、ルートが呟つぶやく。

「占うらないに頼たよらなくったって、自分を信じて、人を信じて、信じさせる力が、ミァンにはある。了りよう次じもそう思うでしょ？」

「まあ、心配はしてないよ」

　グェンを扱あつかう手しゆ腕わん。李リ・峰ホウと相対して一歩も引かない剛ごう胆たんさ。そして、みんなのために占せん王おうになる覚かく悟ご。

　──大だい丈じよう夫ぶ。ミァンなら、やれる。

「うーん、私はちょっと心配だなー。了りよう次じが」

「はあ？」

「なーんか今回、やけに張り切っちゃってたじゃん。ミァンのためだーとか言っちゃってさ」

「ぼっ、僕ぼくは、ビジネスで動いただけだ」

「それはいいんだよ。別に。でも、この先、ミァンがピンチになったら、自分の仕事ほっぽり出して助けにいっちゃいそうでさー」

「そんなことはない。たぶん」

「ふーん……」

　じっとりとした視線が痛い。

「おっ、ほらほら、そんなことより見ろよ、ルート。こんな記事が載のってるぞ」

　僕ぼくの目もく論ろ見みは成功し、ルートは記事に目を向けた。

「稀まれ世よの占うらない師しと精せい霊れい」記事によると占せん王おうの影かげは時折、その華きや奢しやなシルエットとは似ても似つかない異形をとることがあるそうで、その正体は稀まれ世よの占うらない師しに未来を告げる精せい霊れい云うん々ぬん。

　……下手な鉄てつ砲ぽうも数打ちゃ当たる、と言ったところか。にしても、精せい霊れいと言うよりは、亡ぼう霊れいと呼ぶべきだろう。

　それはかつて、《コルクマン》と呼ばれた男の残ざん滓しなのだから。

「ねえ了りよう次じ」

「ん」

「私が《コルクマン》に捕つかまった時、どうして指輪を捨てて、私を助けようとしてくれたの？」

「なんだよ、いきなり」

「ちゃんと答えて」

　記事に目を向けたまま、平へい淡たんな口調でルートは言う。

「そりゃあ、あれだ。ヘアピンパンチで一発逆転の算段があったからさ」

「噓うそつかないで。指輪なかったら戦えない。死んじゃってたかもしれないんだよ？」

「……つまり、お前を見捨てるべきだったって言いたいのか」

　ルートは小さく首しゆ肯こうすると、くいっと僕ぼくの方を向き、胸むなぐらを摑つかんだ。

「今回は結果オーライだったけど、了りよう次じはきっと、同じようなことがあったら、同じように私を助けようとするよね。そんなことしてたら、いつか死んじゃうよ。了りよう次じが死んじゃったら、一体誰だれが理り子こさんを助けるの」

　ルートが、本気で怒おこっていた。潤うるんだ瞳ひとみの青が、懊おう悩のうを映し出す鏡のように深く、濃こい。

　冗じよう談だんや綺き麗れい事ごとで逃にげたら許さない。そう、目が語っていた。

「断る」

　だから僕ぼくは、素す直なおに断った。ルートの目に、困こん惑わくの色が混じった。

「ルート。僕ぼくとお前は上や下じゃなく、対等なんだ。僕ぼくは理り子こ姉ちゃんを助けて、お前をエルミ村に帰す。お前は、僕ぼくが理り子こ姉ちゃんを助けるのを助けて、ちゃんとエルミ村に帰る。どっちが優先とかじゃない。どちらも、絶対にやり遂とげなくちゃならない大仕事だ」

　僕ぼくは、胸むなぐらを摑つかんでいるルートの右手に、自分の左手を重ねた。

「お前の言う通り、僕ぼくは何度でもお前を助けるだろうさ。だけどその行動が間ま違ちがっているって言うなら、僕ぼくはお前に問うよ。ルート。お前が死んだら、僕ぼくは一体、どのルートをエルミ村に帰せばいいんだ？」

「…………………ぷっ、くっ、くくく」

　あろうことか、ルートは相好を崩くずし、声を圧おし殺ころして笑った。

「何がおかしい」

「はあ、はあ。ごめんなさい。何か、了りよう次じっぽいなーと思って」

「なんだよ、了りよう次じっぽいって」

「偏へん屈くつで、優やさしいところ。あ、もちろん、褒ほめ言こと葉ばだよ」

「褒ほめられてる気がしねえ」

「でも、うん。安心した。ちゃんとわかった、了りよう次じの気持ち」

　ルートの左手が伸のび、僕ぼくの左手をそっと包んだ。

「じゃあもう一つだけ約束して。私を一人にしないって。了りよう次じには理り子こさんがいるけど、私には了りよう次じしかいないんだから」

　伝わってくるぬくもりの正体は、体温ではなく、ルートの気持ちだとわかった。

　言葉にした方が、気持ちはもっと伝わる。ミァンの言葉を、ふと思い出した。

　──今度は僕ぼくが彼女に教えてやろう。本当に伝えたい気持ちってのは自然に言葉になって、口をついて出てくるんだ。ほら、こんな風に。

「ああ。約束する。僕ぼくはお前のパートナーなんだから」




　　　　　＊




　翌朝。チェックアウトして外に出ると、玄げん関かん先さきでχカイが待っていた。

「よお有名人」

「ご挨あい拶さつだね。せっかくお別れを言いに来たというのに」

「まだ残るのか」

「ああ。捜さがし人びとには逃にげられたようだが、後任が来るまでは《ＢＩＶ》の護お衛も役りがある」

「ははーん。任務失敗の点数稼かせぎか」

「転んでもタダでは起きない性しよう分ぶんなのでね」

　χカイは口元に不敵な笑みを浮うかべた。

「Time to say good-bye, Ryouji. See you again!（では了りよう次じ君、さようなら。また会おう）」

「さようなら。二度と会わないことを願ってやまないね」

　送そう迎げいのタクシーがやってきた。どこかで見たような黒のセンチュリーだ。

　運転席の窓越ごしに、どこかで見たようなスキンヘッドのおっさんが白い歯を見せる。

「……」

「むふふ。驚おどろいて声も出ないよーだな。実はおっさんの連れん絡らく先さきを聞いていたのだ」

　それを言うなら「呆あきれて物も言えない」の間ま違ちがいだ。

　タクシーに乗りかけたところで、王ワンが飛び出してきた。

「旦だん那な、ちょっと待って。これ、これを持っていってくれ」

　手て渡わたされたのは、「緑りよく龍りゆう亭てい」と書かれた緑のペナントだった。

「日本じゃ旅行客はみんなこれを買ってくんだろ？　あ、タダでいいよ！　俺おれからの気持ちだ」

　……まあ、かさばるものでもなし、ありがたくもらっておくことにしよう。

「じゃあ旦だん那な、ルートちゃん、元気でな。今度来る時は、またうちに泊とまってくれよ」

「そうするよ」

　王ワンとχカイに見送られ、僕ぼく達たちは緑りよく龍りゆう亭ていを後にした。

「あっという間だったね」

　感かん慨がい深ぶかげに、ルートが呟つぶやく。過ぎてしまえば短く感じるものだが、最初は目についた赤い瓦かわら屋や根ねの街並みや、独特の空気の臭においにも、今は大して気を引かれなくなっていた。

　三週間という滞たい在ざい期間は、その程度には長かったのだ。

「新聞を見たぜ、ブラザー。色々大変だったみたいだな」

「ああ。でも悪くない観光旅行だったよ」

「ところでブラザー、よかったら、サービス向上のためのアンケートに答えてくれないか」

「アンケート？」

「帰りの観光客みんなに聞いているんだ。この旅で、あなたが得たものは？」

「……そうだな。はした金と、ちょっとした希望と、女の子の連れん絡らく先さき、ってところかな」

　スキンヘッド氏はＡＨＡ、と笑う。

「ねえ了りよう次じ。次はどこに行くの？」

「何だよ、気が早いな」

「事務処理とか資料準備するの、私だもん。予定あるなら、早めに言ってもらわないと」

　空が、青い。山の方に、白い入道雲がかかっている。スコールが降るかもしれない。

「……西、かな」

「西かぁ。欧おう州しゆうとか、中東あたり？　依い頼らい、あるかどうか確かく認にんする？」

「いや、後でいい」

「りょーかい。ところで、なんで西なの？」

「男の勘かん」

　海が見えてきた。この時点で、何か大事なことを忘れているような気がしたが、その予感は間もなく、目の前に形となって現れた。

　停車したのは、港のタクシー乗り場だった。

　港こう内ないに停てい泊はくしているのは、奇くしくも行きしなにキャンセルした豪ごう華か客船だった。

「おいルート。これは一体どういうことだ」

「どうもこうも、帰りは予定通りだよ。急だったけど領主館がちゃーんと手配してくれたのだ」

「…………ということは？」

　ルートは珍めずらしく、嗜し虐ぎやく的てきな笑みを浮うかべた。

「あれに乗っていくぞ。楽しみだな！」

　僕ぼくは思わず、天を仰あおいだ。

「勘かん弁べんしてくれ！」










　あとがき




　このお話は第22回電撃小説大賞応募作『１／１０００世界のエトランゼ』を改題・改稿したものです。

　最初のコンセプトは「幽ゆう霊れいみたいな実体のない女の子」と「姉の蘇そ生せい手段を探す青年」が一いつ緒しよに欠けた世界を旅するＳＦ、というもの。そこから世界観や設定をどんどん膨ふくらませていって、書きたいものをこれでもかと詰つめ込こんで、煮に詰つめて、原形ができあがりました。

　まー詰め込みすぎたおかげで改かい稿こう時じに相当量を詰めたり捨てたりしなければならなくなりましたが、書き上がってみると、それらの「無む駄だ」も今の形に至るために必要な工程だったな！　と自己肯こう定ていできるぐらいにはなりました。ええ。強がりですが。




　この舞ぶ台たいのテーマは、言うまでもなく「占うらない」です。困った時の神かみ頼だのみ、じゃないですけど、自分ではどうにもならないようなシーンで占いに頼たよりたくなったこと、誰だれしも一度や二度はあるでしょう。

　占い──僕ぼくはあまり信じないけれど気にはするタイプでして、毎日のように朝のテレビ番組の占いや新聞の隅すみっこに載のっている占いをチェックしては一いつ喜き一いつ憂ゆうしております。自分の星座や血液型が最下位だった時は一日中気分が沈みます。救済策のつもりなのか、ラッキーアイテムとか気をつけるべきこととか教えてくれるのはいいんですが、十中八九ハードルが高いのは気のせいでしょうか？

「ラッキーアイテムはショッキングピンクのジャージです☆」

　とか言われても……ねえ？

　でもまあ、易えきやホロスコープのような時代の試し金きん石せきを経へて現代まで通用している占いもあることですし、人の心を摑つかむ普ふ遍へん的てきな魅み力りよくはあるんでしょうね。




　最後になりましたが担当編集様、イラストレーターの白しろ味み噌そ様、その他この本の製作に関わってくださった皆みな々みな様さまに最大限の感謝を。

　そして了りよう次じとルートの旅路で、再び読者の皆様と相見あいまみえますことを期して。
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成なり田た杣そま道みち

はじめましてこんにちは。成田です。

好きなパソコンはThinkpad600シリーズです。

よろしくおねがいします。
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イラスト／白しろ味み[image: そ]そ

14～15歳くらいの思春期大爆発で悩める少年少女が大好きな、関東に自生する発酵食品です。あとカレーが好きです。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「成田杣道先生」係

「白味[image: そ]先生」係










初出





本書は第22回電撃小説大賞応募作品『１／1000世界のエトランゼ』に加筆・修正したものです













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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